
　
わ
が
国
に
お
け
る
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
の
分
野
に
お
い
て
活
躍
し
て

い
る
第
一
人
者
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
て
贈
呈
す
る
「
松
本
賞
」
。
そ
の

第
27
回
選
考
委
員
会
が
３
月
20
日
に
ウ
ェ
ブ
で
開
催
さ
れ
た
。
厳
正
な
審
査
の
結

果
、
今
回
の
受
賞
者
は
、
愛
知
医
科
大
学
産
婦
人
科
学
教
室
主
任
教
授
若
槻
明
彦

氏
（
64
）
に
決
定
し
た
。

　
選
考
委
員
会
当
日
は
、
選

考
委
員
な
ら
び
に
過
去
の
受

賞
者
の
う
ち
故
人
を
除
く
29

名
を
推
薦
人
と
し
て
、
推
薦

さ
れ
た
候
補
者
の
功
績
調
書

を
も
と
に
、
厳
正
な
審
査
が

行
わ
れ
、
愛
知
医
科
大
学
産

婦
人
科
学
教
室
主
任
教
授
若

槻
明
彦
氏（
64
）の
受
賞
が
決

ま
っ
た
。
こ
れ
で
受
賞
者
数

は
39
名
。内
訳
は
医
師
36
名
、

看
護
職
３
名
と
な
っ
た
。

【
受
賞
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
若
槻
明
彦
氏
は
１
９
８
４

年
愛
知
医
科
大
学
卒
業
後
、

高
知
医
科
大
学
医
学
部
附
属

病
院
に
入
局
（
産
婦
人

科
）
。
89
年
か
ら
91
年
ま

で
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

ア
ー
バ
イ
ン
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ロ

ー
。
帰
国
後
、
95
年
に
高
知

医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院

周
産
母
子
セ
ン
タ
ー
講
師
、

２
０
０
１
年
助
教
授
・
副
部

長
な
ど
を
経
て
、
05
年
に
愛

知
医
科
大
学
産
婦
人
科
学
教

室
主
任
教
授
に
就
任
し
現
在

に
至
る
。
11
年
か
ら
18
年
に

は
同
病
院
副
院
長
、
14
年
か

ら
22
年
３
月
ま
で
同
副
学

長
、
19
年
か
ら
22
年
３
月
ま

で
同
医
学
部
長
・
医
学
研
究

科
長
を
歴
任
。

　
専
門
は
腹
腔
鏡
下
手
術
、

周
産
期
医
学
、
更
年
期
医

学
、
性
差
医
学
と
幅
広
い
。

研
究
面
で
は
、
①
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
と
動
脈
硬
化
②
骨
粗
鬆

し
ょ
う

女
性
の
予
防
医
学
、

ヘル
ス
ケ
ア
の
発
展
に
尽
力

第27回
松本賞

若
槻
明
彦
氏（
愛
知
県
）に
授
与

　
子
宮
頸け

い

が
ん
な
ど
を
防
ぐ

た
め
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
。

従
来
の
２
価
・
４
価
ワ
ク
チ

ン
に
加
え
て
、
４
月
１
日
よ

り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
中

で
も
高
い
感
染
予
防
効
果
が

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
９
価
ワ

ク
チ
ン
が
加
わ
り
、
公
費
で

の
定
期
接
種
が
始
ま
っ
た
。

　
こ
れ
に
関
連
し
、
厚
労
省

は
３
月
に
ワ
ク
チ
ン
に
関
す

る
情
報
提
供
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
定
期
接
種
対
象
者
と
保
護

者
向
け
、医
療
従
事
者
向
け
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
対
象

者
向
け
な
ど
）
を
改
訂
し
、

周
知
を
推
進
し
て
い
る
。
２

価
・
４
価
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
公
費
で
接
種

す
る
こ
と
が
可
能
と
し
て
い

る
。
９
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

回
数
は
、
開
始
す
る
年
齢
に

よ
り
異
な
り
、
15
歳
未
満
で

１
回
目
を
接
種
し
た
場
合
は

２
回
接
種
、
15
歳
に
な
っ
て

か
ら
１
回
目
の
接
種
を
し
た

場
合
は
３
回
接
種
す
る
。

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
掲
載
）

　
全
国
の
小
中
高
校
お
よ
び

特
別
支
援
学
校
に
お
い
て
、

子
ど
も
を
性
犯
罪
・
性
暴
力

か
ら
守
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
「
生い

の
ち命
の
安
全
教
育
」

が
、
４
月
１
日
よ
り
本
格
的

に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
政
府
が

決
定
し
た
「
性
犯
罪
・
性
暴

力
対
策
の
強
化
の
方
針
」

（
２
０
２
１
年
６
月
）
に
基

づ
き
、
子
ど
も
の
発
達
段
階

や
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、

「
生
命
を
大
切
に
す
る
」

「
加
害
者
に
な
ら
な
い
」

「
被
害
者
に
な
ら
な
い
」

「
傍
観
者
に
な
ら
な
い
」
た

め
の
教
育
を
実
施
す
る
内

容
。
内
閣
府
と
文
部
科
学
省

が
作
成
し
た
教
材
と
指
導
の

手
引
き
を
使
用
す
る
。

　
教
材
の
内
容
は
、
小
学
校

で
は
、
１
年
生
で
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
ゾ
ー
ン
な
ど
に
つ
い
て

の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
性
暴

力
に
遭
っ
た
と
き
の
対
処

法
・
相
談
先
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
気

を
付
け
る
こ
と
、
中
学
校
で

は
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
な
ど
に
つ
い

て
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
文
科
省
は
今
後
、
地
域
の

実
情
に
合
わ
せ
た
多
種
多
様

な
指
導
モ
デ
ル
を
取
り
ま
と

め
、
指
導
展
開
事
例
と
し
て

周
知
・
展
開
を
図
っ
て
い
く
。

　
ま
た
、
同
安
全
教
育
に
関

す
る
先
進
的
な
取
り
組
み
事

例
の
紹
介
、性
犯
罪
・
性
暴
力

対
策
に
関
す
る
政
府
の
取
り

組
み
や
現
状
に
つ
い
て
「
生

命
の
安
全
教
育
全
国
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
開
催
し
、
同
安
全

教
育
の
全
国
展
開
を
強
力
に

推
進
す
る
と
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
掲
載
）

「
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」

「
９
価
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
」

公
費
で
の
定
期
接
種
開
始

公
費
で
の
定
期
接
種
開
始

小
中
高
校
で

小
中
高
校
で

「「
生生い

の
ち

い
の
ち命命
の
安
全
教
育
」始
ま
る

の
安
全
教
育
」始
ま
る

症
③
子
宮
内
膜
症
④
ホ
ル
モ

ン
療
法
な
ど
女
性
の
予
防
医

学
の
発
展
に
尽
力
し
て
い

る
。

　
中
で
も
、
子
宮
内
膜
症
女

性
で
は
血
管
内
皮
機
能
が
低

下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
心
血

管
疾
患
の
リ
ス
ク
が
上
昇
す

る
こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
。
炎
症
性
疾
患
の
子
宮
内

膜
症
で
は
、
子
宮
内
の
炎
症

が
閉
経
時
ま
で
慢
性
的
に
続

く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ

う
に
長
期
間
炎
症
に
晒さ

ら

さ
れ

る
と
血
管
内
へ
の
ダ
メ
ー
ジ

が
大
き
く
な
り
、
動
脈
硬
化

や
心
筋
梗
塞
が
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
若
槻
氏

は
、
さ
ら
に
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
欠
乏
に
伴
う
脂
質
異
常
症

や
血
管
内
皮
機
能
の
低
下
が

心
血
管
疾
患
上
昇
の
原
因
で

あ
る
こ
と
を
解
明
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
更
年
期
女
性

の
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
も
深
く
関

与
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
ま

だ
ま
だ
産
婦
人
科
領
域
で
は

十
分
認
知
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
。
こ
れ
に
対
し

て
、
若
槻
氏
は
、
「
閉
経
前

後
に
見
ら
れ
る
、
体
の
ほ
て

り
や
大
量
の
発
汗
と
い
っ
た

症
状
で
産
婦
人
科
を
受
診
す

る
患
者
を
診
る
際
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
や
骨
密
度
の
検

査
を
し
て
、
そ
の
と
き
の
状

態
と
予
防
法
を
伝
え
れ
ば
、

生
活
習
慣
病
の
発
症
リ
ス
ク

を
低
減
で
き
る
」
と
力
説
す

る
。

　
17
年
11
月
に
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
第
32
回
日
本
女
性
医

学
学
会
に
お
い
て
理
事
長
に

就
任
、
現
在
３
期
目
。
日
本

産
科
婦
人
科
学
会
、
日
本
産

科
婦
人
科
内
視
鏡
学
会
、
日

本
女
性
栄
養
・
代
謝
学
会
、

日
本
産
婦
人
科
乳
腺
医
学

会
、
日
本
エ
ン
ド
メ
ト
リ
オ

ー
シ
ス
学
会
の
各
理
事
、
日

本
動
脈
硬
化
学
会
の
評
議
員

も
務
め
て
い
る
。

　
以
上
、
わ
が
国
の
女
性
医

学
を
中
心
と
し
た
医
療
の
第

一
人
者
と
し
て
の
氏
の
優
れ

た
研
究
業
績
と
幅
広
い
学
識

に
加
え
、
女
性
の
ヘ
ル
ス
ケ

ア
等
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た

功
績
が
高
く
評
価
さ
れ
、
今

回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

◇

　
「
松
本
賞
」
は
本
会
・
故

松
本
清
一
元
会
長
の
名
を
冠

し
た
顕
彰
制
度
で
、
わ
が
国

の
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
分
野
に
お
け
る
第
一
人

者
に
、
そ
の
功
績
を
た
た
え

て
本
会
が
贈
呈
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
選
考
委
員
会
は
、
日
本
産

婦
人
科
医
会
か
ら
木
下
勝

之
、
日
本
産
科
婦
人
科
学
会

か
ら
小
西
郁
生
、
日
本
生
殖

医
学
会
か
ら
吉
村
泰
典
、
日

本
女
性
医
学
学
会
か
ら
若
槻

明
彦
（
当
日
欠
席
）
、
ジ
ョ

イ
セ
フ
か
ら
石
井
澄
江
、
本

会
か
ら
北
村
邦
夫
で
構
成
さ

れ
た
（
敬
称
略
）
。

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

若槻　明彦氏
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Reproductive Health 
and Rights

（
生
殖
に
関
す

る
健
康
と
権
利
）
と
は
、
子

ど
も
を
産
む
こ
と
に
関
し

て
、
い
つ
、
何
人
、
誰
と
の

間
の
子
を
持
つ
か
、
持
た
な

い
か
を
問
わ
ず
、
健
康
が
社

会
に
守
ら
れ
た
上
で
、
個
々

に
選
択
権
が
あ
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。Reproductive 

Health and Rights

の
た

め
に
は
、
い
つ
、
誰
と
セ
ッ

ク
ス
す
る
か
を
自
ら
が
決
め

ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で
、
全

て
の
個
人
が
、
自
分
の
心
と

体
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
セ

ッ
ク
ス
で
き
る
よ
う
、
健
康

が
守
ら
れ
、
選
択
権
が
あ
る

こ
と
が
大
事
で
す
。
こ
れ
を

Sexual H
ealth and 

Rights

と
い
い
ま
す
。
２
つ

合
わ
せ
て
、S

ex
u

al 
Reproductive H

ealth 
and Rights

（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）

と
い
う
用
語
が
広
く
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
根
幹
は
、

Bodily Autonom
y

（
か
ら

だ
の
自
己
決
定
権
）
で
す
。

家
族
や
社
会
な
ど
、
自
分
で

は
な
い
も
の
に
選
択
を
押
し

付
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、

自
分
が
自
由
に
選
択
で
き
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
で
は
、
自
分
の
選
択
と

は
何
で
し
ょ
う
か
？

　
例
え
ば
、
15
歳
の
女
の
子

が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
知
り
合
っ
た
人

に
会
い
に
行
く
と
き
、「
会
い

に
行
く
と
エ
ッ
チ
な
こ
と
を

さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
し
怖

い
け
ど
、
会
い
に
行
か
な
く

て
こ
の
人
が
連
絡
を
く
れ
な

く
な
る
方
が
怖
い
」
と
言
う

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。一
見
、彼

女
は
自
分
で
選
択
し
て
彼
に

会
い
に
行
っ
た
、
と
も
言
え

そ
う
で
す
。し
か
し
こ
れ
は
、

そ
の
よ
う
に
選
択
せ
ざ
る
を

得
な
い
よ
う
に
持
っ
て
い
か

れ
た
、
と
も
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？
　
選
択

に
関
し
て
は
、文
化
、社
会
や

身
近
な
人
、
パ
ー
ト
ナ
ー
な

ど
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
に

選
択
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

て
い
る
の
に
、
あ
た
か
も
自

己
選
択
の
よ
う
に
扱
わ
れ
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。児
童
婚
、性
虐
待
、性
暴

力
は
も
ち
ろ
ん
、
結
婚
や
出

産
な
ど
も
、
社
会
通
念
や
周

囲
か
ら
の
圧
力
で
、
す
る
・

し
な
い
を
決
め
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
根
幹
で
あ
る

Bodily Autonom
y

（
か
ら

だ
の
自
己
決
定
権
）
は
、
そ

う
い
っ
た
選
択
と
は
相
対
す

る
選
択
で
す
。

　
言
葉
を
変
え
る
と
、
「
自

分
の
心
と
体
の
声
を
聞
い

て
、
自
分
が
最
も
腑
に
落
ち

る
選
択
を
し
よ
う
」
と
い
う

も
の
で
す
。
今
自
分
が
持
っ

て
い
る
知
識
や
人
と
の
関
係

性
、
お
金
や
仕
事
な
ど
の
資

源
を
全
部
加
味
し
た
上
で
、

し
っ
か
り
自
分
と
向
き
合

い
、
自
分
の
大
切
に
し
て
い

る
価
値
に
沿
っ
た
自
分
で
い

ら
れ
る
よ
う
、
選
択
し
よ

う
。
そ
ん
な
選
択
を
、
自
分

　
実
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
普
及

は
国
連
（
Ｕ
Ｎ
）
で
採
択
さ

れ
たS

u
stain

ab
le 

Developm
ent Goals

（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と

し
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。⑴

Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
３
「
す
べ
て
の
人

に
健
康
と
福
祉
を
」
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
７
に
「
２
０
３
０
年

ま
で
に
、家
族
計
画
、情
報
・

教
育
及
び
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
の
国
家
戦
略
・
計
画

へ
の
組
み
入
れ
を
含
む
、
性

と
生
殖
に
関
す
る
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
全
て
の
人
々
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
」
が
あ

り
ま
す
し
、
Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
５

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現

し
よ
う
」
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
６

に
「
国
際
人
口
・
開
発
会
議

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）の
行
動
計
画
お

よ
び
北
京
行
動
綱
領
、
な
ら

　
私
た
ち
一
般
社
団
法
人
Ｓ

Ｒ
Ｈ
Ｒ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
は
２

０
２
２
年
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
共
同

で
「
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
に
つ
い
て
の
意
識

調
査
」
を
実
施
。
楽
天
イ
ン

サ
イ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン
パ
ネ

ル
を
用
い
て
、
性
別
、
年

齢
、
地
域
を
割
り
付
け
た
３

０
０
５
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
い
、
左
記
（
表
１
）
の
尺

度
に
基
づ
き
３
つ
の
質
問
を

し
ま
し
た
。
結
果
は
表
２
の

通
り
で
す
。

　「
か
ら
だ
の
自
己
決
定
権
」

は
、
個
人
が
各
々
の
価
値
観

に
合
っ
た
人
生
を
歩
む
た
め

に
必
須
で
す
。
人
口
が
減
少

し
て
い
く
私
た
ち
の
社
会
に

お
い
て
、
一
人
一
人
が
よ
り

良
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
す
る
た
め
に
も
、
「
か
ら

だ
の
自
己
決
定
権
」
は
社
会

全
体
で
大
事
に
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
、
今
の
私
た
ち
に
何

が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
　

一
つ
は
、
教
育
や
福
祉
な
ど

の
政
策
の
改
革
が
必
要
だ
、

と
社
会
に
訴
え
る
こ
と
で
す
。

　
本
調
査
で
は
、
学
校
で
の

性
教
育
が
自
分
の
性
行
動
に

生
か
さ
れ
て
い
る
と
回
答
し

た
人
は
わ
ず
か
７
％
で
し

た
。
ま
た
、
「
妊
娠
不
安
の

経
験
が
あ
る
」
人
の
ほ
う

が
、
よ
り
、
ピ
ル
や
Ｉ
Ｕ
Ｄ

な
ど
の
確
実
な
避
妊
を
選
択

し
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、
確

実
な
避
妊
を
し
て
い
る
か
ら

不
安
が
な
い
、
の
で
は
な
く

て
、
実
際
に
不
安
に
な
っ
た

外
射
精
で
避
妊
し
て
お
り
、

ピ
ル
や
Ｉ
Ｕ
Ｄ
、
避
妊
手
術

を
選
択
し
て
い
る
の
は
わ
ず

か
10
％
で
し
た
。
産
婦
人
科

医
師
と
し
て
自
分
が
自
分
の

持
ち
場
で
や
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ

多
い
な
と
反
省
し
ま
し
た
。

　
も
う
一
つ
大
切
な
こ
と

は
、
自
分
自
身
の
「
か
ら
だ

の
自
己
決
定
権
」
を
育
て
る

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
自
身

と
対
話
し
、
納
得
の
い
く
選

択
を
重
ね
る
こ
と
は
、
意
外

と
難
し
い
こ
と
で
す
。
し
か

し
同
時
に
、
そ
れ
こ
そ
幸
福

の
追
求
に
不
可
欠
だ
と
も
思

い
ま
す
。
自
分
の
「
か
ら
だ

の
自
己
決
定
権
」
を
意
識
す

る
と
、
自
然
と
他
者
の
こ
と

も
大
切
に
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
か

ら
、
議
論
と
建
設
的
な
発
想

が
生
ま
れ
ま
す
。

　
機
関
紙
﹃
家
族
と
健
康
﹄

の
読
者
の
皆
様
の
多
く
は
Ｓ

Ｒ
Ｈ
Ｒ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
、
健

康
を
支
え
て
お
ら
れ
る
方
々

だ
と
思
い
ま
す
。
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
側
面
で
、「
か
ら
だ
の

自
己
決
定
権
」
の
応
援
団
と

な
り
、
連
携
し
て
よ
り
よ
い

未
来
を
つ
く
っ
て
い
け
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
掲
載
）

「
経
験
」
が
先
に
あ
っ
て
、

そ
れ
か
ら
確
実
な
避
妊
方
法

を
選
択
し
て
い
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
ま
し
た
。

　
私
た
ち
が
各
自
の
職
場
で

出
会
う
一
人
一
人
（
患
者
さ

ん
や
お
客
さ
ん
、
市
民
な

ど
）
に
、
か
ら
だ
の
自
己
決

定
権
を
促
す
対
応
を
す
る
こ

と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

本
調
査
で
は
、
産
後
の
女
性

（
産
婦
人
科
医
療
従
事
者
に

家
族
計
画
を
学
ん
だ
は
ず
の

女
性
）
の
12
％
が
腟
外
射
精

で
避
妊
を
し
て
お
り
、
こ
の

割
合
は
未
産
婦
と
ほ
と
ん
ど

変
わ
り
ま
せ
ん
。
中
絶
を
経

験
し
た
女
性
で
も
14
％
が
腟

だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
大

切
な
人
や
周
囲
の
人
も
で
き

る
よ
う
に
、
も
っ
と
言
え

ば
、
社
会
の
構
成
員
一
人
一

人
が
個
々
の
価
値
に
沿
っ
た

選
択
が
で
き
る
よ
う
に
社
会

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
、
と
い

う
社
会
運
動
が
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の

普
及
活
動
で
す
。

び
に
こ
れ
ら
の
検
討
会
議
の

成
果
文
書
に
従
い
、
性
と
生

殖
に
関
す
る
健
康
お
よ
び
権

利
へ
の
普
遍
的
ア
ク
セ
ス
を

確
保
す
る
」
が
あ
り
ま
す
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
達
成
で

き
た
か
ど
う
か
を
測
定
す
る

尺
度
"indicator

"
が
設
定

さ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ

の
Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
５
タ
ー
ゲ
ッ
ト

６
を
測
定
す
る
尺
度
の
一
つ

が
、
「
か
ら
だ
の
自
己
決
定

権
」
を
測
定
す
る
尺
度
に
な

っ
て
い
ま
す
。
⑵

　
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が

「
か
ら
だ
の
自
己
決
定
権
」

を
持
ち
や
す
い
の
で
し
ょ
う

か
？
　
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
回

帰
分
析
を
し
た
結
果
を
示
し

ま
す
。

　
男
性
よ
り
も
女
性
の
方

が
、
収
入
は
４
０
０
万
円
以

上
の
方
が
、
未
婚
よ
り
既
婚

の
方
が
、
学
歴
は
高
い
方

が
、
「
か
ら
だ
の
自
己
決
定

権
」
を
持
つ
人
の
割
合
が
高

く
な
る
、
と
い
う
結
果
で
し

た
（
表
３
）
。

　
で
は
、
日
本
の
女
性
は

「
か
ら
だ
の
自
己
決
定
権
」

を
持
つ
人
が
多
い
の
で
し
ょ

う
か
？

　
国
際
比
較
の
た
め
に
、
49

歳
以
下
の
既
婚
女
性
に
限
定

し
て
集
計
し
、
57
か
国
の
途

上
国
と
比
較
し
た
グ
ラ
フ
が

図
１
で
す
。
⑶

　
な
ん
と
、
日
本
の
女
性
は

途
上
国
と
比
較
し
て
も
、
か

ら
だ
の
自
己
決
定
権
を
持
た

な
い
の
で
す
。
途
上
国
は
、

女
性
が
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
自
己

決
定
権
を
持
た
な
い
こ
と
が

大
き
い
の
に
比
し
て
、
日
本

は
、
性
行
為
の
自
己
決
定
、

避
妊
の
自
己
決
定
が
極
端
に

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

表２　 からだの自己決定権を持つものの割合

男性 女性
３側面全ての自己決定 36% 43%
避妊の自己決定 76% 69%
性行為の自己決定 47% 61%
ヘルスケアの自己決定 94% 96%

表１

49歳以下の既婚女性について
•避妊するかどうか自分で決めているか
•性行為をしたくないときにNoといえるか
•自分のヘルスケアについて自分で決めているか
全ての問に「YES」と答えるものが、
「からだの自己決定権」を持つ女性

要因 オッズ比 (95% Confi dence 
interval)

性別
男性 1
女性 1.50 (1.26-1.78)

収入
年収400万円以下 1
年収400万円以上 1.31 (1.08-1.60)

結婚
未婚 1
既婚 1.43 (1.15-1.78)

子ども
1人以上子どもあり 1
子どもなし 1.12 (0.91-1.39)

年齢

18‒29 1
30‒49 0.85 (0.64-1.14)
50‒64 0.78 (0.58-1.05)
≥ 65 0.60 (0.43-0.83)

学歴

中学卒業 1
High school 2.06 (0.96-4.41)
Junior college 1.95 (0.91-4.19)
University 2.44 (1.15-5.21)
Graduate school 3.30 (1.46-7.44)

表３

いけだ・ゆみえ
京都大学大学院医学研究科健
康情報学博士課程
NPO法人女性医療ネットワ
ーク副理事長
一般社団法人SRHR Japan
代表理事

―略歴―2003年京都大学医
学部卒業。総合内科医として

の研修終了後、女性を総合的にサポートできる医師にな
るために産婦人科に転向。11年リバプール熱帯医学校
リプロダクティブヘルスディプロマを経て、12年米国
内科学会インターナショナルフェローシップによりメイ
ヨークリニックで女性内科研修。現在、神戸市立医療セ
ンター中央市民病院女性外来、二宮レディースクリニッ
ク婦人科外来を担当。

図１　からだの自己決定権についての国際比較
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〜
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
と

「
か
ら
だ
の
自
己
決
定
権
」

（Bodily Autonom
y

）
〜

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
普
及
を
測
定
す
る
尺
度

日
本
人
の「
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自
己
決
定
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」

私
た
ち
の
社
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自
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た
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自
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子
ど
も
の
権
利
の
保
障
を

明
記
し
た「
こ
ど
も
基
本
法
」

の
施
行
と
と
も
に
、
４
月
に

発
足
し
た
「
こ
ど
も
家
庭

庁
」。同
庁
は
、内
閣
府
の
子

ど
も
・
子
育
て
本
部
や
、
厚

生
労
働
省
の
子
ど
も
家
庭
局

な
ど
が
所
管
し
て
い
た
子
ど

も
関
連
行
政
事
務
を
移
管
・

　
今
回
の
改
定
に
よ
り
、
記

録
と
緊
急
性
の
高
い
項
目
が

冊
子
に
収
め
ら
れ
、妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
の
情
報
提
供
に

つ
い
て
は
、「
母
子
健
康
手
帳

情
報
支
援
サ
イ
ト
」
で
な
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
主
な

変
更
点
は
以
下
の
と
お
り
。

省
令
様
式
の
変
更

　
産
後
ケ
ア
や
子
育
て
世
代

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
、

地
域
の
子
育
て
に
関
す
る
相

談
機
関
を
利
用
し
た
際
に
記

録
す
る
欄
が
新
た
に
追
加
さ

れ
た
。
生
後
２
週
間
ご
ろ
と

２
か
月
ご
ろ
の
記
録
欄
が
追

加
さ
れ
た
。
ま
た
１
か
月
ご

ろ
以
降
の
記
録
欄
に
お
い
て

は
、
寝
か
せ
る
と
き
の
体
勢

や
、
自
動
車
乗
車
時
の
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
、
保

護
者
自
身
の
睡
眠
に
つ
い
て

の
質
問
が
新
た
に
追
加
さ
れ

た
。
ま
た
、
「
父
親
や
周
囲

の
方
の
記
録
」
欄
が
新
た
に

設
け
ら
れ
た
。

任
意
様
式
の
変
更

　
窒
息
時
の
応
急
手
当
や
心

肺
蘇
生
法
、
緊
急
時
の
連
絡

先
等
の
緊
急
性
の
あ
る
情
報

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

災
害
時
の
連
絡
方
法
・
避
難

場
所
の
連
絡
先
等
の
ペ
ー
ジ

が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
学
童
期
以
降
の
記
録
欄

や
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談

を
し
た
と
き
の
記
録
欄
も
追

加
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
変
更

　
厚
労
省
は
４
月
よ
り
、
出

産
時
に
公
的
医
療
保
険
か
ら

支
払
わ
れ
る
出
産
育
児
一
時

金
の
支
給
額
を
、
こ
れ
ま
で

の
原
則
42
万
円
か
ら
、
全
国

一
律
50
万
円
に
引
き
上
げ

た
。
医
療
機
関
で
の
平
均
出

産
費
用
は
、
こ
こ
10
年
、
毎

年
平
均
で
１
・
４
％
上
昇
し

て
お
り
、
一
時
金
支
給
額

は
、
こ
れ
を
全
て
賄
え
る
額

を
推
計
し
、
設
定
さ
れ
た
。

　
生
産
年
齢
人
口
が
急
激
に

減
少
し
て
い
る
わ
が
国
に
お

い
て
、
特
に
少
子
化
に
つ
い

て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
出
生
数

が
将
来
人
口
推
計
よ
り
も
７

年
程
度
早
く
減
少
す
る
な
ど

少
子
化
が
進
行
し
て
い
る
。

少
子
化
を
克
服
し
、
子
育
て

を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
観

点
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
出
産
育
児
一
時
金
に

係
る
費
用
の
一
部
を
支
援
す

る
仕
組
み
を
導
入
し
た
。
支

援
割
合
は
、
現
行
の
現
役
世

代
・
後
期
高
齢
者
の
保
険
料

負
担
に
応
じ
、
対
象
額
の
７

％
と
し
て
い
る
。

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
掲
載
）

　
４
月
１
日
、
育
児
・
介
護

休
業
法
が
改
正
さ
れ
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
常
時
雇
用
す
る

労
働
者
が
１
０
０
０
人
を
超

え
る
企
業
の
事
業
主
は
、
男

性
労
働
者
の
育
児
休
業
な
ど

の
取
得
状
況
を
年
１
回
公
表

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ

る
。
公
表
内
容
は
、
①
育
児

休
業
等
の
取
得
状
況
、
お
よ

び
②
育
児
休
業
等
と
育
児
目

的
休
暇
の
取
得
割
合
―
の
い

ず
れ
か
の
割
合
。
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
で
一
般
に
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
公
表
す
る
。

　
公
表
期
限
の
目
安
は
、
事

業
年
度
末（
決
算
時
期
）か
ら
、

お
お
む
ね
３
か
月
以
内
ま

で
。厚
労
省
は
、育
児
休
業
は

「
子
を
養
育
す
る
た
め
の
休

業
」で
あ
り
、男
女
が
と
も
に

育
児
に
主
体
的
に
取
り
組
む

た
め
に
、
労
働
者
が
希
望
す

る
と
お
り
の
期
間
の
休
業
を

申
出
・
取
得
で
き
る
よ
う
、事

業
主
は
上
司
・
同
僚
の
理
解

も
含
め
て
育
児
休
業
を
取
得

し
や
す
い
雇
用
環
境
を
整
備

す
る
こ
と
が
重
要
と
し
て
い

る
。

た
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政

策
立
案
と
実
践
、評
価
、改

善
」な
ど
を
所
掌
。子
ど
も
の

育
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
、
こ

ど
も
成
育
局
は
「
妊
娠
・
出

産
の
支
援
、
母
子
保
健
、
成

育
医
療
等
基
本
方
針
の
策

定
」「
就
学
前
の
全
て
の
こ
ど

も
の
育
ち
を
保
障
す
る
た
め

の
指
針
の
策
定
、
認
定
こ
ど

も
園
教
育
保
育
要
領
・
保
育

所
保
育
指
針
の
双
方
を
文
部

科
学
省
と
と
も
に
策
定
」「
相

談
対
応
や
情
報
提
供
の
充

実
、
全
て
の
こ
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
」「
こ
ど
も
の
安

全
」な
ど
を
所
掌
す
る
。支
援

が
必
要
な
子
ど
も
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
、
こ
ど
も
支
援
局
は

「
様
々
な
困
難
を
抱
え
る
こ

ど
も
や
家
庭
に
対
す
る
年
齢

や
制
度
の
壁
を
克
服
し
た
切

れ
目
な
い
包
括
的
支
援
」「
児

童
虐
待
防
止
対
策
の
強
化
、

社
会
的
養
護
の
充
実
及
び
自

立
支
援
」
「
こ
ど
も
の
貧
困

対
策
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
支

援
」「
障
害
児
支
援
」「
い
じ
め

防
止
を
担
い
文
部
科
学
省
と

連
携
し
て
施
策
を
推
進
」
な

ど
を
所
掌
す
る
。

令
和
５
年
度
の
予
算

　
令
和
５
年
度
の
こ
ど
も
家

庭
庁
当
初
予
算
案
は
、
お
よ

そ
４
・
８
兆
円
で
、令
和
４
年

度
の
第
２
次
補
正
予
算
で
前

倒
し
で
実
施
し
た
も
の
な
ど

を
含
め
る
と
、５
・
２
兆
円
規

模
と
な
る
。
対
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、「
出
産
・
子
育
て

応
援
交
付
金
」
の
継
続
実
施

や
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
、

保
育
所
等
の
受
け
皿
整
備
な

ど
に
よ
り
、
約
１
２
３
３
億

円（
＋
２
・
６
％
）の
増
加
と

な
っ
て
い
る
。（
別
表
参
照
）

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
掲
載
）

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」発
足

集
約
し
、
各
府
省
庁
に
ま
た

が
っ
て
い
た
子
ど
も
関
連
施

策
を
一
元
的
に
担
う
た
め
に

誕
生
し
た
。
「
常
に
こ
ど
も

の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考

え
、
こ
ど
も
に
関
す
る
取
り

組
み
・
政
策
を
我
が
国
社
会

の
真
ん
中
に
据
え
て
こ
ど
も

の
視
点
で
、
こ
ど
も
を
取
り

巻
く
あ
ら
ゆ
る
環
境
を
視
野

に
入
れ
、
権
利
を
保
障
し
、

だ
れ
一
人
取
り
残
さ
ず
、
健

や
か
な
成
長
を
社
会
全
体
で

後
押
し
す
る
た
め
の
新
た
な

司
令
塔
」
と
し
て
、
内
閣
府

の
外
局
に
設
置
さ
れ
る
。
子

ど
も
が
、
自
立
し
た
個
人
と

し
て
等
し
く
健
や
か
に
成
長

す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
子
ど
も
と

家
庭
の
福
祉
の
増
進
・
保
健

の
向
上
等
の
支
援
、
子
ど
も

の
権
利
利
益
の
擁
護
を
主
な

任
務
と
し
て
い
る
。

こ
ど
も
家
庭
庁
の
組
織
体
制

　
同
庁
の
内
部
組
織
は
、
長

官
官
房
、
こ
ど
も
成
育
局
、

こ
ど
も
支
援
局
の
１
官
房
２

局
４
３
０
名
体
制
で
の
ス
タ

ー
ト
と
な
る
。
長
官
官
房

（
企
画
立
案
・
総
合
調
整
部

門
）
は
組
織
全
体
を
取
り
ま

と
め
る
部
門
で
、「
こ
ど
も
の

視
点
、
子
育
て
当
事
者
の
視

点
に
立
っ
た
政
策
の
企
画
立

案
・
総
合
調
整
（
こ
ど
も
大

綱
の
策
定
、
少
子
化
対
策
、

こ
ど
も
の
意
見
聴
取
と
政
策

へ
の
反
映
等
）」「
必
要
な
支

援
を
必
要
な
人
に
届
け
る
た

め
の
情
報
発
信
や
広
報
等
」

「
デ
ー
タ
・
統
計
を
活
用
し

点
は
、
「
10
か
国
語
対
応
母

子
健
康
手
帳
」
「
点
字
版
母

子
健
康
手
帳
」
「
テ
キ
ス
ト

デ
イ
ジ
ー
版
母
子
健
康
手

帳
」
に
も
反
映
さ
れ
る
。

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
掲
載
）

表１　2023年度版母子健康手帳冊子及びウェブの掲載項目

省令様式
●子の保護者・出生届出済証明
●妊婦の健康状態等　　●妊婦の職業と環境
●妊娠中の記録　　　　●妊娠中の経過
●検査の記録　　　　　●父親や周囲の方の記録
●両親学級などの受講記録
●妊娠中と産後の歯の状態
●出産の状態
●出産後の母体の経過・母親自身の記録
●産後ケアの記録・利用記録
●新生児期の経過・記録（早期・後期）
● 検査の記録・保護者の記録（２週間頃）
●うんちの色に注意しましょう
● 保護者の記録・健康診査の記録
　（１か月児～６歳児）
●乳幼児身体発育曲線　●幼児の身長体重曲線
●予防接種の記録

すこやかな妊娠と出産のために
●すこやかな妊娠と出産のために
●新生児（生後約4週間までの赤ちゃん）
●育児のしおり
●予防接種（種類、受ける時期等）
●妊娠中と産後の食事　●乳幼児期の栄養 
●お口と歯の健康

子育てに関する制度・相談窓口
● 働く女性・男性のための出産、育児に関する
制度
●主な医療給付等の制度 
こどもの病気やけが・事故の予防
●こどもの病気やけが　　●事故の予防
●ものがのどにつまった時の応急手当
●心肺蘇生法
その他
●児童憲章

https://mchbook.cfa.go.jp/
妊娠・出産・子育ての最新情報が閲覧できる。

任意様式
●予防接種の記録
●今までにかかった主な病気
●歯の健康診査、保健指導、予防処置
●胎児の発育について
●成長曲線
● 学童期以降の記録（小学生・中学生以降）
● お母さん・お父さんの悩みや子育てに関する
相談、相談窓口
●災害の備え・対策
●母性健康管理指導事項連絡カード
●母子健康手帳について
●ものがのどにつまった時の応急手当
●心肺蘇生法

記録用の項目と、緊急性の高い項目が
盛り込まれた。

第１　こどもの視点に立った司令塔機能の発揮、こども基本法の着実な施行
１ こども大綱の策定・推進 1.4億円
２ こども基本法・児童の権利に関する条

約の普及啓発 
0.3億円

３ こどもの意見聴取と政策への反映 2.3億円（うちR4年度補正0.5億円）
４ こども政策に関するデータ・統計と

EBPMの充実
0.5億円

第２　結婚・妊娠・出産・子育てに夢や希望を感じられる社会の実現、少子化の克服
１ 地域の実情や課題に応じた少子化対策 100億円（うちR4年度補正90億円）
２ 子育て世帯を優しく包み込む社会的機

運の醸成のための情報発信
2.5億円

３ 妊娠期から子育て期の包括的な切れ目
のない支援

1,905億円（うちR4年度補正1,374億円）

４ 高等教育の無償化 5,311億円

第３　全てのこどもに、健やかで安全・安心に成長できる環境を提供する
１ 総合的な子育て支援 3兆6,050億円（うちR4年度補正1,920億円）
２ こどもの居場所づくり支援 1,438億円の内数（うちR4年度補正58億）
３ こどもの安全・安心 286億円（うちR4年度補正262億円）

第４　成育環境にかかわらず誰一人取り残すことなく健やかな成長を保障する
１ 児童虐待防止対策・社会的養育の迅速

かつ強力な推進
1,721億円の内数（うちR4年度補正45億円）

２ ひとり親家庭等の自立支援の推進 1,694億円（うちR4年度補正30億円）
３ 障害児支援体制の強化 4,745億円の内数
４ 地域におけるいじめ防止対策の体制構

築の推進
2.1億円

５ ヤングケアラーなどの困難な状況にあ
るこども・家庭に対する支援

216億円の内数

６ 潜在的に支援が必要なこどもをアウト
リーチ支援につなげるためのこどもデ
ータ連携の推進

12億円（うちR4年度補正12億円）

令和５年度当初予算案 金額は、令和５年度当初予算案と令和４年度第２次補正予算の合計

〈参考〉 この外、こども政策に関連する主なものとしては、厚生労働省において、出産育児一時金（医療
保険制度）の増額（42万円→50万円）を実施。また、育児休業給付（0.8兆円）を確保。

冊 子

WEB 母子健康手帳情報支援サイト

母子健康手帳

２
０
２
３
年
４
月

―主な変更点と内容

2023年度版
11年ぶり
の大改定

出
産
育
児
一
時
金

出
産
育
児
一
時
金

5050
万
円
に
引
き
上
げ

万
円
に
引
き
上
げ

男
性
育
休
取
得
促
進
へ

男
性
育
休
取
得
促
進
へ

育
休
取
得
率
公
表
を
義
務
化

育
休
取
得
率
公
表
を
義
務
化

４
月
19
日
、
国
連
人
口
基

金
（
Ｕ
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
）
は
世
界

人
口
白
書
２
０
２
３
「
80
億

人
の
命
、
無
限
の
可
能
性
：

権
利
と
選
択
の
実
現
に
向
け

て
」
を
発
表
し
た
。
２
０
２

２
年
11
月
に
は
全
世
界
の
人

口
が
80
億
を
超
え
、
か
つ
て

な
い
水
準
に
達
し
た
が
、
本

白
書
で
は
、
「
問
題
は
人
口

が
多
過
ぎ
る
の
か
、
ま
た
は

少
な
過
ぎ
る
の
か
で
は
な

く
、
問
う
べ
き
は
望
む
数
の

子
ど
も
を
希
望
す
る
間
隔
で

産
む
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

基
本
的
人
権
を
、
す
べ
て
の

人
が
行
使
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
で
あ
る
」
と
訴
え
て
い

る
。Ｕ

Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ
事
務
局
長
ナ

タ
リ
ア
・
カ
ネ
ム
氏
は
声
明

で
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
か
ら
、
歴
史

的
な
規
模
の
人
口
移
動
を
引

き
起
こ
す
気
候
変
動
の
破
滅

的
な
状
況
ま
で
、
い
く
つ
も

の
危
機
が
重
な
り
合
い
、
悪

化
す
る
最
中
に
、
世
界
人
口

は
80
億
に
到
達
し
た
。
低
迷

す
る
経
済
、
紛
争
、
食
糧
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
世
界
の

あ
ら
ゆ
る
場
所
に
脅
威
を
も

た
ら
し
、
未
来
に
暗
い
影
を

落
と
し
て
い
る
。
世
界
的
に

み
る
と
、
７
人
に
６
人
以
上

の
割
合
で
、
人
々
は
将
来
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
と
言

う
。
こ
う
し
た
懸
念
の
中
、

多
く
の
国
で
出
生
率
が
歴
史

的
な
低
さ
と
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
人
口
が
史

上
最
多
の
80
億
と
な
っ
た
こ

と
を
、
迫
り
く
る
危
機
の
前

触
れ
と
捉
え
る
の
は
あ
ま
り

に
も
単
純
で
あ
る
。
人
を
中

心
に
据
え
た
新
た
な
取
り
組

み
方
と
新
た
な
見
方
で
、
人

口
を
捉
え
る
時
が
来
て
い

る
。
懸
念
ば
か
り
に
注
目
す

る
の
で
は
な
く
、
人
口
の
達

成
目
標
か
ら
人
口
動
態
の
強

靭
性
に
目
を
向
け
、
歴
史
上

繰
り
返
さ
れ
て
き
た
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
続
く
人
口
と

出
生
率
の
変
動
に
対
応
す
る

こ
と
を
目
指
す
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
人
口
統
計
と

出
生
率
だ
け
で
な
く
、
そ
れ

以
外
の
様
々
な
デ
ー
タ
集
計

に
投
資
す
る
こ
と
が
重
要
だ

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
」

と
述
べ
た
。

主
な
調
査
結
果

◦
世
界
人
口
は
２
０
２
２
年

11
月
15
日
に
80
億
人
に
到

達
し
た
。
妊
産
婦
死
亡
率

は
低
下
し
、
平
均
余
命
は

１
９
９
０
年
以
降
で
10
歳

近
く
延
び
て
い
る

◦
世
界
人
口
に
関
す
る
報
道

や
話
題
に
接
し
た
人
々

は
、
人
口
が
多
す
ぎ
る
と

考
え
る
傾
向
が
よ
り
顕
著

で
あ
っ
た

◦
世
界
人
口
の
３
分
の
２
が

少
子
化
社
会
で
暮
ら
す
一

方
、
２
０
５
０
年
ま
で
に

予
測
さ
れ
る
人
口
増
加
の

半
分
は
ア
フ
リ
カ
・
ア
ジ

ア
の
８
か
国
に
よ
る
も
の

と
な
り
、
国
別
人
口
ラ
ン

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
掲
載
）

世
界
人
口
白
書
２
０
２
３

80
億
人
の
命
、無
限
の
可
能
性

〜
権
利
と
選
択
の
実
現
に
向
け
て
〜

（
４
面
へ
続
く
）

家 　 族 　 と 　 健 　 康（　）3 2025年（令和 7 年）８ 月 1 日 （2023年度号）



写真提供：ラインファーマ株式会社会社

キ
ン
グ
が
大
き
く
入
れ
替

わ
る
と
推
定
さ
れ
て
い
る

◦
気
候
変
動
の
主
要
な
原
因

は
人
口
の
増
加
で
は
な

く
、
８０
億
人
の
う
ち
５５
億

人
は
、
二
酸
化
炭
素
排
出

量
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
に
は
あ
ま
り
に
も
低
い

所
得
（
１
日
１０
ド
ル
ほ

ど
）
で
暮
ら
し
て
い
る

◦
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
経
済
状
況
の
維
持
に

は
、
女
性
に
多
く
の
子
ど

も
を
持
つ
よ
う
推
奨
す
る

よ
り
も
、
労
働
市
場
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進
す

る
方
が
効
果
的
で
あ
る

◦
女
性
や
少
女
の
２４
％
は
性

行
為
を
拒
む
こ
と
が
で
き

ず
、
１１
％
は
避
妊
に
関
す

る
決
定
権
を
持
っ
て
い
な

い
◦
２
０
２
３
年
の
世
界
人

口
：
８０
億
４
５
０
０
万
人

で
、
昨
年
に
比
べ
７
６
０

０
万
人
増
加

◦
２
０
２
３
年
の
日
本
人

口
：
１
億
２
３
３
０
万
人

で
世
界
第
１２
位
（
２
０
２

２
年
は
１
億
２
５
６
０
万

人
で
世
界
第
１１
位
）
。
２

０
２
２
年
に
比
べ
２
３
０

万
人
減
少

（
２
０
２
３
年
４
月
２４
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

Q
　
北
村
会
長
は
「
僕
の

人
生
最
後
の
仕
事
は
中
絶
薬

の
承
認
を
勝
ち
取
る
こ
と

だ
」
と
常
々
お
っ
し
ゃ
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
が
、
つ
い
に

承
認
さ
れ
ま
し
た
ね
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

A
　
わ
が
国
で
は
経
口
避

妊
薬
が
研
究
者
の
間
で
話
題

に
な
っ
て
か
ら
４４
年
、
緊
急

避
妊
薬
は
１１
年
か
か
っ
て
い

ま
す
が
中
絶
薬
に
つ
い
て
は

３７
年
を
要
し
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

Q
　
フ
ラ
ン
ス
と
中
国
が

中
絶
薬
を
承
認
し
た
の
が
１

９
８
８
年
と
伺
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
以
前
か
ら
日
本
で

は
話
題
に
な
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
か
？

A
　
そ
う
な
の
で
す
。
日

本
家
族
計
画
協
会
（
以
下
、

本
会
）
は
、
１
９
８
６
年
か

ら
「
受
胎
調
節
法
の
進
歩
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

本
会
医
学
委
員
会
が
中
心
と

な
っ
て
開
催
し
て
き
ま
し
た

が
、
実
は
同
年
１１
月
８
日
に

開
催
さ
れ
た
第
１
回
目
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
か
ら
マ
ル
ク
・
ビ
グ

デ
マ
ン
教
授
を
お
招
き
し
て

「
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
デ
ィ
ン

と
抗
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
講
演
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
、

今
回
承
認
さ
れ
た
「
ミ
ソ
プ

ロ
ス
ト
ー
ル
と
ミ
フ
ェ
プ
リ

ス
ト
ン
」
な
の
で
す
。
翌
年

１０
月
２４
日
の
第
２
回
目
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、「Anti-

progestagens: basic 
research and clinical 
aspects

（
抗
プ
ロ
ゲ
ス
タ

ー
ゲ
ン
：
基
礎
研
究
と
臨
床

的
側
面
）
」
の
講
演
が
組
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
講
演
な

ど
を
契
機
に
、
故
我
妻
堯
先

生
（
本
会
医
学
委
員
会
委

員
）
を
中
心
に
中
絶
薬
開
発

に
向
け
た
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
承
認
申
請
が
な

さ
れ
た
と
い
う
話
は
あ
り
ま

４
月
２１
日
に
開
催
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分
科

会
は
、
英
国
企
業
ラ
イ
ン
フ
ァ
ー
マ
の
「
メ
フ
ィ
ー
ゴ
パ
ッ
ク
（
ミ
フ
ェ
プ
リ
ス

ト
ン
／
ミ
ソ
プ
ロ
ス
ト
ー
ル
）
」
の
承
認
を
了
承
し
た
。
５
月
に
も
正
式
に
承
認

さ
れ
る
見
通
し
で
、
わ
が
国
で
は
初
め
て
の
経
口
人
工
妊
娠
中
絶
薬
（
以
下
、
中

絶
薬
）
と
な
る
。
長
年
に
わ
た
っ
て
中
絶
薬
の
早
期
承
認
を
求
め
て
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
本
会
北
村
邦
夫
会
長
に
、
承
認
へ
の
感
想
や
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い

て
聞
い
た
。�

（
杉
村
由
香
理
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）

せ
ん
が
。

Q
　
そ
う
な
の
で
す
ね
。

と
い
う
こ
と
は
、
経
口
避
妊

薬
、
緊
急
避
妊
薬
そ
し
て
中

絶
薬
に
つ
い
て
も
本
会
は
先

駆
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

A
　
そ
の
通
り
で
す
。
で

も
相
変
わ
ら
ず
日
本
で
は
女

性
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
（
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ

ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
）
は

軽
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で

す
。 

個
人
的
な
話
を
し
て

恐
縮
で
す
が
、
ラ
イ
ン
フ
ァ

ー
マ
社
（
当
時
）
の
創
設
者

で
あ
っ
た
ア
ン
ド
レ
・
ウ
ル

マ
ン
社
長
か
ら
、
日
本
で
の

中
絶
薬
開
発
の
話
が
持
ち
上

が
り
、
僕
が
国
内
企
業
と
の

仲
介
役
を
買
っ
て
出
た
の
が

２
０
１
０
年
１２
月
。
ラ
イ
ン

フ
ァ
ー
マ
社
と
は
、
日
本
に

緊
急
避
妊
薬
「
ノ
ル
レ
ボ

錠
」
を
持
ち
込
ん
で
き
た
フ

ラ
ン
ス
Ｈ
Ｒ
Ａ
社
の
同
系
列

の
企
業
な
の
で
す
。
残
念
な

が
ら
こ
の
話
は
３
年
間
ほ
ど

を
経
て
ポ
シ
ャ
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
す
が
…
。
そ
の
後

は
、
僕
の
方
は
フ
ラ
ン
ス
・

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
社
と
開
発
を

進
め
て
き
ま
し
た
。

Q
　
と
こ
ろ
で
、
今
回
承

認
さ
れ
た
「
メ
フ
ィ
ー
ゴ
パ

ッ
ク
」
に
つ
い
て
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
お
薬
な
の
で
す

か
。A

　
「
メ
フ
ィ
ー
ゴ
パ
ッ

ク
」
と
は
、
妊
娠
の
継
続
に

必
要
な
プ
ロ
ゲ
ス
テ
ロ
ン

（
黄
体
ホ
ル
モ
ン
）
の
働
き

を
抑
え
る
「
ミ
フ
ェ
プ
リ
ス

ト
ン
」
と
、
子
宮
収
縮
を
促

す
「
ミ
ソ
プ
ロ
ス
ト
ー
ル
」

を
組
み
合
わ
せ
た
お
薬
で

す
。
妊
娠
９
週
と
い
い
ま
す

か
ら
、
６３
日
ま
で
に
「
ミ
フ

ェ
プ
リ
ス
ト
ン
」
２
０
０
㎎

を
ま
ず
服
用
し
、
そ
の
後
３６

～
４８
時
間
後
に
、
バ
ッ
カ
ル

錠
４
錠
（
ミ
ソ
プ
ロ
ス
ト
ー

ル
と
し
て
計
８
０
０
㎍
）
を

左
右
の
臼
歯
の
歯
茎
と
頬
の

間
に
２
錠
ず
つ
３０
分
間
静
置

し
、
唾
液
で
ゆ
っ
く
り
と
溶

か
し
て
口
腔
粘
膜
か
ら
吸
収

さ
せ
ま
す
。
第
三
相
試
験
の

結
果
に
よ
れ
ば
、
ミ
ソ
プ
ロ

ス
ト
ー
ル
投
与
後
、
２４
時
間

以
内
で
９３
・
３
％
中
絶
が
完

了
し
て
い
ま
し
た
。
有
害
事

象
発
現
率
は
５９
・
２
％
、
下

腹
部
痛
３０
・
０
％
、
嘔
吐

２０
・
８
％
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

Q
　
中
絶
薬
の
承
認
と
い

う
の
は
、
北
村
会
長
に
と
っ

て
は
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り

ま
す
よ
ね
。

A
　
選
択
肢
が
増
え
る
こ

と
に
対
す
る
期
待
は
と
て
も

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
で
す
と
、
ご
存
じ
の

Ｄ
＆
Ｃ
（
子
宮
頸
管
を
拡
張

し
子
宮
内
容
物
を
掻
爬
す
る

方
法
）
と
吸
引
法
が
行
わ
れ

て
い
た
わ
け
で
す
が
、
こ
れ

に
薬
に
よ
る
中
絶
法
が
加
わ

る
意
義
は
大
き
い
で
す
よ

ね
。
で
も
、
手
放
し
で
喜
ん

で
ば
か
り
で
は
い
ら
れ
な
い

で
す
。

Q
　
何
か
問
題
が
あ
る
の

で
す
か
？

A
　
中
絶
薬
っ
て
あ
た
か

も
夢
の
薬
の
よ
う
に
思
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
指
示
通
り
飲

め
ば
簡
単
に
中
絶
が
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確

か
に
、
９
割
以
上
が
２４
時
間

以
内
に
中
絶
が
完
了
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
間
に
、
「
重

い
月
経
」
な
ん
て
表
現
を
し

ま
す
が
、
結
構
強
い
痛
み
を

訴
え
る
人
が
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
事
前
に
鎮
痛
剤
を
渡

し
て
お
く
こ
と
で
痛
み
か
ら

解
放
さ
れ
る
方
は
い
ま
す
が

…
。
出
血
も
そ
う
で
す
ね
。

Ｄ
＆
Ｃ
や
吸
引
法
に
比
べ
る

と
そ
の
期
間
が
長
引
く
可
能

性
が
高
い
。
妊
娠
９
週
と
も

な
る
と
胎
児
の
大
き
さ
は
２２

～
３０
㎜
と
言
わ
れ
、
見
た
目

は
人
間
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
そ
の

も
の
。
そ
れ
が
出
血
と
と
も

に
排
出
さ
れ
る
こ
と
で
中
絶

が
完
了
す
る
わ
け
で
す
が
、

事
前
に
し
っ
か
り
と
し
た
情

報
提
供
が
な
さ
れ
て
い
な
い

と
、
相
当
驚
か
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
も
ち
ろ

ん
、
事
前
検
査
も
基
本
的
に

不
要
で
す
し
、
手
術
前
に
麻

酔
を
か
け
る
必
要
も
な
い
。

妊
娠
・
出
産
経
験
の
な
い
方

で
は
、
ラ
ミ
ナ
リ
ア
や
ダ
イ

ラ
パ
ン
と
い
う
用
具
を
挿
入

し
て
子
宮
の
入
り
口
が
ゆ
っ

く
り
と
開
く
操
作
を
し
ま
す

が
、
そ
の
必
要
も
あ
り
ま
せ

ん
。Q

　
事
前
の
情
報
提
供
と

い
う
か
性
教
育
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
は
わ
か
り
ま
し
た

が
、
具
体
的
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
で
し
ょ
う
。

A
　
本
会
は
２
０
０
２
年

か
ら
日
本
人
の
性
意
識
・
性

行
動
の
全
国
調
査
を
行
っ
て

き
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
で

す
よ
ね
。
直
近
２
０
１
６
年

の
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
中

絶
を
経
験
し
た
女
性
に
向
け

て
「
最
初
の
人
工
妊
娠
中
絶

を
受
け
る
時
の
気
持
ち
」
を

聞
い
て
い
ま
す
（
図
１
）
。

僕
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の

視
点
か
ら
「
人
生
に
お
い
て

必
要
な
選
択
で
あ
る
」
と
の

回
答
が
大
半
を
占
め
て
欲
し

い
と
願
っ
て
調
査
を
し
続
け

て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
「
胎
児
に
対
し
て
申
し
訳

な
い
気
持
ち
」
が
５８
・
６
％

と
ダ
ン
ト
ツ
の
一
位
。
「
自

分
を
責
め
る
気
持
ち
」
「
人

生
に
お
い
て
必
要
な
選
択
で

あ
る
」
が
そ
れ
ぞ
れ
１７
・
１

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
絶

に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感

情
を
抱
い
て
い
る
女
性
が
、

現
在
も
な
お
大
半
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
だ
か
ら
、
「
い

つ
も
の
月
経
よ
り
も
重
い
」

と
い
う
指
導
だ
け
で
は
不
十

分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
中
絶
を
選
択
す
る
こ
と
の

意
味
」
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
ら
れ
る
女
性
で
あ
っ
て

欲
し
い
わ
け
で
す
。
そ
う
で

な
い
と
、
お
一
人
で
、
お
そ

ら
く
家
で
中
絶
が
完
了
し
た

際
に
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち

で
受
け
止
め
ら
れ
る
か
些
か

心
配
し
て
い
ま
す
。

Q
　
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ

て
か
、
今
回
の
薬
事
審
議
会

で
の
承
認
条
件
？
に
は
、

「
適
切
な
使
用
体
制
が
確
立

さ
れ
る
ま
で
の
当
面
、
入
院

可
能
な
有
床
施
設
で
の
入
院

か
。
院
内
待
機
を
必
須
と
す

る
外
来
で
使
用
す
る
」
と
な

っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

A
　
は
い
。
第
三
相
臨
床

試
験
も
そ
の
よ
う
な
条
件
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

う
な
り
ま
す
よ
ね
。
で
も
、

世
界
で
は
８０
を
超
え
る
地

域
・
国
で
既
に
中
絶
薬
を
承

認
・
発
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
入
院
を
要
す
る
と
い
う

条
件
を
付
け
て
い
る
地
域
・

国
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
で
は
、
中
絶
薬
に

対
す
る
ハ
ー
ド
ル
が
相
当
高

く
な
り
、
中
絶
薬
が
発
売
さ

れ
て
も
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

女
性
が
増
え
る
と
は
考
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
可
及
的
速
や
か

に
、
母
体
保
護
法
指
定
医
の

も
と
で
入
院
な
ど
を
し
な
い

で
中
絶
が
で
き
る
体
制
が
整

え
ら
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

Q
　
と
こ
ろ
で
、
中
絶
薬

は
今
後
普
及
し
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
？

A
　
Ｄ
＆
Ｃ
や
吸
引
法
な

ど
い
わ
ゆ
る
器
械
的
中
絶
法

が
ベ
ス
ト
だ
と
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。
中
絶
を
受
け
る
女

性
へ
の
身
体
的
、
心
理
的
負

担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
が
と

て
も
重
要
だ
と
い
う
意
味
で

は
、
冒
頭
申
し
上
げ
た
よ
う

に
中
絶
薬
が
選
択
肢
の
ひ
と

つ
と
し
て
加
わ
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
で
す
。
問
題
は
、

日
本
の
産
婦
人
科
医
が
今
ま

で
修
得
し
て
き
た
Ｄ
＆
Ｃ
や

吸
引
法
を
２
番
手
に
で
き
る

か
ど
う
か
で
す
。
習
熟
し
た

技
術
を
も
っ
て
清
潔
な
環
境

下
で
行
わ
れ
る
１０
～
１５
分
ほ

ど
の
時
間
で
完
了
す
る
手

術
。
こ
れ
が
簡
単
に
器
械
的

中
絶
法
か
ら
中
絶
薬
へ
と
変

わ
っ
て
い
く
よ
う
に
は
思
わ

れ
な
い
の
で
す
。
経
費
の
問

題
も
あ
り
ま
す
し
ね
。

編
集
部
　
と
い
う
こ
と

は
、
今
し
ば
ら
く
中
絶
薬
の

動
向
に
目
が
離
せ
ま
せ
ん

ね
。
本
日
は
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

関
連
記
事
は
コ
チ
ラ

経
口
中
絶
薬
の
製
造
販
売
承

認 

パ
ブ
コ
メ
多
数
で
審
議

先
送
り
に
―
厚
労
省

https://www.jfpa.or.jp/
k

azok
u

tok
en

k
o/

topics/001745.htm
l

（
２
０
２
３
年
４
月
２４
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

（
３
面
の
続
き
）

経
口
人
工
妊
娠
中
絶
薬
、

５
月
正
式
承
認
へ

厚労省

（　）42025年（令和 7年）８月 １日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2023年度号）



　
新
宿
区
か
ら
委
託
さ
れ
た

個
別
接
種
施
設
と
し
て
、
主

と
し
て
新
宿
区
の
住
民
を
対

象
と
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

続
け
て
い
る
。
接
種
日
は
、

予
約
状
況
な
ど
を
勘
案
し
な

が
ら
、
診
療
日
で
あ
る
火
曜

日
、
金
曜
日
、
第
３
土
曜
日

な
ど
に
限
ら
れ
る
が
、
生
後

６
か
月
か
ら
４
歳
ま
で
46

回
、
５
歳
か
ら
11
歳
23
回
、

12
歳
以
上
３
４
６
回
、
合
計

４
１
５
回
の
接
種
を
無
事
終

了
し
て
い
る
。
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
が
発

生
し
た
場
合
の
緊
急
対
応
の

た
め
の
医
療
的
な
準
備
や
紹

介
先
の
確
保
な
ど
を
当
然
行

っ
て
は
い
る
が
、
幸
い
な
こ

と
に
接
種
開
始
以
来
特
段
救

急
を
要
す
る
事
例
を
経
験
し

て
い
な
い
。
11
月
に
は
６
か

月
か
ら
４
歳
児
へ
の
接
種
が

の
来
所
に
際
し
て
、
父
親
の

姿
が
目
立
つ
こ
と
だ
。
父
親

の
育
児
参
加
の
一
端
が
垣
間

見
え
る
よ
う
で
時
代
の
変
化

を
感
じ
取
る
瞬
間
で
も
あ
っ

た
。

　
新
宿
区
か
ら
届
け
ら
れ
る

ワ
ク
チ
ン
を
冷
蔵
庫
か
ら
取

り
出
し
、
接
種
30
分
前
を
目

途
に
生
理
的
食
塩
水
で
希

釈
。
12
歳
以
上
は
１
バ
イ
ア

ル
か
ら
６
人
分
を
注
射
器
に

分
注
。
５
歳
か
ら
11
歳
の
場

合
に
は
、
小
児
用
ワ
ク
チ
ン

を
10
人
分
に
分
け
る
作
業
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
小
さ
な

　
１
９
７
９
年
９
月
か
ら
開

設
し
て
き
た
「
思
春
期
・
Ｆ

Ｐ
（
家
族
計
画
）
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
休
止
し
、
一
昨
年

の
４
月
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
か
ら
丸

２
年
が
経
過
し
た
（
図

１
）
。
相
談
員
に
と
っ
て

は
、
セ
ン
タ
ー
に
出
勤
す
る

な
り
Ｐ
Ｃ
の
電
源
を
入
れ
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を
確
認
す
る

の
が
日
課
と
な
っ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
厚
労
省

研
究
班
で
製
作
し
た
『
＃
つ

な
が
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』

（https://w
w

w
.jfpa.

or.jp/tsunagarubook/
）

を
通
じ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の

存
在
を
知
っ
た
方
々
か
ら
の

相
談
が
、
２
年
目
と
も
な
る

と
増
え
て
き
て
い
る
。
複
数

回
の
や
り
取
り
は
件
数
に
数

え
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い

が
、
相
談
総
件
数
５
４
７
件

（
男
性
１
９
４
件
、
女
性
３

５
３
件
）
。
21
年
度
が
３
８

８
件
（
男
性
１
２
４
件
、
女

性
２
６
４
件
）
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
１
５
０
件
ほ
ど
の
増

加
と
な
っ
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
概
要
は

以
下
の
通
り
。

　
①
質
問
曜
日
：
日
曜
日

１
６
３
件
で
最
多
。

　
②
未
既
婚
の
別
：
未
婚
が

２
８
５
件
で
99
・
３
％
を
占

め
る
。

　
③
職
業
：
高
校
生
（
２
０

９
件
）
、
中
学
生
（
１
５
５

件
）、大
学
生
（
90
件
）、社
会

人
（
25
件
）、小
学
生
（
24

件
）
の
順
。
仮
に
親
が
電
話

を
か
け
て
き
て
も
、
「
小
学

生
」
に
関
す
る
悩
み
相
談
で

は
、
「
小
学
生
」
に
分
類
さ

れ
る
。

　
④
年
齢
：
15
～
19
歳
が
３

３
９
件
で
最
多
、
次
い
で
10

～
14
歳
１
２
８
件
、
20
～
24

歳
66
件
で
、
20
歳
未
満
が
全

体
の
85
・
９
％
（
男
性
86
・

６
％
、
女
性
85
・
６
％
）
を

占
め
て
い
る
。

　
⑤
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を
ど
こ

で
知
っ
た
か
：
イ
ン
タ
ー
ネ

　
手
探
り
で
始
ま
っ
た
一
昨

年
度
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
に
比

べ
て
、
相
談
員
の
対
応
も
大

分
手
慣
れ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
２
０
２
０
年
度
の
電
話

相
談
と
22
年
度
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
と
の
比
較
を
試
み
た
。

電
話
相
談
に
つ
い
て
も
同
様

だ
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
で
は

＂
な
り
す
ま
し
＂
な
ど
も
想

定
さ
れ
、
特
に
性
別
や
年
齢

な
ど
に
つ
い
て
は
極
め
て
信

ぴ
ょ
う
性
が
低
い
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
読
み

解
き
が
必
要
に
な
る
か
も
知

れ
な
い
。

　
そ
れ
を
踏
ま
え
た
結
果
、

　
①
電
話
に
比
べ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
は
女
性
か
ら
の
相
談
が

男
性
を
圧
倒
し
て
い
る
。
：

電
話
相
談（
男
性
77
・
７
％
、

女
性
22
・
３
％
）、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談（
男
性
35
・
５
％
、女
性

64
・
５
％
）。総
務
省
情
報
通

信
政
策
研
究
所
が
21
年
８
月

に
発
表
し
た
「
令
和
２
年
度

情
報
通
信
メ
デ
ィ
ア
の
利
用

時
間
と
情
報
行
動
に
関
す
る

調
査
」
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
者
の
う

ち
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
つ
い
て
は

女
性
が
幾
分
か
男
性
を
超
え

て
い
る
が（
男
性
88
・
０
％
、

女
性
92
・
７
％
）、本
会
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
相
談
の
男
女
比
は
そ
れ

を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
。

　
②
電
話
に
比
べ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
は
年
齢
で
も
顕
著
な
違

い
が
認
め
ら
れ
る
。
：
電
話

相
談
の
平
均
年
齢
17
・
２
歳

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
接
種
人
数
が
集
ま
ら

な
い
と
廃
棄
す
る
こ
と
に
な

る
。
国
民
の
税
金
を
無
駄
に

す
る
に
等
し
い
わ
け
で
、
当

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
、
廃
棄
を

極
力
回
避
す
べ
く
努
め
て
き

た
が
、
第
８
波
が
収
束
す
る

頃
に
な
る
と
接
種
希
望
者
数

が
激
減
。
わ
が
国
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
は
、
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

ッ
ト
４
０
３
件
、
学
校
32

件
、
そ
の
他
42
件
。
『
＃
つ

な
が
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
』
も
11
件

と
な
っ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
の
回
答
は
男
性

72
・
２
％
、
女
性
74
・
５
％

と
大
差
が
な
か
っ
た
。

　
⑥
相
談
者
は
本
人
が
５
２

６
件
（
男
性
１
８
２
件
、
女

性
３
４
４
件
）
と
最
多
、
次

開
始
さ
れ
、
さ
な
が
ら
小
児

科
診
療
施
設
の
よ
う
な
様
相

を
呈
す
る
時
間
も
増
え
た
。

初
回
接
種
で
は
警
戒
心
の
強

か
っ
た
子
ど
も
達

も
、
３
回
の
接
種

で
慣
れ
て
き
た
こ

ろ
に
関
係
が
絶
た

れ
て
し
ま
う
の
が

些い
さ
さか

残
念
な
気
持

ち
で
あ
っ
た
。
子

ど
も
達
の
気
持
ち

を
紛
ら
わ
せ
よ
う

と
、
上
腕
部
を
ア

ル
コ
ー
ル
綿
で
拭

く
際
、
「
冷
た
い

よ
ね
」
と
声
を
掛

け
な
が
ら
一
挙

に
、
し
か
も
短
時

間
で
接
種
す
る
の

が
コ
ツ
と
な
っ

た
。
印
象
深
い
の

は
、
こ
の
年
齢
層

（
男
性
16
・
５
歳
、
女
性

19
・
９
歳
）、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

は
16
・
３
歳
（
男
性
16
・
２

歳
、
女
性
16
・
４
歳
）
で
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
で
は
女
性
が
低

年
齢
化
し
て
い
る
。
ま
た
、

年
齢
を
反
映
し
て
か
、
男
性

で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
高
校
生

（
電
話
53
・
４
％
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
40
・
２
％
）、社
会
人
（
電

話
５
・
８
％
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

２
・
１
％
）
の
割
合
が
低

く
、
中
学
生
（
電
話
25
・
０

％
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
30
・
９
％
）、

小
学
生
（
電
話
２
・
０
％
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
２
・
６
％
）
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
男

女
差
と
同
様
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
利

（
41
件
）、月
曜
日
（
１
０
７

件
）、火
曜
日
（
87
件
）、水
曜

日
（
83
件
）、木
曜
日
（
１
０

５
件
）、金
曜
日
（
85
件
）、土

曜
日
（
39
件
）
で
、
電
話
相

談
と
は
異
な
り
、
い
つ
で
も

相
談
を
送
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
回
答
は
、
月
曜
日
が

用
率
を
反
映
し
て
い
る
可
能

性
が
高
い
。

　
③
電
話
に
比
べ
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
」
を
情
報
源
と
し
て
い
る

割
合
が
少
な
い
（
電
話
94
・

２
％
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
３
・
７

％
）、一
方
、
「
学
校
」
「
＃

つ
な
が
る
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」
か
ら

が
７
・
９
％
（
電
話
１
・
０

％
）
と
目
立
っ
て
い
る
。

◇

男性
合計 194 100.0%

自慰 41 21.1%
性器 25 12.9%
包茎 22 11.3%

妊娠不安 14 7.2%
性交 12 6.2%
射精 9 4.6%
性欲 8 4.1%

緊急避妊 7 3.6%
二次性徴 6 3.1%
避妊 5 2.6%

精神・心 4 2.1%
不明 4 2.1%
妊娠 3 1.5%

問題行動 3 1.5%
ＳＴＤ 2 1.0%
病気 2 1.0%

男女交際 2 1.0%
ピル 2 1.0%
中絶 0 0.0%
不妊 0 0.0%
近親姦 0 0.0%
夫婦問題 0 0.0%
その他
性知識 9 4.6%

その他 14 7.2%

女性
合計 353 100.0%

月経 47 13.3%
妊娠不安 42 11.9%
緊急避妊 41 11.6%
精神・心 32 9.1%
自慰 22 6.2%
性交 20 5.7%
病気 17 4.8%
ピル 17 4.8%
ＳＴＤ 13 3.7%
性器 11 3.1%
性欲 11 3.1%
避妊 9 2.5%

男女交際 6 1.7%
二次性徴 5 1.4%
問題行動 3 0.8%
近親姦 2 0.6%
妊娠 1 0.3%
不明 1 0.3%
中絶 0 0.0%
不妊 0 0.0%
更年期 0 0.0%
夫婦問題 0 0.0%
その他
性知識 21 5.9%

その他 32 9.1%

表１　LINE相談に寄せられた相談主訴（性別）

　107歳の女性も5回の接種を終えた。初回接種時は106歳。
70代半ばの息子さんとともに接種を求めて来たが、足腰はしっ
かりしていて診察室にもスタスタと入ってくる。106歳の方に初
めて接したこともあり、記念写真を撮らせてもらったが、北村
の膝に手を置きながら「久し振りに男を感じる」と言われた時
には驚かされるだけでなく、微笑ましい気持ちになった。「長
寿の秘訣ここにあり」か。

　クリニックの受付は、診察室の緊張とは無縁の時間です。動
物好きのスタッフとは自然にペットの話で盛り上がります。「カ
メの食事風景が可愛いんです！」とスマホの動画を見せてくれ
る横で「うちのはウサギ」期せずしてウサギとカメが揃ったね
と大笑い。患者さん同士が和気あいあいとコミュニケーション
が取れるのも、思春期クリニックならではの光景です。

エピソード ●１

エピソード ●２

　LINE相談を始めて気付いたことがあります。文字で伝
えることの難しさ、既読が付かないもどかしさを双方で感
じた時や、受診の後押しが必要な場合など、相談員は直
接話せたら、1分もかからないのにと、やきもきしていま
す。耳に残る性的通話や無言電話のストレスからは解放
されたものの、電話とLINEそれぞれに使い方、生かし方が
あるのかもしれません。

エピソード ●３

図１　思春期・FP相談LINEの利用案内

思春期・FP相談LINE

※アカウント名で検索してもでてきません。
＠マークから始まるIDで検索するかQRコードを読み取ってください。
回答時間：月～金／10：00～16：00（祝祭日は休み）

思春期の体についての心配ごとをお寄せください。質問には専門の相談員
が、平日の10時～16時の間に到着順に回答します。

※症状がある場合や急いでる時は、医療機関で受診してください
※個々の症例について診断はできませんのでご留意ください
※本LINE相談については個人が特定できないよう十分に配慮した上で、
　集計分析し本会機関紙などで報告させていただくことがあります。

アカウント名「JFPA思春期・FP相談LINE」

LINE相談やってます！
Line ID　＠183xqhfs

　
既
報
の
通
り
日
本
家
族
計
画
協
会
は
昨
年
10
月
を
も

っ
て
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
に
移
転
。
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ

ー
・
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
、
本
年
10
月
末
ま
で
、

市
ヶ
谷
で
相
談
事
業
と
診
療
を
継
続
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
本
会
が
主
婦
会
館
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
四
ッ
谷
）
を

開
所
し
た
の
が
１
９
７
８
年
10
月
、
保
健
会
館
別
館
に

「
家
族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開
設
し
た
の
が
84
年
５

月
、
89
年
４
月
に
は
、
市
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
保
険
診
療

機
関
と
し
て
認
可
さ
れ
、
現
在
の
保
健
会
館
新
館
（
リ

プ
ロ
・
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー
）
で
の
診
療
を
97
年
11
月
に

開
始
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
本
会
が
運
営
す
る
診

療
施
設
は
45
年
間
を
も
っ
て
そ
の
役
割
を
終
え
る
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
各
種
相
談
事
業
や
研
修
を
中
心
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
は
渋
谷

区
幡
ヶ
谷
に
住
所
を
移
し
て
活
動
を
継
続
す
る
。

　
今
号
で
は
、
２
０
２
２
年
度
も
主
と
し
て
新
宿
区
の

住
民
を
対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
・
ワ
ク
チ

ン
接
種
施
設
と
し
て
の
役
割
、
２
年
目
に
入
っ
た
「
思

春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
、
主
と
し
て
経
口
避
妊

薬
（
Ｏ
Ｃ
）
と
緊
急
避
妊
法
（
Ｅ
Ｃ
）
を
テ
ー
マ
に
実

施
し
て
い
る
電
話
相
談
事
業
の
実
績
な
ど
を
報
告
す
る

と
と
も
に
、
わ
が
国
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク

テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す
る
健

康
と
権
利
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）
を
巡
る
大
き
な
出
来
事
な
ど

を
報
告
し
た
い
。
（
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
長
　

杉
村
由
香
理
、
本
会
会
長
　
北
村
邦
夫
）

２
０
２
２
年
度
事
業
実
績
報
告

本
会
家
族
計
画

研
究
セ
ン
タ
ー

６
か
月
か
ら
１
０
７
歳
ま
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス・ワ
ク
チ
ン
を
接
種

い
で
母
親
16
件
。

　
⑦
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
で
の
性

別
に
み
た
相
談
内
容
を
表
１

に
ま
と
め
た
。◇

漸よ
う
や

く
市
民
権
を
得
た
？ 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

電
話
相
談
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
、

そ
の
特
徴
の
違
い
は
？
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１
９
９
６
年
度
か
ら
東
京

都
が
開
始
し
た
「
生
涯
を
通

じ
た
女
性
の
健
康
支
援
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
本
会

が
受
託
し
た
「
東
京
都
不
妊

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
（
現
在
は

「
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
03
︱
３
２
３
５

︱
７
４
５
５
）
。
２
０
２
２

年
度
か
ら
は
、
不
妊
治
療
と

仕
事
の
両
立
サ
ポ
ー
ト
や
不

妊
治
療
の
保
険
適
用
化
に
伴

い
、
相
談
時
間
を
拡
充
。
従

来
は
火
曜
日
午
前
10
時
か
ら

16
時
に
限
っ
て
い
た
が
、
こ

れ
を
19
時
ま
で
。
さ
ら
に
第

３
土
曜
日
の
10
時
か
ら
16
時

を
新
設
。
８
月
は
第
２
土
曜

日
（
13
日
）
・
10
月
は
第
４

土
曜
日
（
22
日
）
に
開
設
し

た
（
図
２
）
。

　
以
下
、
相
談
の
概
要
を
ま

と
め
た
（
表
２
）
。

　
①
開
設
日
数
は
１
年
間
で

61
日
。
相
談
件
数
は
５
３
２

件
（
不
妊
相
談
４
６
６
件
、

不
育
相
談
は
66
件
）

　
②
性
別
：
男
性
79
件
、
女

性
４
５
３
件
。
最
近
で
は
男

性
か
ら
の
相
談
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

　
③
相
談
内
容
の
あ
ら
ま
し

を
表
に
示
し
た
。
相
談
を
受

け
た
相
談
員
の
判
断
で
、
複

数
の
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
が
入

る
こ
と
が
あ
る
が
、
不
妊
相

談
で
は
「
検
査
・
治
療
に
つ

い
て
」が
最
多
で
１
６
９
件
、

次
い
で
「
家
族
に
関
す
る
こ

と
」
１
４
６
件
が
続
く
。
不

育
相
談
は
「
検
査
・
治
療
に

つ
い
て
」
34
件
、「
不
妊
治
療

と
仕
事
の
両
立
に
つ
い
て
」

27
件
と
な
っ
て
い
る
。

　
富
士
製
薬
工
業
㈱
か
ら
委

託
さ
れ
た
「
Ｅ
Ｃ
（
緊
急
避

妊
薬
）
・
Ｏ
Ｃ
（
低
用
量
経

口
避
妊
薬
）
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

（
03
︱
６
２
８
０
︱
８
４
０

４
）」を
２
０
１
４
年
７
月
か

ら
開
設
し
て
お
り
、
22
年
３

月
ま
で
に
６
７
８
８
件
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
22

年
度
の
相
談
実
績
は
３
９
４

件
と
や
や
低
調
で
あ
る
が
、

次
年
度
以
降
、
Ｅ
Ｃ
の
Ｏ
Ｔ

Ｃ
（
薬
局
販
売
）
化
な
ど
が

ス
タ
ー
ト
し
た
際
、
服
用
者

だ
け
で
な
く
薬
剤
師
か
ら
の

相
談
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を

整
備
す
る
準
備
を
開
始
し
て

い
る
。
22
年
度
の
概
要
を
以

　
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー

が
主
導
し
て
い
る
セ
ミ
ナ
ー

に
は
全
国
の
産
婦
人
科
医
と

ク
リ
ニ
ッ
ク
・
ス
タ
ッ
フ
を

対
象
と
し
た
「
女
性
医
療
セ

ミ
ナ
ー
」、避
妊
教
育
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
員
向
け
の
「
女
性

保
健
医
療
セ
ミ
ナ
ー
」、Ｏ
Ｃ

が
承
認
発
売
さ
れ
た
１
９
９

９
年
か
ら
継
続
開
催
し
て
い

る
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
が

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
十
二
分
に
施
し
な
が
ら

全
国
８
会
場
で
の
現
地
開
催

に
こ
だ
わ
り
続
け
て
き
た
Ｓ

Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
を
振
り
返
り

た
い
。幸
運
な
こ
と
に
、参
加

者
か
ら
の
感
染
報
告
は
事
務

局
宛
に
届
い
て
は
い
な
い
。

　
２
０
２
２
年
度
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ

セ
ミ
ナ
ー
は
、
第
１
７
９
〜

１
８
６
回
を
開
催
。
「
女
性

活
躍
を
応
援
す
る
」
を
メ
イ

ン
テ
ー
マ
に
、「
女
性
活
躍
を

阻
害
す
る
要
因
と
は
何

か
？
」
「
女
性
活
躍
を
可
能

に
す
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
製

剤
」
「
女
性
活
躍
を
応
援
す

る
性
教
育
の
実
践
」。こ
の
セ

ミ
ナ
ー
を
通
し
て
「
女
性
活

躍
と
は
い
っ
た
い
何
か
？
」

に
つ
い
て
深
く
考
え
さ
せ
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
22
年

そ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
に

一
喜
一
憂
す
る
の
は

い
か
が
な
も
の
で
し

ょ
う
か
。
日
本
の
順

　
本
セ
ン
タ
ー
で
は
。
Ｅ
Ｃ

の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
を
審
議
す
る
第

20
回
医
療
用
か
ら
要
指
導
・

一
般
用
へ
の
転
用
に
関
す
る

評
価
検
討
会
議
（
２
０
２
３

年
４
月
28
日
）
に
、
本
会
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
緊
急
避
妊
外
来

受
診
者
の
傾
向
に
つ
い
て
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
個
人
情
報
保
護
の
制

約
か
ら
詳
細
を
紹
介
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
が
、
「
Ｅ
Ｃ

服
用
の
背
後
に
同
意
の
な
い

性
交
あ
り
」
を
実
感
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
「
性
交
の
た

び
に
、
Ｅ
Ｃ
を
飲
む
よ
う
に

渡
さ
れ
だ
ら
だ
ら
出
血
が
続

き
、
駆
け
込
ん
で
き
た
女

性
」「
飲
み
物
に
睡
眠
剤
を
入

れ
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
デ
ー
ト

レ
イ
プ
」
な
ど
。
診
療
の
場

で
あ
る
か
ら
こ
そ
知
り
得
た

情
報
を
き
っ
か
け
に
、
Ｅ
Ｃ

服
用
女
性
に
向
け
て
付
き
合

い
方
の
行
動
変
容
を
促
す
こ

と
が
で
き
た
が
、
果
た
し
て

薬
局
の
窓
口
で
可
能
か
、
な

ど
不
安
が
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
今
後
は
、
従
来
に
も
増

し
て
薬
剤
師
と
の
有
機
的
な

連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
悲
願
で
あ
っ
た
経
口
人
工

妊
娠
中
絶
薬
に
つ
い
て
も
大

き
な
動
き
が
起
こ
っ
て
い

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 全体
開設日数 5 5 5 5 6 5 5 6 5 5 5 4 61
相談人数 38 53 35 41 44 41 29 43 38 43 35 26 466
男性 11 5 4 6 7 8 5 7 8 8 4 1 74
女性 27 48 31 35 37 33 24 36 30 35 31 25 392
相談延件数 66 102 67 67 75 65 45 69 64 69 69 51 809
不妊の原因 2 3 2 2 2 3 1 3 2 2 1 0 23
検査・治療について 17 20 15 15 17 12 7 15 12 14 16 9 169
医療機関の情報について 5 8 6 5 12 6 7 6 7 7 1 2 72
主治医や医療機関に対する不満 1 14 6 4 7 3 0 4 5 1 5 7 57
偏見や無理解による不満 0 3 1 1 1 1 0 2 2 1 3 3 18
家族に関すること 12 15 14 16 12 13 9 13 8 12 14 8 146
費用や助成制度について 11 9 4 5 9 5 3 4 9 9 8 5 81
不妊治療と仕事の両立について 2 5 2 5 4 3 1 2 3 2 2 3 34
その他 16 25 17 14 11 19 17 20 16 21 19 14 209

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 全体
開設日数 5 5 5 5 6 5 5 6 5 5 5 4 61
相談人数 8 4 4 13 5 4 5 7 2 7 2 5 66
男性 1 0 0 2 0 0 2 0 0 0 0 0 5
女性 7 4 4 11 5 4 3 7 2 7 2 5 61
相談延件数 16 6 7 18 9 7 9 15 3 13 5 13 121
不妊の原因 4 1 0 3 1 1 2 3 1 2 0 0 18
検査・治療について 3 0 0 9 2 3 1 5 2 5 1 3 34
医療機関の情報について 2 0 3 1 1 2 1 1 0 1 0 4 16
主治医や医療機関に対する不満 2 0 1 0 0 0 0 2 0 1 0 1 7
偏見や無理解による不満 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
家族に関すること 2 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 6
費用や助成制度について 0 0 2 0 1 1 2 3 0 0 1 2 12
不妊治療と仕事の両立について 3 5 1 4 4 0 2 0 0 4 3 1 27
その他 5 5 5 5 6 5 5 6 5 5 5 4 61

表２ 〈不妊相談〉

〈不育相談〉

表３「�2022年度EC・OCヘルプデスク」
年代別の相談内容上位10項目

　
２
０
２
２
年
度
、
東
京
都

の
依
頼
に
よ
っ
て
、
不
妊
・

不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
に
よ
る
「
相
談
エ
ッ

セ
イ
」
が
連
載
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
東
京
都
福
祉
保
健
局

妊
活
課
「
妊
活
支
援
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
（https://

w
w

w
.ninkatsuka.

m
etro.tokyo.lg.jp/

）
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
実
際

に
電
話
相
談
に
応
じ
て
い
る

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

エ
ッ
セ
イ
と
い
う
こ
と
も
あ

り
一
読
の
価
値
が
あ
る
。
都

民
か
ら
の
高
い
評
価
を
得
て

い
る
と
と
も
に
、
こ
の
エ
ッ

セ
イ
を
目
に
し
た
方
か
ら
の

相
談
が
届
い
て
い
る
。「
相
談

エ
ッ
セ
イ
」
の
各
回
タ
イ
ト

ル
は
以
下
の
通
り
。

【
第
１
回
】
不
妊
・
不
育
は

繊
細
な
喪
失
体
験
。
心
へ
の

い
た
わ
り
、
大
切
で
す
。

【
第
２
回
】
治
療
へ
の
初
め

の
一
歩
〜
医
療
機
関
探
し
に

つ
い
て
～

【
第
３
回
】
不
妊
治
療
と
仕

事
と
の
両
立
～
仕
事
を
続
け

る
べ
き
か
、
辞
め
る
べ
き
か

【
第
４
回
】
夫
婦
が
試
さ
れ

る
時
―
不
妊
と
い
う
ハ
ー
ド

ル【
第
５
回
】
声
を
上
げ
に
く

い
「
２
人
目
不
妊
」

【
第
６
回
】
不
妊
・
不
育
に

絡
め
と
ら
れ
な
い
で 

あ
な

た
自
身
を
大
切
に（
最
終
回
）

全体 20歳
未満

20～24
歳

25～29
歳

30～34
歳

35～39
歳

40～44
歳

合計 394 16 86 103 79 54 37
飲み忘れた
場合の対処 23.4% 6.3% 24.4% 30.1% 13.9% 33.3% 21.6%

服用方法 17.5% 18.8% 11.6% 17.5% 24.1% 20.4% 16.2%
薬物相互作用 11.2% 18.8% 12.8% 6.8% 8.9% 14.8% 2.7%
周期調節 9.9% 6.3% 3.5% 10.7% 13.9% 11.1% 18.9%
避妊効果 7.9% 18.8% 9.3% 6.8% 6.3% 0.0% 8.1%
マイナー
トラブル 7.1% 6.3% 7.0% 9.7% 8.9% 5.6% 2.7%

ピル一般 5.8% 6.3% 10.5% 4.9% 3.8% 5.6% 2.7%
副作用以外
の不安 5.1% 0.0% 5.8% 1.9% 8.9% 3.7% 8.1%

緊急避妊 3.3% 0.0% 7.0% 4.9% 1.3% 1.9% 0.0%
その他 8.9% 18.8% 8.1% 6.8% 10.1% 3.7% 18.9%

治
、
教
育
、
健
康
、
経
済
を

総
合
的
に
評
価
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
30
年
近
く
国
際
機

関
で
の
勤
務
経
験
の
あ
る
講

師
か
ら
は
次
の
よ
う
な
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
「
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
に
つ
い
て

は
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
、

騒
ぎ
過
ぎ
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
Ｇ
Ｇ
Ｇ
Ｉ
は
単
な

る
一
つ
の
指
標
に
過
ぎ
ず
、

る
。
結
論
を
急
げ
ば
、
23
年

４
月
28
日
に
製
造
販
売
が
承

認
さ
れ
た
の
だ
。
21
年
12
月

に
英
製
薬
会
社
ラ
イ
ン
フ
ァ

ー
マ
が
開
発
し
た
中
絶
薬

「
メ
フ
ィ
ー
ゴ
パ
ッ
ク
」
に

つ
い
て
承
認
を
申
請
。
以

降
、
紆
余
曲
折
を
経
て
承
認

へ
と
漕
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
、
こ
の
薬
剤
を

ど
う
扱
っ
て
い
く
の
か
。
日

本
人
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
て

い
く
の
か
。
課
題
は
山
積
し

て
い
る
。

　
13
年
６
月
に
積
極
的
接
種

勧
奨
が
控
え
ら
れ
て
か
ら
９

年
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子

宮
頸け

い

が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
）

に
つ
い
て
は
22
年
４
月
か
ら

積
極
的
接
種
勧
奨
が
再
開
さ

れ
た
。
定
期
接
種
の
機
会
を

逸
し
て
し
ま
っ
た
誕
生
日
が

１
９
９
７
年
４
月
２
日
～
２

０
０
７
年
４
月
１
日
の
女
性

つ
い
て
も
、
無
料
で
の
接
種

が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
９
価
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
『
シ
ル
ガ

ー
ド
９
』
）
に
つ
い
て
も
定

期
接
種
の
対
象
と
な
っ
た
こ

と
も
朗
報
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
に
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
わ
が
国
の

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
３
年
度
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ

ナ
ー
に
参
加
さ
れ
て
更
に
研

鑽
を
積
ん
で
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
あ
る
。
メ
イ
ン
テ
ー

マ
は
「
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時

代
に
お
け
る
Ｓ
Ｒ
Ｈ
の
課
題

解
決
に
向
け
て
」
。

（
２
０
２
３
年
７
月
１
日
掲
載
）

下
に
ま
と
め
た
（
表
３
）。

　
①
相
談
総
件
数
３
９
４
件

の
う
ち
、
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
10
時
か
ら
16
時
ま
で
開

設
し
て
い
る
電
話
相
談
だ

が
、
10
時
台
が
最
多
で
１
０

０
件（
25
・
４
％
）。緊
急
避

妊
情
報
な
ど
開
設
時
間
を
待

っ
て
い
ま
し
た
と
ば
か
り
の

相
談
と
な
っ
て
い
る
。

　
②
相
談
者
の
年
齢
は
、
25

～
29
歳
が
１
０
３
件
（
30
・

１
％
）
で
最
多
。
次
い
で
20

位
が
低
い
の
は
、
女
性
の
政

治
参
加
が
進
ま
な
い
か
ら
で

あ
っ
て
、
他
の
側
面
（
教
育

や
健
康
）
に
関
し
て
は
、
か

な
り
の
上
位
に
位
置
し
ま

す
。
使
わ
れ
て
い
る
デ
ー

タ
、
ウ
ェ
イ
ト
の
賭
け
方
の

問
題
を
指
摘
す
る
人
も
お
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
、
ご

っ
た
煮
に
し
た
よ
う
な
数
字

を
使
っ
て
、
日
本
女
性
の
地

位
が
格
段
に
低
い
と
単
純
に

脚
色
さ
れ
る
こ
と
に
は
、
強

い
違
和
感
が
あ
り
ま
す
。
日

本
に
帰
国
し
て
、
日
本
人
と

は
つ
く
づ
く
、
自
虐
的
に
自

分
た
ち
を
捉
え
る
こ
と
が
好

き
な
民
族
だ
と
感
じ
ま
す
。

す
み
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
私

見
で
す
」

◇

～
24
歳
86
件
、
30
～

34
歳
79
件
、
35
～
39

歳
54
件
で
、
20
歳
代

と
30
歳
代
で
全
体
の

81
・
７
％
を
占
め
、

わ
が
国
に
お
け
る
Ｏ

Ｃ
服
用
者
の
主
た
る

年
齢
が
こ
の
世
代
で

あ
る
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。

　
③
年
代
別
の
相
談

内
容
に
つ
い
て
表
３

に
ま
と
め
た
。

の
日
本
の

グ
ロ
ー
バ

ル
・
ジ
ェ

ン
ダ
ー
・

ギ
ャ
ッ
プ

指
数
（
Ｇ

Ｇ
Ｇ
Ｉ
）

は
、
世
界

１
４
６
カ

国
中
１
１

６
位
。
政

図２『�東京都不妊・不育ホットライン』相談件数の
年度別推移（1997年１月～2023年３月末）

【開設時間】【開設時間】
21年度までは毎週火曜日10時～16時21年度までは毎週火曜日10時～16時
22年度からは毎週火曜日10時～19時、22年度からは毎週火曜日10時～19時、
月１土曜日10時～16時月１土曜日10時～16時

　テーマを「女性活躍を応援す
る」と銘打ったものの、〝活躍〟
の定義をお示ししないままスタ
ートしたSRHセミナー。回を重ね
ながら答えを探していたように思
います。女性特有の体や、社会
の慣習で何かを諦めることがな
い社会の実現を願いつつ、全国
を行脚いたしました。「自分が輝
いている！と自分で思えること」
私が抱く活躍の姿です。

エピソード ●５

　「東京都不妊・不育ホットラ
イン」は圧倒的に女性の利用が
多いのですが、ここ最近、男性
からの相談も散見されるように
なりました。周囲との人間関係、
治療への迷いなど、相談項目ど
れをとっても必ずしも女性特有
ではないのかもしれません。い
ずれにせよ当事者を孤立させな
いことは欠かせない支援であ
り、その一助を担えることはホッ
トラインの誇りでもあります。

エピソード ●４

N=16,318件

「
東
京
都
不
妊・不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

開
設
時
間
を
増
設

「
Ｅ
Ｃ・Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
」、

相
談
件
数
は
や
や
低
調

指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ
ミ
ナ
ー
）を

全
国
８
会
場
で
開
催

わ
が
国
の
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
が

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
？

（　）62025年（令和 7年）８月 １日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2023年度号）



図１　世界各国の子宮頸がん検診受診率（OECD加盟国における20～69歳の女性）

OECD.Stat　Health Care Utilisation:Screening(Last updated on July 2, 2021.) より作図
https://stats.oecd.org/index.aspx?queryid=30159# (Accessed Sep. 30, 2021) 
調査年は各国によって異なる（2005～2019年）

表１　�性交同意年齢の国際比較

Human Rights Now『10カ国調査研究　性犯
罪に対する処罰　世界ではどうなっているの？』
h t tp : / /h rn .o r . j p /2019 _ sex _c r ime _
comparison/#sec04

日本 13歳⇒16歳

韓国 16歳

ドイツ 14歳

台湾 14歳

フランス 15歳

スウェーデン 15歳

カナダ 16歳

イギリス 16歳

フィンランド 16歳

　
近
年
に
お
け
る
性
犯
罪
を

巡
る
状
況
に
適
切
に
対
処
す

る
た
め
、
「
強
制
性
交
罪
」

「
準
強
制
性
交
罪
」
「
強
制

わ
い
せ
つ
罪
」
「
準
強
制
わ

い
せ
つ
罪
」
を
そ
れ
ぞ
れ
統

合
・
整
理
す
る
と
と
も
に
処

罰
要
件
を
明
確
化
し
、
同
意

の
な
い
性
行
為
を
「
不
同
意

性
交
罪
」
「
不
同
意
わ
い
せ

つ
罪
」
（
２
０
２
３
年
６
月

16
日
成
立
）
へ
と
改
め
た
。

　
処
罰
の
要
件
は
、
暴
行
・

脅
迫
・
ア
ル
コ
ー
ル
・
薬

物
・
恐
怖
・
虐
待
・
地
位
・

誤
信
な
ど
を
利
用
し
て
、
わ

い
せ
つ
な
行
為
を
す
る
こ

と
」
と
明
確
に
規
定
し
た
。

　
更
に
、
わ
い
せ
つ
目
的
で

子
ど
も
を
手
な
ず
け
て
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
も
罪
で

あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

　
性
行
為
へ
の
同
意
を
判
断

で
き
る
と
み
な
す
年
齢
で
あ

る
「
性
交
同
意
年
齢
」
も
見

直
さ
れ
、
「
13
歳
以
上
」
か

ら
先
進
国
と
同
水
準
の
「
16

歳
以
上
」
に
引
き
上
げ
ら
れ

た
（
表
１
）
。
16
歳
未
満
の

人
へ
性
行
為
・
わ
い
せ
つ
行

為
を
し
た
者
は
、
同
意
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
「
不
同
意

性
交
等
罪
」
「
不
同
意
わ
い

せ
つ
罪
」
と
し
て
処
罰
の
対

象
と
な
る
。
た
だ
し
、
同
年

代
の
恋
愛
ま
で
は
処
罰
の
対

象
外
で
、
13
～
15
歳
の
場
合

の
処
罰
の
対
象
者
は
「
５
歳

以
上
年
上
の
相
手
」
と
し
て

い
る
。

　
本
会
で
は
、
13
歳
で
は
性

交
や
妊
娠
の
仕
組
み
、
避
妊

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
が
少
な

い
こ
と
を
危
惧
し
、
性
交
同

意
年
齢
の
引
き
上
げ
を
声
高

に
訴
え
て
き
た
。

　
引
き
上
げ
ら
れ
た
３
歳
を

意
義
あ
る
も
の
と
す
る
た
め

に
も
、
義
務
教
育
終
了
ま
で

に
、必
要
な
知
識
を
教
え
、性

交
す
る
・
し
な
い
を
決
め
る
、

避
妊
や
性
感
染
症
予
防
が
自

　
今
年
１
月
に
招
集
さ
れ
た
第
２
１
１
通
常
国
会
が
６
月
21
日
に
閉
会
し
、
「
不
同

意
性
交
罪
」
「
性
交
同
意
年
齢
」
の
引
き
上
げ
な
ど
の
刑
法
改
正
を
含
む
58
法
案
が

成
立
し
た
。
こ
の
間
の
５
月
９
日
に
は
、
経
口
人
工
妊
娠
中
絶
薬
が
承
認
さ
れ
、
６

月
26
日
に
は
緊
急
避
妊
薬
の
薬
局
販
売
の
試
験
的
運
用
が
決
ま
る
な
ど
、
こ
の
夏
は

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
）
を
巡
る

話
題
が
、
熱
く
世
論
を
賑
わ
せ
て
い
る
。

身
や
パ
ー
ト
ナ
ー
の
未
来
を

守
る
こ
と
で
あ
る
︱
と
認
識

で
き
る
16
歳
で
い
ら
れ
る
よ

う
啓
発
を
続
け
て
い
き
た

い
。

◇
　
◇
　
◇

　
緊
急
避
妊
薬
の
薬
局
で
の

販
売
に
つ
い
て
「
厚
生
労
働

省
は
、
研
修
を
受
け
た
薬
剤

師
に
よ
る
販
売
の
試
験
運
用

を
決
め
た
」と
文
字
で
見
て
、

耳
で
聞
く
と
、
薬
剤
師
の
研

修
は
必
要
だ
が
「
緊
急
避
妊

薬
が
近
隣
薬
局
で
購
入
で
き

る
、
婦
人
科
受
診
を
し
な
く

て
も
手
軽
に
使
え
る
」
と
誰

し
も
が
思
う
こ
と
は
想
像
に

難
く
な
い
。実
際
の
と
こ
ろ
、

試
験
運
用
は
、
全
国
の
指
定

さ
れ
た
薬
局
で
実
施
さ
れ
、

購
入
者
、避
妊
の
結
果
、
妊

娠
検
査
実
施
の
有
無
、
産
婦

不
同
意
性
交
罪
は
、
同
意
な

く
身
体
の
一
部
（
陰
茎
を
除

く
）
や
物
を
挿
入
す
る
行
為

も
対
象
と
な
る
。

　
被
害
に
あ
っ
て
か
ら
す
ぐ

に
訴
え
出
る
の
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
時
効
が
５
年
延
長

さ
れ
、
「
不
同
意
性
交
罪
」

は
10
年
が
15
年
に
、
「
不
同

意
わ
い
せ
つ
罪
」
が
７
年
か

ら
12
年
に
な
っ
た
。
被
害
者

が
18
歳
に
な
る
ま
で
事
実

上
、
時
効
は
適
用
さ
れ
な

い
。

人
科
受
診
の
有
無
、
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
満
足
度
な
ど
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
協
力
す

る
必
要
が
あ
る
。
承
認
発
売

に
向
け
尽
力
し
て
き
た
本
会

と
し
て
も
、
緊
急
避
妊
薬
の

薬
局
販
売
は
利
用
者
の
ア
ク

セ
ス
を
よ
く
す
る
た
め
に

も
、
早
い
実
現
を
望
ん
で
い

る
が
、
指
定
さ
れ
た
薬
局
に

た
ど
り
着
く
ま
で
に
性
交
後

72
時
間
を
越
え
て
し
ま
わ
な

い
か
？
　
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

守
ら
れ
る
か
？
　
そ
の
後
の

避
妊
指
導
は
？
　
性
犯
罪
被

害
者
の
相
談
は
ど
う
す
る

　
今
年
５
月
、
経
口
人
工
妊

娠
中
絶
薬
の
製
造
販
売
を
厚

生
労
働
省
が
初
め
て
承
認
し

た
。
９
週
ま
で
の
初
期
の
人

工
妊
娠
中
絶
が
飲
み
薬
で
可

能
に
な
っ
た
こ
と
は
、
子
宮

の
内
容
物
を
か
き
出
す
掻そ

う

爬は

も
し
く
は
吸
引
に
よ
る
手
術

の
み
だ
っ
た
我
が
国
に
お
い

て
は
、
画
期
的
な
出
来
事
と

い
え
る
。（
詳
細
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ

版
４
月
号
既
報www.jfpa.

or.jp/kazokutokenko/
topics/001749.htm

l

）

　
そ
の
他
の
法
案
と
し
て
、

胸
や
尻
な
ど
の
性
的
部
位
や

下
着
姿
な
ど
「
性
的
な
姿

態
」
の
写
真
・
動
画
な
ど
を

無
断
で
撮
影
（
盗
撮
）
し
、

そ
の
記
録
を
提
供
す
る
な
ど

の
行
為
を
処
罰
す
る
「
性
的

姿
態
撮
影
罪
」が
成
立
し
た
。

記
録
の
複
写
を
没
収
・
消
去

す
る
こ
と
も
可
能
と
し
、
被

害
の
発
生
お
よ
び
拡
大
を
防

止
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　
性
的
姿
態
撮
影
罪
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ

選
手
な
ど
が
声
を
上
げ
て
き

た
だ
け
で
な
く
、
本
会
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
に
も
、
画
像
に

起
因
す
る
相
談
は
少
数
な
が

ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
法
律
が
遅
ま
き
な
が
ら

時
代
に
追
い
つ
い
た
感
が
あ

る
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
普
及

し
、
誰
で
も
撮
影
、
配
信
が

簡
単
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
便
利
な
機
械
を
、
犯
罪

の
道
具
に
し
な
い
こ
と
は
、

法
律
が
あ
る
か
ら
で
は
な

く
、
文
明
の
社
会
に
生
き
る

者
と
し
て
当
た
り
前
で
あ
っ

て
ほ
し
い
。

　
今
国
会
で
成
立
し
た
こ
れ

ら
の
新
法
は
、
７
月
13
日
に

施
行
さ
れ
る
。

か
？
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は

特
に
当
事
者
に
と
っ
て
負
担

に
な
ら
な
い
か
？
︱
な
ど
、

こ
れ
ま
で
緊
急
避
妊
を
求
め

て
受
診
し
た
ユ
ー
ザ
ー
の
様

子
を
思
い
浮
か
べ
る
に
つ

け
、
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
が
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
わ
な

い
か
心
配
に
な
っ
て
い
る
の

が
率
直
な
思
い
で
あ
る
。

　
先
進
国
で
は
、
薬
局
で
簡

単
に
購
入
で
き
る
が
、
例
え

ば
子
宮
頸け

い

が
ん
の
検
診
率
が

高
い
な
ど
婦
人
科
受
診
は
、

緊
急
避
妊
と
は
別
の
と
こ
ろ

で
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る

（
図
１
）。

　
本
会
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
、
緊

急
避
妊
薬
の
処
方
が
、
婦
人

　
「
薬
が
最

適
」
と
飛
び
つ

く
の
で
は
な

く
、
手
術
と
の

違
い
を
理
解

し
、
女
性
自
身

が
自
分
に
合
う

方
法
を
納
得
し

て
決
め
る
選
択

肢
の
一
つ
が
増

え
た
と
捉
え
た

い
。

科
デ
ビ
ュ
ー
と
い
う
女
性

が
少
な
く
な
い
現
状
を
目

の
当
た
り
に
し
て
い
る
こ

と
、
薬
局
販
売
が
３
年
経

過
す
る
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
販
売
も
可
能
に
な
る
現

行
法
の
下
、
婦
人
科
を
嫌

う
、
あ
る
い
は
嫌
わ
れ
る

婦
人
科
の
意
識
を
ど
う
変

え
て
い
く
か
な
ど
、
新
た

な
課
題
も
あ
り
、
試
験
的

運
用
の
成
り
行
き
を
注
視

し
た
い
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
Ｓ
Ｒ

Ｈ
Ｒ
に
関
す
る
制
度
が
変

わ
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、

紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ

る
。
一
部
の
意
識
の
高
い

人
の
た
め
で
は
な
く
、
誰

で
も
、
ど
こ
で
も
、
い
つ

で
も
、
平
等
に
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
る
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
、
本
会
が

す
べ
き
こ
と
を
全
う
し
た

い
と
改
め
て
思
う
。
（
本

会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ

ー
長
　
杉
村
由
香
理
）

（
２
０
２
３
年
７
月
１
日
掲
載
）

「
不
同
意
性
交
罪
」、

「
不
同
意
性
交
罪
」、

「
不
同
意
わ
い
せ
つ
罪
」へ
統
合
・
整
理

「
不
同
意
わ
い
せ
つ
罪
」へ
統
合
・
整
理

「
性
交
同
意
年
齢
」

「
性
交
同
意
年
齢
」

1616
歳
以
上
に
引
き
上
げ

歳
以
上
に
引
き
上
げ

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
は
前
進
す
る
か
？

性
犯
罪
に
関
す
る
法
整
備  

性
交
同
意
年
齢  

経
口
人
工
妊
娠
中
絶
薬  

緊
急
避
妊
薬

性
的
な
盗
撮
・
拡
散
は

性
的
な
盗
撮
・
拡
散
は

「
性
的
姿
態
撮
影
罪
」に

「
性
的
姿
態
撮
影
罪
」に

緊
急
避
妊
薬

緊
急
避
妊
薬 

一
部
薬
局
で

一
部
薬
局
で

試
験
的
に
販
売
へ

試
験
的
に
販
売
へ

経
口
人
工
妊
娠
中
絶
薬
承
認

経
口
人
工
妊
娠
中
絶
薬
承
認

　
２
０
２
３
年
５
月
８
日
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
症
法
上
の
位
置
づ

け
が
５
類
感
染
症
へ
変
更
し

た
こ
と
に
伴
い
、
コ
ロ
ナ
禍

の
時
限
的
・
特
例
的
措
置
と

し
て
設
け
ら
れ
て
い
た
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療（
非
対
面
診
療
）

の
診
療
報
酬
は
、
７
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
す
る
。
（
３

月
31
日
厚
労
省
事
務
連
絡
）

　
こ
れ
に
よ
り
、
全
医
療
機

関
が
22
年
度
診
療
報
酬
に
基

づ
き
診
療
を
実
施
す
る
こ
と

と
な
る
が
、
23
年
８
月
以
降

も
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
行
う

場
合
は
、
同
７
月
31
日
ま
で

に
「
情
報
通
信
機
器
を
用
い

た
診
療
に
係
る
施
設
基
準
」

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
地

方
厚
生
局
へ
届
け
出
る
こ
と

で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
初
診
・

再
診
が
可
能
と
な
る
。

（
２
０
２
３
年
７
月
１
日
掲
載
）

トピックトピック

８
月
以
降
も

届
出
に
よ
り
可
能

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

８
月
29
日
に
厚
生
労
働
省

が
公
表
し
た
人
口
動
態
統
計

（
速
報
値
）
に
よ
る
と
、
２

０
２
３
年
上
半
期
（
１
～
６

月
）
の
出
生
数
は
37
万
１
０

５
２
人
で
、
22
年
同
期
比

３
・
６
％
減
（
１
万
３
８
９

０
人
減
）、21
年
同
期
比
で
は

８
・
４
％
減
（
３
万
３
９
７

７
人
減
）
だ
っ
た
。

ま
た
、
婚
姻
件
数
は
24
万

６
３
３
２
組
で
22
年
同
期
比

１
万
９
２
６
１
組
減
、
21
年

同
期
比
で
は
１
万
９
０
１
８

組
減
で
あ
っ
た
。

※
速
報
の
数
値
は
調
査
票
の

作
成
枚
数
で
あ
り
、
日
本

に
お
け
る
日
本
人
、
日
本

に
お
け
る
外
国
人
、
外
国

に
お
け
る
日
本
人
及
び
前

年
以
前
に
発
生
し
た
事
象

を
含
む

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
厚
生
労
働
省
】
人
口
動
態

統
計
速
報
（
２
０
２
３
年
６

月
分
）

（
２
０
２
３
年
９
月
１
日
掲
載
）

40,000

50,000

60,000

80,000

90,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

人 出 生 数

70,000
2021年
2022年
2023年

婚 姻 件数

10,000
20,000
30,000
40,000
50,000
60,000
70,000
80,000
90,000

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
月

組

2021年
2022年
2023年

２
０
２
３
年
上
半
期
の
出
生
数
、

過
去
最
少
の

３７
万
１
０
５
２
人

厚
労
省
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本
会
と
各
都
道
府
県
が
主

催
す
る
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
母
子

保
健
事
業
研
修
会
」
が
、
今

年
度
は
１０
月
２４
日
㈫
（
九
州

地
区
・
北
九
州
市
）
を
皮
切

り
に
各
地
区
に
て
開
催
さ
れ

ま
す
。

本
研
修
会
は
、
本
会
の
公

益
事
業
と
し
て
、
１
９
６
５

年
に
ス
タ
ー
ト
し
今
年
で
５９

年
目
。
こ
れ
ま
で
妊
娠
・
出

産
・
子
育
て
に
関
す
る
テ
ー

マ
で
開
催
し
、
多
く
の
母
子

保
健
関
係
者
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
。

今
年
度
も
近
年
対
策
強
化

が
急
務
と
な
っ
て
い
る
タ
イ

ム
リ
ー
な
テ
ー
マ
で
の
研
修

を
、
オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
・
現

地
会
場
に
て
開
催
し
て
ま
い

り
ま
す
。

全
て
の
子
ど
も
に
、
健
や

か
で
安
全
・
安
心
に
成
長
で

き
る
環
境
を
提
供
し
て
い
く

た
め
に
も
保
健
師
、助
産
師
、

看
護
師
、
そ
の
他
母
子
保
健

に
携
わ
る
関
係
者
の
皆
さ

ま
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。

＊
参
加
申
込
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ま
た

は
問
い
合
わ
せ
先
よ
り
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
ご
自
身
の
お
住
い
の
地
区

の
研
修
会
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

東
北
・
北
海
道
地
区

【
主
催
】
秋
田
県
、
本
会

【
開
催
方
式
】
オ
ン
ラ
イ
ン

動
画
研
修
（
ラ
イ
ブ
配
信
）

【
配
信
日
時
】
１１
月
１４
日(

火)

１３
時
３０
分
～
１６
時
５０
分

（
受
付
１３
時
１０
分
～
）

【
主
な
内
容
】

最
近
の
母
子
保
健
を
取
り

巻
く
状
況
（
以
下
、
行
政
説

明
）
／
外
国
人
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
取
り

組
み
／
思
春
期
女
性
と
そ
の

親
に
伝
え
た
い
プ
レ
コ
ン
セ

プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
／
「
大
学
生

た
ち
と
一
緒
に
作
る
、
若
い

世
代
が
性
の
健
康
に
つ
い
て

学
ぶ
た
め
の
冊
子
編
集
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
つ
い
て

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
健

康
福
祉
部
保
健
・
疾
病
対
策

課
調
整
・
自
殺
対
策
・
母
子

保
健
チ
ー
ム

【
参
加
申
込
】
★
参
加
申
込

（
ラ
イ
ブ
配
信
）
は
コ
チ
ラ

※
東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク

の
対
象
者
限
定
で
す
。

関
東
甲
信
越
地
区

【
主
催
】
埼
玉
県
、
本
会

【
開
催
方
式
】
会
場
（
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
国
際
会
議

室
）
お
よ
び
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信

【
日
時
】

〔
会
場
開
催
〕
１１
月
２
日
㈭

１０
時
３０
分
～
１３
時
２０
分
（
受

付
１０
時
～
）
／

〔
動
画
配
信
〕
１２
月
１５
日
㈮

１２
時
～
２
０
２
４
年
１
月
１２

日
㈮

厚
生
労
働
省
は
７
月
２６

日
、
２
０
２
３
年
簡
易
生
命

表
を
公
表
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
男
性
の

平
均
寿
命
は
８１
・
０５
年
、
女

性
の
平
均
寿
命
は
８７
・
０９
年

と
な
っ
て
お
り
、
男
女
と
も

２
年
連
続
で
前
年
を
下
回
っ

た
。
前
年
と
の
差
を
死
因
別

に
み
る
と
、
男
性
は
が
ん
な

ど
の
死
亡
率
の
変
化
が
平
均

寿
命
を
延
ば
す
方
向
に
働
い

て
い
る
が
、
男
女
と
も
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
︱
１９
）
、
心

疾
患
（
高
血
圧
を
除
く
）
、

老
衰
な
ど
の
死
亡
率
の
変
化

が
平
均
寿
命
を
縮
め
る
要
因

と
な
っ
た
。

死
因
別
死
亡
確
率
は
、
０

歳
で
は
男
女
と
も
が
ん
、
心

疾
患
の
順
で
割
合
が
高
い
も

の
の
、
年
齢
が
高
く
な
る
に

し
た
が
っ
て
が
ん
の
死
亡
確

率
が
低
下
、
男
性
は
９０
歳
、

女
性
は
７５
歳
を
超
え
た
と
こ

ろ
で
、
心
疾
患
の
死
亡
確
率

が
が
ん
を
上
回
る
傾
向
が
み

ら
れ
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
厚
生
労
働
省
】
令
和
４
年

簡
易
生
命
表
の
概
況

（
２
０
２
３
年
８
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

【
主
な
内
容
】

人
工
妊
娠
中
絶
薬
に
ま
つ

わ
る
最
新
情
報
と
新
た
な
課

題
／
外
国
人
子
育
て
世
帯
に

対
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
取
り
組

み
／
人
工
妊
娠
中
絶
薬
に
関

す
る
質
問
回
答

【
問
い
合
わ
せ
】
埼
玉
県
保

健
医
療
部
健
康
長
寿
課
母
子

保
健
担
当

【
参
加
申
込
】

★
詳
細
・
参
加
申
込
（
会
場

開
催
）
は
コ
チ
ラ

★
詳
細
・
参
加
申
込
（
オ
ン

デ
マ
ン
ド
配
信
）
は
コ
チ

ラ
東
海
北
陸
近
畿
地
区

【
主
催
】
福
井
県
、
本
会

【
開
催
方
式
】
オ
ン
ラ
イ
ン

動
画
研
修
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
）

【
配
信
日
時
】
１２
月
１５
日
㈮

１２
時
～
２
０
２
４
年
１
月
１２

日
㈮

【
主
な
内
容
】

行
政
説
明
／
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
の
意
義
と
課
題
／

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置

の
先
進
事
例
／
外
国
人
子
育

て
世
帯
に
対
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

の
取
り
組
み

【
問
い
合
わ
せ
】
福
井
県
健

康
福
祉
部
こ
ど
も
未
来
課
母

子
ケ
ア
グ
ル
ー
プ

【
参
加
申
込
】
★
詳
細
・
参

加
申
込
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
）
は
コ
チ
ラ

中
国
・
四
国
地
区

【
主
催
】
鳥
取
県
、
本
会

【
開
催
方
式
】
オ
ン
ラ
イ
ン

動
画
研
修
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド

配
信
）

【
配
信
日
時
】
１２
月
１５
日
㈮

１２
時
～
２
０
２
４
年
１
月
１２

日
㈮

【
主
な
内
容
】

行
政
説
明
／
親
の
メ
ン
タ

こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
母

子
保
健
課
は
、
母
子
保
健
事

業
の
解
説
資
料
と
し
て
『
２

０
２
３
年
　
最
近
の
母
子
保

健
を
取
り
巻
く
状
況
』
を
作

成
し
た
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

こ
ど
も
家
庭
庁
『
２
０
２
３

年 

最
近
の
母
子
保
健
を
取

り
巻
く
状
況
』

（
２
０
２
３
年
１０
月
２４
日
掲
載
）

ル
ヘ
ル
ス
と
乳
幼
児
の
心
身

発
達
／
外
国
人
子
育
て
世
帯

に
対
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
取
り

組
み

【
問
い
合
わ
せ
】
鳥
取
県
子

ど
も
家
庭
部
家
庭
支
援
課

【
参
加
申
込
】
★
詳
細
・
参

加
申
込
（
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配

信
）
は
コ
チ
ラ

九
州
地
区

【
主
催
】
北
九
州
市
、
本
会

【
会
場
】
北
九
州
市
立
男
女

共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
・
ム
ー

ブ
２
Ｆ
ホ
ー
ル

【
日
時
】
１０
月
２４
日
㈫
１０
時

２０
分
～
１５
時
４０
分
（
受
付
１０

時
～
）

【
主
な
内
容
】

行
政
説
明
／
母
子
保
健
法

の
理
念
か
ら
保
健
師
活
動
に

期
待
す
る
こ
と
／
外
国
人
子

育
て
世
帯
に
対
す
る
Ｊ
Ｆ
Ｐ

Ａ
の
取
り
組
み
／
虐
待
予
防

に
向
け
た
保
健
師
の
役
割
な

ど【
問
い
合
わ
せ
・
参
加
申

込
】
北
九
州
市
役
所
こ
ど
も

家
庭
局
子
育
て
支
援
課

北
海
道
地
区
単
独

【
主
催
】
北
海
道
、
本
会

【
会
場
】
北
海
道
自
治
労
会

館
４
Ｆ
ホ
ー
ル

【
日
時
】
１０
月
２５
日
㈬
１０
時

１０
分
～
１５
時
３０
分
（
受
付
９

時
３０
分
～
）

【
主
な
内
容
】

産
前
・
産
後
の
支
援
～
ポ
ピ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
ロ
ー
チ

の
充
実
～
／
地
域
の
特
性
に

応
じ
た
産
前
・
産
後
の
ケ
ア

／
外
国
人
子
育
て
世
帯
に
対

す
る
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
の
取
り
組
み

／
行
政
説
明

【
問
い
合
わ
せ
】
北
海
道
保

健
福
祉
部
子
ど
も
政
策
企
画

課【
参
加
申
込
】
★
詳
細
・
参

加
申
込
（
会
場
開
催
）
は
コ

チ
ラ

★
次
年
度
開
催
予
定

【
東
北
・
北
海
道
地
区
】

岩
手
県

【
関
東
甲
信
越
地
区
】

群
馬
県

【
東
海
北
陸
近
畿
地
区
】

滋
賀
県

【
中
国
・
四
国
地
区
】

岡
山
県

【
九
州
地
区
】

熊
本
市

【
北
海
道
地
区
単
独
】

北
海
道

関
連
記
事

母
子
保
健
事
業
の
解
説
資
料

「
２
０
２
３
年
　
最
近
の
母

子
保
健
を
取
り
巻
く
状
況
」

を
作
成
―
こ
ど
も
家
庭
庁

（
２
０
２
３
年
１０
月
１
日
掲
載
）

平
均
寿
命  

男
性

８１・０９
歳
、女
性

８７・１４
歳

�
２
０
２
３
年
簡
易
生
命
表

２
０
２
３
年
度�

ブ
ロ
ッ
ク
別
母
子
保
健
事
業
研
修
会

オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
研
修
及
び
一
部
会
場
で
開
催

母
子
保
健
事
業
の
解
説
資
料

「
２
０
２
３
年 

最
近
の
母
子
保
健

を
取
り
巻
く
状
況
」を
作
成

こ
ど
も
家
庭
庁

本
会
公
益
事
業
の
一
環
で

発
行
し
て
い
る
「
妊
娠
中
か

ら
考
え
る
　
お
産
の
あ
と
の

あ
な
た
と
赤
ち
ゃ
ん
の
健

康
」
が
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
無
料
公
開

中
で
す
。
ど
な
た
で
も
お
手

持
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

パ
ソ
コ
ン
等
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

妊
娠
・
出
産
・
育
児
を
通

じ
た
お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん

の
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情

報
が
満
載
で
す
の
で
、
母
子

健
康
手
帳
交
付
時
、
各
種
健

診
時
、
新
生
児
訪
問
の
際
な

ど
に
、
ぜ
ひ
お
母
さ
ん
、
お

父
さ
ん
や
ご
家
族
の
方
々
に

ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

https://www.jfpa.or.jp/
anatato_akachan/

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に

関
す
る
啓
発
の
た
め
に
、
本

会
が
１
９
６
９
年
よ
り
毎
年

発
行
し
、
こ
れ
ま
で
行
政
施

設
、
医
療
施
設
、
子
育
て
サ

ポ
ー
ト
企
業
な
ど
を
通
じ
て

多
く
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
妊

娠
・
出
産
・
育
児
に
役
立
て
ら

れ
て
き
た
啓
発
冊
子
で
す
。

２
０
２
４
年
度
よ
り
、
さ

「
妊
娠
中
か
ら
考
え
る

　
お
産
の
あ
と
の
あ
な
た
と

　
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
」
と
は

あなたと赤ちゃんの健康妊娠中から考える
お産のあとの

英語、中国語、ベトナム語など10言語にも対応！

新しくなった「あな赤」を、ぜひお役立てください新しくなった「あな赤」を、ぜひお役立てください

　本誌は日本語を含む11言語でお読みいた
だけます。
　専用アプリは不要です。音声読み上げ機
能もついています。二次元バーコードをス
マートフォンなどで読み取って、ご利用く
ださい。
【対応言語】
英語、簡体中国語、韓国語、スペイン語、
南米ポルトガル語、ベトナム語、インドネ
シア語、タイ語、タガログ語、ネパール語
※「QR Translator」は株式会社PIJINの商標登録です

日
本
語
を
含
む
11
言
語
に
対
応
！

音
声
読
み
上
げ
機
能
も

WEB版はこちら

ら
に
広
く
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ

う
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
の
無
料
公
開

も
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
日
本
語
を
含
む
11

言
語
で
お
読
み
い
た
だ
け
る

仕
様
と
な
っ
て
お
り
、
加
え

て
、
音
声
読
み
上
げ
機
能
も

付
い
て
お
り
ま
す
（
左
記
参

照
）
。

お
知
ら
せ

WEBにて
無料公開中！

（　）82025年（令和 7年）８月 １日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2023年度号）



北村邦夫　本会会長

　
令
和
５
年
度
健
や
か
親
子

21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家

族
計
画
全
国
大
会
）
が
「
親

子
の
笑
顔
が
明
る
い
未
来
を

つ
く
る
！
〜
す
べ
て
の
親
子

が
笑
顔
で
い
ら
れ
る
社
会
を

目
指
し
て
〜
」
を
大
会
テ
ー

マ
に
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。
今
回
は
、
こ
ど
も
家

庭
庁
が
主
催
す
る
初
め
て
の

大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

今
ま
で
以
上
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。

　
日
頃
、
母
子
保
健
・
家
族

計
画
や
「
健
や
か
親
子
21
」

の
推
進
に
ご
尽
力
さ
れ
て
お

ら
れ
る
か
た
が
た
が
全
国
各

地
か
ら
一
同
に
参
集
さ
れ
、

盛
大
に
全
国
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
こ
と
を
う
れ
し
く
存

じ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の

た
び
、
本
大
会
に
お
い
て
栄

え
あ
る
表
彰
を
お
受
け
に
な

ら
れ
る
皆
さ
ま
方
は
、
長
年

に
わ
た
っ
て
母
子
保
健
・
家

族
計
画
の
分
野
に
お
い
て
多

大
な
ご
尽
力
を
賜
っ
た
か
た

が
た
で
あ
り
、
こ
こ
に
深
く

感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
と
と

も
に
、
衷
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
発
生
か
ら
間
も
な
く

４
年
余
り
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
国
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
法
上

の
分
類
を
本
年
５
月
８
日
か

ら
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
と
同
じ
「
５
類
」
に
引
き

下
げ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
流

が
一
挙
に
増
え
、
医
療
機
関

か
ら
の
情
報
に
よ
れ
ば
、
感

染
者
数
が
じ
わ
じ
わ
と
増
え

か
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。
子
ど
も
を
産
む

か
、
産
ま
な
い
か
は
、
ひ
と

え
に
国
民
の
選
択
の
結
果
で

あ
っ
て
、
国
が
「
産
め
よ
、

増
や
せ
よ
」
と
旗
振
り
を
す

る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
国
が
取
り
組
も
う
と
し

て
お
ら
れ
る
「
異
次
元
の
少

子
化
対
策
」
の
成
果
を
私
た

ち
と
し
て
も
見
守
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
未

だ
収
束
と
は
言
え
ま
せ
ん

が
、
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
あ
る

い
は
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時

代
に
あ
っ
て
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を

巡
っ
て
は
何
か
と
変
化
に
富

ん
だ
話
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。

　
４
月
か
ら
文
部
科
学
省
が

全
国
の
小
学
校
、
中
学
校
、

高
校
で
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た「
生
命（
い
の
ち
）の

安
全
教
育
」。
こ
れ
は「
性
教

育
と
は
違
う
」
と
い
う
声
も

あ
り
ま
す
が
、
全
国
的
に
は

包
括
的
性
教
育
を
発
展
さ
せ

よ
う
と
の
動
き
が
各
地
で
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
刑
法
で
定

め
ら
れ
て
い
る
性
交
同
意
年

齢
は
、主
要
７
か
国（
Ｇ
７
）

の
中
で
も
最
低
の
13
歳
で
し

た
が
、
本
年
６
月
、
16
歳
に

引
き
上
げ
ら
ま
し
た
。
同
意

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
16

歳
未
満
と
の
性
行
為
は
処
罰

さ
れ
ま
す
が
、
同
年
代
の
恋

愛
ま
で
処
罰
さ
れ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
13
〜
15
歳

の
場
合
の
処
罰
の
対
象
者
は

「
５
歳
以
上
年
上
の
相
手
」

と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。今

回
の
法
改
正
で
は
、
子
ど
も

を
手
な
ず
け
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
罪
、
グ
ル
ー
ミ
ン
グ

　
「
成
育
医
療
等
の
提
供
に

関
す
る
施
策
の
総
合
的
な
推

進
に
関
す
る
基
本
的
な
方

針
」
の
中
で
は
、
母
子
保
健

や
子
育
て
支
援
に
係
る
課
題

等
を
踏
ま
え
た
上
で
、
「
性

と
健
康
の
相
談
セ
ン
タ
ー
等

に
よ
る
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
そ

の
よ
う
な
状
況
下
で
は
あ
っ

て
も
、
人
と
人
と
の
つ
な
が

り
を
唯
一
の
楽
し
み
と
し
、

励
み
と
し
て
生
き
て
き
た
者

の
一
人
と
し
て
は
、
昨
年
度

同
様
、
開
催
権
で
あ
る
栃
木

　
日
本
家
族
計
画
協
会
は
、

１
９
５
４
年
の
創
立
以
来
、

家
族
計
画
の
冠
を
有
す
る
唯

一
の
公
益
性
を
有
す
る
団
体

の
一
つ
と
し
て
、
当
時
は
ま

だ
そ
の
用
語
す
ら
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ

（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ
プ
ロ

ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／
ラ

イ
ツ
、
性
と
生
殖
に
関
す
る

健
康
と
権
利
）
の
向
上
を
目

指
し
て
今
日
ま
で
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
創
立
当

初
１
１
７
万
件
近
く
あ
っ
た

人
工
妊
娠
中
絶
届
出
件
数

が
、
直
近
２
０
２
１
年
度
に

は
12
万
６
１
７
４
件
に
減
少

す
る
な
ど
は
、
本
会
の
取
り

組
み
の
成
果
の
一
つ
で
は
な

い
か
と
自
負
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
一
方
で
、
22
年
の

出
生
数
は
史
上
初
め
て
80
万

人
を
割
り
、
一
人
の
女
性
が

生
涯
産
む
子
ど
も
の
平
均

数
、
い
わ
ゆ
る
合
計
特
殊
出

生
率
も
１
・
26
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
数
値
は
、
人
口

が
増
え
る
こ
と
も
減
る
こ
と

も
な
い
置
き
換
え
水
準
２
・

１
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
日
本
家
族
計
画
協

会
で
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
成

育
局
母
子
保
健
課
の
お
力
添

え
を
得
て
、
７
年
ぶ
り
に

「
男
女
の
生
活
と
意
識
に
関

す
る
調
査
」
と
い
う
全
国
調

査
を
実
施
し
て
お
り
、
ど
の

よ
う
な
結
果
が
出
て
く
る
の

ン
ケ
ア
の
推
進
」
が
明
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
家
族
計

画
協
会
で
は
、
今
日
ま
で

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ

ア
の
推
進
」
を
図
る
べ
く
各

種
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
が
、
本
大
会
に
お

け
る
家
族
計
画
研
究
集
会
で

は
、
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
と
し
て

取
り
上
げ
、
参
加
さ
れ
た
皆

さ
ん
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め

て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ

て
計
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

ま
し
た
。
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
と
は
」
「
プ
レ

コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
お

け
る
若
年
女
性
へ
の
栄
養
指

導
」
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
と
女
性
の
健
康
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
11
月
10
日

㈮
午
前
10
時
30
分
か
ら
栃
木

県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
栃

木
県
宇
都
宮
市
）
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
家
族
計
画
研

究
集
会
に
も
ぜ
ひ
と
も
お
運

び
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
し
、
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（
関

連
記
事
２
面
）

（
２
０
２
３
年
11
月
９
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

県
の
関
係
者
の
努
力
も
あ
っ

て
、
皆
さ
ま
の
お
元
気
な
お

顔
を
直
接
拝
見
し
な
が
ら
、

ご
挨
拶
が
で
き
ま
す
こ
と
を

心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

◇

令 和令 和
５年度５年度

健
や
か
親
子
21
全
国
大
会

（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）

1111
月
９
日
㈭

月
９
日
㈭

 

〜〜
1010
日
㈮
開
催

日
㈮
開
催

【
主
　
催
】

本
会

【
日
　
時
】

11
月
10
日
㈮
10
時
30
分
〜

12
時
30
分
（
受
付
開
始
10

時
）

【
会
　
場
】

栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
サ
ブ
ホ
ー
ル
（
栃
木
県

宇
都
宮
市
）

【
対
象
者
】

保
健
師
、
助
産
師
、
看
護

講
師
：
三
戸
麻
子

（
国
立
成
育
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
周
産
期
・
母
性
診

療
セ
ン
タ
ー
母
性
内
科
）

▼
講
演
２

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
に
お
け
る
若
年
女
性

へ
の
栄
養
指
導
」

講
師
：
細
川
モ
モ

（
予
防
医
療
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
・
一
般
社
団
法
人
Ｌ

ｕ
ｖ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
（
ラ
ブ

テ
リ
）
代
表
理
事
）

▼
講
演
３

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
と
女
性
の
健
康
」

講
師
：
北
村
邦
夫

（
本
会
会
長
）

○
ま
と
め

登
壇
：
三
戸
麻
子
、
細
川

モ
モ
、
北
村
邦
夫

（
２
０
２
３
年
11
月
９
日
掲
載
）

師
、
医
師
、
薬
剤
師
、
養

護
教
諭
、
教
職
員
、
そ
の

他
関
心
の
あ
る
方

【
定
　
員
】

３
０
０
名
（
先
着
順
）

【
参
加
費
】

無
料

【
テ
ー
マ
】

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
へ
の
理
解
を
深
め

る
」

▼
講
演
１

「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
と
は
」

11
月
10
日
㈮
、
10
時
30
分
か
ら
栃
木
県
宇
都
宮
市
の
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
サ
ブ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
へ
の
理
解
を
深
め
る
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
い
ま
改
め
て
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

家
族
計
画
研
究
集
会
in
栃
木

2023
年度

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
を
テ
ー
マ
に
開
催

11
月
10
日
㈮

家
族
計
画
研
究
集
会

（
敬
称
略
）

も
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
と
連
動

し
て
、
性
犯
罪
成
立
に
要
求

さ
れ
る
暴
行
・
脅
迫
な
ど
の

要
件
が
廃
止
さ
れ
、
同
意
が

な
い
性
行
為
は
犯
罪
（
不
同

意
性
交
罪
）
と
の
法
改
正
が

行
わ
れ
７
月
13
日
か
ら
施
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

被
害
に
あ
っ
て
か
ら
す
ぐ
に

訴
え
出
る
の
は
難
し
い
こ
と

か
ら
、
時
効
が
５
年
延
長
さ

れ
「
不
同
意
性
交
罪
」
は
10

年
が
15
年
に
、
「
不
同
意
わ

い
せ
つ
罪
」
は
7
年
が
12
年

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

も
、
被
害
者
が
18
歳
に
な
る

ま
で
事
実
上
、
時
効
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
子
宮
頸け

い

が
ん
を
予
防
す
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
）
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
は
13
年
６
月
以
来
続
い

て
い
た
積
極
的
接
種
勧
奨
の

差
し
控
え
が
昨
年
４
月
か
ら

な
く
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、

１
９
９
７
年
度
か
ら
２
０
０

６
年
度
生
ま
れ
の
女
子
に
対

す
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
本
年

４
月
か
ら
は
９
価
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
も
定
期
接
種
と
し

て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
緊
急
避
妊
薬
の
薬
局
販
売

（
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
）
の
是
非
が
問

わ
れ
て
お
り
、
本
年
1
月
31

日
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
意
見

募
集
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）
の
結
果
、
４
万
６
３
１

２
件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、

賛
成
が
９
割
以
上
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け

て
、
来
年
の
３
月
末
ま
で
、

日
本
薬
剤
師
会
を
中
心
に
、

試
験
的
運
用
を
踏
ま
え
た
研

究
班
が
立
ち
上
げ
ら
れ
お

り
、
現
在
進
行
中
で
す
。

　
長
年
に
わ
た
っ
て
本
会
が

求
め
て
来
た
経
口
妊
娠
中
絶

薬
も
本
年
４
月
28
日
に
製
造

販
売
承
認
が
下
り
、
こ
れ
も

試
験
的
運
用
の
感
を
免
れ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
妊

娠
９
週
（
63
日
）
ま
で
と
い

う
制
限
が
あ
る
も
の
の
、
投

与
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
い
、
日
本
人
は
こ
の

経
口
妊
娠
中
絶
薬
を
受
容
し

て
い
く
の
か
、
今
後
の
動
向

が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

﹁
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
へ
の

﹁
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
へ
の

理
解
を
深
め
る
﹂を
テ
ー
マ
に

理
解
を
深
め
る
﹂を
テ
ー
マ
に

家
族
計
画
研
究
集
会
を
開
催

家
族
計
画
研
究
集
会
を
開
催

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
向
上
を
目
指
す

Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
の
向
上
を
目
指
す

運
動
団
体
と
し
て

運
動
団
体
と
し
て

全
国
大
会
に
よ
せ
て北村

　
邦
夫

一
般
社
団
法
人
日
本
家
族
計
画
協
会
会
長

家 　 族 　 と 　 健 　 康（　）9 2025年（令和 7年）8月 1日 （2023年度号）



　
令
和
５
年
度
母
子
保
健
・
家
族
計
画
功
労
者
の
表
彰
式
が
、
11
月
９
日
㈭
、
栃
木

県
宇
都
宮
市
で
開
催
の
「
令
和
５
年
度
健
や
か
親
子
21
全
国
大
会
（
母
子
保
健
家
族

計
画
全
国
大
会
）
」
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
本
会
会
長
表
彰
、
健
や
か
親
子

21
内
閣
府
特
命
大
臣
表
彰
の
被
表
彰
者
は
次
の
通
り
で
す
（
敬
称
略
）
。
な
お
大
臣

表
彰
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
功
労
者
表
彰
」
に
加
え
、
今
年
度
か
ら
同
大
会

に
お
い
て
地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
見
守
り
育
む
地
域
づ
く
り

に
貢
献
し
て
い
る
自
治
体
・
団
体
・
企
業
に
対
し
「
健
や
か
親
子
表
彰
」
も
表
彰
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

【
個
　
　
人
】

青
森
県
　
　
越
前
屋
　
成
広

岩
手
県
　
　
西
里
　
真
澄

秋
田
県
　
　
皆
川
　
真
由
美

茨
城
県
　
　
池
田
　
梨
恵

栃
木
県
　
　
小
嶋
　
由
美

群
馬
県
　
　
松
浦
　
光
子

埼
玉
県
　
　
松
本
　
宏
美

千
葉
県
　
　
鶴
岡
　
利
江
子

神
奈
川
県
　
石
原
　
昌

新
潟
県
　
　
三
好
　
慶
子

富
山
県
　
　
中
川
　
俊
信

石
川
県
　
　
北
村
　
牧
子

福
井
県
　
　
塚
本
　
由
美
子

●
功
労
者
表
彰

【
個
　
　
人
】

青
森
県
　
　
片
桐
　
清
一

岩
手
県
　
　
冨
手
　
由
歌
里

岩
手
県
　
　
鈴
木
　
綾
子

栃
木
県
　
　
渡
辺
　
良
子

群
馬
県
　
　
江
原
　
弘
佳

群
馬
県
　
　
古
澤
　
弘
子

埼
玉
県
　
　
竹
澤
　
美
智
子

埼
玉
県
　
　
儘
田
　
省
吾

千
葉
県
　
　
北
澤
　
克
彦

神
奈
川
県
　
川
越
　
理
香

神
奈
川
県
　
上
田
　
邦
枝

新
潟
県
　
　
小
田
　
容
子

石
川
県
　
　
加
藤
　
純
子

山
梨
県
　
　
小
尾
　
恵
子

長
野
県
　
　
永
井
　
ひ
ろ
み

岐
阜
県
　
　
佐
久
間
　
孝

静
岡
県
　
　
宇
田
　
公
美
子

静
岡
県
　
　
日
吉
　
祐
子

愛
知
県
　
　
山
室
　
理

愛
知
県
　
　
鈴
木
　
敏
弘

三
重
県
　
　
寺
田
　
厚

滋
賀
県
　
　
中
村
　
マ
リ

京
都
府
　
　
長
谷
川
　
功

大
阪
府
　
　
橋
本
　
富
子

兵
庫
県
　
　
岸
本
　
喜
代
子

兵
庫
県
　
　
二
位
　
ゆ
か
り

和
歌
山
県
　
岩
﨑
　
伊
佐
子

島
根
県
　
　
山
口
　
清
次

島
根
県
　
　
藤
井
　
智
穂

岡
山
県
　
　
岸
本
　
長
代

山
口
県
　
　
伊
藤
　
令
子

山
口
県
　
　
木
村
　
幸
子

愛
媛
県
　
　
豊
田
　
ゆ
か
り

高
知
県
　
　
永
井
　
立
平

福
岡
県
　
　
古
賀
　
龍
夫

福
岡
県
　
　
木
村
　
征
雄

大
分
県
　
　
麻
生
　
崇
美
子

鹿
児
島
県
　
太
原
　
博
史

鹿
児
島
県
　
森
　
　
律
子

沖
縄
県
　
　
池
原
　
和
子

沖
縄
県
　
　
新
崎
　
盛
雄

中
央
推
薦
　
伊
藤
　
雄
二

長
野
県
　
　
佐
々
木
　
叶
枝

静
岡
県
　
　
増
田
　
浩
子

愛
知
県
　
　
沖
野
　
幸

滋
賀
県
　
　
山
本
　
幸
子

兵
庫
県
　
　
作
山
　
友
子

和
歌
山
県
　
大
平
　
昌
子

島
根
県
　
　
比
良
　
静
代

岡
山
県
　
　
高
谷
　
晴
美

山
口
県
　
　
矢
阪
　
裕
子

香
川
県
　
　
高
橋
　
美
佐
子

中
央
推
薦
　
荒
田
　
尚
子

中
央
推
薦
　
有
松
　
美
紀
子

中
央
推
薦
　
小
前
　
み
ど
り

【
団
　
　
体
】

神
奈
川
県
　
藤
沢
歯
科
衛
生

士
の
会
・
ス
マ
イ
ル

富
山
県
　
南
砺
市
母
子
保
健

推
進
員
連
絡
協
議
会

福
井
県
　
越
前
町
保
健
推
進

員
会

福
井
県
　
小
浜
助
産
師
会
　

う
ぶ
ご
え

中
央
推
薦
　
北
茨
城
市
愛
育

会�

（
45
人
５
団
体
）

●
健
や
か
親
子
表
彰

【
自
治
体
・
団
体
】

最
優
秀
賞
　
岡
山
県
産
婦
人

科
医
会

自
治
体
部
門
優
秀
賞
　
高
知

県
立
特
別
支
援
学
校
・
高
知

県
子
育
て
支
援
課

団
体
部
門
優
秀
賞
　
一
般
社

団
法
人
シ
ュ
フ
レ
協
会

�

（
１
自
治
体
２
団
体
）

（
２
０
２
３
年
11
月
９
日
掲
載
）

日
本
家
族
計
画
協
会
会
長
表
彰

健
や
か
親
子
21

内
閣
府
特
命
大
臣
表
彰

令和５年度  健やか親子21全国大会健やか親子21全国大会
（母子保健家族計画全国大会）（母子保健家族計画全国大会）被表彰者被表彰者

１
．
お
母
さ
ん
た
ち
に
ぜ
ひ

伝
え
た
い
、
産
後
の
健
康
と

赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち
を
支
え
る

ポ
イ
ン
ト
を
掲
載

◦
産
後
の
健
康

◦
授
乳

◦
マ
マ
の
食
事
管
理

◦
家
族
計
画

◦
マ
マ
の
健
康
診
断

◦
赤
ち
ゃ
ん
と
の
暮
ら
し

◦
赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち

◦
予
防
接
種
の
す
す
め

２
．
新
た
に
「
母
子
健
康
手

帳
情
報
支
援
サ
イ
ト
」
の
内

容
も
加
わ
っ
て
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
！

　
２
０
２
３
年
度
よ
り
「
す

こ
や
か
な
妊
娠
と
出
産
の
た

め
に
」
の
情
報
を
全
文
掲
載

し
て
い
ま
す
。

◦�

す
こ
や
か
な
妊
娠
と
出

産
の
た
め
に

◦�
子
育
て
に
関
す
る
制

度
・
窓
口

◦�

こ
ど
も
の
病
気
や
け

が
・
事
故
の
予
防

◦
児
童
憲
章

３
．
日
本
語
以
外
の
10
言
語

に
対
応
！

　
全
て
の
内
容
が
10
言
語
の

翻
訳
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
日

本
語
が
分
か
ら
な
い
方
に

も
、
お
伝
え
い
た
だ
け
ま

す
。
専
用
ア
プ
リ
等
は
不
要

で
、
お
手
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
読
み
込
む
だ
け
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す（【
Ｑ
Ｒ
　
Ｔ
ｒ

ａ
ｎ
ｓ
ｌ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
】
を
採

用
し
て
お
り
ま
す
）
。

（
２
０
２
３
年
11
月
９
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

新
し
い「
あ
な
赤
」を
ご
紹
介
！

　
「
妊
娠
中
か
ら
考
え
る
お
産
の
あ
と
の
　
あ
な
た
と

赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
」
は
、
本
会
が
１
９
６
９
年
よ
り
毎
年
発
行
し
て
い
る
啓
発
冊
子
で
す
。
行
政
施
設
、
医
療
施

設
、
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
企
業
な
ど
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
妊
娠
・
出
産
・
育
児
に
役
立

て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
産
後
の
健
康
、
授
乳
、
家
族
計
画
、
赤
ち
ゃ
ん
の
育
ち
…
な
ど
、
お
母
さ
ん
た

ち
に
伝
え
た
い
こ
と
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
度
か
ら
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
で
無
料
公
開
い
た
し
ま
す
。

お
手
持
ち
の
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
Ｐ
Ｃ
で
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
外
出
先
な
ど
で
気
に
な
っ
た
と
き
に
も
い

つ
で
も
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
妊
娠
中
か
ら
考
え
る

　�

お
産
の
あ
と
の 

あ
な
た
と

　
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
」

２
０
２
４
年
春
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
版
を
無
料
公
開

　
第
42
回
日
本
思
春
期
学
会

総
会
・
学
術
集
会
（
会
長
：

川
名
敬
日
本
大
学
医
学
部
教

授
）
が
砂
防
会
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）
に
て
開
催
さ
れ

た
（
現
地
開
催
８
月
26
〜
27

日
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
９

月
６
〜
27
日
）
。

　
学
術
集
会
で
は
「
思
春
期

保
健
相
談
士
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

が
行
わ
れ
、
本
会
家
族
計
画

研
究
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
１
題

発
表
を
行
っ
た
。

①
「
中
学
生
女
子
の
自
慰
に

本
会
思
春
期
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の

デ
ー
タ
・
経
験
を
分
析
し
発
表

日
本
思
春
期
学
会「
思
春
期
保
健
相
談
士
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

愛
媛
県
　
　
清
家
　
晶
代

長
崎
県
　
　
川
向
　
貴
美
子

大
分
県
　
　
鶴
田
　
美
香

鹿
児
島
県
　
竹
下
　
美
津
子

沖
縄
県
　
　
幸
地
　
千
賀
子

横
浜
市
　
　
野
尻
　
静

川
崎
市
　
　
米
田
　
素
枝

横
須
賀
市
　
原
　
　
和
子

浜
松
市
　
　
白
井
　
ま
な
み

名
古
屋
市
　
正
橋
　
鉄
夫

神
戸
市
　
　
奥
　
　
陽
子

広
島
市
　
　
岡
畠
　
進

松
山
市
　
　
髙
田
　
美
紀

久
留
米
市
　
笠
　
　
綾
子

大
分
市
　
　
芦
刈
　
美
和

本
部
推
薦
　
岩
間
　
薫

本
部
推
薦
　
島
津
　
明
人

本
部
推
薦
　
島
田
　
真
理
恵

本
部
推
薦
　
鈴
木
　
利
人

本
部
推
薦
　
長
岡
　
美
樹

本
部
推
薦
　
南
渕
　
芳

本
部
推
薦
　
野
原
　
理
子

本
部
推
薦
　
船
津
　
雅
幸

本
部
推
薦
　
渡
邉
　
智
子

【
団
　
　
体
】

一
般
社
団
法
人
山
梨
県
助
産

師
会
　
い
の
ち
の
学
習
グ
ル

ー
プ

本
部
推
薦
　
ノ
ー
ベ
ル
フ
ァ

ー
マ
株
式
会
社

�

（
48
人
２
団
体
）

（
２
０
２
３
年
11
月
９
日
掲
載
）

関
す
る
相
談
内
容
～
思
春
期

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
事
例
か
ら

～
」
発
表
者
＝
松
原
由
香
、

杉
村
由
香
理
、
北
村
邦
夫

（
本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン

タ
ー
）
で
は
、
２
０
２
２
年

度
の
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
・

Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
へ
の

相
談
で
目
立
っ
て
い
た
中
学

生
女
子
か
ら
の
自
慰
に
関
す

る
相
談
状
況
を
報
告
し
た
。

　
相
談
内
容
は
、
性
器
出
血

と
自
慰
の
関
係
を
問
う
も
の

や
、
自
慰
の
方
法
自
体
を
問

う
も
の
、
自
慰
へ
の
依
存
の

心
配
や
嫌
悪
感
の
訴
え
な
ど

多
様
で
あ
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

や
情
報
を
求
め
て
い
る
と
し

た
。

②
「
産
婦
人
科
看
護
師
が
行

う
性
教
育
～
性
教
育
の
必
要

性
～
」
発
表
者
＝
池
本
朱

里
、
岡
村
麻
子
（
か
し
わ
の

葉
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ

ク
）
で
は
、
中
学
２
年
生
を

対
象
に
性
教
育
を
行
い
、
講

演
前
後
で
性
教
育
に
対
す
る

理
解
度
が
大
き
く
変
化
し
た

こ
と
か
ら
、
必
要
な
時
期
に

必
要
な
情
報
を
正
し
く
伝
え

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
述

べ
た
。

③
「
思
春
期
月
経
困
難
症
に

対
す
る
早
期
Ｌ
Ｅ
Ｐ
・
プ
ロ

ゲ
ス
チ
ン
の
選
択
～
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
～
」

発
表
者
＝
菊
地
香
織
（
村
口

き
よ
女
性
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
で

は
、
近
年
、
初
経
年
齢
が
早

ま
り
、
月
経
困
難
症
に
伴
う

ト
ラ
ブ
ル
が
低
年
齢
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
月
経
困
難

症
と
診
断
さ
れ
Ｌ
Ｅ
Ｐ
や
プ

ロ
ゲ
ス
チ
ン
を
服
用
し
た
小

中
高
生
を
対
象
に
、
初
診
時

の
症
状
、
処
方
薬
と
そ
の
継

続
率
な
ど
に
つ
い
て
の
調
査

結
果
を
報
告
し
た
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｐ
や
プ
ロ
ゲ
ス
チ
ン

治
療
に
よ
っ
て
症
状
が
大
幅

に
改
善
し
、
学
校
生
活
へ
の

影
響
が
軽
減
さ
れ
た
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
と
し
た
。

④
「
千
葉
県
産
婦
人
科
医
学

会
に
お
け
る
性
教
育
講
師
派

遣
事
業
の
立
ち
上
げ
」
発
表

者
＝
坂
本
愛
子
、
池
袋
真

（
千
葉
県
産
婦
人
科
医
学
会

性
教
育
委
員
会
運
営
委
員

会
）
他
で
は
、
22
年
、
千
葉

県
産
婦
人
科
医
学
会
が
性
教

育
委
員
会
を
発
足
し
、
所
定

の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
登

録
制
の
性
教
育
講
師
に
よ
り

性
教
育
講
演
を
引
き
受
け
る

体
制
が
で
き
た
こ
と
を
報

告
。
性
教
育
講
師
登
録
者
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
紹
介

し
た
。

　
登
録
し
た
理
由
は
「
学
校

性
教
育
に
関
わ
り
た
い
」

「
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
か

ら
」
と
い
う
意
見
が
多
か
っ

た
と
述
べ
た
。

⑤
「
東
海
大
学
に
お
け
る
性

暴
力
予
防
教
育
の
取
り
組

み
」
発
表
者
＝
渥
美
治
世
、

柿
添
英
文
、
土
井
美
果
（
東

海
大
学
医
学
部
基
盤
診
療
学

系
臨
床
検
査
学
）
他
で
は
、

21
年
度
よ
り
、
性
暴
力
予

防
・
被
害
者
支
援
を
目
的
に

『
大
学
生
の
た
め
の
セ
ク
シ

ャ
ル
マ
ナ
ー
読
本
』
を
作

成
・
配
布
し
、
そ
の
後
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
報
告

し
た
。
「
性
的
同
意
」
「
緊

急
避
妊
薬
」
は
名
前
だ
け
知

っ
て
い
る
も
の
を
含
め
る
と

85
％
以
上
の
高
い
認
知
度
で

あ
っ
た
が
「
セ
カ
ン
ド
レ
イ

プ
」
は
43
％
、
「
性
犯
罪
・

性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ

ー
」
は
19
・
５
％
と
低
か
っ

た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
、
今

後
対
応
す
べ
き
項
目
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
ま
た
同
学
術
集
会
の
「
一

般
演
題
ポ
ス
タ
ー
」
で
は
、

本
会
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ

ー
か
ら
「
思
春
期
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
分

析
～
電
話
相
談
と
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
の
比
較
か
ら
～
」
の
テ

ー
マ
で
発
表
を
行
っ
た
。

◆
　
◆
　
◆

　
次
回
の
日
本
思
春
期
学
会

総
会
・
学
術
集
会
は
、
24
年

８
月
23
～
25
日
に
、
兵
庫
県

神
戸
市
に
て
開
催
予
定
。

（
２
０
２
３
年
11
月
９
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

（　）102025年（令和 7年）８月 １日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2023年度号）



写真１　 本会が事務所・クリニ
ックをおいていた頃の
保健会館新館

年 本会家族計画研究センターの動き 国、本会その他の動き
昭　和
1978年
(昭和53年) •日本家族計画協会主婦会館クリニック（四ツ谷）オープン

1979年 •日本家族計画協会内に電話相談室開設

1984年 •日本家族計画協会内に「家族計画クリニック」開設

平　成

1989年
(平成元年)

•日本家族計画協会市谷クリニック、保険診療機関に認可される（４月１日）
•厚生省、本会に思春期クリニック運営費補助金交付

• 厚生省公衆衛生審議会優生保護部会、1991年１月１日から人工妊娠
中絶可能時期を現行の「妊娠満24週未満」から「同22週未満」に短
縮することを厚生大臣に答申（12月18日）

1990年 •厚生科学研究費補助金（厚生行政科学研究事業）「思春期相談の総合的推進方策に関する研究」を実施（１年間） •母子保健法一部改正（母子健康手帳の交付、知識の普及）

1991年 •「避妊とエイズ電話相談」（91～95年度）

1992年 •「ピル認可延期に関する本会医学委員会の見解」を発表（3月29日）
•児童福祉週間のイベントとして「子どものためのエイズ電話相談」を開設（５月）

• 「エイズまん延懸念、ピル解禁を凍結（薬事審）」の読売新聞報道（３
月18日）

•東京思春期保健研究会（渡邉行正会長）が発足

1993年 •本会など４団体が「低用量経口避妊薬の早期認可を」の要望書を厚生大臣に提出

1994年

•本会が日本薬剤師会とタイアップして、「妊娠検査薬を購入されたあなたへ」のカードを制作し配付
•国連人口基金親善大使ジェーン・フォンダ氏が本会センター訪問（３月）
•厚生省が本会クリニックをモデルにした地方クリニックを設置拡大
•東京都生活文化局依頼研究「思春期相談総合対策調査事業報告」
• 厚生省・心身障害研究「十代の望まない妊娠防止対策などに関する研究」、厚生科学研究「リプロダクティブ・ヘ
ルスに対応した優生保護相談との在り方に関する研究」を実施

•女性用コンドームの臨床試験に協力
•米国で開催されたFIGO参加と合わせピル関連の専門家と面会（９月24～30日）
• 樋口恵子さん主催のカイロ会議報告会に乱入、ピルについて意見を述べる（30日）。翌日の朝日新聞「NGOがカ
イロ会議報告会　ピルの使用をめぐって論争も」が掲載される

•厚生省受託により「地方クリニック」事業スタート
• プロデュースハウス㈱アミューズが、エイズ予防のためのチャリティコンサートで得た収益金の一部を寄付し、
「ゴローズ・ダイヤル」（子どものためのエイズテレフォン相談）を開設（６～12月、午後５～８時）
•朝日新聞論壇「ピル使用の早期認可を望む」（10月18日）

• 第10回国際エイズ会議。国際STD会議のサテライトミーティングで
「エイズ時代の家族計画」をテーマにシンポジウム開催（８月、横
浜）

•地域保健法成立（６月）
• 国連主催の国際人口開発会議（エジプト・カイロ）開催。「リプロダ
クティブ・ヘルス／ライツ」という言葉が話題に

12面に続く

表　本会クリニックにおける活動（1978～1994年）

　
手
元
に
『
新
し
い
時
代
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
リ
ポ
ー
ト
』
と
い

う
冊
子
が
あ
る
。
本
会
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
初
代
所
長
で
あ
っ

た
奈
良
林
祥
医
師
が
１
９
８

０
年
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の

で
「
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設
か
ら

２
年
目
」
と
い
う
サ
ブ
タ
イ

ト
ル
が
付
い
て
い
る
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
よ
う
。

　
「
思
春
期
外
来
が
、
診
療

科
目
と
し
て
新
し
く
設
け
ら

れ
た
と
言
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
総
体
的
に
来
所
者
が

増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
次
第
に
そ
の
存
在

を
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
で
し

ょ
う
。
と
り
わ
け
ピ
ル
を
希

望
し
て
の
来
所
者
が
飛
躍
的

に
増
加
し
、
し
か
も
圧
倒
的

多
数
が
未
婚
女
性
で
あ
る
と

い
う
点
に
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
の

活
用
さ
れ
方
の
一
つ
の
特
徴

が
極
め
て
鮮
明
に
出
て
い
る

と
い
え
ま
す
。
（
後
略
）
」

　
ピ
ル
の
承
認
は
99
年
だ
と

い
う
の
に
、
80
年
に
は
既
に

ホ
ル
モ
ン
用
量
の
高
い
ピ
ル

が
広
く
普
及
し
て
お
り
、
本

会
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
も
そ
の

例
に
た
が
わ
ず
、
ピ
ル
の
利

用
者
が
増
え
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
当
時
か
ら
、
診
療

内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
避
妊
相
談
に
と
ど
ま
ら

ず
、
不
妊
相
談
、
結
婚
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、
セ
ッ
ク
ス
・

セ
ラ
ピ
ー
、
女
性
精
密
ド
ッ

ク
検
診
、
思
春
期
外
来
、
電

話
相
談
―
と
あ
る
。

　
本
会
が
最
初
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
四
ツ
谷
の
主
婦
会
館
に

開
い
た
の
が
78
年
10
月
（
表

参
照
）
。
そ
の
後
、
84
年
５

月
、
保
健
会
館
別
館
に
「
家

族
計
画
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
を
開

所
。
89
年
４
月
か
ら
保
険
診

療
機
関
に
認
可
さ
れ
、
公
に

は
「
市
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
」
と

登
録
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
間
、
総
合
高
津
中
央

病
院
の
佐
藤
恒
治
医
師
（
故

人
）
、
次
い
で
伊
野
田
法
子

　
１
９
７
８
年
10
月
に
開
設
し
た
本
会
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

は
２
０
２
３
年
10
月
末
を
も
っ
て
閉
院
と
な
り
ま
し
た
。

　
場
所
や
名
称
を
変
え
な
が
ら
も
45
年
間
、
思
春
期
婦

人
科
外
来
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
患
者
に
寄
り
添

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続
け
て
き

た
そ
の
足
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

（
編
集
部
）

医
師
を
経
て
、
88
年
４
月
に

筆
者
は
第
４
代
目
の
ク
リ
ニ

ッ
ク
所
長
と
な
っ
た
。

97
年
11
月
、
保
健
会
館
新

館
（
リ
プ
ロ
・
ヘ
ル
ス
セ
ン

タ
ー
）
が
完
成
し
た
こ
と
か

ら
、
別
館
か
ら
現
在
地
で
あ

る
新
館
に
移
転
し
た
。
し
か

し
、
既
報
の
通
り
、
当
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
２
０
２
３
年
10
月

末
を
も
っ
て
閉
院
と
な
っ

た
。
従
来
か
ら
実
施
し
て
い

る
「
東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
「
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
」
「
Ｅ
Ｃ
・
Ｏ
Ｃ
ヘ
ル
プ

デ
ス
ク
」
（
現
避
妊
の
た

め
の
ピ
ル
＆
ア
フ
タ
ー
ピ
ル

相
談
室
）
な
ど
の
相
談
事
業

は
、
11
月
か
ら
渋
谷
区
幡
ヶ

谷
に
場
所
を
移
し
て
継
続
し

て
い
る
。

　
な
お
、
小
さ
な
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
今

日
ま
で
大
勢
の
方
々
に
支
え

ら
れ
て
き
た
こ
と
は
今
更
言

う
ま
で
も
な
い
が
、
今
回
の

閉
院
に
あ
た
り
有
志
の
方
々

か
ら
多
数
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

拝
受
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
寄
稿
文
に
加
え
、
ク
リ

ニ
ッ
ク
所
長
と
し
て
の
筆
者

の
35
年
間
を
振
り
返
っ
て
み

よ
う
。（
12
〜
14
面
に
続
く
）

（
２
０
２
３
年
12
月
15
日
掲
載
）

昭和、平成、令和を駆け抜けた日本家族計画協会クリニック
北村　邦夫一般社団法人日本家族計画協会会長

対
）
は
前
年
度
と
同
率
の

５
・
１
で
過
去
最
低
。
年
齢

階
級
別
に
み
る
と
、
「
20
歳

未
満
」
が
３
・
６
（
前
年
度

３
・
３
）
、
「
20
〜
24
歳
」

は
10
・
０
（
同
10
・
１
）
、

「
25
〜
29
歳
」
は
８
・
４

（
同
８
・
４
）
と
な
っ
て
い

る
。
「
20
歳
未
満
」
に
つ
い

て
各
歳
で
み
る
と
、
「
19

歳
」
が
８
・
３
（
同
７
・

１
）
、
「
18
歳
」
は
４
・
４

（
同
４
・
５
）
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
出
生
数
に
中
絶
数

を
加
え
た
妊
娠
数
中
の
中
絶

割
合
は
、
13
・
７
％
（
前
年

度
13
・
５
％
）
と
微
増
。
年

齢
階
級
別
に
み
る
と
「
14
歳

以
下
」
が
84
・
５
％
、
「
15

〜
19
歳
」
は
67
・
５
％
、

「
45
〜
49
歳
」
は
41
・
３
％

と
高
い
割
合
を
示
し
た
（
２

０
２
２
年
人
口
動
態
統
計
、

２
０
２
２
年
度
衛
生
行
政
報

告
例
を
も
と
に
算
出
）
。

　
本
会
で
は
23
年
９
月
、
７

年
ぶ
り
と
な
る
「
第
９
回

男
女
の
生
活
と
意
識
に
関
す

る
調
査
」（
調
査
対
象
は
全
国

16
〜
49
歳
の
男
女
３
千
人
）

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
調
査
結
果
の
公
表
は
24

年
４
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い

る
が
、
こ
の
調
査
の
集
計
結

果
等
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

若
年
者
と
り
わ
け
10
代
女
性

の
人
工
妊
娠
中
絶
数
お
よ
び

人
工
妊
娠
中
絶
実
施
率
上
昇

の
因
果
関
係
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
２
０
２
３
年
12
月
15
日
掲
載
）

　
厚
生
労
働
省
が
10
月
31
日

に
公
表
し
た
衛
生
行
政
報
告

例
（
母
体
保
護
関
係
）
に
よ

る
と
、
２
０
２
２
年
度
の
人

工
妊
娠
中
絶
届
出
件
数
は
12

万
２
２
７
５
件
で
前
年
度
か

ら
３
４
４
９
件（
２
・
７
％
）

減
少
し
た
も
の
の
、
20
歳
未

満
で
は
前
年
度
比
４
７
６
件

増
で
、
そ
の
内
訳
は
15
歳
未

満
（
22
件
増
）、15
歳
（
10
件

増
）、19
歳
（
５
６
９
件
増
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
25
〜
29
歳

で
は
66
件
増
と
な
っ
た
。

　
人
工
妊
娠
中
絶
実
施
率

（
15
〜
49
歳
女
子
人
口
千

妊娠100に占める中絶の割合（％）
（2022年人口動態統計、2022年度衛生行政報告例）

（妊娠総数＝出生数＋中絶数）
（％）

84.5

67.5

36.6

11.4
7.4 10.7

19.3

41.3

12.1 13.7
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14歳
以下

15～
19歳

20～
24歳

25～
29歳

30～
34歳

35～
39歳

40～
44歳

45～
49歳

50歳
以上

総数

わが国における人工妊娠中絶届出件数の年次推移

（1955年）
1,170,143

（2022年度）
122,725

（1949年～2022年度）

度
年
０
２
０
２

度
年
５
１
０
２

度
年
０
１
０
２

度
年
５
０
０
２

年
０
０
０
２

年
５
９
９
１

年
０
９
９
１

年
５
８
９
１

年
０
８
９
１

年
５
７
９
１

年
０
７
９
１

年
５
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（10年度は東日本大震災の影響により、
　福島県相双保健福祉事務所管轄内の市町村が
　含まれていない）

図　人工妊娠中絶の年次推移(上)と年齢階級別の割合(下)
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年 本会家族計画研究センターの動き 国、本会その他の動き
1995年 •北村が第４回世界女性会議（北京）に参加（１月） •第12回世界性科学学会（松本清一会長）横浜で開催（８月）

1996年 •保健会館新館（リプロ・ヘルスセンター）落成（写真１） •厚生省「生涯を通じた女性の健康支援事業」を開始
•優生保護法を母体保護法に名称変更（８月）

1997年

•「生涯を通じた女性の健康支援事業」の一環として、「東京都不妊ホットライン」スタート（１月）
•北村、総理府男女共同参画審議会委員（橋本龍太郎総理）に就任
•保健会館新館（リプロ・ヘルスセンター）が完成し、クリニックを含め本会関連部署が別館から移転
•北村、堂本暁子議員とともに小泉純一郎厚生大臣（当時）を訪問し、ピルに対する大臣の誤解を解く（４月23日）
•読売新聞「対立討論　ピル解禁」（井上栄氏を相手に）（６月24日）

•地域保健法制定
•男女共同参画審議会発足

1998年
• 厚生科学研究費補助金（子ども家庭総合研究事業）「思春期総合保健対策に関する研究」「患者から見た不妊治療
の在り方に関する研究」を実施

•北村、厚生省児童家庭局長私的懇談会「生涯を通じた女性の健康施策に関する研究会」委員
•本会が扱っているPMSメモリーを使用しての「PMSに関する研究」、「女性の健康意識に関する研究」を実施

1999年
•「看護職のためのピルカウンセリングセミナー」開催
•「遺伝相談モデル事業」を厚生省から受託
•「指導者のための避妊と性感染症予防セミナー（SRHセミナー）」がスタート（～現在）

•低用量経口避妊薬承認（６月）・発売（９月）
•ゼリー型殺精子剤（FPゼリー）発売中止
• 本会・日本産科婦人科学会など６団体が「低用量経口避妊薬の使用に
関するガイドライン」を発表

2000年
•「マイフェミイ電話相談室」（４月）
•「ピルダイヤル」（2000～04年度）
•「緊急避妊ネットワーク」設立（当初137施設から）

•女性用コンドーム（マイフェミイ）発売
•厚生省「健康日本21」プランを発表
•「健やか親子21」の審議始まる
•児童虐待の防止等に関する法律制定
•アジア性科学会（松本清一会長）神戸で開催

2001年

•内閣府男女共同参画会議女性に対する暴力専門調査会委員（森喜朗総理）（４月）
•IPPF国際医学専門委員会開催（東京）
•「緊急避妊ネットワーク」1200施設へ
•「ピルサポートデスク」（2001～09年度）
•クリニックホームページ「Dr.北村のJFPAクリニック」立ち上げ

•フィルム型殺精子剤「マイルーラ」製造中止（３月）
•第１回健やか親子21推進協議会開催

2002年

• 世界不妊月間の一環として「東京都不妊特別電話相談」を開設（５月７～11日、179件、相談時間の合計は
3,486分）

•北村「第６回松本賞」受賞
•厚生労働科学研究班「男女のコミュニケーション・スキルの向上に関する研究」３年計画でスタート
•「第一線の産婦人科医に役立つ緊急避妊実践セミナー」開催（７月）
•「第１回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は2003年３月）

• 本会と日本助産婦会が「緊急避妊薬の日本への導入に関する要望書」
を坂口力厚労大臣に提出（４月）

•健康増進法制定
•国会で初めて水島広子議員が「緊急避妊法」取り上げる（７月）
•20歳未満の中絶実施率が減少傾向に
• 健やか親子21全国大会（母子保健家族計画全国大会）としてスター
ト（11月）

2003年

•「妊娠に悩んでいる者に対する相談援助等事業」開始
•「米国の禁欲主義教育を考えるメディアセミナー」（１月）
•「不妊相談セミナー」（２月、以降合計２回開催）
•「東京都女性のための健康ホットライン」スタート
• 緊急避妊ネットワーク所属の産婦人科医1,315人に向けて「人工妊娠中絶の減少要因に関する緊急調査」を実施
（723人から回答、12月）

2004年
•日本家族計画協会医学委員会解散
•「OCサポートコール」（2004年度～）
•OC推進プログラム委員会発足
•「第２回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は2005年３月）

•マルチロードCU250発売

13面に続く

表　本会クリニックにおける活動（1995～2004年）
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。
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迎
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入
れ
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入
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。
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？
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日本家族計画協会

会長　北村　邦夫
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年 本会家族計画研究センターの動き 国、本会その他の動き

2005年

•全国10か所で「第一線の産婦人科医とコメディカルのためのOC啓発セミナー」開催（参加者総数1,470人）
•北村、厚生科学審議会臨時委員（感染症予防部会）（2005年１月～15年10月）
• 本会、厚生労働省関東信越厚生局薬事監視員より承認を得て入手した緊急避妊薬「ノルレボ錠」で使用経験を積む
（2005年３月と08年11月）
•北村、参議院少子高齢社会に関する調査会に出席し参考人として発言（５月11日）
• 自民党が実施した「過激な性教育・ジェンダーフリー教育実態調査」について要望書を提出。安倍晋三幹事長（当
時）を訪ねた（５月27日）

• 日本産科婦人科学会が「低用量経口避妊薬の使用に関するガイドライ
ン（改訂版）」を発表（12月）

•ノバT380発売（５月）

2006年

• 厚生労働科学研究費補助金（こども家庭総合研究事業）「全国的実態調査に基づいた人工妊娠中絶の減少要因に関
する包括的研究」（主任武谷雄二東大教授）の分担研究で「世界の十代の避妊、妊娠、中絶、出産等に関する現状
調査」を実施（IPPF所属65カ国から回答）

•「OC啓発セミナー」（全国８か所）
•「第３回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は2007年３月）
•低用量ピルの普及啓発を目指す「OC for me！キャンペーン」スタート
• 全国450を越える産婦人科施設の協力を得て、全国一斉に７月21日午後７時に「Let's婦人科」などのイベントを
実施

•女性用コンドーム（フェミドーム）発売
•性感染症に関する特定感染症予防指針

2007年
•本会「家族計画研究センター」創設
•「OC啓発セミナー」（全国８か所）
•本会、HPV４ 価ワクチンの第三相臨床試験に協力（50名が９回受診、脱落例なし）

• 黄体ホルモン放出型子宮内避妊システム（ミレーナ52mg）発売（４
月）　

2008年

• 北村・杉村、秋篠宮妃殿下を迎えて「第49回日本母性衛生学会総会・学術集会」を主宰（11月、シェラトン・グ
ランデ・トーキョーベイ・ホテル）

•「第４回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は2008年12月）
•「OC啓発セミナー」（全国６か所）
•「わが国の産科医療の危機的現状を訴えるメディアセミナー」を開催（５月）

•低用量EP剤「ルナベル配合錠」発売
•「ユウセイリング」発売中止

2009年
•「避妊指導に関わる医師とコメディカルのためのOCスキルアップセミナー」全国３か所で開催
•「OC発売10年」メディアセミナーの開催（５月、９月）
•本会におけるHPVワクチン接種第１号は21歳の女性

•緊急避妊薬承認申請（９月）
•HPVワクチン「サーバリックス」承認（10月）、発売（12月）

2010年

•「OCコール」（2010年度～）
•「ミレーナコール」（2010年度～）
•東京都受託不妊啓発資材「いつか子供が欲しいと思っているあなたへ」1万640部を作成配布
•本会、国際家族計画連盟正規加盟団体として認定
•「第５回男女の生活と意識に関する調査」実施、発表は2011年１月

•低用量EP剤「ヤーズ配合錠」発売
• 緊急避妊薬に対するパブリックコメント募集（11月、承認賛成463
件、反対114件、その他1件）

2011年

• 厚生労働科学研究費補助金・新型インフルエンザ等新興・再興感染症事業「性感染症に関する予防、治療の体系化
に関する研究」（主任小野寺昭一東京慈恵医大教授）の分担研究として「性感染症罹患者の性意識ならびに性行動
様式に関する研究」を実施

•「きいて　きいて！みんなに知ってほしい緊急避妊のこと」など各種啓発資材を制作配布
• 本会・あすか製薬共催、日本産科婦人科学会・日本産婦人科医会後援で「緊急避妊法適正使用セミナー」開催（全
国８か所で1,544人）

• 東日本大震災後「災害時に役立つお役立ちサイト」を立ち上げ、「女性の安心ホットライン」カード2万部を作成
配布、さらに被災地女性のための「OC（経口避妊薬）安心処方システム」を構築。支援活動に努めた

• 日本産科婦人科学会が「緊急避妊法の適正使用に関する指針」を発表
（２月）
•女性用コンドームの発売中止（６月）
•低用量OCの後発品「ファボアール」「ラベルフィーユ」発売
• 緊急避妊薬「ノルレボ錠0.75mg」承認（２月23日）・発売（５月
14日）

•HPV４価ワクチン「ガーダシル」承認（７月）、発売（８月）

14面に続く

表　本会クリニックにおける活動（2005～2011年）

　
「
閉
院
」
。
入
職
と
ほ
ぼ

同
時
に
事
務
担
当
と
し
て
配

属
さ
れ
た
私
に
は
仕
事
上
の

大
き
な
節
目
に
な
り
ま
す
。

一
抹
の
寂
し
さ
を
覚
え
な
が

ら
、
長
い
思
春
期
外
来
で
の

日
々
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　
幸
い
だ
っ
た
の
は
、
医
師

や
助
産
師
等
医
療
専
門
家
で

あ
る
相
談
員
さ
ん
が
、
勉
強

会
や
学
会
発
表
な
ど
も
一
緒

に
や
っ
て
み
な
い
？
と
分
け

隔
て
無
く
仲
間
と
し
て
接
し

て
く
だ
さ
り
、
そ
の
中
で
学

ぶ
チ
ャ
ン
ス
が
得
ら
れ
た
こ

と
で
す
。◇

　
◇
　
◇

　
女
性
用
コ
ン
ド
ー
ム
、
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
治
験
施
設

と
し
て
開
発
に
協
力
、
医
薬

品
を
市
場
に
出
す
プ
ロ
セ
ス

と
企
業
の
役
割
、
努
力
を
教

え
ら
れ
ま
し
た
。

　
低
用
量
経
口
避
妊
薬
、
緊

急
避
妊
薬
の
承
認
・
発
売
に

向
け
、
種
々
運
動
を
展
開
し

た
こ
と
は
、
誰
も
が
で
き
る

も
の
で
は
な
い
特
別
な
経
験

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
活

動
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
有
る
無

し
に
関
係
な
く
、
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

の
役
割
の
一
つ
で
す
が
、
今

必
要
と
し
て
い
る
人
が
目
の

前
に
い
る
、
と
い
う
ク
リ
ニ

ッ
ク
に
関
わ
る
立
場
は
強
い

言
葉
を
発
す
る
源
に
な
っ
て

い
た
と
思
い
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
そ
し
て
外
来
で
接
す
る
患

者
さ
ん
。
や
り
取
り
か
ら
得

れ
て
い
ま
す
。
培
っ
た
経

験
、
築
か
れ
た
人
と
の
つ
な

が
り
は
、
形
を
変
え
て
も
生

か
し
て
い
く
こ
と
は
で
き
る

は
ず
で
す
。

　
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
に
向

け
、
ひ
と
ま
ず
第
一
幕
を
下

ろ
す
。
そ
ん
な
心
境
で
し
ょ

う
か
。

　
こ
れ
ま
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
全
て
の

方
々
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
、
筆
を
置
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
２
０
２
３
年
12
月
15
日
掲
載
）

え
る
高
校
生
、
た
ま
た
ま
一

人
で
受
診
し
た
日
は
よ
く
し

ゃ
べ
る
上
に
、
彼
氏
だ
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。
問
診
と
最

初
の
診
察
は
ま
ず
本
人
だ
け

と
い
う
理
由
が
納
得
で
き
た

瞬
間
で
し
た
。

◇
　
◇
　
◇

　
左
顔
面
に
青
あ
ざ
の
女

性
。
前
回
の
受
診
に
愛
想
良

く
付
き
添
っ
た
彼
に
殴
ら
れ

た
の
だ
と
。
優
し
く
な
っ
た

り
、
暴
力
的
に
な
っ
た
り
を

繰
り
返
す
Ｄ
Ｖ
特
有
の
動
き

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
シ
ェ
ル
タ
ー
に
避
難
す

る
た
め
、
女
性
相
談
セ
ン
タ

ー
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
時
、
社
会
資
源

で
あ
る
専
門
機
関
と
連
携
す

る
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し

た
。
性
犯
罪
被
害
の
対
応
も

ク
リ
ニ
ッ
ク
で
で
き
る
こ
と

を
淡
々
と
提
供
し
専
門
家
に

引
き
継
ぐ
姿
勢
も
こ
の
時
確

立
し
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い

ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
警
察
庁
が
性
犯
罪
被
害
者

の
緊
急
避
妊
薬
の
公
費
負
担

を
決
め
た
時
も
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
せ
め
て

経
済
的
な
負
担
だ
け
で
も
軽

減
さ
れ
れ
ば
と
の
思
い
で
し

た
の
で
、
運
用
が
開
始
さ
れ

た
と
き
は
安
堵
し
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。

◇
　
◇
　
◇

　
思
い
浮
か
ん
だ
数
例
だ
け

で
す
が
、
こ
う
や
っ
て
一
つ

一
つ
私
の
中
で
積
み
重
ね
ら

ら
れ
た
も
の
は
、
私
が
思
春

期
保
健
の
領
域
で
、
セ
ミ
ナ

ー
で
の
講
義
や
学
会
発
表
、

出
版
物
な
ど
を
通
し
て
種
々

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
た
最

大
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
、
受
験
、

友
人
関
係
の
ス
ト
レ
ス
で
も

無
月
経
に
な
る
こ
と
も
外
来

に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
初

め
て
知
り
ま
し
た
。
多
く
が

年
単
位
の
治
療
を
要
す
る
の

で
す
が
「
い
つ
ま
で
通
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
」
と
問

う
中
学
生
、
「
ホ
ル
モ
ン
剤

の
使
用
は
体
に
悪
く
な
い
の

か
」
と
心
配
す
る
親
御
さ
ん

の
声
に
、
素
人
目
線
で
共
感

し
、
不
安
を
払
拭
す
る
こ
と

が
私
の
役
割
な
の
か
も
し
れ

な
い
と
感
じ
た
も
の
で
す
。

◇
　
◇
　
◇

「
子
宮
を
取
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
訴
え
る
高
校
生
。
今

話
題
の
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ

で
は
な
く
、
男
児
を
望
ん
だ

父
親
の
、
生
理
に
対
す
る
心

な
い
言
葉
に
悩
ん
だ
末
の
受

診
で
し
た
。
一
定
期
間
生
理

を
止
め
て
対
処
し
ま
し
た

が
、
希
望
の
手
術
に
は
向
か

う
こ
と
が
で
き
ず
、
予
後
が

気
に
な
っ
て
い
る
方
の
一
人

で
す
。
目
の
前
に
い
る
患
者

さ
ん
の
問
題
だ
け
で
は
な
い

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

◇
　
◇
　
◇

　
「
う
ち
の
子
は
奥
手
で
」

と
生
理
周
期
、
最
終
月
経
、

何
で
も
付
き
添
い
の
母
が
答

ク
リ
ニッ
ク
担
当
者
と
し
て
の
日
々
は
宝
物

今後も継続する相談窓口です！

〜
学
び
と
出
会
い
こ
の
経
験
を
こ
れ
か
ら
も
活
か
し
て
〜

家族計画研究センター長

杉村　由香理

家 　 族 　 と 　 健 　 康（　）13 2025年（令和 7年）8月 1日 （2023年度号）



年 本会家族計画研究センターの動き 国、本会その他の動き

2012年

•本会、一般社団法人に移行　•SRHセミナー100回記念
•「東京都不妊ホットライン」が「東京都不妊・不育ホットライン」と名称を変更（９月）
•東京都委託事業「不妊の啓発のための資材」を作成配布
•「第６回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は12月）
•【ジェクス】ジャパン・セックス・サーベイ実施（発表は2013年１月）
•「緊急避妊法適正使用セミナー」（全国６か所）

•「性感染症に関する特定感染症予防指針」の一部改定（１月）　

2013年 •野田聖子議員の少子化発言に対して、自民党総務会長室を訪問（３月） •HPVワクチン定期接種化（４月）、積極的接種勧奨控える（６月）

2014年
•「OCヘルプデスク」（2014年度～現在）
•北村「第66回保健文化賞」を受賞。翌日皇居において天皇・皇后両陛下の拝謁を賜った（10月）
•「第７回男女の生活と意識に関する調査」実施、発表は2015年１月

2015年 • 本会機関紙「家族と健康」で避妊教育ネットワーク会員による「産婦人科医による性の健康教育～私のキーワード
はこれだ！」がスタート（～現在）

•低用量EP剤後発品「フリウェル配合錠LD」発売
•「オーソ777-21錠」「オーソM-21錠」の製造中止
• 日本産科婦人科学会編「低用量経口避妊薬、低用量エストロゲン・プ
ロゲスチン配合薬ガイドライン　2015年度版」発表

2016年 •「東京都女性のための健康ホットライン」中止（３月）
•「第８回男女の生活と意識に関する調査」実施（発表は2017年２月）

•緊急避妊薬ノルレボ錠1.5mg発売（５月）
• 日本産科婦人科学会「緊急避妊法の適正使用に関する指針（改訂版）」
を発表（９月）

2017年 •【ジェクス】ジャパン・セックス・サーベイ2017実施
•トランプ米大統領による「グローバル・ギャグ・ルール」の再導入反対を表明

•連続投与型低用量EP剤「ヤーズフレックス」発売
• 緊急避妊薬のスイッチOTC化検討会議（７月と11月）開催するも、
時期尚早で終結

2018年 •フリウェル配合錠LD/ULD「モチダ」発売
•フリウェル配合錠LD/ULD「あすか」発売

令　和
2019年
(令和元年)

•避妊教育ネットワーク「東京都医師会グループ医学賞」受賞（３月）
•緊急避妊薬の処方施設検索サイトを発表（９月） • 緊急避妊薬レボノルゲストレル錠1.5mg「F」承認（２月）、発売（３月）

2020年

• 毎日新聞社（毎日新聞隔週月曜日掲載）「Dr.北村が語る現代思春期」第88話をもって終了。毎日新聞社くらし医
療部長より毎日新聞関連での連載が500を超えたことなどを受けて「感謝状」贈呈

• 令和２年度厚生労働行政推進調査事業費補助金（厚生労働科学特別研究事業）研究「新型コロナウイルス感染症流
行下の自粛の影響－予期せぬ妊娠等に関する実態調査と女性の健康に対する適切な支援提供体制構築のための研
究」（主任研究者：安達知子）の３課題の分担研究を担当

•COVID-19、わが国初の感染者（１月）
•COVID-19、第一次緊急事態宣言発出（３月）
•９価のHPVワクチン「シルガード９」製造販売承認（７月）
• 第５次男女共同参画基本計画において、緊急避妊薬を処方箋なしに薬
局で販売できるOTC化が検討事項として取り上げられた（12月）

2021年 • 文部科学省検定済み教科書「新高等保健体育」（大修館書店）で、①思春期と健康②性意識の変化と性行動の選択
③家族計画を執筆。教師用ノートと15分バージョンのYouTubeも

• 厚労省子ども家庭局母子保健課長が「人工妊娠中絶等手術の安全性等
について（依頼）」の文書が、日本産科婦人科学会、日本産婦人科医
会両団体に向け発出される（７月）

•経口妊娠中絶薬「メフィーゴパック」の承認を申請（12月）

2022年

•新宿区民の６か月児から107歳までの新型コロナウイルスワクチンを接種
• 「JFPA思春期・FP相談LINE」２年目に
•「東京都不妊・不育ホットライン」開設時間を延長（火曜日は10～19時、第３土曜日は10～16時）
• 緊急避妊薬のOTC（薬局販売）化を審議する「第20回医療用から要指導・一般用への転用に関する評価検討会
議」に、本会クリニックの緊急避妊外来受診者の傾向についての情報を提供した（４月）

•「女性活躍を応援する」をテーマにSRHセミナー全国８会場で開催

• HPVワクチンの積極的接種勧奨再開（４月）、定期接種の機会を逸
してしまった女性（誕生日が1997年４月２日～2007年４月１日）
のキャッチアップ接種、３年を限度に

• 日本家族計画協会、家族計画研究センターを除き渋谷区幡ヶ谷に移転
（10月）

2023年 •日本家族計画協会市谷クリニック閉院（10月） •９価のHPVワクチン「シルガード９」も定期接種の対象に（４月）
•経口妊娠中絶薬「メフィーゴパック」承認・発売（４月）

表　本会クリニックにおける活動（2012～2023年）

元
相
談
員小

野
　
文
子

　
田
舎
で
機
関
紙
『
家
族
と

健
康
』
を
読
ん
で
い
た
私
は

「
上
京
し
た
ら
ぜ
ひ
行
き
た

い
」
と
思
っ
て
い
た
オ
ー
プ

ン
ハ
ウ
ス
で
、
ど
こ
か
輝
い

て
い
る
人
た
ち
と
出
会
い
、

多
く
の
驚
き
と
新
し
い
知
識

や
多
様
な
価
値
観
を
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
は
、
そ
の
後
の
高

校
生
対
象
の
講
演
会
活
動
や

大
学
で
の
看
護
教
員
と
し
て

の
私
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
。

　
み
ん
な
で
作
っ
た
冊
子

『
思
春
期
Ｑ
＆
Ａ
Ｏ
Ｐ
Ｅ

Ｎ
Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
ス
タ
ッ
フ

か
ら
１
２
６
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
は
、
表
紙
は
色
あ
せ
て

も
今
で
も
私
の
本
棚
で
輝
い

て
い
ま
す
。

元
相
談
員中村

　
美
由
紀

　
私
は
２
０
０
１
〜
14
年
に

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
担
当
し
ま
し

た
。
主
に
、
月
経
に
伴
う
ト

ラ
ブ
ル
や
緊
急
避
妊
（
Ｅ

Ｃ
）
、
避
妊
、
性
感
染
症
予

防
の
保
健
指
導
で
す
。
Ｅ
Ｃ

を
求
め
る
女
性
が
確
実
な
避

妊
を
選
択
で
き
る
よ
う
対
応

し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
治
験
に
携
わ
り

ま
し
た
。
厚
生
労
働
省
が
積

極
的
勧
奨
を
中
止
し
た
期
間

は
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
の

治
験
の
経
験
か
ら
、
積
極
的

に
ワ
ク
チ
ン
を
勧
め
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。

　
閉
院
は
寂
し
く
は
あ
り
ま

す
が
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
学

び
は
か
け
が
え
の
な
い
も
の

で
、
そ
の
経
験
を
今
後
も
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

あ
お
も
り
女
性
ヘ
ル
ス
ケ
ア

研
究
所
長

蓮
尾
　
豊

　
２
０
０
９
年
、
北
村
邦
夫

先
生
か
ら
月
１
回
の
市
谷
ク

リ
ニ
ッ
ク
診
療
依
頼
を
受

け
、
21
年
３
月
ま
で
の
約
12

年
間
弘
前
市
か
ら
市
ヶ
谷
に

通
い
ま
し
た
。
距
離
的
に
は

遠
い
の
で
す
が
、
月
に
１
回

北
村
先
生
や
杉
村
さ
ん
、
看

護
師
の
方
、
電
話
相
談
員
の

方
と
お
会
い
し
て
Ｏ
Ｃ
や
Ｌ

Ｅ
Ｐ
、
性
教
育
の
話
が
で
き

た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
大
き

な
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

　
閉
院
を
聞
い
た
時
、
北
村

先
生
を
頼
っ
て
受
診
し
て
い

た
多
く
の
患
者
さ
ん
の
困
惑

の
表
情
が
目
に
浮
か
び
ま
し

た
が
、
そ
れ
は
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
果
た
し
て
き
た
役
割
の
大

き
さ
で
も
あ
る
の
で
し
ょ

う
。

㈱
ジ
ャ
パ
ン
Ｅ
Ａ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
ズ

顧
問
医

米
沢
　
宏

　
１
９
８
８
年
に
札
幌
で
行

わ
れ
た
第
７
回
日
本
思
春
期

学
会
総
会
で
北
村
先
生
に
初

め
て
お
会
い
し
ま
し
た
。

　
私
が
勤
め
て
い
た
北
の
丸

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
、
お
濠ほ

り

を
挟

ん
だ
向
か
い
側
に
あ
っ
た
と

い
う
ご
縁
も
あ
り
、
89
年
か

ら
月
１
回
精
神
科
外
来
を
担

当
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活

動
が
評
価
さ
れ
２
０
２
１
年

に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
の
栄

誉
に
与
る
こ
と
が
で
き
た
次

第
で
す
。

　
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
関
わ
っ
た

全
て
の
皆
さ
ま
、
長
い
間
本

当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
＆

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

元
相
談
員岡本

　
登
美
子

30
年
前
、
上
京
後
す
ぐ
に

「
思
春
期
保
健
相
談
を
学
び

た
い
」
と
日
本
家
族
計
画
協

会
の
門
戸
を
叩
き
７
年
間
お

世
話
に
な
り
ま
し
た
。
電
話

の
鳴
る
音
に
震
え
な
が
ら
男

子
か
ら
の
相
談
に
対
応
し
た

こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。

　
北
村
先
生
の
外
来
は
女
子

高
校
生
が
い
つ
も
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
て
受
診
し
て
い
る
と
い

う
の
が
印
象
的
で
し
た
。
思

春
期
女
子
の
緊
張
や
不
安
を

取
り
除
く
テ
ク
ニ
ッ
ク
、
先

生
の
笑
顔
と
大
き
な
声
が
周

り
を
和
や
か
に
し
て
く
れ
ま

し
た
。
市
ヶ
谷
は
自
立
し
た

助
産
師
を
目
指
す
拠
点
で
し

た
。

元
相
談
員

吉
田
　
敦
子

　
元
気
過
ぎ
る
２
歳
児
を
抱

え
て
悶も

ん

々も
ん

と
し
て
い
た
私
を

電
話
相
談
員
に
採
用
し
て
く

だ
さ
り
、
10
年
間
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　
電
話
相
談
で
の
、
短
時
間

か
つ
音
声
の
み
で
相
手
の
意

図
や
気
持
ち
を
く
み
取
り
、

必
要
な
情
報
を
提
供
し
た
り

傾
聴
し
た
り
し
て
、
で
き
れ

ば
安
心
し
て
電
話
を
終
え
て

も
ら
う
―
と
い
う
難
し
さ
。

外
来
で
の
北
村
先
生
や
杉
村

さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
温

か
い
気
配
り
、
何
と
も
言
え

な
い
安
心
感
の
松
本
先
生
と

堀
口
先
生
か
ら
学
ん
だ
こ

と
。
性
教
育
講
演
で
の
子
ど

も
た
ち
の
真
剣
な
ま
な
ざ

し
。

　
今
の
私
に
と
っ
て
の
貴
重

な
宝
物
で
す
。

市
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
閉
院
に
よ
せ
て

相
談
員

千
田
　
陽
子

　
患
者
さ
ん
は
10
代
の
思
春

期
世
代
か
ら
30
年
間
も
通
院

し
た
大
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
さ
ま

ざ
ま
で
、
そ
の
誰
も
が
自
分

の
居
場
所
・
休
憩
場
所
と
思

え
た
で
あ
ろ
う
和
や
か
な
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
し
た
。
診
察
室

か
ら
は
絶
え
ず
笑
い
が
起
こ

り
、
帰
る
時
の
表
情
は
満
た

さ
れ
穏
や
か
に
変
化
し
て
い

ま
し
た
。
誰
も
が
気
兼
ね
な

く
話
し
た
り
聞
い
た
り
す
る

こ
と
が
で
き
て
、
和
む
、
笑

う
こ
と
で
自
然
免
疫
・
自
然

治
癒
力
を
高
め
て
い
る
か
の

よ
う
で
し
た
。
そ
れ
は
私
自

身
に
と
っ
て
も
言
え
る
こ
と

で
し
た
の
で
、
閉
院
は
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

通
院
患
者

Ｓ
・
Ｎ

　
私
が
こ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

通
い
始
め
た
の
は
19
歳
、
北

村
先
生
の
ご
著
書
を
読
ん
だ

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
初
診

は
松
本
清
一
先
生
で
し
た
。

通
い
始
め
て
27
年
。
最
初
は

中
用
量
ピ
ル
し
か
な
く
、
低

用
量
ピ
ル
の
早
期
認
可
を
求

め
て
厚
労
省
に
要
望
の
電
話

を
掛
け
た
こ
と
、
認
可
さ
れ

た
と
き
に
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

の
お
祝
い
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
日
か

ら
服
用
３
４
８
周
期
を
超
え

ま
し
た
。
北
村
先
生
が
メ
デ

ィ
ア
を
集
め
た
勉
強
会
で
服

用
者
代
表
で
お
話
を
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
長
期
で

服
用
し
た
時
の
生
理
が
ど
う

な
る
の
か
を
知
り
た
く
て
、

６
周
期
連
続
服
用
を
成
功
さ

せ
、
先
生
に「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ャ
ー
」と
呼
ば
れ
、
時
折
講

演
で
話
題
に
し
て
い
た
だ

き
、
と
て
も
貴
重
な
体
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

通
い
始
め
た
こ
ろ
か
ら
受
付

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
杉

村
さ
ん
も
と
て
も
す
て
き
な

方
で
す
し
看
護
師
さ
ん
も
皆

い
い
人
ば
か
り
。
北
村
先
生

も
話
し
や
す
く
、
い
ろ
い
ろ

な
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ

り
、
と
て
も
通
い
や
す
い
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
し
た
。

（
２
０
２
３
年
12
月
15
日
掲
載
）

元
相
談
員笛

田
　
恵
子

　
１
９
９
２
年
か
ら
15
年
程

在
籍
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
思

春
期
電
話
相
談
、
診
療
介
助

そ
し
て
東
京
都
不
妊
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
（
当
時
）
も
担
当
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
総
合
病
院
の
産
婦
人
科
病

棟
で
、
妊
娠
、
分
娩
、
新
生

児
の
こ
と
ば
か
り
に
携
わ
っ

て
い
た
私
に
と
っ
て
は
毎
回

が
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ツ
／
ラ
イ
ツ
そ
の
も
の
の

思
春
期
外
来
で
し
た
。
毎
回

新
し
い
情
報
や
知
識
が
得
ら

れ
楽
し
か
っ
た
で
す
。
35
歳

か
ら
と
少
し
年
令
は
過
ぎ
て

い
ま
し
た
が
、
気
持
ち
の
上

で
は
青
春
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（　）142025年（令和 7年）8月 1日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2023年度号）



　
妊
娠
の
心
配
が
あ
る
性
交

か
ら
7２
時
間
以
内
に
服
用
す

る
こ
と
で
、
８
割
近
く
の
避

妊
を
可
能
に
す
る
「
緊
急
避

妊
薬（
Ｅ
Ｃ
）」。11
月
２８
日
、

全
国
一
部
の
薬
局
で
処
方
箋

な
し
で
の
Ｅ
Ｃ
の
試
験
販
売

が
始
ま
っ
た
。
試
験
販
売
初

日
に
は
、
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス

を
見
た
と
、
リ
ス
ト
に
あ
る

薬
局
を
訪
れ
る
女
性
の
姿
が

あ
っ
た
そ
う
だ
。

格
は
７
千
～
９
千
円
程
度
。

　
「
親
と
学
校
に
だ
け
は
知

ら
れ
た
く
な
い
」
「
学
生
に

は
費
用
が
高
く
て
服
用
で
き

な
い
」
と
緊
急
避
妊
外
来
で

決
ま
り
文
句
の
よ
う
に
ス
タ

ッ
フ
に
向
け
ら
れ
て
い
た
悲

痛
な
声
を
思
い
出
す
に
つ

け
、
1６
歳
、
17
歳
が
保
護
者

に
打
ち
明
け
ら
れ
る
か
、
性

交
同
意
年
齢
を
見
据
え
て
の

措
置
と
は
い
え
1６
歳
未
満
の

ほ
う
が
、
薬
局
販
売
に
向
い

て
は
い
な
い
か
と
考
え
て
し

ま
う
。
調
査
研
究
の
一
環
と

は
い
え
、
薬
局
販
売
の
利
便

性
を
享
受
で
き
な
い
女
性
が

一
定
数
出
て
し
ま
う
こ
と
は

避
け
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
試
験
販
売
さ
れ
る
Ｅ
Ｃ
は

医
療
に
お
い
て
す
で
に
広
く

使
用
さ
れ
て
い
る
先
発
薬
と

後
発
薬
の
「
レ
ボ
ノ
ル
ゲ
ス

ト
レ
ル
錠（
１
・
５
㍉
㌘
）」。

　
先
に
厚
労
省
が
募
集
し
た

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で

は
、
Ｅ
Ｃ
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
（
薬
局

販
売
）
化
に
つ
い
て
約
４
万

５
千
件
の
賛
成
意
見
が
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。

　
世
界
で
は
、
１
９
７
０
年

代
半
ば
頃
よ
り
Ｅ
Ｃ
が
使
用

さ
れ
て
お
り
、
世
界
保
健
機

関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
は
Ｅ
Ｃ
に
つ

い
て
、「
全
て
の
女
性
が
利
用

す
る
権
利
を
有
し
て
お
り
、

全
て
の
国
の
家
族
計
画
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
日
常
的
に
組
み
込

む
べ
き
」
と
し
て
い
る
。

　
同
日
、
武
見
敬
三
厚
労
大

臣
は
会
見
で
調
査
研
究
開
始

を
受
け
て
、
「
Ｅ
Ｃ
が
必
要

な
方
に
適
切
に
ア
ク
セ
ス
可

能
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
周

知
を
図
っ
て
い
く
」
と
述
べ

た
上
で
、
今
回
の
調
査
研
究

で
性
交
同
意
年
齢
に
満
た
な

い
1６
歳
未
満
の
女
性
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
「
産
婦
人
科

医
の
紹
介
や
、
性
犯
罪
・
性

暴
力
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

な
ど
の
対
応
が
適
切
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。
ま
た
試
験
販

売
の
期
間
は
２
０
２
３
年
度

ま
で
と
な
っ
て
い
る
が
、
予

算
が
取
れ
れ
ば
２４
年
度
も
継

続
す
る
考
え
を
示
し
た
。

（
家
族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
　

杉
村
由
香
理
）

（
２
０
２
３
年
1２
月
1５
日
掲
載
）

さ
れ
て
い
る
（
左
上
写
真
）。

　
服
用
者
向
け
冊
子
は
、
緊

急
避
妊
の
基
本
的
な
情
報
の

他
に
、
よ
く
あ
る
質
問
と
回

答
、
今
後
の
避
妊
、
性
感
染

に
つ
い
て
な
ど
、
こ
れ
ま
で

本
会
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
お
い

て
、
利
用
者
が
服
用
を
迷
う

と
き
や
、
服
用
後
に
話
題
に

し
た
内
容
が
コ
ン
パ
ク
ト
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
医
療
者
用
は
、
緊
急
避
妊

を
必
要
と
し
た
方
が
最
初
に

出
会
う
専
門
職
と
し
て
、
問

診
で
聞
き
漏
ら
し
が
な
い
よ

う
必
要
な
質
問
と
そ
れ
を
尋

ね
る
理
由
、
服
用
後
の
注
意

事
項
な
ど
、
こ
ち
ら
も
診
療

現
場
の
声
が
活
か
さ
れ
て
い

る
。
制
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

る
サ
イ
ズ
に
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
必
要
な
と
き
簡
単
に
確

認
が
で
き
る
。
性
犯
罪
被
害

者
に
処
方
す
る
際
の
声
か
け

ポ
イ
ン
ト
も
あ
る
。
試
験
販

売
と
い
え
ど
も
、
利
用
者
は

医
療
機
関
受
診
と
同
等
の
サ

ー
ビ
ス
、
情
報
提
供
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
資
料

が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

　
販
売
対
象
は
、
Ｅ
Ｃ
の
服

用
を
希
望
し
、
か
つ
調
査
研

究
参
加
に
同
意
し
た
1６
歳
以

上
の
女
性
（
本
人
）
で
、
未

成
年
（
1８
歳
以
下
）
の
場
合

は
本
人
と
保
護
者
等
の
同
意

が
必
要
と
な
る
。
購
入
し
た

Ｅ
Ｃ
は
薬
局
に
お
い
て
薬
剤

師
の
面
前
で
服
用
す
る
。
価

　
厚
生
労
働
省（
厚

労
省
）の
調
査
研
究

「
緊
急
避
妊
薬
販
売

に
係
る
環
境
整
備
の

た
め
の
調
査
事
業

（
厚
労
省
医
薬
局
医

薬
品
審
査
管
理
課
委

託
事
業
）」の
一
環
と

し
て
事
業
委
託
を
受

け
た
公
益
社
団
法
人

日
本
薬
剤
師
会
が
試

験
販
売
を
含
め
た
モ

デ
ル
的
調
査
研
究
行

う
。同
日
、試
験
販
売

の
対
象
薬
局
リ
ス
ト

（
全
国
１
４
５
薬

局
）や
購
入
手
順
、Ｑ

＆
Ａ
を
示
し
た
特
設

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参

照
）
を
公
開
し
た
。

当
該
全
薬
局
に
は
本

会
が
製
作
に
協
力
し

た
服
用
者
向
け
冊
子

「
き
い
て
き
い
て

み
ん
な
に
聞
い
て
ほ

し
い
緊
急
避
妊
の
こ

と
」「
み
ん
な
de
ま
な

ぼ
う
！
緊
急
避
妊
」

と
、
薬
剤
師
用
に
は

「
緊
急
避
妊
法
適
正

使
用
医
療
者
用
ポ
ケ

ッ
ト
メ
モ
」「
医
療
者

の
た
め
の
Ｅ
Ｃ
ヘ
ル

プ
ブ
ッ
ク
」
が
配
布

第
1０
回
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
全
国
大
会
2０
周
年

記
念
大
会
in
と
ち
ぎ
　
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

９
月
17
日
㈰
、
栃
木
県
下

野
市
の
自
治
医
科
大
学
に
て

第
1０
回
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
全
国
大
会
２０
周
年

記
念
大
会
in
と
ち
ぎ
が
現
地

と
全
国
各
地
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
つ
な
い
だ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

形
式
で
開
催
さ
れ
た
（
主
催

=
自
治
医
科
大
学
ピ
ア
サ
ー

ク
ル
Ｊ
☆
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ
Ｐ

Ｅ
Ｅ
Ｒ
、
後
援
=
本
会
、
一

般
財
団
法
人
日
本
児
童
教
育

振
興
財
団
内
日
本
性
教
育
協

会
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人

と
ち
ぎ
み
ら
い
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ピ

ア
、
栃
木
県
）
。

こ
の
大
会
は
２
年
に
１

度
、
全
国
で
思
春
期
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
活
動
を
行
っ

て
い
る
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
Ⓡ
（
ピ
ア
っ
子
）
お

よ
び
認
定
講
師
、
卒
ピ
ア
ら

が
一
同
に
会
し
交
流
や
研
修

を
通
し
て
、
仲
間
意
識
を
育

み
、
今
後
の
活
動
へ
の
糧
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ

れ
る
。

今
回
は
、「
一
期
一
会
　
Ｎ

ｅ
ｗ
　
Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
Ｐ

ｅ
ｅ
ｒ
～
ピ
ア
の
輪
で
若
者

た
ち
を
＂
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
＂
未
来
を
目
指
し
て

～
」
を
テ
ー
マ
に
全
国
1２
県

の
ピ
ア
っ
子
８８
名
（
現
地
５1

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
37
名
）
、

認
定
講
師
２６
名
（
現
地
1４

名
、
う
ち
養
成
研
修
生
１

名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
1２
名
）
、

卒
ピ
ア
９
名
（
現
地
６
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
３
名
）
と
総
勢

１
２
３
名
が
参
加
し
た
。

大
会
は
、
「
あ
な
た
と

私
、
こ
こ
が
似
て
い
る
ね
」

の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
に
よ
っ
て

初
め
て
会
う
参
加
者
の
こ
と

を
知
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
、
続
い
て
行
わ
れ
た
各
県

の
ピ
ア
活
動
紹
介
で
は
、
地

域
の
特
徴
を
生
か
し
た
ピ
ア

活
動
の
紹
介
を
全
国
の
ピ
ア

っ
子
か
ら
行
っ
た
。

午
後
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
高

校
時
代
に
欲
し
か
っ
た
支

え
、
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
時
代

に
若
者
が
求
め
る
も
の
、
ど

の
よ
う
な
ピ
ア
活
動
が
で
き

る
か
を
テ
ー
マ
に
、
現
地
参

加
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者

が
一
緒
に
な
り
４
～
５
名
の

グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
ピ
ア

カ
フ
ェ
が
開
催
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
最
後
に
新
た
な
試
み

と
し
て
「
未
来
若
者
宣
言
」

に
て
提
言
先
ご
と
に
グ
ル
ー

プ
を
作
り
自
己
紹
介
。
大
会

後
も
そ
の
グ
ル
ー
プ
を
通
し

て
つ
な
が
り
活
動
を
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

初
め
て
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

現
地
と
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者

が
相
互
交
流
し
「
つ
な
が

る
」
こ
と
が
で
き
る
か
を
思

い
に
、
全
国
の
ピ
ア
っ
子
と

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
事
前
打
ち

合
わ
せ
を
繰
り
返
し
、
入
念

な
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
て
い

た
。
そ
の
成
果
も
あ
っ
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
も
会
場

参
加
の
ピ
ア
っ
子
た
ち
と
変

わ
ら
ぬ
交
流
・
親
交
を
深
め

て
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
記
念
大
会
を
見

事
、
成
功
に
収
め
た
今
大
会

の
実
行
員
会
メ
ン
バ
ー
ら
の

声
を
届
け
た
い
。

◇

＂
一
体
感
＂
を
目
標
に
全
国

大
会
の
企
画
や
準
備

今
回
、
第
1０
回
記
念
大
会

の
開
催
県
と
な
っ
た
こ
と
、

そ
れ
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
へ
の
う
れ
し
さ
や
誇

り
を
感
じ
ま
し
た
。
一
方

で
、
コ
ロ
ナ
禍
で
ま
と
も
に

活
動
す
る
こ
と
も
で
き
な
い

中
で
の
企
画
、
さ
ら
に
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
方
式
と
い
う
初
め

て
の
試
み
に
戸
惑
い
や
不
安

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
開

催
県
で
あ
る
私
た
ち
自
身
が

ど
ん
な
大
会
に
し
た
い
か
を

話
し
合
い
ま
し
た
。
そ
し

て
、
全
国
の
ピ
ア
っ
子
の
つ

な
が
り
を
深
め
、
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
な
生
活
に
求
め
ら
れ

る
ピ
ア
活
動
に
つ
い
て
み
ん

な
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
大

会
に
し
た
い
と
い
う
思
い
を

胸
に
、
約
１
年
前
か
ら
動
き

出
し
ま
し
た
。
動
き
出
し
が

遅
く
は
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
企
画
段
階
か
ら
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
会
議
に
は
他
県
の
ピ
ア

っ
子
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
で
、
よ
り
広
い
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
企
画

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
た
だ
、
学
業
と
の
両
立

も
難
し
く
な
か
な
か
準
備
に

取
り
掛
か
る
こ
と
も
で
き

ず
、
本
格
的
に
準
備
を
始
め

た
の
は
開
催
の
１
か
月
半
前

で
し
た
。
準
備
す
る
中
で
、

何
よ
り
も
私
た
ち
の
頭
を
悩

ま
せ
た
の
は
「
ど
う
し
た
ら

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
者
も
取
り

残
さ
ず
に
、
会
場
と
一
体
感

を
持
っ
て
開
催
で
き
る
か
」

と
い
う
点
で
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
参
加
者
に
問
い
か
け
発
表

し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫

し
た
り
、
対
面
と
オ
ン
ラ
イ

ン
両
方
の
参
加
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
し
た
り
な
ど
、
夜
遅

く
ま
で
集
ま
っ
て
考
え
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
会
場
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

本会が製作協力した冊子

日本薬剤師会
特設ホーム

ページ

会場内の装飾も全てピアっ子たちで行った

会場・Zoomで交流する参加者たち

一
部
薬
局
で
の
試
験
販
売
を
開
始

調
査
に
同
意
し
た
16
歳
以
上
の
女
性
対
象

緊

急

避
妊
薬

一
期
一
会
Ｎｅｗ
Ｎｏｒｍａ
ｌ
Ｐｅｅｒ

～
ピ
ア
の
輪
で
若
者
た
ち
を

“
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
”未
来
を
目
指
し
て
～

第
10
回
思
春
期
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
全
国
大
会

20
周
年
記
念
大
会
in
と
ち
ぎ　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
開
催

（
16
面
へ
続
く
）
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に
も
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
ど

ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
会
場
を
飾

り
つ
け
る
の
か
、
話
し
合
い

に
た
く
さ
ん
の
時
間
を
か
け

ま
し
た
。
最
終
的
に
作
り
上

げ
た
の
は
６
色
の
虹
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
し
た
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
で
す
。
こ
の
６
色
に
は
セ

ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
の
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
せ
て
お
り
、
こ
の

全
国
大
会
は
ど
ん
な
仲
間
も

受
け
入
れ
る
場
で
あ
る
と
い

う
意
味
や
、
思
春
期
ピ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
の
ピ
ア

っ
子
の
集
ま
り
で
あ
る
と
い

う
意
味
を
込
め
ま
し
た
。

＂
達
成
感
＂
で
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
た
当
日

そ
し
て
迎
え
た
当
日
。
直

前
ま
で
不
安
な
気
持
ち
を
抱

え
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま

で
の
準
備
が
功
を
奏
し
、
ま

た
多
く
の
方
の
助
力
も
い
た

だ
い
た
こ
と
で
、
全
て
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
問
題
な
く
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加

し
て
く
れ
た
全
国
の
ピ
ア
っ

子
た
ち
の
笑
顔
や
一
生
懸
命

話
し
合
う
姿
を
見
た
と
き
、

悩
み
や
困
難
が
た
く
さ
ん
あ

っ
た
分
、
大
好
き
な
仲
間
や

全
国
の
み
ん
な
と
過
ご
す
有

意
義
で
素
敵
な
時
間
を
実
感

し
、
う
れ
し
さ
や
達
成
感
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て

無
事
に
全
国
大
会
を
終

え
、
今
後
は
Ｊ
☆
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ

Ｓ 

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｒ
と
し
て
の
活

動
で
あ
る
中
学
校
で
の
ピ
ア

エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
エ
イ

ズ
デ
ー
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実

施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
今

回
の
大
会
で
つ
な
が
る
こ
と

の
で
き
た
全
国
の
ピ
ア
っ
子

と
協
力
し
、
若
者
宣
言
を
作

成
し
て
い
く
予
定
で
す
。
若

者
を
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

―
そ
ん
な
未
来
を
目
指
し

て
、
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
は

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

記
念
品
に
つ
い
て

栃
木
県
で
全
国
ピ
ア
を
開

今
般
の
能
登
半
島
地
震
に

よ
っ
て
被
災
さ
れ
た
地
域
の

皆
さ
ま
な
ら
び
に
ご
関
係
の

皆
さ
ま
に
、
心
よ
り
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
ど
も
家
庭
庁
は
１
月
１

日
付
で
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
に
よ
っ
て
被
災
し
避

難
所
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
各

種
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
取

り
扱
い
等
に
つ
い
て
、
全
国

の
自
治
体
の
母
子
保
健
主
管

部
（
局
）
お
よ
び
関
連
団
体

へ
向
け
て
事
務
連
絡
を
行
っ

た
。そ

の
中
で
、
被
災
者
が
避

難
先
の
自
治
体
で
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
や
妊
産
婦
・
乳

幼
児
に
対
す
る
健
康
診
査
等

の
各
種
母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス

を
希
望
し
た
場
合
、
住
民
票

の
異
動
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
罹
災
状
況
等
を
勘
案
し

避
難
先
自
治
体
で
適
切
に
サ

ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

支
援
を
要
請
し
て
い
る
。

妊
婦
健
康
診
査
に
つ
い
て

は
、
避
難
先
自
治
体
へ
被
災

地
で
あ
る
前
居
住
地
の
自
治

体
の
妊
婦
健
康
診
査
受
診
券

を
持
た
ず
に
避
難
し
て
き
た

妊
婦（「
災
害
救
助
法
」の
適

用
を
受
け
た
地
域
の
妊
婦
に

限
る
）
が
申
し
出
た
場
合
、

避
難
先
自
治
体
の
受
診
券
が

交
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

催
す
る
に
あ
た
り
、
デ
ザ
イ

ン
は
本
大
会
が
２０
周
年
で
あ

る
こ
と
や
栃
木
の
魅
力
が
伝

わ
る
よ
う
な
も
の
に
し
ま
し

た
。ポ

ロ
シ
ャ
ツ
・
ト
ー
ト
バ

ッ
グ
の
デ
ザ
イ
ン
で
は
、
栃

木
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
栃
木

の
有
名
な
も
の
を
詰
め
込
み

ま
し
た
。
缶
バ
ッ
ジ
の
デ
ザ

イ
ン
で
は
、
栃
木
の
名
産
品

で
あ
る
イ
チ
ゴ
を
モ
チ
ー
フ

に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ピ
ア

の
優
し
い
雰
囲
気
を
出
す
た

め
リ
ボ
ン
を
ハ
ー
ト
型
に

し
、
暖
か
み
の
あ
る
色
で
ま

と
め
ま
し
た
。

自
治
医
科
大
学
ピ
ア
サ
ー
ク

ル
Ｊ
☆
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｓ 

Ｐ
Ｅ

Ｅ
Ｒ
に
つ
い
て

私
た
ち
は
、
主
に
中
学
生

や
高
校
生
な
ど
、
思
春
期
の

若
者
を
対
象
に
ピ
ア
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
・
ピ
ア
エ
デ
ュ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
思
春
期
ピ
ア
カ

被
災
し
た
妊
産
婦
・
乳
幼

児
に
対
し
て
は
、
健
康
管
理

に
配
慮
し
た
相
談
支
援
な
ど

を
継
続
的
に
行
う
こ
と
が
重

要
と
し
、「
避
難
所
等
で
生
活

す
る
妊
産
婦
及
び
乳
幼
児
に

対
す
る
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
な

ら
び
に
被
災
し
た
子
ど
も
た

ち
へ
の
支
援
の
留
意
点
」
を

被
災
地
で
支
援
に
あ
た
る
専

門
職
へ
周
知
す
る
よ
う
求
め

て
い
る
。
ま
た
情
報
提
供
と

し
て
、
被
災
者
支
援
に
あ
た

っ
て
参
考
と
な
る
災
害
時
の

母
子
保
健
対
策
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
示
し
た
（
下
記
参
照
）。

【
情
報
提
供
】
災
害
時
の
母

子
保
健
対
策
に
関
す
る
マ
ニ

ュ
ア
ル
等

〈
こ
ど
も
家
庭
庁 
健
や
か

親
子
21
Ｈ
Ｐ
〉

災
害
対
応
の
た
め
の
情
報

https://sukoyaka21.cfa.
go.jp/useful-tools/
saigai/

〈
内
閣
府
Ｈ
Ｐ
〉

災
害
対
応
力
を
強
化
す
る
女

性
の
視
点

～
男
女
共
同
参
画
の
視
点
か

ら
の
防
災
・
復
興
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
～

https://w
w

w
.gender.

go.jp/policy/saigai/
fukkou/pdf/guidelene_  
01.pdf

授
乳
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト

①
～
③
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

３
部
か
ら
抜
粋
）

https://w
w

w
.gender.

go.jp/policy/saigai/
fukkou/pdf/guidelene_  
10.pdf

〈
国
立
成
育
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
Ｈ
Ｐ
〉

子
ど
も
の
心
の
診
療
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
業
＞
災
害
と
子
ど

も
の
心

https://kokoro.ncchd.
go.jp/disaster/index.
htm

l

〈
国
立
健
康
・
栄
養
研
究
所 

Ｈ
Ｐ
〉

災
害
時
の
健
康
・
栄
養
に
つ

い
て

https://w
w

w.nibiohn.
go.jp/eiken/info/info_

saigai.htm
l

赤
ち
ゃ
ん
、
妊
婦
・
授
乳
婦

の
方
へ

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）

https://w
w

w.nibiohn.
go.jp/eiken/info/pdf/
boshi.pdf

（
通
常
ペ
ー
ジ
版
）

https://w
w

w.nibiohn.
go.jp/eiken/info/
hinan3.htm

l
（
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
向

け
）

https://w
w

w.nibiohn.
go.jp/eiken/info/pdf/
boshi_pro.pdf

こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
母
子

保
健
課
２
０
２
４
年
１
月
１

日
事
務
連
絡
よ
り

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
母

子
保
健
課
】

（
事
務
連
絡
・
２
０
２
４
年

１
月
１
日
付
）

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

に
よ
る
災
害
の
被
災
者
に
係

る
妊
婦
健
康
診
査
等
の
各
種

母
子
保
健
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱

い
等
に
つ
い
て
」

（
別
添
）

「
避
難
所
等
で
生
活
し
て
い

る
妊
産
婦
、
乳
幼
児
の
支
援

の
ポ
イ
ン
ト
」
な
ら
び
に

「
被
災
し
た
こ
ど
も
た
ち
へ

の
支
援
の
視
点
及
び
留
意

点
」（

２
０
２
４
年
１
月
11
日
掲
載
）

ウ
ン
セ
ラ
ー
Ⓡ
が
仲
間
と
し

て
寄
り
添
い
、
心
の
整
理
が

つ
く
よ
う
に
お
手
伝
い
し
た

り
、
自
分
や
他
人
の
大
切
さ

や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
つ
い
て

一
緒
に
考
え
た
り
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
ち
ぎ

み
ら
い
ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
ピ
ア
の
学

生
会
員
と
し
て
、
女
性
の
キ

ャ
リ
ア
計
画
と
家
族
計
画
に

つ
い
て
考
え
る
活
動
や
エ
イ

ズ
デ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

地
域
で
の
活
動
も
行
っ
て
い

ま
す
。

（
２
０
２
３
年
１２
月
１４
日
掲
載
）

去
る
１
月
８
日
、
Ｊ
Ｆ
Ｐ

Ａ
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ

の
コ
ー
ス
Ⅲ
が
３
日
間
の
日

程
で
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
成
田

（
千
葉
県
成
田
市
）
に
て
開

催
さ
れ
、
２
０
２
３
年
度
の

同
セ
ミ
ナ
ー
の
全
日
程
が
終

了
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
を
修
了
し
た

こ
と
で
、
本
会
が
認
定
し
て

い
る
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ

（
以
下
、
相
談
士
）
が
新
た

に
１
９
７
名
誕
生
し
た
。
こ

れ
で
１
９
８
２
年
の
認
定
開

始
か
ら
数
え
、
４２
年
間
で
１

万
１
４
１
名
の
相
談
士
が
誕

生
し
た
こ
と
に
な
る
。

相
談
士
の
取
得
を
目
指
し

た
き
っ
か
け
を
何
名
か
の
受

講
者
に
伺
う
と
、
「
中
高
校

生
向
け
の
性
教
育
の
活
動
を

し
て
お
り
、
よ
り
専
門
的
に

学
ぶ
た
め
」
「
児
童
福
祉
分

野
へ
配
属
と
な
り
思
春
期
保

健
や
性
教
育
に
関
す
る
学
び

直
し
の
必
要
性
を
感
じ
た
た

め
」
「
ユ
ー
ス
世
代
の
相
談

場
所
を
作
り
た
い
」
「
特
別

支
援
学
校
で
の
性
教
育
の
充

実
」
「
中
高
校
生
の
相
談
に

乗
れ
る
よ
う
な
相
談
室
を
薬

局
で
開
催
し
た
い
」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
た
。
ま
た
「
過

去
に
受
講
し
た
が
、
思
春
期

に
関
連
す
る
事
項
が
だ
い
ぶ

変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
感

じ
、
知
識
を
新
た
に
し
た
い

か
ら
」
と
い
っ
た
回
答
も
頂

い
た
。

例
年
、
北
は
北
海
道
か
ら

南
は
沖
縄
ま
で
全
国
各
地
か

ら
受
講
者
が
参
集
す
る
が
、

今
年
は
年
始
の
能
登
半
島
地

震
で
被
災
さ
れ
セ
ミ
ナ
ー
参

加
を
断
念
さ
れ
た
方
や
、
支

援
に
ま
わ
っ
た
た
め
参
加
で

き
な
か
っ
た
方
も
お
ら
れ

た
。
新
潟
か
ら
来
た
受
講
者

は
、
地
震
の
折
に
家
具
が
腕

に
当
た
り
大
き
な
あ
ざ
が
で

き
る
と
い
う
状
況
の
中
、
コ

ー
ス
Ⅲ
を
楽
し
み
に
し
て
い

た
こ
と
を
知
る
家
族
の
後
押

し
も
あ
っ
て
参
加
を
決
心
し

て
や
っ
て
来
た
と
い
う
方
も

お
り
、
そ
の
意
欲
・
熱
意
に

事
務
局
ス
タ
ッ
フ
も
圧
倒
さ

れ
て
い
た
。

受
講
後
に
寄
せ
ら
れ
た
感

想
の
中
に
は
「
コ
ー
ス
Ⅰ
・

Ⅱ
は
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で

沢
山
学
べ
た
の
で
、
コ
ー
ス

Ⅲ
も
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
で

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
実
際
対

面
で
学
ぶ
こ
と
の
有
り
難
み

を
痛
感
し
ま
し
た
。
全
国
各

地
に
同
じ
思
い
の
人
が
い

る
。
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
が

い
る
。
知
識
が
あ
る
熱
い
か

た
が
た
に
囲
ま
れ
勇
気
を
も

ら
い
ま
し
た
」
と
の
声
も
あ

っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
会
場
で
は

講
義
時
間
以
外
で
の
受
講
者

同
士
の
活
発
な
交
流
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
あ
り
、
セ
ミ
ナ

ー
期
間
中
に
既
に
１
５
０
名

を
超
え
る
方
た
ち
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
つ
な
が
っ
た
。
あ
る
沖
縄

地
方
の
受
講
者
は
、
互
い
の

連
絡
先
を
交
換
し
再
会
を
約

束
し
て
別
れ
、
後
日
地
元
で

復
習
の
会
を
開
催
し
た
と
い

う
報
告
も
あ
り
、
早
速
活
発

に
行
動
を
始
め
て
い
る
。

話
は
変
わ
る
が
、
一
昨
年

度
の
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
か
ら

は
、
今
月
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

相
談
士
同
期
生
の
交
流
会
を

開
催
す
る
と
の
連
絡
も
届
い

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
セ
ミ

ナ
ー
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た

仲
間
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
し
て
い
る
様
子
は
う
れ
し

い
動
き
で
あ
る
。
今
年
新
た

に
誕
生
し
た
相
談
士
が
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
ご
活
躍
し
て

い
た
だ
き
、
相
談
士
の
輪
を

全
国
に
広
げ
て
い
た
だ
け
る

こ
と
を
祈
念
す
る
。

〈
２
０
２
４
年
度
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
開

催
予
定
〉

来
年
度
の
思
春
期
保
健
セ

ミ
ナ
ー
も
、
多
彩
な
講
師
陣

を
迎
え
新
た
な
テ
ー
マ
も
数

多
く
盛
り
込
ん
で
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
期
待
く
だ
さ

い
！

・
コ
ー
ス
Ⅰ
　
２
０
２
４
年

１０
月
頃
（
オ
ン
デ
マ
ン

ド
）

・
コ
ー
ス
Ⅱ
　
２
０
２
４
年

１１
月
頃
（
オ
ン
デ
マ
ン

ド
）

・
コ
ー
ス
Ⅲ
　
２
０
２
５
年

１
月
１１
～
１３
日
（
千
葉
県

成
田
市
）

（
２
０
２
４
年
２
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

こ
ど
も
家
庭
庁
成
育
局
は

１
月
１２
日
、
２
０
２
４
年
度

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
児
童
福

祉
週
間
」
（
５
月
５
～
１１

日
）
の
標
語
を
、
香
川
県
の

加
藤
共
泰
（
と
も
や
す
）
さ

ん
（
６
歳
）
の
作
品
に
決
定

し
た
。

〈
２
０
２
４
年
度
「
こ
ど
も

ま
ん
な
か
児
童
福
祉
週
間
」

標
語
〉

す
き
な
こ
と
　
ど
ん
ど
ん

ふ
や
し
て
　
お
お
き
く
な
あ

れ
（
加
藤
共
泰
さ
ん
　
６
歳
　

香
川
県
）

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
児
童

福
祉
週
間
」
の
象
徴
と
し
て

広
報
・
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
は

じ
め
、
全
国
各
地
で
実
施
さ

れ
る
事
業
や
行
事
な
ど
で
幅

広
く
活
用
さ
れ
る
。

★
こ
ど
も
ま
ん
な
か
児
童
福

祉
週
間
に
つ
い
て

子
ど
も
や
家
庭
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
に
つ
い
て

国
民
全
体
で
考
え
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
５
月
５
日
の

「
こ
ど
も
の
日
」
か
ら
１
週

間
を
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
児

童
福
祉
週
間
」
と
定
め
て
い

る
。
こ
の
期
間
中
は
、
児
童

福
祉
の
理
念
を
普
及
・
啓
発

す
る
た
め
、
こ
ど
も
家
庭
庁

や
全
国
の
自
治
体
な
ど
が
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
や
行
事
を
行

っ
て
い
る
。

詳
し
い
情
報
は
コ
チ
ラ

【
こ
ど
も
家
庭
庁
プ
レ
ス
リ

リ
ー
ス
】
「
令
和
６
年
度

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
児
童
福

祉
週
間
」
の
標
語
が
決
定
し

ま
し
た
」

（
２
０
２
４
年
１
月
１５
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

J☆STARS PEERが作成した記念品

（
15
面
の
続
き
）

被
災
し
た
妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の�

�

対
応
等
に
つ
い
て
事
務
連
絡
こども
家庭庁

２
０
２
３
年
度

Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ 

思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ  

１
９
７
名
誕
生

２
０
２
４
年
度「
こ
ど
も
ま
ん
な
か 

児
童
福
祉
週
間
」標
語
が
決
定
こども
家庭庁

（　）162025年（令和 7年）８月 １日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2023年度号）



た
の
で
す
け
ど
、
相
談
料
も

も
ら
っ
て
な
い
し
、
今
で
も

そ
ん
な
に
は
も
ら
っ
て
は
い

ま
せ
ん
が
。
処
方
さ
れ
た
薬

を
渡
す
時
、
ち
ょ
っ
と
外
来

で
は
話
で
き
な
い
よ
ね
、
と

い
う
人
を
控
室
に
呼
ん
で
話

し
て
い
た
の
で
す
け
れ
ど
、

や
は
り
色
々
出
て
く
る
の

で
、
こ
れ
は
も
う
「
相
談

室
」
を
作
っ
て
や
る
べ
き
だ

と
思
っ
て
。
思
春
期
保
健
相

談
士
の
資
格
を
取
っ
た
こ
と

で
す
し
。
薬
剤
師
の
相
談
室

だ
と
何
と
な
く
、
格
好
が
つ

か
な
か
っ
た
も
の
で
す
か

ら
。

―――
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
の
職

域
を
見
て
も
、
薬
剤
師
さ
ん

は
少
な
く
て
、
船
津
さ
ん
の

本
来
業
務
か
ら
す
る
と
、
思

春
期
の
相
談
は
異
色
で
す
よ

ね
。
思
春
期
保
健
相
談
士
は

役
立
っ
て
い
ま
す
ね
。

船
津
：
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は

薬
の
説
明
が
入
口
に
な
り
ま

す
か
ら
。
や
は
り
薬
剤
師
の

相
談
室
で
は
薬
の
話
で
し

ょ
？
　
み
た
い
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
か
ら
、
思
春
期
保

第
１
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
船

津
裕
子
さ
ん
（
静
岡
県
・
薬

剤
師
／
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
保

健
相
談
士
Ⓡ
）
で
す
。

聞
き
手
：
杉
村
由
香
理

（
日
本
家
族
計
画
協
会
家
族

計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン

タ
ー
長
）

―――
今
日
は
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
ず
船
津
さ
ん
と
本
会

の
最
初
の
関
わ
り
は
ど
こ
か

ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。船

津
：
産
婦
人
科
医
の
夫

か
ら
情
報
を
得
て
「
指
導
者

の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染
症

予
防
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｓ
Ｒ
Ｈ
セ

ミ
ナ
ー
）」に
行
き
ま
し
た
。

そ
れ
も
何
と
、
沖
縄
会
場
。

講
師
や
杉
村
さ
ん
が
＂
か
り

ゆ
し
＂
を
着
て
い
て
…
。
あ

れ
が
初
め
て
の
出
会
い
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
で
私
は
Ｊ

Ｆ
Ｐ
Ａ
の
セ
ミ
ナ
ー
に
行
く

よ
う
に
な
り
、
思
春
期
保
健

相
談
士
と
い
う
の
を
知
っ
て

…
。
そ
の
と
き
は
あ
ま
り
思

わ
な
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど

も
、
色
々
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
人

に
関
わ
り
を
持
つ
う
ち
に
、

や
っ
ぱ
り
思
春
期
の
問
題
に

向
き
合
い
何
と
か
す
る
の
が

一
番
い
い
の
だ
な
と
い
う
こ

と
に
気
付
き
、
勉
強
し
な
き

ゃ
と
思
っ
て
。
セ
ミ
ナ
ー
に

参
加
さ
せ
て
も
ら
っ
た
ら
、

そ
こ
で
仲
間
、
す
ご
い
仲
間

が
い
て
。
一
念
発
起
と
い
い

ま
す
か
、
こ
れ
は
資
格
を
取

っ
た
だ
け
、
知
識
を
得
た
だ

け
で
は
な
く
て
、
ち
ょ
っ
と

や
っ
て
い
こ
う
か
な
と
、
本

格
的
に
相
談
室
を
始
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

―――
ま
ず
セ
ミ
ナ
ー
に
い
ら

し
て
、
思
春
期
保
健
相
談
士

の
資
格
を
取
っ
た
後
で
、
勤

務
先
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
思
春

期
の
相
談
室
を
つ
く
ら
れ
た

の
で
す
ね
。

船
津
：
そ
う
で
す
、
き
ち

ん
と
銘
打
っ
た
の
は
。
そ
の

前
か
ら
話
し
た
り
は
し
て
い

健
相
談
士
を
前
面
に
出
し
て

や
っ
て
い
ま
す
し
、
元
々
発

達
障
害
の
こ
と
は
少
し
勉
強

し
て
い
た
の
で
、
今
は
神
経

発
達
症
と
言
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
け
ど
、
そ
の
発
達
特

性
、
障
害
ま
で
行
か
な
く
て

も
特
性
っ
て
み
ん
な
持
っ
て

い
て
、
そ
こ
に
向
き
合
っ
て

い
く
と
、
か
な
り
前
向
き
に

な
れ
る
と
い
う
か
。
そ
し
て

発
達
特
性
が
女
性
ホ
ル
モ
ン

の
波
で
あ
ぶ
り
出
さ
れ
て
く

る
っ
て
い
う
の
を
す
ご
く
感

じ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
の
２

つ
で
す
か
ね
、
柱
は
。
女
性

ホ
ル
モ
ン
と
発
達
特
性
で

す
、
私
の
相
談
室
は
。

―――
相
談
室
と
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
連
携
も
で
き
ま
す
ね
。

船
津
：
面
白
い
の
が
、
相

談
室
に
こ
の
子
は
最
初
来
た

方
が
い
い
な
と
、
診
察
室
で

「
は
い
、
月
経
は
…
」
と
か

な
ん
か
や
っ
て
い
る
よ
り

も
、
ち
ょ
っ
と
ま
わ
り
か

ら
、
環
境
の
こ
と
か
ら
話
し

て
い
っ
た
方
が
い
い
か
な
っ

て
い
う
子
は
、
先
に
相
談
室

に
来
て
も
ら
っ
て
、
そ
う
す

る
と
そ
の
中
で
「
貧
血
の
検

査
も
し
た
方
が
い
い
よ
ね
と

か
、
月
経
の
こ
と
も
あ
る
か

ら
次
は
診
察
も
し
て
み
た

ら
」
と
い
う
逆
パ
タ
ー
ン
に

な
る
こ
と
で
す
。
前
は
全
く

そ
う
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た

け
れ
ど
、
診
察
に
来
る
子
に

ち
ょ
っ
と
相
談
室
を
…
み
た

い
な
の
は
あ
っ
た
け
ど
、
相

談
室
目
当
て
で
来
た
人
が
婦

人
科
に
か
か
る
っ
て
い
う
。

だ
か
ら
多
分
北
村
先
生
の
市

谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
や
っ
て
い

る
よ
う
な
こ
と
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

―――
す
ご
く
理
想
的
な
形
だ

と
思
い
ま
す
。
相
談
室
は
予

約
制
で
す
か
？

船
津
：
は
い
予
約
制
で

す
。
で
す
か
ら
口
コ
ミ
で
知

っ
て
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
っ

た
り
、
あ
と
特
別
支
援
学
校

の
性
教
育
に
も
呼
ば
れ
て
い

く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
児

童
養
護
施
設
の
方
か
ら
、
話

を
聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
場

合
は
ま
ず
相
談
室
に
お
呼
び

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。

―――
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
、
思
春

期
相
談
と
で
２
本
立
て
で
す

ね
。船

津
：
両
輪
で
み
よ
う
と

い
う
こ
と
で
。
だ
い
ぶ
相
乗

効
果
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―――
確
か
に
！
　
相
談
室
を

知
ら
な
く
て
婦
人
科
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
来
た
人
に
、
背
景

に
何
か
あ
り
そ
う
と
思
っ
た

ら
す
ぐ
相
談
室
の
方
に
回
す

こ
と
も
で
き
る
し
、
相
談
室

に
来
て
「
こ
ん
な
の
相
談
し

て
い
る
場
合
じ
ゃ
な
い
で
し

ょ
」
っ
て
い
う
時
は
間
髪
入

れ
ず
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
と
。
Ｊ

Ｆ
Ｐ
Ａ
の
「
思
春
期
・
Ｆ
Ｐ

相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
に
も
、
こ

り
ゃ
治
療
だ
よ
、
っ
て
い
う

の
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
情
報

提
供
し
か
で
き
ま
せ
ん
か
ら

ね
。船

津
：
思
春
期
保
健
相
談

士
は
現
場
で
生
か
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
な
く
、
こ
の
名
称

は
講
演
で
養
護
の
先
生
な
ど

に
結
構
響
き
ま
す
。
女
性
ヘ

ル
ス
ケ
ア
を
や
ら
な
く
て
は

と
思
っ
て
い
る
静
岡
県
内
の

仲
間
が
集
ま
っ
て
き
て
、
勉

強
会
を
し
て
い
る
の
で
す

が
、
特
別
支
援
学
校
の
性
教

育
を
す
る
先
生
だ
っ
た
り
、

あ
と
は
今
年
７
月
に
静
岡
県

２
０
２
４
年
２
月
２５
日
㈰

に
大
分
県
大
分
市
の
Ｊ
：
Ｃ

Ｏ
Ｍ
　
ホ
ル
ト
ホ
ー
ル
大
分

に
お
い
て
、
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
母
子

保
健
事
業
研
修
会
「
地
域
で

取
り
組
む
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
セ
ミ
ナ
ー
in
大

分
」
を
開
催
し
た
。
主
催
は

本
会
、
後
援
は
大
分
県
・
大

分
市
・
（
公
社
）
日
本
産
婦

人
科
医
会
・
大
分
県
産
婦
人

科
医
会
・
大
分
県
小
児
科
医

会
・
（
公
社
）
日
本
助
産
師

会
・
（
一
社
）
大
分
県
助
産

師
会
・
（
公
社
）
大
分
県
看

護
協
会
・
（
一
社
）
大
分
県

精
神
科
病
院
協
会
・
大
分
商

工
会
議
所
（
順
不
同
）
。
受

講
者
は
保
健
師
や
助
産
師
を

中
心
に
県
内
外
か
ら
１
０
２

人
。冒

頭
、
講
義
に
先
立
ち
、

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
足
立

信
也
大
分
市
長
が
あ
い
さ

つ
。
こ
の
中
で
足
立
市
長

は
、
昭
和
２９
年
に
活
動
を
始

め
た
本
会
の
成
立
と
、
こ
の

後
講
師
と
し
て
登
壇
す
る
鈴

木
利
人
氏
が
大
学
の
同
級
生

で
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
つ

つ
、
当
時
の
家
族
計
画
を
巡

る
時
代
背
景
や
、
近
年
、
自

身
の
家
族
が
産
後
に
支
援
し

て
も
ら
っ
た
経
験
な
ど
、
身

近
な
話
題
を
通
じ
て
こ
の
研

修
会
に
期
待
す
る
役
割
に
つ

い
て
語
っ
た
。
ま
た
、
こ
ど

も
家
庭
庁
の
新
設
に
関
し
て

国
の
政
策
に
先
行
し
た
大
分

市
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

結
婚
か
ら
妊
娠
、
出
産
、
子

育
て
ま
で
切
れ
目
の
な
い
子

育
て
支
援
施
策
へ
の
意
欲
を

示
し
た
。

講
義
は
４
部
構
成
で
行
わ

れ
た
。
は
じ
め
に
山
縣
然
太

朗
氏
（
山
梨
大
学
大
学
院
総

合
研
究
部
社
会
医
学
講
座
教

授
）
が
「
こ
ど
も
家
庭
庁
創

設
で
母
子
保
健
は
ど
う
変
わ

る
か
―
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社

会
と
は
―
」
を
テ
ー
マ
に
、

現
在
の
母
子
保
健
を
取
り
巻

く
状
況
と
今
後
に
つ
い
て
解

説
し
た
。
昨
春
新
設
さ
れ
た

こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
意
義

を
説
明
し
た
ほ
か
、
そ
の
創

設
と
付
随
す
る
法
整
備
に
よ

っ
て
妊
娠
か
ら
出
産
、
育
児

に
至
る
包
括
的
な
支
援
体
制

整
備
の
道
筋
が
示
さ
れ
た
と

述
べ
た
。
さ
ら
に
、
こ
ど
も

大
綱
を
取
り
上
げ
、
国
が
目

指
す
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会

実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
を
紹
介
し
た
。
国
を

中
心
と
し
た
母
子
保
健
の
大

き
な
枠
組
み
を
示
す
そ
の
一

方
で
、
地
域
に
お
け
る
継
続

的
な
活
動
の
重
要
性
を
強
調

す
る
講
師
の
話
に
大
き
く
う

な
ず
く
受
講
者
も
少
な
く
な

か
っ
た
。

休
憩
を
挟
み
、
精
神
科
医

の
鈴
木
利
人
氏
（
順
天
堂
大

学
医
学
部
附
属
順
天
堂
越
谷

病
院
院
長
／
日
本
周
産
期
メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
学
会
前
理
事

長
）
・
産
婦
人
科
医
の
佐
藤

昌
司
氏
（
大
分
県
立
病
院
院

長
／
日
本
周
産
期
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
学
会
理
事
長
）
が

「
周
産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

～
一
体
と
な
っ
て
産
後
う
つ

を
防
ぐ
必
要
性
～
」
と
題
し

て
講
義
を
行
っ
た
。
鈴
木
氏

は
精
神
科
医
の
立
場
か
ら
産

後
う
つ
病
の
本
質
的
特
徴
と

そ
の
発
見
方
法
な
ど
に
つ
い

て
解
説
し
た
ほ
か
、
自
身
の

所
属
す
る
日
本
周
産
期
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
学
会
で
作
成
し

た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
妊
産
婦
に
対
し
て

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
取
る
べ
き
か
紹
介

し
た
。
さ
ら
に
、
精
神
科
受

診
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
い

つ
で
も
妊
産
婦
を
受
け
入
れ

ら
れ
る
精
神
科
の
診
療
体
制

の
整
備
が
急
務
で
あ
る
と
も

訴
え
た
。
次
い
で
講
義
を
行

っ
た
佐
藤
氏
は
、
大
分
県
で

導
入
し
て
い
る
「
大
分
ト
ラ

イ
ア
ル
」
を
取
り
上
げ
て
周

産
期
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア

の
現
在
の
動
向
に
つ
い
て
概

説
し
た
。
そ
の
な
か
で
精
神

的
ハ
イ
リ
ス
ク
妊
産
婦
の
ケ

ア
に
当
た
っ
て
は
多
職
種
連

携
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
、

妊
産
婦
を
受
け
入
れ
る
体
制

の
整
う
精
神
科
病
院
の
リ
ス

ト
ア
ッ
プ
と
い
っ
た
大
分
県

内
で
の
現
在
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
。
時
折
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
た
両
氏
の
講
義
は
受

講
者
に
も
分
か
り
や
す
か
っ

た
と
好
評
で
、
も
っ
と
長
く

講
義
を
受
け
た
い
と
い
う
声

さ
え
聞
か
れ
た
。

次
に
仙
田
昌
義
氏
（
地
方

独
立
行
政
法
人
総
合
病
院
国

保
旭
中
央
病
院
小
児
科
　
部

長
）
が
「
児
童
虐
待
と
そ
の

防
止
の
た
め
の
連
携
」
に
つ

い
て
講
義
を
行
っ
た
。
仙
田

氏
は
自
身
の
経
験
を
踏
ま

え
、
児
童
虐
待
へ
の
対
応
に

は
こ
ど
も
を
第
一
に
考
え
る

「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
　
Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ

ｔ
」
、
冷
静
に
な
っ
て
偏
見

な
く
考
え
る
「
Ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
　

Ｍ
ｉ
ｎ
ｄ
」
の
姿
勢
が
重
要

で
あ
る
と
語
っ
た
。
ま
た
、

児
童
虐
待
の
徴
候
を
示
す
所

見
や
そ
の
診
断
予
測
ツ
ー
ル

を
示
し
た
後
に
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
を
行
い
、
受
講
者
の
理

解
を
深
め
た
。
さ
ら
に
地
域

連
携
や
多
機
関
連
携
の
重
要

性
を
強
調
し
、
福
祉
、
保

健
、
教
育
、
司
法
、
医
療
と

い
っ
た
多
機
関
連
携
の
場
で

あ
る
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
（
要
対
協
）
を
取
り

上
げ
て
実
際
に
児
童
虐
待
が

疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
へ
の
対
応

プ
ロ
セ
ス
を
具
体
的
に
紹
介

し
た
。
一
見
ハ
ー
ド
ル
が
高

く
感
じ
る
児
童
相
談
所
へ
の

長
）
は
「
大
分
で
の
子
育
て

支
援
の
い
ま
ま
で
　
そ
し
て

こ
れ
か
ら
」
と
題
し
、
講
義

を
行
っ
た
。
大
分
県
が
全
国

の
少
子
化
の
流
れ
の
な
か
で

ど
の
よ
う
な
立
ち
位
置
に
置

か
れ
て
い
る
か
説
明
し
た
。

そ
の
な
か
で
大
分
県
助
産
師

会
が
大
分
県
内
で
の
妊
産
婦

支
援
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

小
中
学
生
と
い
っ
た
若
い
世

代
に
対
し
て
性
に
関
す
る
正

し
い
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
い
の
ち
の
出
前

講
座
」
を
開
催
す
る
な
ど
幅

広
く
活
動
を
行
っ
て
い
る
こ

と
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
講

義
後
に
は
、
高
橋
氏
が
産
婦

人
科
医
で
あ
り
大
分
県
立
病

院
院
長
を
務
め
る
佐
藤
昌
司

氏
に
対
し
て
、
大
分
県
内
の

産
婦
人
科
医
を
代
表
し
て
助

産
師
会
に
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
要
望
、
期
待
す
る
か

を
中
心
に
情
報
交
換
が
な
さ

れ
た
。
佐
藤
氏
は
か
つ
て
家

族
内
で
当
た
り
前
に
行
わ
れ

て
い
た
き
め
細
か
い
妊
産
婦

ケ
ア
が
核
家
族
化
の
流
れ
の

な
か
で
失
わ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
現
在
で
は
そ
の

妊
産
婦
ケ
ア
の
役
割
こ
そ
妊

産
婦
と
近
く
で
接
し
て
い
る

助
産
師
で
な
け
れ
ば
担
え
な

い
と
語
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の

よ
う
な
き
め
細
か
い
妊
産
婦

ケ
ア
を
助
産
師
個
人
に
と
ど

ま
ら
ず
助
産
師
会
全
体
に
期

待
す
る
と
述
べ
、
そ
れ
を
受

け
た
高
橋
氏
も
今
後
の
助
産

師
会
の
取
り
組
み
の
向
上
に

意
欲
を
示
し
た
。

各
方
面
の
最
先
端
を
走
る

５
名
の
講
師
の
話
か
ら
、
母

子
保
健
の
現
状
と
最
新
の
妊

産
婦
ケ
ア
の
方
針
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
話

の
な
か
で
は
切
れ
目
な
く
、

密
接
な
多
職
種
・
多
機
関
連

携
を
取
っ
て
地
域
で
子
育
て

支
援
を
行
う
こ
と
の
重
要
性

が
強
調
さ
れ
た
。
受
講
者
の

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
も
「
大
変

勉
強
に
な
っ
た
」、「
今
日
の

学
び
を
明
日
か
ら
の
日
々
の

業
務
に
役
立
て
た
い
」
と
い

っ
た
満
足
度
の
高
い
回
答
が

多
く
見
受
け
ら
れ
、
非
常
に

有
意
義
な
研
修
会
と
な
っ
た

と
い
え
よ
う
。

（
２
０
２
４
年
３
月
1５
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

通
告
こ
そ
が
対

応
の
非
常
に
重

要
な
第
一
歩
で

あ
り
、
ま
さ
に

「
Ｃ
ｈ
ｉ
ｌ
ｄ
　

Ｆ
ｉ
ｒ
ｓ
ｔ
」

に
か
な
っ
た
行

動
で
あ
る
と
訴

え
る
講
師
の
話

に
勇
気
づ
け
ら

れ
た
受
講
者
も

多
か
っ
た
よ
う

だ
。最

後
に
高
橋

典
子
氏
（
大
分

県
助
産
師
会
会

写真　あいさつする足立市長

Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
母
子
保
健
事
業
研
修
会

「
地
域
で
取
り
組
む
切
れ
目
の
な
い
子
育
て

支
援
セ
ミ
ナ
ー
in
大
分
」を
開
催

船
津
　
裕
子
さ
ん

第
１
回

　本会の活動は、同じ方向に向かう仲間の存在
によって支えられています。「YELL～エール※」
は、そんな仲間を紹介する連載（不定期）です。
当面はJFPA思春期保健相談士Ⓡ（以下、相談
士）の皆さんにご登壇いただきます。
※ 互いにエールを送り合うような関係でいたい、そんな思いを
込めて連載タイトルをYELL（エール）としました。

インタビュー

YELL
～エール～

（
18
面
に
続
く
）
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産
婦
人
科
医
会
が
当
番
で
開

催
す
る
「
日
本
産
婦
人
科
医

会
性
教
育
指
導
セ
ミ
ナ
ー
全

国
大
会
（http://seisem

i 
45.um

in.jp/

）
」
に
も
登

壇
し
て
く
だ
さ
る
先
生
、
他

に
薬
剤
師
が
４
人
も
い
て
、

全
員
思
春
期
保
健
相
談
士
を

取
っ
て
い
ま
す
。

―――
そ
れ
は
す
ご
い
で
す

ね
。船

津
：
は
い
、
４
人
の
う

ち
２
人
は
私
が
取
っ
た
と
い

う
の
を
聞
い
て
す
ぐ
に
取
り

に
行
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
一

人
は
、
「
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
　
ｐ
ｈ

ａ
ｒ
ｍ
ａ
ｃ
ｙ
　
Ｐ
Ｒ
Ｏ
ｊ

ｅ
ｃ
ｔ
」
と
い
う
一
般
社
団

法
人
を
去
年
の
年
末
に
立
ち

上
げ
た
ん
で
す
。
そ
れ
と
依

存
症
専
門
病
院
の
薬
剤
部
長

さ
ん
。
彼
女
は
、
依
存
症
は

人
間
の
本
質
で
あ
る
と
。
だ

か
ら
、
や
は
り
性
の
こ
と
も

大
事
だ
し
、
権
利
の
問
題
も

大
事
と
い
う
こ
と
を
、
す
ご

く
よ
く
分
か
っ
て
い
る
の
で

す
。
彼
女
は
私
よ
り
先
に
セ

ミ
ナ
ー
受
講
し
て
資
格
を
取

っ
て
い
ま
し
た
。

―――
皆
さ
ん
す
ご
い
で
す

ね
。
そ
う
や
っ
て
現
場
で
必

要
性
を
実
感
し
て
い
る
人
た

ち
が
、
思
春
期
保
健
相
談
士

を
取
っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う

の
は
、
本
会
と
し
て
は
名
誉

な
こ
と
で
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
い
ま
す
。
内
容
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
の
機
会
の
提
供
を

怠
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
ね
。

２
０
２
２
年
度
に
認
定
者
が

１
万
人
に
達
し
ま
し
た
。
長

く
続
い
て
い
る
こ
と
も
自
慢

で
す
。

船
津
：
す
ご
い
で
す
よ

ね
。

―――
そ
う
い
う
意
味
で
も
、

思
春
期
保
健
相
談
士
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
方
を
紹
介

し
て
、
新
た
に
資
格
を
取
っ

た
方
の
道
標
に
で
き
た
ら
い

い
な
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

す
。
船
津
さ
ん
今
年
何
か
新

し
く
始
め
る
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
っ
け
？

船
津
：
は
い
、
女
子
だ
け

の
自
立
援
助
ホ
ー
ム
を
富
士

市
で
開
所
予
定
で
、
夫
が
代

表
理
事
に
な
り
ま
し
た
。
他

に
な
る
人
が
い
な
く
て
。
弁

護
士
さ
ん
に
な
っ
て
も
ら
お

う
と
思
っ
た
ら
、
住
所
が
明

か
せ
な
い
の
だ
そ
う
で
す
、

弁
護
士
さ
ん
は
、
職
業
柄
。

―――
な
る
ほ
ど
、
逆
恨
み
さ

れ
た
り
、
抗
議
が
直
接
来
た

ら
収
集
で
き
ま
せ
ん
も
の

ね
。船

津
：
と
い
う
こ
と
で
、

一
番
傍
観
者
だ
っ
た
夫
が
代

表
理
事
…
。
一
応
今
年
度
内

に
開
所
予
定
で
、
物
件
だ
け

は
決
ま
っ
て
、
リ
フ
ォ
ー
ム

を
こ
れ
か
ら
す
る
と
こ
ろ
で

す
。

―――
つ
い
に
動
き
始
め
て
い

る
ん
で
す
ね
。

船
津
：
私
一
人
で
は
ち
ょ

っ
と
無
理
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
か
、
私
が
率
先
し
て
や
ろ

う
と
思
っ
た
わ
け
で
は
な
く

て
、
地
域
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

作
っ
て
い
た
就
労
支
援
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
に
い
る
人
が
、
も
う
待

っ
た
な
し
だ
と
言
う
と
い
う

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
公
園
で
さ
ま
よ
っ
て
い

た
、
家
に
居
場
所
の
な
い
女

の
子
を
助
け
よ
う
と
、
一
緒

に
東
京
に
行
っ
た
男
の
子

が
、
結
局
そ
れ
が
誘
拐
（
犯

罪
）
に
な
っ
て
し
ま
う
と

…
。
そ
れ
で
女
の
子
の
自
立

援
助
ホ
ー
ム
作
り
た
い
ね

と
。
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か

っ
て
言
わ
れ
て
。
「
弁
護
士

さ
ん
さ
え
見
つ
か
れ
ば
ね
」

て
言
い
な
が
ら
。
私
は
見
つ

か
る
訳
な
い
っ
て
思
い
な
が

ら
、
そ
う
し
た
ら
本
当
に
見

つ
か
っ
て
、
し
か
も
２
人
。

子
ど
も
の
権
利
条
約
の
委
員

を
し
て
い
る
人
が
、
２
人
見

つ
か
っ
て
。
一
人
は
自
分
が

高
校
生
の
と
き
か
ら
、
子
ど

も
の
人
権
に
か
か
わ
る
仕
事

を
し
た
い
と
弁
護
士
に
な
っ

た
人
で
、
そ
の
２
人
に
出
会

っ
ち
ゃ
っ
た
こ
と
が
大
き
く

て
、
こ
れ
は
や
れ
と
い
う
こ

と
な
の
だ
な
と
。
で
す
か
ら

「
仲
間
」
。

―――
船
津
さ
ん
の
今
日
の
キ

ー
ワ
ー
ド
は
「
仲
間
」
と

「
出
会
い
」
で
す
ね
。
本
会

と
の
関
わ
り
も
沖
縄
で
の
出

会
い
で
す
し
。

船
津
：
そ
う
そ
う
、
淀
川

キ
リ
ス
ト
教
病
院
の
元
理
事

長
の
柏
木
哲
夫
先
生
。
私
の

娘
が
通
っ
て
い
た
金
城
学
院

大
学
の
学
長
を
さ
れ
て
い
た

と
き
が
あ
る
の
で
す
け
れ

ど
、
そ
の
と
き
の
言
葉
で
、

「
使
命
」
っ
て
い
う
の
は
命

を
使
う
こ
と
な
の
だ
け
れ
ど

も
、
例
え
ば
私
は
薬
剤
師

で
、
薬
剤
師
の
仕
事
を
し
て

い
て
も
、
こ
っ
ち
に
惹
か
れ

る
と
い
う
か
、
こ
れ
や
ら
な

く
ち
ゃ
、
あ
れ
や
ら
な
く
ち

ゃ
っ
て
、
ど
ん
ど
ん
薬
剤
師

か
ら
外
れ
て
い
く
じ
ゃ
な
い

で
す
か
？
　
そ
こ
で
、
薬
剤

師
が
こ
ん
な
こ
と
ま
で
手
を

出
し
ち
ゃ
っ
て
と
か
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
で
も
そ
れ

が
だ
め
で
は
な
く
て
、
自
分

が
こ
れ
が
必
要
と
思
っ
て
や

第
２
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
大

貫
詩
織
（
シ
オ
リ
ー
ヌ
）
さ

ん
（
神
奈
川
県
・
助
産
師
／

性
教
育
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

／
株
式
会
社
Ｒ
ｉ
ｎ
ｅ
代
表

取
締
役
／
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期

保
健
相
談
士
Ⓡ
）
で
す
。

聞
き
手
：
杉
村
由
香
理

（
日
本
家
族
計
画
協
会
家
族

計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン

タ
ー
長
）

―――
大
貫
さ
ん
、
本
日
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
大

貫
さ
ん
が
＂
シ
オ
リ
ー
ヌ
＂

と
い
う
名
の
＂
性
教
育
Ｙ
ｏ

ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
＂
と
し
て
活

躍
が
際
立
っ
て
き
た
こ
ろ
か

ら
、
本
会
の
北
村
会
長
は

「
シ
オ
リ
ー
ヌ
は
ね
～
」
と

い
う
ふ
う
に
言
っ
て
、
思
春

期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
の
卒
業
生

に
檄げ

き

を
飛
ば
す
と
い
う
意
味

で
詳
し
く
聞
き
た
い
と
か
。

あ
と
、
助
産
師
さ
ん
の
学
校

で
、
Ｓ
Ｒ
Ｈ
Ｒ
を
講
義
す
る

中
で
、
私
も
思
春
期
保
健
相

談
士
を
取
り
た
い
と
い
う
助

産
師
さ
ん
の
卵
た
ち
が
い
ま

し
た
。
毎
年
い
ま
す
。
結
構

広
め
て
ま
す
よ
（
笑
）
。

―――
コ
ロ
ナ
禍
で
ず
っ
と
３

年
間
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
し

た
。
で
も
コ
ー
ス
Ⅲ
の
実
践

編
は
リ
ア
ル
で
、
横
の
広
が

り
と
い
い
ま
す
か
、
仲
間
作

り
は
大
事
で
す
よ
ね
。
会
場

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
た

頃
は
ロ
ビ
ー
で
夜
通
し
語
ら

っ
て
ま
し
た
も
の
。

船
津
：
あ
れ
は
本
当
に
忘

れ
ら
れ
な
い
、
体
験
で
し

た
。

―――
セ
ミ
ナ
ー
で
知
り
合
っ

て
、
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す

よ
ね
。

船
津
：
私
も
そ
う
で
す
、

６
人
、
そ
の
時
の
仲
間
。
何

か
あ
る
と
た
ま
に
で
す
け
れ

ど
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
し
て
、
こ
う
い

う
ケ
ー
ス
ど
う
し
た
ら
い
い

と
思
う
？
っ
て
。
何
か
の
と

き
に
は
、
あ
な
た
だ
っ
た
ら

ど
う
思
う
？
っ
て
、
本
当
に

迷
っ
た
と
き
に
は
頼
り
に
な

る
友
達
。
本
当
に
あ
り
が
た

い
と
思
っ
て
る
し
、
私
た
ち

だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
い
っ
ぱ

い
い
る
と
思
い
ま
す
。

―――
そ
う
い
っ
た
つ
な
が
り

を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
し
て
る
人
が
こ

こ
に
い
る
ん
だ
っ
て
い
う
の

を
お
知
ら
せ
す
る
だ
け
で
も

ま
た
広
が
っ
た
り
す
る
の

で
。
そ
う
い
う
意
味
で
も
こ

の
連
載
を
で
き
る
だ
け
続
け

て
い
き
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
日
は
色
々
お
話
聞

け
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。

船
津
：
思
春
期
保
健
セ
ミ

ナ
ー
に
行
っ
た
と
き
に
は
、

全
国
で
孤
立
し
て
い
て
。
や

り
た
い
け
ど
孤
立
し
て
い
る

人
た
ち
が
、
６
人
の
グ
ル
ー

プ
で
す
ご
く
分
か
ち
合
え
た

っ
て
い
う
の
が
、
す
ご
く
大

き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み

ん
な
や
る
気
は
あ
る
ん
だ
け

ど
、
な
か
な
か
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
で
と
か
、
あ

と
は
病
院
の
中
で
、
自
分
だ

け
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
て

い
て
。
だ
け
ど
仲
間
に
出
会

え
思
春
期
保
健
相
談
士
を
取

っ
て
、
地
域
に
戻
っ
て
く
る

と
、
こ
の
資
格
が
外
と
の
つ

な
が
り
を
ま
た
作
っ
て
く
れ

る
。
私
そ
れ
ま
で
は
本
当
に

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
で
一
人
で

や
っ
て
い
た
の
で
、
そ
れ
が

も
と
で
色
ん
な
地
域
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
に
組
み
込
ま

れ
る
チ
ャ
ン
ス
に
な
っ
た
と

す
ご
く
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
が
な
か
っ
た
ら
、
今
は
本

当
に
な
い
と
思
う
。
薬
剤
師

っ
て
い
う
肩
書
き
だ
け
で
は

つ
な
が
れ
な
か
っ
た
と
思

う
。
も
っ
と
時
間
が
か
か
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。
地
域
の

児
相
の
相
談
員
な
ん
か
に
も

な
っ
た
り
し
て
い
て
、
Ｂ
ａ

ｄ
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
呼
ば
れ

て
、
児
童
養
護
施
設
に
行
っ

て
、
そ
の
ケ
ー
ス
を
み
ん
な

で
話
し
合
っ
た
り
す
る
の
に

招
聘
さ
れ
た
り
す
る
。
そ
う

い
う
の
も
つ
な
が
っ
た
っ
て

い
う
の
は
思
春
期
保
健
相
談

士
を
取
得
し
た
お
か
げ
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

―――
連
載
の
第
一
号
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
と
め
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
船
津
さ
ん

の
ご
活
躍
、
応
援
し
て
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
ま
し

た
。（

２
０
２
３
年
６
月
１
日
掲
載
）

で
よ
く
話
題
に
出
し
て
い
ま

す
。
本
会
と
し
て
も
す
ご
く

い
い
前
例
を
作
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
な
と
本
当
に
感
謝
し

て
い
る
の
で
す
が
、
以
前
か

ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や
講
師

活
動
を
な
さ
っ
て
い
ら
し
た

中
で
、
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ

ー
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
何
か
あ
っ
た
の

で
す
か
？

大
貫
：
自
分
が
性
教
育
に

関
心
を
持
ち
、
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
専
門
に
活
動

っ
て
る
仕
事
が
、
い
わ
ゆ
る

「
使
命
」
で
命
を
使
う
こ

と
、
こ
れ
に
命
を
使
い
な
さ

い
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
は

人
の
た
め
に
散
ら
す
人
生
そ

の
も
の
な
の
だ
―
と
娘
か
ら

聞
い
て
、
自
分
も
そ
れ
で
認

め
ら
れ
た
っ
て
感
じ
で
す
。

―――
良
い
お
話
で
す
ね
。

船
津
：
だ
か
ら
ね
、
自
立

援
助
ホ
ー
ム
も
そ
ん
な
感
じ

で
流
れ
に
任
せ
て
、
こ
れ
が

自
分
の
や
る
べ
き
こ
と
か
な

っ
て
。
だ
か
ら
自
分
で
道
を

開
拓
じ
ゃ
な
く
て
、
な
ん
か

こ
う
、
な
ん
て
い
う
ん
で
し

ょ
う
、
そ
ん
な
に
必
死
に
や

ろ
う
み
た
い
な
こ
と
で
は
な

い
ん
で
す
。

―――
日
頃
の
生
活
が
溝
を
掘

っ
て
、
そ
こ
に
水
が
流
れ
る

よ
う
に
色
々
な
人
が
集
ま
っ

て
き
て
。
流
れ
に
任
せ
る
と

は
い
え
、
そ
う
い
う
人
に
向

か
っ
て
流
れ
る
も
の
な
ん
で

す
ね
ぇ
。

船
津
：
そ
れ
は
感
じ
る
、

す
ご
く
感
じ
ま
す
。

―――
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
、

お
金
は
大
変
な
の
で
は
な
い

で
す
か
？

船
津
：
事
業
を
始
め
る
に

は
、
人
・
金
・
物
と
言
わ
れ

ま
す
、
物
と
人
は
ど
う
に
か

な
り
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、

金
が
一
番
私
た
ち
大
変
。
占

い
で
も
こ
の
メ
ン
バ
ー
は
、

み
ん
な
お
金
が
な
い
ん
だ
そ

う
で
す
（
笑
）
。
大
金
を
手

に
し
た
り
す
る
星
の
人
は
一

人
も
い
な
い
と
。
で
も
お
金

に
困
る
人
も
一
人
も
い
な

い
。
だ
か
ら
ど
う
に
か
な
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。
人
が

集
ま
れ
ば
そ
こ
に
国
か
ら
補

助
が
下
り
る
の
で
。
出
さ
な

き
ゃ
い
け
な
い
所
に
は
出
し

て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
か

も
し
れ
な
い
か
ら
…
そ
ん
な

感
じ
で
す
。

―――
東
京
に
も
、
東
横
キ
ッ

ズ
と
呼
ば
れ
る
若
者
が
い
ま

す
。
船
津
さ
ん
が
作
る
の
は

そ
う
い
う
子
た
ち
の
た
め
な

の
で
す
ね
、
お
話
を
聞
い
た

と
き
か
ら
興
味
が
あ
っ
て
。

富
士
市
に
も
と
い
う
こ
と
は

日
本
中
に
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
す
よ
ね
、
こ
う

い
う
子
た
ち
が
。

船
津
：
い
る
い
る
、
い
ま

す
。
一
つ
の
例
で
す
が
精
神

科
に
通
っ
て
薬
を
飲
ん
で
い

る
子
っ
て
い
う
の
は
、
医
療

に
つ
な
が
っ
て
い
る
子
じ
ゃ

な
い
で
す
か
？
　
だ
か
ら
オ

ー
バ
ー
ド
ー
ズ
し
た
っ
て
、

な
ん
だ
か
ん
だ
と
医
療
者
が

介
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
け

れ
ど
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
の
ド
ラ
ッ
グ

の
オ
ー
バ
ー
ド
ー
ズ
な
ど

は
、
普
通
に
学
校
に
通
っ
て

い
て
、
普
通
に
振
る
舞
っ
て

い
る
子
が
苦
し
く
て
、
Ｏ
Ｔ

Ｃ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
行

く
。
そ
う
い
う
依
存
が
つ
く

方
が
怖
い
し
、
い
っ
ぱ
い
い

ま
す
。
だ
か
ら
よ
く
、
精
神

科
の
薬
を
一
杯
飲
ん
じ
ゃ
っ

た
っ
て
い
う
の
は
わ
ー
っ
て

思
う
け
ど
も
、
そ
れ
よ
り
も

む
し
ろ
怖
い
し
、
見
え
て
い

る
の
は
氷
山
の
一
角
で
、
そ

う
い
う
子
た
ち
は
い
っ
ぱ
い

い
る
よ
と
、
現
場
の
方
か
ら

聞
い
て
い
ま
す
し
、
ま
さ
に

う
ち
の
相
談
室
で
見
て
る
子

た
ち
っ
て
い
う
の
は
、
普
通

に
見
え
る
け
ど
も
、
頭
が
痛

い
と
か
不
定
愁
訴
が
あ
る
子

っ
て
い
う
の
は
、
必
ず
絶
対

理
由
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
こ

で
聞
く
と
、
リ
ス
ト
カ
ッ
ト

し
て
た
り
は
も
う
本
当
に
当

た
り
前
の
よ
う
に
あ
る
か

ら
、
だ
か
ら
薬
剤
師
も
知
っ

て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

し
、
特
別
な
子
達
だ
け
じ
ゃ

な
い
。
目
に
見
え
な
い
所
で

あ
る
こ
と
も
、
理
解
し
て
お

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ

と
思
い
ま
す
。

―――
私
も
い
っ
ぱ
い
経
験
し

ま
し
た
、
外
来
で
。
血
圧
絶

対
測
ら
な
い
子
が
、
私
た
ち

に
慣
れ
て
き
て
、
色
々
話
せ

る
よ
う
に
な
っ
た
頃
「
測
っ

て
も
い
い
か
な
」
っ
て
、
腕

出
し
た
ら
リ
ス
ト
カ
ッ
ト
の

後
が
い
っ
ぱ
い
。
血
圧
測
り

た
く
な
い
の
で
は
な
く
、
腕

を
出
せ
な
か
っ
た
。
絶
対
外

見
だ
け
で
は
分
か
ら
な
い
も

の
を
抱
え
て
い
ま
す
ね
。

船
津
：
で
も
何
か
の
サ
イ

ン
は
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
だ

か
ら
謎
解
き
み
た
い
な
感
じ

で
す
よ
ね
。

―――
勉
強
や
、
多
く
の
症
例

に
触
れ
て
、
サ
イ
ン
が
キ
ャ

ッ
チ
で
き
る
っ
て
い
う
態
勢

は
絶
対
に
必
要
で
す
よ
ね
、

そ
う
な
る
と
セ
ミ
ナ
ー
の
価

値
は
色
々
な
と
こ
ろ
で
見
出

せ
そ
う
で
す
。

船
津
：
あ
り
ま
す
。
あ
り

ま
す
。

―――
自
立
援
助
ホ
ー
ム
の
運

用
が
始
ま
る
と
、
そ
れ
ま
で

に
関
わ
っ
た
人
や
そ
の
周
り

の
人
、
経
験
な
ど
富
士
市
に

と
っ
て
は
大
き
な
財
産
に
な

り
そ
う
で
す
ね
。

船
津
：
頑
張
っ
て
成
功
さ

せ
る
し
か
な
い
の
で
す
け

ど
。
夢
を
追
っ
て
、
ま
ず
は

一
軒
目
ね
！
　
な
ん
て
み
ん

な
で
言
っ
て
い
ま
す
、
一
軒

で
ぽ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
け
ど
。

―――
こ
こ
ま
で
お
話
を
伺
っ

て
、
自
分
が
や
ろ
う
と
思
っ

て
い
る
こ
と
、
向
か
お
う
と

し
て
い
る
方
向
が
が
は
っ
き

り
決
ま
っ
て
い
る
っ
て
と
い

う
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
流

れ
に
任
せ
て
と
お
話
し
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
人
の
流
れ

仕
事
の
流
れ
と
、
こ
れ
か
ら

ど
ん
ど
ん
い
ろ
ん
な
も
の
が

船
津
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
流
れ

て
き
そ
う
な
気
が
し
ま
す

よ
。船

津
：
い
や
ー
も
う
、
私

の
場
合
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
で
す

け
れ
ど
。

―――
使
命
を
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
に
注
力
す
れ
ば
い
い
訳

で
す
よ
ね
。
こ
ん
な
ふ
う
に

奮
闘
し
て
い
る
方
の
ス
タ
ー

ト
に
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー

が
あ
っ
た
っ
て
い
う
の
は
、

う
れ
し
い
な
ぁ
。

船
津
：
私
に
と
っ
て
も
本

当
に
思
春
期
保
健
相
談
士
は

す
ご
く
大
き
い
軸
に
な
っ
て

い
ま
す
か
ら
。
あ
と
、
学
校

で
話
す
と
、
思
春
期
保
健
相

談
士
っ
て
な
ぁ
に
？
　
よ
く

聞
か
れ
ま
す
。
す
ご
く
興
味

持
っ
て
る
子
が
多
い
。
薬
剤

師
っ
て
い
う
よ
り
も
、
思
春

期
保
健
相
談
士
っ
て
言
っ
た

と
き
に
、
質
問
の
と
こ
ろ
に

も
「
初
め
て
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春

期
保
健
相
談
士
を
知
り
ま
し

た
」
っ
て
必
ず
い
ま
す
。

―――
生
徒
さ
ん
が
？

船
津
：
そ
う
生
徒
さ
ん
。

私
も
な
り
た
い
と
か
ね
。
特

別
支
援
学
校
な
ん
で
す
ど

ね
。

―――
悩
み
が
い
っ
ぱ
い
あ
る

の
か
し
ら
ね
。
そ
う
い
う
の

を
相
談
で
き
る
先
が
あ
る
っ

て
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
っ

て
、
な
ん
だ
ろ
う
っ
て
興
味

を
持
っ
て
く
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。

船
津
：
私
も
な
り
た
い
の

1960年東京生まれ。静岡県富士市在住。昭和大学薬
学部卒業後、勤務薬剤師を経て2006年、産婦人科医
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える女性を医療との両輪でサポートする相談室を院内
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し
て
い
き
た
い
な
と

思
っ
た
時
、
ま
ず
初
め
に
神

奈
川
県
助
産
師
会
の
性
教
育

の
委
員
会
に
入
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
、
す
で
に
活
動
さ
れ

て
い
た
先
輩
助
産
師
の
方
々

か
ら
色
々
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
つ
な
が

り
で
少
し
ず
つ
地
域
の
方
を

対
象
に
し
た
講
座
な
ど
で
お

話
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
っ
た
時
に
、
思
春
期

に
特
化
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
基
本
的

な
知
識
や
、
助
産
師
を
養
成

す
る
過
程
の
中
で
習
っ
て
き

た
こ
と
だ
け
で
は
足
り
な
い

な
と
実
感
す
る
こ
と
が
す
ご

く
増
え
て
き
ま
し
て
、
そ
う

い
っ
た
知
識
も
も
っ
と
き
ち

ん
と
勉
強
し
直
し
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
自

分
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

を
し
て
調
べ
て
い
た
時
に
、

日
本
家
族
計
画
協
会
の
セ
ミ

ナ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
拝

見
し
て
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
や

実
践
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
付

け
る
と
い
う
と
こ
ろ
を
す
ご

く
重
視
さ
れ
て
い
る
印
象
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
こ
う
い

う
と
こ
ろ
に
参
加
し
て
み
る

の
が
良
い
の
か
も
と
思
っ
た

の
が
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け

で
し
た
。

―――
な
る
ほ
ど
。
大
貫
さ
ん

が
性
教
育
を
や
り
た
い
と
思

っ
た
き
っ
か
け
は
？

大
貫
：
新
卒
で
総
合
病
院

の
産
婦
人
科
で
助
産
師
と
し

て
勤
務
を
始
め
た
の
で
す

が
、
病
棟
で
お
母
さ
ん
た
ち

と
話
し
を
し
て
い
て
驚
く
こ

と
が
多
か
っ
た
の
で
す
。
妊

娠
や
出
産
を
い
ざ
経
験
し
て

み
て
初
め
て
、
自
身
が
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
に
気
付
か
れ
る
方

が
本
当
に
多
く
て
、
一
番
驚

い
た
の
が
、
産
後
の
お
母
さ

ん
た
ち
に
産
後
の
家
族
計
画

の
避
妊
の
話
な
ど
を
お
伝
え

す
る
と
き
に
、
も
う
す
で
に

出
産
を
終
え
た
お
母
さ
ん
た

ち
か
ら
「
避
妊
の
こ
と
を
、

初
め
て
ち
ゃ
ん
と
人
か
ら
習

い
ま
し
た
」
と
び
っ
く
り
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
て
、

も
う
す
で
に
出
産
と
い
う
ラ

イ
フ
イ
ベ
ン
ト
を
経
験
さ
れ

た
方
が
、
避
妊
の
こ
と
を
習

っ
た
こ
と
が
な
い
と
お
っ
し

ゃ
っ
て
い
て
、
こ
れ
っ
て
す

ご
く
遅
い
っ
て
感
じ
た
の
で

す
。
妊
娠
・
出
産
を
き
っ
か

け
に
産
婦
人
科
に
来
て
、
そ

こ
で
助
産
師
と
会
っ
て
初
め

て
知
識
を
得
る
の
で
は
遅
い

の
で
、
病
棟
で
待
っ
て
い
る

だ
け
で
は
な
く
、
も
っ
と
早

い
段
階
か
ら
必
要
な
知
識
を

身
に
付
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
場
に
、
も
っ
と
助
産
師

や
い
ろ
ん
な
専
門
職
が
出
て

行
か
な
き
ゃ
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
、
そ
こ

か
ら
も
っ
と
思
春
期
の
早
い

段
階
で
必
要
な
知
識
を
伝
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―――
思
春
期
を
積
極
的
に
や

り
た
い
と
思
う
き
っ
か
け
が

あ
っ
て
、
そ
し
て
色
々
や
り

方
が
あ
る
中
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
あ

っ
た
り
、
助
産
師
と
し
て
講

演
が
あ
っ
た
り
と
い
う
中

で
、
本
会
の
セ
ミ
ナ
ー
に
出

会
っ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
参
加
の

前
と
後
で
大
貫
さ
ん
の
中
で

変
わ
っ
た
こ
と
や
、
発
信
す

る
の
に
思
春
期
保
健
相
談
士

と
い
う
名
称
だ
っ
た
り
、
あ

る
い
は
学
ん
だ
こ
と
だ
っ
た

り
が
、
何
か
＂
光
る
＂
経
験

っ
て
あ
り
ま
す
か
？

大
貫
：
そ
う
で
す
ね
。
思

春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
一
番
良
か
っ
た
な
と
思

っ
た
の
は
、
自
分
が
発
信
す

る
内
容
に
自
信
を
持
て
た
と

い
う
か
、
自
分
で
教
科
書
を

読
ん
だ
り
勉
強
し
た
り
し
て

い
る
だ
け
で
は
、
本
当
に
こ

う
い
う
発
信
の
内
容
で
合
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

と

か
、
根
拠
の
あ
る
お
話
し
が

き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
？ 

と
か
、
そ
う
い

っ
た
不
安
が
少
し
あ
っ
た
の

で
す
け
れ
ど
、
セ
ミ
ナ
ー
を

受
け
た
後
は
、
い
ろ
ん
な
先

生
方
か
ら
聞
い
た
お
話
し
だ

っ
た
り
と
か
、
他
の
方
と
の

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
中
で
話

し
合
っ
た
こ
と
だ
っ
た
り
と

か
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
価

値
観
と
か
知
識
と
い
う
も
の

を
通
じ
て
の
意
見
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
で
、
そ
う
い
っ
た
意
味

で
は
自
信
を
持
っ
て
と
い
う

か
、
安
心
感
を
持
っ
て
こ
れ

ま
で
以
上
に
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、

自
分
に
と
っ
て
良
か
っ
た
こ

と
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―――
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
だ
け
で
す
か
？ 

他
に

は
何
か
や
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
か
？

大
貫
：
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

や
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
な

ど
も
利
用
し
て
い
ま
す
。

―――
若
い
方
に
は
講
演
会
よ

り
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
方
が
ず
っ
と

浸
透
は
早
い
の
で
し
ょ
う

か
？大

貫
：
本
当
に
そ
れ
ぞ
れ

の
良
し
悪
し
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
発

信
は
、
多
く
の
方
に
す
ぐ
に

届
く
と
い
う
の
が
一
番
の
メ

リ
ッ
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
、
幅
広
く
基
本
的
な
知
識

を
ま
ず
は
届
け
た
い
と
い
う

意
味
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
す
ご
く

便
利
だ
と
思
い
ま
す
し
、
実

際
に
見
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

視
聴
者
さ
ん
か
ら
届
く
声
と

し
て
は
「
自
宅
な
ど
の
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で
、
一
人

で
こ
っ
そ
り
見
ら
れ
る
と
い

う
の
が
す
ご
く
安
心
感
が
あ

る
」
と
い
う
話
も
あ
り
ま
し

た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
が
自

分
の
ペ
ー
ス
で
気
軽
に
見
ら

れ
る
ツ
ー
ル
で
学
ん
で
も
ら

え
る
と
い
う
の
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
活
用
し
て
の
情
報
発
信
の

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い

ま
す
。
一
方
で
、
学
校
規
模

な
ど
の
講
演
会
で
お
伝
え
す

る
場
合
だ
と
、
個
々
人
の
事

情
に
応
じ
た
そ
の
子
に
必
要

な
情
報
と
い
う
の
を
き
ち
ん

と
届
け
た
り
だ
と
か
、
あ
と

は
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
、
何

か
一
つ
不
安
な
こ
と
が
あ
っ

た
と
き
に
、
そ
の
子
が
一
つ

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
そ

の
後
に
あ
っ
た
こ
と
を
、
じ

ゃ
あ
ま
た
次
の
こ
と
も
一
緒

に
考
え
て
―
と
い
う
継
続
し

て
の
支
援
と
い
う
の
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
関
係
で

は
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と

だ
っ
た
り
す
る
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
場
所
に
い
る
人
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ
ト
を

生
か
し
な
が
ら
、
い
ろ
ん
な

方
法
で
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
で

き
る
と
い
う
の
が
何
よ
り
必

要
な
こ
と
か
な
？ 

と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ど
ち
ら
か

が
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
ど
ち
ら
も
頑
張
っ
て
い

く
の
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

―――
そ
う
で
す
ね
。
本
会
家

族
計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
で
は

２
年
前
か
ら
電
話
相
談
を
お

休
み
し
て
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の

相
談
に
切
り
替
え
ま
し
た
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
良
さ
も
あ

り
ま
す
。
夜
中
で
も
相
談
の

文
章
を
書
け
る
と
か
、
本
セ

ン
タ
ー
の
電
話
相
談
時
間
外

に
悩
み
を
吐と

露ろ

で
き
る
利
点

も
あ
り
ま
す
が
、
相
談
員
さ

ん
た
ち
に
は
逆
の
ス
ト
レ
ス

が
あ
っ
て「
声
を
聞
き
た
い
」

「
今
、
直
接
伝
え
た
い
」
と

い
う
場
面
が
し
ば
し
ば
あ
り

ま
す
し
、
そ
の
方
の
語
彙
力

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い

う
点
も
あ
り
ま
す
。
相
談
者

が
何
を
不
安
に
思
っ
て
い
る

か
が
分
か
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
う
と
き
も
あ

り
ま
す
し
…
本
当
に
双
方
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。

大
貫
：
そ
う
思
い
ま
す
。

専
門
職
の
方
も
、
ど
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
方
が
得
意
だ
と
か

人
に
よ
っ
て
違
う
と
思
う
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
強
み

を
生
か
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
に
と
っ
て
選
択
肢
が
増
え

る
よ
う
な
形
に
な
る
の
が
一

番
望
ま
し
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―――
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。
昔
は

テ
レ
ビ
局
ま
で
行
か
な
け
れ

ば
画
面
で
自
分
の
意
見
を
言

う
っ
て
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
世
代
に
と
っ
て
は
魔
法
の

ツ
ー
ル
み
た
い
に
感
じ
て
、

す
ご
く
画
期
的
な
道
具
に
思

え
る
の
で
、
や
り
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
は
き
っ
と
た
く

さ
ん
い
る
と
思
う
の
で
す
よ

ね
。
だ
か
ら
そ
の
意
思
が
は

っ
き
り
し
て
い
れ
ば
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
も
い
い
ツ
ー
ル
と

い
う
こ
と
で
す
よ
ね
？

大
貫
：
本
当
に
そ
う
思
い

ま
す
。
今
、
自
分
の
思
い
や

意
思
を
世
の
中
に
発
信
す
る

と
い
う
ハ
ー
ド
ル
は
本
当
に

下
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す

し
、
ス
マ
ホ
一
つ
あ
れ
ば
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
も
Ｔ
ｉ
ｋ 

Ｔ
ｏ
ｋ
で
も
何
で
も
始
め
ら

れ
る
時
代
で
す
の
で
、
そ
う

い
っ
た
思
い
が
実
現
し
や
す

い
環
境
に
は
な
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

―――
だ
か
ら
こ
そ
玉
石
混こ

ん

淆こ
う

と
い
う
か
、
み
ん
な
発
信
で

き
て
し
ま
う
で
は
な
い
で
す

か
。
例
え
ば
本
会
の
電
話
相

談
も
、
今
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談

な
ん
で
す
が
、あ
る
意
味＂
老

舗
＂と
い
う
と
こ
ろ
で
、学
校

の
先
生
が
紹
介
し
て
く
れ
る

よ
う
な
サ
イ
ト
に
な
っ
て
い

た
り
す
る
わ
け
で
す
。
そ
う

す
る
と
＂
石
＂
を
拾
っ
て
き

ち
ゃ
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
相

談
の＂
軌
道
修
正
＂を
す
る
仕

事
が
結
構
多
か
っ
た
り
す
る

の
で
す
。
大
貫
さ
ん
は
発
信

す
る
側
と
し
て
、
注
意
し
て

い
る
こ
と
や
工
夫
し
て
い
る

こ
と
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

大
貫
：
本
当
に
お
っ
し
ゃ

る
通
り
で
、
今
ど
ん
な
立
場

の
人
で
も
情
報
発
信
が
可
能

に
な
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

自
分
自
身
も
「
本
当
に
こ
の

情
報
は
根
拠
の
あ
る
も
の
だ

ろ
う
か
？
」
と
か
、
「
こ
の

情
報
を
受
け
取
っ
た
子
た
ち

に
と
っ
て
本
当
に
利
益
に
な

る
情
報
を
き
ち
ん
と
伝
え
る

こ
と
が
で
き
て
い
る
だ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
の
は
自
分
に

問
い
続
け
て
い
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
自
分
も
継
続
し
て
勉

強
し
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば

と
感
じ
て
い
ま
す
。
今
は
そ

こ
が
個
人
の
倫
理
観
や
誠
実

さ
の
よ
う
な
も
の
に
委
ね
ら

れ
て
し
ま
っ
て
い
る
点
は
大

き
な
問
題
で
、
そ
れ
を
専
門

職
同
士
で
、
横
の
つ
な
が
り

を
き
ち
ん
と
持
ち
、
お
互
い

研
鑽
し
合
っ
て
い
け
る
よ
う

な
環
境
を
作
っ
て
い
く
こ
と

も
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。

―――
そ
う
す
る
と
、
で
は
本

会
の
よ
う
な
組
織
は
そ
う
い

っ
た
機
会
を
作
る
こ
と
も
仕

事
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。大

貫
：
そ
う
思
い
ま
す
。

世
の
中
は
情
報
が
ど
ん
ど
ん

ア
ッ
プ
デ
ー
ト
さ
れ
て
い
き

ま
す
の
で
、
定
期
的
に
学
び

直
し
の
機
会
を
い
た
だ
け
る

の
は
す
ご
く
重
要
だ
な
と
。

―――
資
格
を
付
与
す
る
と
い

う
の
は
責
任
が
伴
う
と
い
う

こ
と
で
す
の
で
、
本
会
と
し

て
も
知
識
の
ア
ッ
プ
グ
レ
ー

ド
だ
け
で
な
く
、
発
信
す
る

ツ
ー
ル
に
つ
い
て
も
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド
は
必
要
で
す
よ

ね
。大

貫
：
そ
う
思
い
ま
す
。

先
程
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
よ
う

に
信
用
で
き
る
情
報
、
で
き

な
い
情
報
が
今
あ
ま
た
あ
る

よ
う
な
状
況
の
中
で
、
医
師

や
助
産
師
な
ど
の
専
門
職

や
、
き
ち
ん
と
学
ん
で
き
て

い
る
人
た
ち
が
発
信
力
を
身

に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
本
当

に
重
要
だ
な
と
思
っ
て
い

て
、
そ
う
い
っ
た
方
ほ
ど
今

は
声
が
な
か
な
か
届
か
な
か

っ
た
り
と
か
、
反
対
に
す
ご

く
お
金
が
あ
っ
た
り
す
る
け

れ
ど
も
、
発
信
し
て
い
る
コ

ン
テ
ン
ツ
は
若
い
子
に
見
ら

れ
る
の
は
ど
う
な
の
？ 

と
い
う
よ
う
な
内
容
の
も
の
を

発
信
さ
れ
て
い
る
方
の
広
告

ば
か
り
が
す
ご
く
出
て
く
る

よ
う
に
感
じ
る
の
で
、
私
た

ち
が
発
信
力
を
身
に
付
け
る

の
は
今
後
本
当
に
重
要
に
な

っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

―――
本
当
で
す
ね
。
思
春
期

だ
か
ら
こ
そ
か
も
し
れ
な
い

課
題
で
す
ね
。

大
貫
：
私
た
ち
の
情
報
を

見
つ
け
て
も
ら
う
と
い
う
の

が
一
番
の
課
題
で
す
よ
ね
。

―――
大
貫
さ
ん
、
先
ほ
ど
か

ら
２０
分
近
く
お
話
を
す
る
中

で
、
す
ご
く
言
葉
も
滑
ら
か

で
、
し
ゃ
べ
る
こ
と
に
す
ご

く
慣
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て

い
て
＂
た
だ
の
助
産
師
じ
ゃ

な
い
な
＂
と
思
う
の
で
す
け

ど
、
し
ゃ
べ
り
に
つ
い
て
は

何
か
秘
密
が
あ
っ
た
り
し
ま

す
か
？

大
貫
：
私
は
高
校
生
の
時

に
、
ア
マ
チ
ュ
ア
で
お
笑
い

芸
人
を
し
て
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
大
会
に
出
場
し
た

り
し
て
い
た
こ
と
も
、
要
因

の
一
つ
か
も
し
れ
な
い
で
す

し
、
そ
の
後
も
大
学
生
の
頃

は
ず
っ
と
バ
ン
ド
活
動
を
や

っ
て
い
た
り
、
ゴ
ス
ペ
ル
を

や
っ
て
歌
を
歌
っ
て
い
た

り
、
人
前
で
表
現
活
動
を
す

る
と
い
う
の
は
ず
っ
と
好
き

な
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
の
は

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
助

産
師
と
し
て
働
い
て
か
ら

も
、
病
棟
の
中
で
誰
よ
り
も

母
親
学
級
が
好
き
な
助
産
師

だ
っ
た
の
で
、
お
し
ゃ
べ
り

は
ず
っ
と
好
き
で
す
。

―――
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
素

地
が
あ
る
方
が
性
教
育
に
興

味
を
持
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、

そ
し
て
思
春
期
保
健
相
談
士

に
な
っ
て
く
れ
て
今
が
あ
る

と
い
う
感
じ
で
し
ょ
う
か
。

大
貫
：
も
と
も
と
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
が
好
き
で
す

ね
。

―――
大
貫
さ
ん
の
ス
テ
ッ
プ

の
中
に
、
本
会
の
思
春
期
保

健
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
っ
た
こ
と

は
す
ご
く
光
栄
で
す
。

大
貫
：
う
れ
し
い
で
す
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
い

た
だ
け
る
と
。

―――
青
春
時
代
は
、
お
笑
い

を
目
指
し
て
お
ら
れ
た
時
期

も
あ
っ
た
の
で
す
ね
。

大
貫
：
そ
う
な
の
で
す

よ
。
高
校
生
の
時
は
、
吉
本

興
行
が
主
催
し
て
い
る
高
校

生
向
け
の
Ｍ
︱
１
の
よ
う
な

大
会
が
あ
る
の
で
す
。
＂
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
マ
ン
ザ
イ
＂
と

い
う
。
そ
れ
に
決
勝
進
出
し

た
ら
テ
レ
ビ
に
出
ら
れ
る
と

い
う
の
が
あ
り
ま
し
て
、
決

勝
に
行
き
た
か
っ
た
の
で
す

け
れ
ど
準
決
勝
で
負
け
て
し

ま
い
ま
し
た
。

―――
え
、
で
も
準
決
勝
で
す

よ
ね
？ 

す
ご
い
！

大
貫
：
準
決
勝
ま
で
行
っ

た
の
で
す
け
ど
テ
レ
ビ
に
は

出
ら
れ
な
く
て
…
で
も
そ
の

後
も
お
笑
い
は
す
ご
く
好
き

だ
っ
た
の
で
や
り
た
い
な
と

思
っ
て
、
一
時
は
Ｎ
Ｓ
Ｃ

（
吉
本
総
合
芸
能
学
院
）
に

行
く
か
、
助
産
学
校
に
行
く

か
本
気
で
悩
ん
だ
の
で
す
け

ど
、
女
性
の
芸
人
と
い
う
の

は
、
す
ご
く
ま
だ
ま
だ
＂
い

ば
ら
の
道
＂
だ
っ
た
り
す
る

の
で
、
な
か
な
か
そ
の
世
界

で
戦
う
に
は
お
笑
い
の
才
能

が
そ
こ
ま
で
秀
で
て
い
な
か

っ
た
の
で
…
そ
れ
な
ら
ち
ょ

っ
と
面
白
い
助
産
師
ぐ
ら
い

を
目
指
そ
う
と
思
っ
て
助
産

師
学
校
に
行
き
ま
し
た
。

―――
で
も
十
分
そ
の
お
笑
い

の
素
質
は
生
か
さ
れ
て
い
ま

す
よ
ね
。
人
前
で
し
ゃ
べ
る

と
か
。

大
貫
：
本
当
に
そ
う
思
い

ま
す
。
お
笑
い
の
世
界
で
は

一
花
咲
か
せ
ら
れ
な
か
っ
た

で
す
け
ど
。

―――
で
も
こ
っ
ち
の
世
界
な

ら
、
笑
い
は
と
れ
ま
す
か
ら

今
か
ら
で
も
。
だ
か
ら
選
択

肢
は
間
違
っ
て
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

大
貫
：
良
か
っ
た
で
す
。

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の

で
き
る
助
産
師
と
し
て
頑
張

ろ
う
と
今
は
思
っ
て
い
ま

す
。

―――
こ
の
４
月
か
ら
大
学
院

生
に
な
っ
て
、
会
社
も
立
ち

上
げ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
？

大
貫
：
は
い
。
去
年
の
１０

月
に
会
社
を
作
っ
て
、
今
年

４
月
か
ら
大
学
院
生
に
な
り

ま
し
た
。

―――
で
は
ま
ず
は
大
学
院
の

方
か
ら
、
何
を
改
め
て
学
ば

れ
る
の
で
す
か
？

大
貫
：
そ
う
で
す
ね
、
ま

だ
研
究
テ
ー
マ
な
ど
は
具
体

的
に
定
め
ら
れ
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
の
で
す
が
、
先
ほ

ど
お
話
し
を
し
て
い
た
よ
う

に
、
今
、
性
教
育
の
発
信
と

か
を
多
く
の
人
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
中
に
お
い

て
、
そ
の
発
信
の
質
や
伝
え

る
情
報
の
質
を
ど
う
や
っ
て

維
持
す
る
の
か
？ 

ど
う
や

っ
て
高
い
質
を
保
持
す
る
の

か
？ 

と
い
う
と
こ
ろ
が
今

す
ご
く
自
分
に
と
っ
て
関
心

の
あ
る
事
柄
な
の
で
、
今
既

に
性
教
育
を
や
っ
て
い
る
人

た
ち
が
ど
ん
な
形
で
情
報
収

集
を
し
て
い
る
の
か
？ 

と
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か
、
ど
う
や
っ
て
ス
キ
ル
を

養
成
し
て
い
る
の
か
？ 
み

た
い
な
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
か

ら
学
ん
で
い
き
た
い
な
と
思

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
先
、

性
教
育
を
伝
え
る
側
に
な
り

た
い
と
考
え
て
い
た
り
す
る

方
々
が
、
例
え
ば
ユ
ー
ス
フ

レ
ン
ド
リ
ー
な
姿
勢
や
態
度

と
い
う
の
を
ど
う
や
っ
て
身

に
付
け
る
の
か
？ 

と
か
、

そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
に
役
立

つ
よ
う
な
活
動
を
で
き
た
ら

い
い
な
と
い
う
思
い
が
あ
っ

て
、
一
回
き
ち
っ
と
勉
強
し

よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―――
そ
う
い
う
の
を
本
当
に

セ
ミ
ナ
ー
の
コ
マ
に
入
れ
た

い
で
す
。
入
れ
な
き
ゃ
ダ
メ

で
す
よ
ね
。

大
貫
：
必
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

―――
私
は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

の
「
ユ
」
の
字
も
触
っ
た
こ

と
が
な
い
の
で
。
だ
か
ら
私

が
そ
う
い
う
セ
ミ
ナ
ー
の
中

で
訴
え
て
も
あ
ん
ま
り
響
か

な
い
け
ど
、
大
貫
さ
ん
の
よ

う
に
「
シ
オ
リ
ー
ヌ
」
と
い

っ
て
、
こ
の
業
界
の
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
さ
ん
と
し
て
名

を
馳
せ
て
い
る
方
が
、
情
報

の
選
択
の
難
し
さ
と
か
そ
う

い
う
こ
と
を
発
信
し
て
く
れ

た
ら
、
そ
れ
は
す
ご
い
パ
ワ

ー
に
な
り
ま
す
し
意
義
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

大
貫
：
そ
う
言
っ
て
い
た

だ
け
る
機
会
が
た
ま
に
私
も

あ
り
ま
し
て
、
自
分
が
活
動

し
て
き
た
か
ら
こ
そ
伝
え
ら

れ
る
こ
と
だ
っ
た
り
と
か
、

例
え
ば
今
後
助
産
師
に
な
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
人
と

か
、
性
教
育
を
伝
え
る
側
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
り

す
る
人
に
対
し
て
何
か
お
伝

え
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
な
―
と
自
分
も
少

し
思
っ
て
い
て
、
今
ま
で
は

自
分
が
何
と
な
く
こ
う
い
う

こ
と
を
や
っ
た
ら
い
い
の
で

は
な
い
か
な
？ 

と
か
、
こ

う
い
う
こ
と
が
効
果
的
な
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
？ 
と
思
う

よ
う
な
こ
と
を
手
探
り
で
、

実
践
を
繰
り
返
す
ば
か
り
だ

っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を
少

し
系
統
立
て
て
、
人
に
も
お

伝
え
で
き
る
よ
う
な
形
で
、

き
ち
ん
と
伝
え
ら
れ
る
人
に

な
り
た
い
な
―
と
い
う
思
い

が
あ
っ
て
、
で
は
一
回
ち
ゃ

ん
と
勉
強
し
よ
う
と
い
う
ふ

う
に
な
っ
て
い
る
の
が
今
と

い
う
感
じ
で
す
。

―――
研
究
生
活
と
て
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。

大
貫
：
社
会
人
向
け
の

「
長
期
履
修
制
度
」
と
い
う

の
を
申
し
込
ん
で
い
ま
す
。

働
き
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
時
間

を
か
け
て
…
。

―――
慌
て
る
こ
と
で
は
な
い

で
す
も
ん
ね
。
ゆ
っ
く
り
、

じ
っ
く
り
、
そ
の
過
程
の
中

で
何
か
発
信
で
き
る
こ
と
も

あ
る
で
し
ょ
う
し
。

大
貫
：
そ
う
で
す
ね
。
４

年
く
ら
い
か
け
て
ゆ
っ
く
り

勉
強
し
よ
う
か
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

―――
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
と
か

Ｓ
Ｎ
Ｓ
っ
て
コ
メ
ン
ト
も
入

っ
て
き
ま
す
か
？

大
貫
：
は
い
、
み
ん
な
書

い
て
く
れ
ま
す
。

―――
い
ろ
ん
な
コ
メ
ン
ト
が

あ
る
中
で
、
例
え
ば
大
貫
さ

ん
が
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
や

っ
て
い
て
良
か
っ
た
と
い
う

コ
メ
ン
ト
・
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

一
つ
。

大
貫
：
そ
う
で
す
ね
、
す

ご
く
自
分
も
ハ
ッ
と
し
た
の

は
性
教
育
を
発
信
し
始
め

て
、
私
の
動
画
を
見
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
方
が
、
初
め
て

パ
ー
ト
ナ
ー
が
で
き
た
と
い

う
時
に
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
今
自
分
た
ち
が
性
行
為
を

す
る
の
に
適
切
な
時
期
な
の

か
ど
う
か
？ 

と
か
、
す
る

の
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
避
妊
法

を
使
っ
て
、
そ
れ
に
か
か
る

お
金
は
誰
が
負
担
す
る
の

か
？ 
と
い
う
こ
と
を
パ
ー

ト
ナ
ー
と
話
し
合
い
ま
し
た

―
と
教
え
て
く
れ
た
子
が
い

た
の
で
す
ね
。

―――
う
れ
し
い
こ
と
で
す

ね
。大

貫
：
そ
こ
で
最
初
は
話

し
出
す
の
に
勇
気
が
い
っ
た

け
れ
ど
も
、
で
も
自
分
の
真

剣
さ
に
パ
ー
ト
ナ
ー
も
分
か

っ
て
く
れ
て
、
安
心
で
き
る

話
し
合
い
が
で
き
た
の
で
す

―
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く

れ
た
時
に
、
今
、
性
教
育
に

反
対
す
る
大
人
の
方
々
っ

て
、「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」

「
あ
ん
ま
り
早
く
に
伝
え
て

も
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
を

よ
く
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、

大
人
が
誠
実
に
向
き
合
っ
て

き
ち
ん
と
情
報
を
伝
え
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
れ

を
自
分
の
関
係
性
に
生
か
し

て
い
く
力
が
あ
る
の
だ
な
―

と
い
う
こ
と
を
私
自
身
も
教

え
て
も
ら
っ
た
よ
う
な
言
葉

だ
っ
た
の
で
、
自
分
は
こ
う

い
っ
た
活
動
を
き
ち
ん
と
続

け
て
い
き
た
い
な
と
改
め
て

思
わ
せ
て
も
ら
っ
た
言
葉
で

し
た
。

―――
い
い
お
話
で
す
ね
。
逆

に
、
心
が
折
れ
ち
ゃ
っ
た
コ

メ
ン
ト
な
ど
は
あ
り
ま
す

か
？大

貫
：
そ
う
で
す
ね
、
心

は
折
れ
て
は
な
い
の
で
す
け

ど
、
落
ち
込
ん
だ
の
は
、
初

め
に
性
教
育
を
発
信
し
だ
し

た
時
は
特
に
で
す
が
＂
オ
ン

ラ
イ
ン
セ
ク
ハ
ラ
＂
が
大
変

で
し
た
。
男
性
器
の
写
真
が

送
ら
れ
て
く
る
と
か
は
ザ
ラ

で
す
し
、
自
分
の
セ
ッ
ク
ス

に
つ
い
て
の
話
を
し
ろ
と

か
、
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ

ろ
と
か
、
実
技
指
導
し
に
来

て
く
だ
さ
い
と
か
。
そ
ん
な

の
ば
っ
か
り
く
る
の
で
、
そ

れ
は
も
う
本
当
に
、
心
は
折

れ
て
は
な
い
で
す
け
ど
ム
カ

つ
い
た
っ
て
感
じ
で
す
ね
。

―――
心
が
折
れ
る
ほ
ど
私
た

ち
ヤ
ワ
で
は
な
い
の
で
す
け

ど
ね
。
で
も
ム
カ
つ
き
ま
す

よ
ね
、
あ
れ
本
当
に
。
擦
り

切
れ
る
感
じ
と
時
間
と
ス
ペ

ー
ス
を
取
ら
れ
た
悔
し
さ

は
、
本
会
で
も
経
験
し
て
い

る
の
で
よ
く
分
か
り
ま
す
。

大
貫
：
本
当
に
。
一
回
そ

れ
を
警
察
に
相
談
し
た
こ
と

が
あ
る
の
で
す
け
ど
、
こ
れ

は
今
の
法
律
で
裁
け
る
法
律

は
な
い
で
す
―
と
い
う
こ
と

を
言
わ
れ
て
、
そ
こ
で
さ
ら

に
も
う
一
回
落
ち
込
ん
で
帰

っ
て
き
ま
し
た
ね
。

―――
ス
ト
ー
カ
ー
と
か
被
害

が
出
な
い
と
ダ
メ
な
の
で
す

っ
て
ね
。
十
分
被
害
だ
と
思

い
ま
す
け
ど
ね
。

―――
大
貫
さ
ん
、
思
春
期
保

健
セ
ミ
ナ
ー
の
コ
ー
ス
Ⅲ

は
、
全
部
オ
ン
ラ
イ
ン
で
し

た
？ 

会
場
開
催
で
し
た
？

大
貫
：
会
場
で
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
よ
り
前
で
し
た
の

で
。
成
田
で
ホ
テ
ル
に
泊
ま

っ
て
。

―――
ど
う
で
し
た
か
？ 

泊

り
込
み
で
セ
ミ
ナ
ー
な
ん
て

今
時
あ
ま
り
な
い
で
す
け
れ

ど
。大

貫
：
学
生
み
た
い
！ 

と
思
い
ま
し
た
。

―――
宿
泊
セ
ミ
ナ
ー
な
ら
で

は
の
、
良
か
っ
た
と
こ
ろ
と

か
は
あ
り
ま
し
た
か
？

大
貫
：
そ
う
で
す
ね
。
同

じ
グ
ル
ー
プ
の
方
な
ど
と
連

日
密
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
で
き
た
の
は
、
結
構
い
い

経
験
だ
っ
た
な
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
同
じ
グ
ル
ー
プ

だ
っ
た
方
で
今
で
も
私
の
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
見
て
く
だ

さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

り
、
時
々
コ
メ
ン
ト
く
だ
さ

っ
た
り
す
る
の
で
す
よ
ね
。

そ
う
い
う
ふ
う
に
同
じ
志
を

持
っ
て
い
る
方
と
の
つ
な
が

り
が
で
き
る
と
い
う
の
は
私

に
と
っ
て
も
す
ご
く
楽
し
い

と
い
う
か
、
い
い
経
験
で
し

た
。

―――
そ
れ
コ
ー
ス
Ⅲ
あ
る
あ

る
で
す
ね
。
同
じ
グ
ル
ー
プ

に
な
っ
た
人
っ
て
ず
っ
と
つ

な
が
り
が
深
い
み
た
い
で

す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
コ
ー
ス

Ⅰ
か
ら
Ⅲ
ま
で
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
主
催

者
側
と
し
て
も
断
腸
の
思
い

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
し

た
が
、
つ
な
が
り
が
な
か
な

か
持
て
な
い
中
、
有
志
が
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
作
っ
た

り
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
で

グ
ル
ー
プ
作
っ
て
く
だ
さ
っ

た
り
し
て
…
そ
れ
が
精
一
杯

だ
っ
た
の
で
す
け
ど
、
こ
れ

か
ら
何
と
か
そ
の
横
の
つ
な

が
り
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
良

さ
を
生
か
し
て
い
け
た
ら
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
貫
：
オ
ン
ラ
イ
ン
が
普

及
す
る
こ
と
で
助
か
る
方
も

間
違
い
な
く
た
く
さ
ん
い
る

だ
ろ
う
な
と
思
っ
て
い
て
、

私
は
子
ど
も
を
出
産
し
た
ば

か
り
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
講

座
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
講
座
が

あ
る
と
す
ご
く
う
れ
し
い
の

で
す
よ
ね
。

―――
そ
う
な
の
で
す
。
だ
か

ら
多
分
、
コ
ロ
ナ
禍
が
な
け

れ
ば
思
春
期
保
健
相
談
士
に

な
れ
な
か
っ
た
方
は
何
人
か

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
う
の
で

す
。大

貫
：
そ
う
思
い
ま
す
。

―――
対
面
な
ら
で
は
の
良
さ

も
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
良

さ
も
あ
り
、
先
程
の
相
談
ツ

ー
ル
の
良
し
悪
し
で
は
な
い

で
す
が
、
そ
れ
を
本
会
が
う

ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い

か
な
け
れ
ば
―
と
い
う
の
は

課
題
の
一
つ
で
は
あ
り
ま

す
。大

貫
：
な
る
ほ
ど
。

―――
昨
年
１０
月
に
立
ち
上
げ

た
会
社
は
思
春
期
関
連
で
す

か
？大

貫
：
２
本
柱
な
の
で
す

が
、
今
ま
で
自
分
が
や
っ
て

き
た
性
教
育
の
活
動
や
若
者

に
向
け
て
の
情
報
発
信
と
い

う
の
を
さ
ら
に
精
力
的
に
や

っ
て
い
こ
う
と
い
う
の
が
一

つ
と
、
あ
と
も
う
一
つ
は
自

分
が
出
産
を
し
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
産
後
ケ
ア
の
事
業

に
す
ご
く
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
り
ま
し
て
、
自
分
自
身

も
産
後
す
ぐ
に
仕
事
に
復
帰

し
て
産
後
２
か
月
し
か
休
ん

で
な
い
の
で
す
が
、
そ
こ
で

社
会
に
子
育
て
を
支
え
て
く

れ
る
仕
組
み
が
あ
る
こ
と
は

本
当
に
重
要
だ
な
と
自
分
で

痛
感
し
た
の
で
、
少
し
で
も

お
母
さ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
サ

ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
な
仕

事
も
こ
れ
か
ら
し
て
い
き
た

い
―
と
い
う
思
い
も
あ
り
、

「
性
教
育
」と「
産
後
ケ
ア
」

の
２
本
立
て
を
頑
張
ろ
う
と

い
う
感
じ
で
法
人
化
し
た
と

い
う
と
こ
ろ
で
す
。
お
母
さ

ん
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

く
中
で
、
お
子
さ
ん
に
向
け

た
性
教
育
と
か
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
で
も
つ
な
が
っ
て

く
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

な
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い

る
の
で
、
本
当
に
広
く
Ｓ
Ｒ

Ｈ
Ｒ
（
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
リ

プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
）
を
普
及
さ
せ
よ
う

―
と
い
う
の
が
モ
ッ
ト
ー
の

会
社
と
い
う
感
じ
で
す
。

―――
で
も
そ
れ
っ
て
、
日
本

家
族
計
画
協
会
の
コ
ン
セ
プ

ト
に
近
い
と
い
う
か
、
ほ
ぼ

ほ
ぼ
一
緒
で
す
よ
ね
。

大
貫
：
は
い
、
そ
う
思
い

ま
す
。

―――
要
す
る
に
、
ど
の
世
代

の
ケ
ア
を
怠
っ
て
も
子
ど
も

に
影
響
を
及
ぼ
す
し
、
子
ど

も
時
代
の
経
験
は
大
人
に
、

大
人
の
経
験
は
老
人
期
に
…

と
い
う
ふ
う
に
全
部
つ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
ど
の
世
代
の
ケ
ア
も
、

対
思
春
期
だ
っ
た
り
対
産
後

ケ
ア
だ
っ
た
り
と
い
う
ふ
う

に
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
す
よ

ね
。大

貫
：
そ
う
思
い
ま
す
。

―――
大
貫
さ
ん
の
、
会
社
を

起
こ
そ
う
と
か
、
大
学
行
こ

う
と
か
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

し
よ
う
と
い
う
パ
ワ
ー
っ
て

ど
こ
か
ら
く
る
の
で
し
ょ
う

か
？ 

そ
の
前
の
お
笑
い
を

目
指
そ
う
も
そ
う
で
す
け

ど
。大

貫
：
「
そ
の
行
動
の
原

動
力
は
何
で
す
か
？
」
っ
て

よ
く
聞
い
て
い
た
だ
く
の
で

す
が
、
こ
れ
は
も
う
性
格
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
な
と

思
っ
て
い
て
、
た
ぶ
ん
じ
っ

と
し
て
い
ら
れ
な
い
性
分
だ

か
ら
と
い
う
の
が
一
番
的
確

な
答
え
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ

と
は
、
や
ら
な
い
と
気
が
済

ま
な
い
の
で
す
よ
。
や
り
た

い
こ
と
が
多
す
ぎ
て
人
生
が

足
り
な
い
と
ず
っ
と
言
っ
て

い
ま
す
。

―――
大
貫
さ
ん
の
話
を
た
く

さ
ん
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て

楽
し
か
っ
た
の
で
す
け
れ

ど
、
こ
れ
か
ら
思
春
期
保
健

相
談
士
に
な
る
人
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
あ
る
い
は
期

待
す
る
こ
と
な
ど
大
貫
さ
ん

の
立
場
か
ら
お
言
葉
を
い
た

だ
き
た
い
の
で
す
が
。

大
貫
：
私
が
思
春
期
保
健

相
談
士
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

し
て
良
か
っ
た
こ
と
は
、
一

か
ら
勉
強
を
し
直
せ
た
こ
と

と
、
若
者
と
接
す
る
時
に
ま

ず
身
に
付
け
て
お
き
た
い
態

度
や
ス
キ
ル
を
学
べ
た
こ
と

で
す
。
助
産
師
や
様
々
な
専

門
職
に
な
る
過
程
で
、
性
教

育
に
特
化
し
て
き
ち
ん
と
学

べ
る
機
会
は
、
本
当
に
ま
だ

ま
だ
少
な
い
と
思
う
の
で
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
に
関
心
を

持
っ
た
方
は
、
そ
の
第
一
歩

と
し
て
こ
こ
に
参
加
し
て
い

た
だ
く
と
い
う
の
は
、
す
ご

く
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
あ

と
、
北
村
先
生
が
お
っ
し
ゃ

っ
た
通
り
、
こ
の
資
格
を
取

っ
た
だ
け
で
は
意
味
な
い
よ

―
と
い
う
の
は
、
た
ぶ
ん
北

村
先
生
が
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の

中
で
も
お
っ
し
ゃ
る
と
思
う

第
３
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
近

藤
恵
利
さ
ん
（
愛
知
県
瀬
戸

市
・
元
養
護
教
諭
／
Ｊ
Ｆ
Ｐ

Ａ
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
／

日
本
ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト
協

会
マ
ス
タ
ー
講
師
）
で
す
。

聞
き
手
：
杉
村
由
香
理

（
日
本
家
族
計
画
協
会
家
族

計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン

タ
ー
長
）

―――
近
藤
さ
ん
本
日
は
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
実

は
、
思
春
期
保
健
相
談
士
認

定
カ
ー
ド
の
発
行
枚
数
が
間

も
な
く
１
万
を
超
え
る
ん
で

す
よ
。

近
藤
：
素
晴
ら
し
い
。

―――
日
頃
は
ど
の
よ
う
な
仕

事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

近
藤
：
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

と
ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
を
お
伝

え
す
る
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
５
年
ほ
ど
前
に
「
ヒ
ー

リ
ン
グ
ア
ー
ト
」
と
い
う
パ

ス
テ
ル
ア
ー
ト
に
出
会
い
ま

し
た
。
ヒ
ー
リ
ン
グ
ア
ー
ト

は
、
見
る
人
も
描
く
人
も
癒

す
こ
と
が
で
き
て
、
更
に
セ

ル
フ
ヒ
ー
リ
ン
グ
や
セ
ル
フ

コ
ー
チ
ン
グ
が
で
き
る
セ
ラ

ピ
ー
で
す
。

―――
い
つ
思
春
期
保
健
相
談

士
の
資
格
を
取
ら
れ
ま
し
た

か
？近

藤
：
２
０
２
１
年
で

す
。

―――
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
２

年
目
で
す
ね
。

近
藤
：
そ
う
で
す
。
助
産

師
さ
ん
が
作
っ
た
＂
世
界
の

マ
マ
が
集
ま
る
オ
ン
ラ
イ
ン

カ
フ
ェ
＂
と
い
う
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
グ
ル
ー
プ
上
で
、

マ
マ
た
ち
を
元
気
に
し
よ
う

と
い
う
活
動
を
５
年
く
ら
い

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
そ
の

中
に
思
春
期
保
健
相
談
士
の

資
格
を
持
っ
た
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

ゾ
ー
ン
の
お
し
ゃ
べ
り
会
を

開
い
て
く
だ
さ
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
が
と
て
も
良
い
会

で
、
お
話
を
聞
い
た
ら
、
受

講
資
格
に
養
護
教
諭
が
入
っ

て
い
た
の
で
、
「
あ
、
私
で

も
取
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

と
思
っ
て
挑
戦
し
た
の
で

す
。

―――
実
際
に
取
ら
れ
て
み

て
、
ど
う
で
し
た
か
？ 

３

日
間
の
研
修
×
３
コ
ー
ス
で

ト
ー
タ
ル
９
日
。
全
部
オ
ン

ラ
イ
ン
だ
っ
た
ん
で
す
よ

ね
？ 

中
身
は
期
待
し
た
通

り
と
い
う
か
、
思
っ
て
い
た

セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
か
？

近
藤
：
こ
ん
な
に
も
幅
が

広
い
の
か
！
　
と
す
ご
く
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
私
が
養

護
教
諭
と
し
て
学
ん
で
き
た

時
は
、
や
は
り
第
二
次
性
徴

の
こ
と
な
ど
が
メ
イ
ン
で
、

「
赤
ち
ゃ
ん
は
ど
う
や
っ
て

生
ま
れ
て
く
る
の
？
」
と

か
、
そ
う
い
う
子
ど

の
で
す
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ

う
に
形
に
し
て
い
く
の
か
―

と
い
う
の
を
、
本
当
に
色
々

な
や
り
方
が
あ
る
と
思
っ
て

い
て
、
私
の
活
動
は
あ
く
ま

で
も
一
例
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ろ
ん
な
思
い
を
持
つ
大
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
、

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
か
ら
思
い

を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、
日

本
全
体
が
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
安
心
で
き
る
場
所
に
な

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
場
で
頑
張

り
ま
し
ょ
う
！ 

と
い
う
こ

と
を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

―――
い
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

大

貫
さ
ん
が
形
に
し
て
い
く
過

程
を
、
大
貫
さ
ん
自
身
が
楽

し
ん
で
い
る
よ
う
に
お
見
受

け
し
ま
す
。

大
貫
：
楽
し
い
で
す
。

―――
ま
ず
そ
こ
か
ら
で
す
か

ね
。大

貫
：
私
、
慣
れ
ち
ゃ
う

こ
と
は
、
た
ぶ
ん
す
ご
く
嫌

い
だ
と
思
い
ま
す
。
３
年
ぐ

ら
い
す
る
と
仕
事
を
変
え
た

く
な
っ
ち
ゃ
う
の
で
す
よ

ね
。
昔
か
ら
そ
う
な
の
で
す

よ
。
３
年
ぐ
ら
い
す
る
と
ち

ょ
っ
と
ル
ー
テ
ィ
ン
ワ
ー
ク

に
な
っ
て
き
ち
ゃ
う
と
い
う

か
、
同
じ
感
じ
に
な
っ
て
き

た
な
と
い
う
ふ
う
に
思
う
と

何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
く

な
る
、
多
分
そ
う
い
う
性
格

を
し
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
を
始
め
た
り
、
会
社
に

し
て
み
た
り
、
大
学
に
行
っ

て
み
た
り
と
い
う
よ
う
な
挑

戦
を
自
分
も
続
け
て
い
る
の

か
な
と
い
う
ふ
う
に
思
い
ま

す
。

―――
で
は
３
年
後
、
ま
た
何

か
違
う
こ
と
を
始
め
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
ね
。

大
貫
：
い
や
、
あ
る
と
思

い
ま
す
ね
。

―――
大
貫
さ
ん
、
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
３
年
８
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

近
藤
　
恵
利
さ
ん

第
3
回

（
19
面
の
続
き
）

（
↖
）
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も
ら
う
こ
と
が
多
い
で
す
。

最
近
で
は
、
今
年
３
月
に
全

校
生
徒
３０
人
ぐ
ら
い
の
小
さ

な
学
校
で
、
卒
業
を
ひ
か
え

た
６
年
生
９
人
の
う
ち
６
人

に
お
話
を
し
て
き
ま
し
た
。

「
生
命
（
い
の
ち
）
の
安
全

教
育
」
が
始
ま
る
前
に
卒
業

し
て
し
ま
う
の
で
何
か
で
き

な
い
か
な
？ 

と
話
し
て
い

た
時
に
、
通
学
団
で
「
セ
ッ

ク
ス
っ
て
何
？
」
っ
て
子
ど

も
た
ち
が
話
し
て
い
る
の
が

聞
こ
え
て
き
た
と
い
う
お
母

さ
ん
が
い
て
、
「
一
度
子
ど

も
た
ち
と
話
を
し
て
ほ
し

い
」
と
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

６
人
の
子
ど
も
た
ち
と
、
机

を
丸
く
囲
ん
で
わ
い
わ
い
と

お
話
を
し
ま
し
た
。

―――
活
動
し
て
い
る
こ
と
を

親
御
さ
ん
は
ど
う
や
っ
て
ご

存
知
だ
っ
た
ん
で
す
か
？
何

か
発
信
し
て
い
た
の
で
す

か
？近

藤
：
元
々
つ
な
が
り
の

あ
る
方
に
は
、
思
春
期
保
健

相
談
士
の
資
格
を
取
っ
た
話

は
し
て
い
ま
し
た
。

―――
思
春
期
保
健
相
談
士
と

い
う
、
こ
う
い
う
話
が
で
き

る
人
が
こ
こ
に
い
る
よ
！ 

と
い
う
フ
ラ
ッ
グ
を
自
分
で

上
げ
て
お
ら
れ
た
ん
で
す

ね
。近

藤
：
私
に
は
娘
（
２９

歳
）
と
息
子
（
２６
歳
）
が
い

る
の
で
す
が
、
実
は
思
春
期

保
健
相
談
士
を
取
っ
た
時

に
、
娘
に
も
も
う
一
回
ち
ゃ

ん
と
話
し
て
お
こ
う
と
思
っ

て
話
を
し
た
ら
、「
あ
ぁ
、私

中
３
の
時
に
そ
れ
聞
い
た
」

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
卒
業

す
る
間
際
に
卒
業
生
全
員
を

体
育
館
に
集
め
て
、
助
産
師

の
方
が
話
を
し
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
ん

で
す
。
「
お
ぉ
、
す
ご
い
瀬

戸
市
！
」
と
思
っ
て
、
息
子

に
聞
い
た
ら
、
息
子
の
時
は

そ
ん
な
の
な
か
っ
た
と
…
。

こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
瀬
戸
市
の

方
に
聞
き
に
行
き
た
い
な
っ

て
思
っ
て
る
ん
で
す
が
…
。

―――
「
私
が
や
り
ま
す
！
」

と
手
を
挙
げ
ま
す
か
！

近
藤
：
「
マ
マ
友
と
か
知

り
合
い
の
人
に
話
す
の
は
私

の
役
目
よ
ね
」
っ
て
思
っ
て

ま
す
。
学
校
と
か
公
の
と
こ

ろ
に
行
く
の
は
や
は
り
ハ
ー

ド
ル
が
高
く
感
じ
た
り
、
私

よ
り
も
っ
と
知
識
の
あ
る
助

産
師
さ
ん
の
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
り
―
と
い
う
と
こ
ろ

が
、
な
ん
か
私
の
中
で
ち
ょ

っ
と
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
い

て
…
。

―――
ど
う
で
し
ょ
う
。
私
は

い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
る
チ
ャ

ン
ス
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
、

医
療
行
為
を
す
る
時
に
ラ
イ

セ
ン
ス
は
絶
対
必
要
な
も
の

で
す
け
ど
、
次
世
代
に
何
か

を
伝
え
る
の
に
は
熱
意
や
経

験
が
私
は
優
先
さ
れ
て
も
い

い
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
思
春
期
保

健
相
談
士
で
あ
る
近
藤
さ

ん
、
攻
め
ま
し
ょ
う
！

近
藤
：
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

―――
き
っ
と
ど
こ
か
の
学
校

で
始
め
ら
れ
れ
ば
、
う
ち
も

う
ち
も
っ
て
手
が
挙
が
っ
て

き
た
り
す
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
頑
張
っ
て
い
た

だ
き
た
い
な
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

近
藤
：
頑
張
り
ま
す
！

―――
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
の
卒
業
生
を

見
て
い
る
と
、
よ
く
コ
ー
ス

Ⅲ
で
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
な
っ

た
人
た
ち
同
士
で
、
ず
っ
と

そ
の
後
何
十
年
も
お
友
達
だ

っ
た
り
と
か
、
連
絡
を
取
り

合
っ
た
り
と
か
し
て
い
る
ん

で
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

卒
業
組
は
、
そ
う
い
っ
た
横

の
つ
な
が
り
は
ど
ん
な
風
に

し
て
と
っ
て
い
る
の
で
す

か
？近

藤
：
私
た
ち
の
時
は
、

コ
ー
ス
Ⅲ
の
時
に
、
講
義
の

休
憩
時
間
や
お
昼
休
憩
の
時

な
ど
に
ブ
レ
ー
ク
ア
ウ
ト
ル

ー
ム
を
作
っ
て
い
た
だ
い

て
、
そ
こ
で
ち
ょ
っ
と
み
ん

な
と
話
せ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が

あ
っ
た
ん
で
す
。
た
ま
た
ま

積
極
的
な
方
が
い
て
、
「
つ

な
が
り
た
い
よ
ね
」
っ
て
言

っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
画
面
越

し
に
携
帯
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
と
か
見
せ
合
っ
た

り
と
か
し
て
、
ま
ず
一
部
の

人
が
つ
な
が
っ
た
ん
で
す
。

そ
の
後
や
り
と
り
を
経
て
、

「
み
ん
な
つ
な
が
り
た
い
よ

ね
」
っ
て
話
に
な
り
、
「
こ

う
や
っ
て
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ

ｋ
の
ペ
ー
ジ
を
作
っ
た
の

で
、
皆
さ
ん
と
つ
な
が
り
た

い
の
で
宣
伝
し
て
く
だ
さ

い
」
み
た
い
な
こ
と
を
事
務

局
の
方
に
お
願
い
し
て
、
そ

こ
か
ら
皆
さ
ん
に
配
信
し
て

い
た
だ
い
た
ん
で
す
。
最
初

は
２０
人
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ん
で

す
け
ど
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
グ
ル

ー
プ
が
今
ち
ょ
う
ど
５
０
人

い
る
か
な
。
後
か
ら
も
入
っ

て
き
て
く
だ
さ
っ
た
り
と

か
、
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
も

入
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
り

と
か
し
て
、
つ
な
が
る
こ
と

が
で
き
た
ん
で
す
。

―――
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
だ
っ

た
こ
と
で
、
会
場
開
催
の
よ

う
な
直
接
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
取
れ
な
か
っ
た
け

ど
、
こ
う
や
っ
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
で
や
り
と
り
を
す
る
と
い

う
形
で
、
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

同
士
が
集
ま
り
た
い
ね
と

か
、
つ
な
が
り
た
い
ね
っ
て

人
の
集
ま
り
だ
っ
た
こ
と
も

良
か
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す

ね
。近

藤
：
そ
う
で
す
ね
。
そ

し
て
今
で
も
情
報
交
換
し
て

い
ま
す
。
私
は
小
学
校
で
子

ど
も
た
ち
だ
け
に
話
す
と
い

う
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
何
を
伝
え
よ
う
か
考
え

て
い
た
時
、
仲
間
に
メ
ー
ル

を
し
て
、
「
こ
う
や
っ
て
考

え
て
る
け
ど
ど
う
思
う
？
」

「
普
段
ど
う
し
て
る
？
」
み

た
い
な
の
を
聞
い
て
み
た
ん

で
す
。
そ
し
た
ら
「
そ
こ
っ

て
別
に
こ
う
や
っ
て
言
っ
ち

ゃ
え
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な

い
？
」
と
か
、
「
私
は
こ
う

し
て
る
」
と
か
、
「
私
こ
ん

な
表
現
し
て
る
け
ど
、
ど
う

受
け
取
る
？
」
み
た
い
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
し

た
。

―――

‌

５０
人
の
心
強
い
仲
間
が

で
き
て
い
る
か
ら
、
今
で
も

何
か
や
ろ
う
っ
て
い
う
時
に

は
相
談
相
手
と
し
て
は
、
一

緒
に
卒
業
し
た
仲
間
だ
し
、

い
い
か
も
し
れ
な
い
で
す

ね
。近

藤
：
そ
う
で
す
ね
。
５０

人
み
ん
な
で
少
し
お
し
ゃ
べ

り
し
ま
し
ょ
う
っ
て
言
っ
て

も
、 

毎
回
集
ま
る
の
は
や

っ
ぱ
り
２０
人
ぐ
ら
い
な
ん
で

す
。
で
、
最
終
的
に
１０
人
ぐ

ら
い
で
わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
喋
っ

て
、
じ
ゃ
あ
ま
た
ね
っ
て
い

う
風
に
は
な
る
ん
で
す
け

ど
、
で
も
そ
う
や
っ
て
１
回

で
も
話
し
た
り
す
る
と
、
あ

の
人
こ
う
い
う
こ
と
が
得
意

だ
っ
た
、
こ
の
人
こ
う
い
う

こ
と
が
得
意
だ
っ
た
っ
て
分

か
る
の
で
、
何
か
あ
れ
ば
ち

ょ
っ
と
相
談
し
て
み
よ
う
か

と
な
り
ま
す
。

―――

‌

２０
人
も
！
と
思
い
ま
し

た
。
１
回
に
２０
人
も
集
ま
る

の
は
す
ご
い
で
す
ね
。
そ
う

い
う
コ
ア
な
仲
間
が
い
れ

ば
、
何
か
あ
っ
た
時
は
あ
の

人
に
…
で
十
分
い
い
と
思
う

ん
で
す
よ
ね
。

近
藤
：
そ
の
グ
ル
ー
プ
の

中
に
、
性
教
育
を
仕
事
と
し

て
も
ず
っ
と
や
っ
て
ら
っ
し

ゃ
る
助
産
師
さ
ん
が
い
て
、

ど
こ
そ
こ
で
こ
ん
な
こ
と
が

あ
る
よ
と
か
、
た
く
さ
ん
情

報
を
流
し
て
く
だ
さ
る
ん
で

す
。

―――
思
春
期
保
健
セ
ミ
ナ
ー

を
き
っ
か
け
に
新
た
な
つ
な

が
り
が
で
き
た
っ
て
い
う
の

は
良
か
っ
た
で
す
。

近
藤
：
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
上
に
も

他
に
も
性
教
育
を
し
て
い
た

り
、
発
信
し
て
い
た
り
す
る

方
が
多
く
い
る
の
で
、
私
も

２
つ
グ
ル
ー
プ
に
入
っ
て
る

ん
で
す
が
、
や
は
り
そ
う
い

う
つ
な
が
り
の
な
か
で
受
け

取
れ
る
情
報
な
ど
は
、
本
当

に
全
然
違
っ
て
き
ま
す
。

―――
特
に
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で

「
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ
を

実
感
し
ま
し
た
。
何
か
あ
っ

た
時
に
ね
、
パ
ッ
と
。
し
か

も
同
じ
ベ
ク
ト
ル
、
方
向
が

一
緒
の
人
が
い
る
っ
て
い
う

の
は
す
ご
い
心
強
い
で
す
よ

ね
。近

藤
：
そ
う
な
ん
で
す
よ

ね
。

―――
今
の
近
藤
さ
ん
、
思
春

期
保
健
相
談
士
の
近
藤
さ
ん

は
、
な
り
た
か
っ
た
若
い
頃

の
夢
に
結
構
近
付
い
て
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

近
藤
：
そ
う
で
す
ね
。
知

識
が
増
え
た
こ
と
と
、
仲
間

が
支
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と

で
私
自
身
す
ご
く
楽
し
く

て
、
皆
さ
ん
に
お
話
し
し
た

い
っ
て
い
う
気
持
ち
が
、
ム

ク
ム
ク
と
湧
い
て
ま
す
。

―――
「
楽
し
い
」
っ
て
キ
ー

ワ
ー
ド
す
ご
く
大
事
で
す
よ

ね
。
仕
事
な
ん
だ
け
ど
、
あ

る
い
は
、
自
分
の
社
会
的
役

割
な
ん
だ
け
ど
、
そ
こ
に
楽

し
い
っ
て
い
う
本
人
の
気
持

ち
が
な
い
と
、
結
局
相
手
に

は
伝
わ
ら
な
い
で
す
よ
ね
。

性
教
育
だ
け
じ
ゃ
な
く
。
楽

し
い
っ
て
思
え
て
る
、
今
は

ち
ょ
っ
と
ハ
ッ
ピ
ー
で
す

ね
。近

藤
：
そ
う
で
す
ね
。
と

て
も
ハ
ッ
ピ
ー
で
す
。

―――
そ
の
一
助
に
思
春
期
保

健
相
談
士
と
い
う
資
格
が
、

も
し
役
に
立
っ
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
側
と
し
て
は
、
す

ご
く
あ
り
が
た
い
と
い
う
か

光
栄
で
す
。

近
藤
：
今
年
１
月
に
、
杉

村
さ
ん
に
も
お
会
い
し
た
、

「
指
導
者
の
た
め
の
避
妊
と

性
感
染
症
予
防
セ
ミ
ナ
ー

（
Ｓ
Ｈ
Ｒ
セ
ミ
ナ
ー
）
」
名

古
屋
会
場
の
テ
ー
マ
の
１

つ
、
「
女
性
活
躍
を
応
援
す

る
性
教
育
の
実
践
」
。
私
は

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
テ
ー
マ
を

思
春
期
保
健
相
談
士
と
し
て

大
事
だ
と
思
っ
て
た
ん
で
す

け
ど
、
知
る
こ
と
で
ア
ン
テ

ナ
が
強
化
さ
れ
る
の
か
、
そ

の
知
識
を
必
要
と
し
て
い
る

人
に
出
会
っ
た
ん
で
す
。
そ

の
人
は
４０
代
の
方
な
ん
で
す

が
、
お
伝
え
で
き
て
、
そ
こ

か
ら
自
分
で
気
付
い
て
変
え

て
行
け
た
の
で
、
何
か
本
当

に
す
ご
い
な
と
思
っ
て
感
動

し
ま
し
た
。

―――
思
春
期
と
い
い
ま
す

が
、
そ
の
前
の
幼
少
期
が
あ

っ
て
、
思
春
期
を
経
て
、
次

の
世
代
に
行
く
わ
け
だ
か

ら
、
ど
こ
か
で
何
と
い
う
か

不
健
康
な
時
期
が
あ
っ
て

も
、
そ
の
後
に
影
響
し
て
し

ま
う
と
い
う
か
。
逆
を
言
え

ば
過
去
に
何
か
あ
っ
て
も
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
そ
の
ケ

ア
を
し
て
、
時
間
は
取
り
戻

せ
な
い
け
れ
ど
、
心
の
何
か

を
戻
せ
る
と
い
う
の
は
十
分

あ
り
ま
す
よ
ね
。

　
最
後
に
近
藤
さ
ん
か
ら
、

こ
れ
か
ら
思
春
期
保
健
相
談

士
を
取
ろ
う
と
い
う
方
、
あ

る
い
は
既
に
取
っ
て
い
る
け

ど
、
ち
ょ
っ
と
こ
れ
か
ら
何

し
よ
う
か
な
っ
て
思
っ
て
い

る
方
に
何
か
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
れ
ば
。

近
藤
：
思
春
期
保
健
相
談

士
と
し
て
の
活
動
は
、
な
ん

か
こ
う
じ
ゃ
な
き
ゃ
ダ
メ
っ

て
い
う
決
ま
り
は
な
く
て
、

私
ら
し
さ
っ
て
あ
る
の
か
な

と
思
っ
て
。
小
さ
な
学
校
で

子
ど
も
た
ち
と
わ
ち
ゃ
わ
ち

ゃ
し
な
が
ら
話
す
の
っ
て
絶

対
私
ら
し
い
な
と
思
っ
て
い

て
。
そ
の
生
か
し
方
っ
て
い

く
ら
で
も
種
類
が
あ
る
と
思

う
の
で
、
何
か
人
と
比
べ

て
、
「
私
な
ん
か
そ
ん
な
と

ん
で
も
な
い
わ
」
と
か
、

「
や
っ
た
こ
と
が
な
い
し
」

と
か
じ
ゃ
な
く
て
、
自
分
が

こ
れ
を
伝
え
た
い
っ
て
い
う

の
が
何
か
１
つ
で
も
あ
れ

ば
、
そ
こ
に
向
か
っ
て
一
歩

踏
み
出
し
て
い
た
だ
い
た

ら
、
き
っ
と
そ
の
先
が
つ
な

が
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ
ぜ

ひ
一
緒
に
活
動
で
き
た
ら
と

思
い
ま
す
。

―――
い
い
言
葉
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
の

近
藤
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
て

て
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
大
谷
の
言
葉

「
憧
れ
る
の
を
や
め
ま
し
ょ

う
」
っ
て
の
を
思
い
出
し
ま

し
た
。
憧
れ
て
た
ら
超
え
ら

れ
な
い
よ
っ
て
い
う
あ
れ
で

す
ね
。

近
藤
：
本
当
そ
う
で
す

ね
。
超
え
る
た
め
も
重
要
で

す
け
ど
、
何
か
や
っ
ぱ
り
自

分
が
や
り
た
い
と
思
っ
た
と

か
、
さ
っ
き
の
楽
し
ん
で
で

き
る
と
か
っ
て
い
う
と
こ
ろ

に
行
く
の
か
な
っ
て
。
多
分

私
は
大
き
な
会
場
で
何
十
人

と
か
百
人
ぐ
ら
い
の
人
に
向

か
っ
て
マ
イ
ク
で
喋
る
っ
て

い
う
の
は
、
多
分
私
に
は
向

い
て
い
な
く
て
、
だ
け
ど
、

わ
ち
ゃ
わ
ち
ゃ
し
な
が
ら

「
何
で
も
聞
い
て
！
」
っ

て
、
「
何
で
も
話
す
よ
！
」

っ
て
い
う
、
「
全
然
そ
ん
な

こ
と
で
悩
ま
な
く
て
い
い

よ
」
と
か
、
「
心
配
だ
っ
た

ら
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
つ
な
い

で
あ
げ
る
よ
」
と
か
っ
て
い

う
の
を
言
え
る
の
が
私
の
良

さ
か
な
っ
て
思
っ
て
る
の

で
。

―――
で
も
自
分
の
強
み
と
か

良
さ
を
自
分
が
分
か
っ
て
る

の
っ
て
、
こ
れ
ほ
ど
強
い
こ

と
は
な
い
で
す
よ
ね
。

近
藤
：
そ
う
で
す
ね
。
６８

期
生
５０
人
の
つ
な
が
り
を
取

り
ま
と
め
る
の
に
８
人
の
有

志
が
い
て
、
８
人
で
ま
ず
最

初
に
ど
う
す
る
ど
う
す
る
？ 

っ
て
話
し
て
次
い
つ
や
る
と

も
た
ち
の
疑
問
に
答

え
る
よ
う
な
、
性
教
育
が
な

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
ん
で

す
。
あ
と
３５
年
前
は
子
ど
も

が
携
帯
電
話
を
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
ネ
ッ
ト
リ
テ

ラ
シ
ー
に
つ
い
て
も
そ
う
で

す
し
、
今
性
教
育
を
学
ぶ
と

い
う
こ
と
は
、
本
当
に
幅
広

い
こ
と
を
知
っ
て
い
な
い
と

い
け
な
い
し
、
そ
う
で
な
い

と
子
ど
も
の
こ
と
を
守
っ
て

い
け
な
い
の
だ
な
―
と
驚
き

ま
し
た
。

―――
気
付
き
が
あ
っ
た
セ
ミ

ナ
ー
だ
っ
た
の
で
す
ね
。
思

春
期
保
健
相
談
士
の
資
格
を

取
っ
た
後
に
、
そ
れ
が
生
か

さ
れ
た
と
か
、
ご
自
身
で
実

感
し
た
こ
と
な
ど
は
あ
り
ま

す
か
？

近
藤
：
以
前
、
教
育
の
現

場
で
性
教
育
の
話
を
し
て
き

た
の
は
、
例
え
ば
、
修
学
旅

行
前
に
お
母
さ
ん
た
ち
を
集

め
て
、
月
経
の
話
を
す
る
と

か
、
初
経
の
話
を
す
る
と
い

う
こ
と
ぐ
ら
い
だ
っ
た
ん
で

す
。
で
も
そ
の
後
、
教
育
現

場
を
離
れ
て
か
ら
、
マ
マ
友

達
や
、
い
ろ
い
ろ
ご
縁
の
あ

る
方
た
ち
と
お
話
を
す
る

際
、
や
は
り
「
子
ど
も
の
月

経
っ
て
ど
う
や
っ
て
教
え
た

ら
い
い
の
？
」
と
か
、
「
精

通
っ
て
ど
う
い
う
ふ
う
に
す

る
の
？
」
と
い
う
話
が
で
ま

す
。
子
ど
も
っ
て
本
当
は
セ

ッ
ク
ス
の
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
す
ご
く
興
味
を
持
っ
て
い

る
し
、
今
は
親
が
教
え
な
く

て
も
ど
ん
ど
ん
色
々
な
こ
と

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
そ
れ
に
つ
い
て
本
当
は

も
っ
と
正
し
い
情
報
を
子
ど

も
に
説
明
し
て
あ
げ
る
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

今
回
、
思
春
期
保
健
相
談

士
の
資
格
を
取
ら
せ
て
い
た

だ
い
て
、
一
番
最
初
に
し
た

の
が
、
男
の
子
の
精
通
の
話

だ
っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
は
、

男
の
子
を
持
つ
マ
マ
で
、
自

身
が
女
の
子
の
き
ょ
う
だ
い

し
か
い
な
い
家
庭
で
育
っ
た

マ
マ
や
、
ご
主
人
し
か
男
性

が
い
な
い
と
い
っ
た
環
境
で

男
の
子
を
育
て
な
き
ゃ
い
け

な
い
と
い
う
マ
マ
た
ち
に
、

「
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？
」

と
聞
か
れ
て
、
こ
う
い
う
こ

と
な
ん
だ
よ
っ
て
い
う
話

や
、
セ
ル
フ
プ
レ
ジ
ャ
ー
の

話
、
誤
っ
た
や
り
方
だ
と
不

妊
に
つ
な
が
っ
た
り
す
る
と

い
う
こ
と
、
あ
と
は
小
さ
い

子
で
も
気
持
ち
い
い
っ
て
い

う
の
が
分
か
っ
ち
ゃ
う
と
、

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
触
り
始

め
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
の

で
、
そ
の
時
の
注
意
点
な
ど

も
含
め
た
話
―
そ
う
い
っ
た

こ
と
を
網
羅
的
に
話
せ
る
よ

う
に
な
っ
た
っ
て
い
う
の

が
、
マ
マ
た
ち
に
と
っ
て
す

ご
く
良
か
っ
た
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。
以
前
は
生
ま
れ
た

時
の
こ
と
と
、
第
二
次
性
徴

の
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
話
せ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
思
春
期
保

健
セ
ミ
ナ
ー
で
、
赤
ち
ゃ
ん

の
ケ
ア
や
、
マ
マ
の
ケ
ア
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
説

明
、
年
代
に
合
わ
せ
て
順
番

に
ど
う
や
っ
て
教
え
て
い
く

か
と
い
う
こ
と
な
ど
を
実
際

に
い
ろ
ん
な
デ
ー
タ
や
資
料

を
見
せ
て
い
た
だ
い
て
、

「
こ
う
や
っ
て
話
せ
ば
い
い

の
か
！
」
と
い
う
こ
と
を
学

べ
た
と
い
う
の
が
や
っ
ぱ
り

大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

―――
お
話
し
す
る
チ
ャ
ン
ス

は
、
ど
の
よ
う
な
シ
チ
ュ
エ

ー
シ
ョ
ン
で
す
か
？

近
藤
：
集
ま
り
に
呼
ん
で

1989年、短大卒業後、教育機関で勤務（椙山女学園
大学付属幼稚園、小学校、大学）。94年家業に入る
（㈱近藤紙工ダンボール加工業）。2015年、カウンセ
ラーの資格取得し、18年よりカウンセラーとして活動
開始。「世界のママが集まるオンラインカフェ」通称
「せかままカフェ」に参加（毎月第３水曜日21：30～
担当）。19年、（一社）日本ヒーリングアート協会マス
ター講師取得。

近藤 恵利（こんどう・えり）今月の人

（
↙
）

（
22
面
に
続
く
）
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か
、
ど
ん
な
テ
ー
マ
に
す
る

と
か
っ
て
話
し
な
が
ら
、
皆

さ
ん
に
お
伝
え
し
て
、
じ
ゃ

あ
い
つ
い
つ
や
る
よ
と
か
、

こ
ん
な
話
す
る
よ
、
み
た
い

な
こ
と
を
し
て
る
ん
で
す
け

ど
、 

そ
の
中
の
人
た
ち
っ

て
本
当
に
す
ご
い
頑
張
っ
て

る
と
い
う
か
、
本
当
に
第
一

線
で
活
躍
し
て
る
方
た
ち
が

多
い
の
で
、
私
か
ら
す
る
と

本
当
に
え
ー
っ
て
な
っ
ち
ゃ

う
ん
で
す
け
ど
、
で
も
す
ご

い
温
か
く
そ
ん
な
こ
と
な
い

よ
っ
て
言
っ
て
、
あ
な
た
は

こ
れ
が
で
き
る
し
、
あ
れ
が

で
き
る
し
っ
て
励
ま
し
て
く

だ
さ
っ
た
り
と
か
…
で
お
話

し
し
て
る
う
ち
に
そ
う
だ
よ

ね
っ
て
私
し
か
で
き
な
い
こ

と
も
あ
る
よ
ね
っ
て
い
う
の

も
思
っ
て
。

―――
い
い
仲
間
で
す
ね
、
そ

の
８
人
。

近
藤
：
皆
さ
ん
す
ご
い
で

す
よ
。
私
は
も
う
な
ん
か
本

当
に
い
っ
ぱ
い
教
え
て
も
ら

っ
て
い
て
。

―――
で
も
き
っ
と
他
の
７
人

も
近
藤
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ

教
え
て
も
ら
っ
て
る
こ
と
は

あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
。
お

互
い
に
ね
。
良
か
っ
た
で

す
。
今
日
は
楽
し
い
お
話
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。近

藤
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

（
２
０
２
３
年
９
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

第
４
回
目
の
ゲ
ス
ト
は
長

島
史
織
さ
ん
（
愛
知
県
名
古

屋
市
・
咲
江
レ
デ
ィ
ス
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
秘
書
／
Ｊ
Ｆ
Ｐ

Ａ
思
春
期
保
健
相
談
士
Ⓡ
）

で
す
。

聞
き
手
：
杉
村
由
香
理

（
日
本
家
族
計
画
協
会
家
族

計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
　
セ
ン

タ
ー
長
）

長
島
：
咲
江
レ
デ
ィ
ス
ク

リ
ニ
ッ
ク
の
院
長
秘
書
長
島

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

―――
こ
ち
ら
こ
そ
、
よ
ろ
し

つ
に
し
て
い
ま
す
。

―――
咲
江
レ
デ
ィ
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
で
は
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
方
の
相
談
も
積
極
的
に

な
さ
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
長

島
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
形
で

関
わ
っ
て
お
ら
れ
る
の
で
し

ょ
う
？

長
島
：
看
護
師
の
問
診
で

希
望
さ
れ
れ
ば
面
談
を
し
ま

す
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
相
談
の

方
が
多
い
の
で
す
が
、
性
別

を
ど
う
や
っ
て
治
療
し
て
い

き
た
い
の
か
と
か
、
折
り
合

い
つ
け
て
い
く
の
か
と
い
う

こ
と
を
一
緒
に
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
す
る
中
で
、
う
ち
で
は
こ

こ
ま
で
お
手
伝
い
で
き
ま

す
、
そ
れ
を
求
め
て
い
る
な

ら
こ
う
い
っ
た
医
療
機
関
が

い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
と
伝

え
る
―
と
い
っ
た
こ
と
に
フ

ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て
い
ま

す
。

―――
事
務
的
に
振
り
分
け
る

よ
り
も
、
長
島
さ
ん
の
よ
う

に
関
心
が
あ
っ
て
勉
強
し
て

い
る
方
が
最
初
の
コ
ン
タ
ク

ト
を
取
っ
て
く
れ
る
っ
て
い

う
の
は
心
強
い
こ
と
で
す
よ

ね
？長

島
：
実
際
、
継
続
的
に

来
て
く
れ
る
方
が
結
構
増
え

て
、
最
近
で
は
Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ

ー
（
※
注
１
）
の
方
も
来
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
、
ど
ん
な
相
談
が
で
き

て
、
こ
ん
な
ス
タ
ッ
フ
が
い

て
、
行
き
や
す
い
ク
リ
ニ
ッ

ク
だ
っ
て
い
う
風
に
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の

か
な
と
思
い
ま
す
。
優
し
い

院
長
な
の
で
働
き
や
す
い
で

す
し
、
院
長
自
身
も
や
っ
ぱ

り
い
ろ
ん
な
人
に
来
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
女
性
に
と
っ
て
性
を
す

ご
く
良
い
も
の
、
楽
し
い
も

の
と
考
え
て
い
る
人
な
の

で
、
明
る
い
職
場
と
い
う

か
、
い
い
雰
囲
気
な
の
か

な
。
幸
せ
な
こ
と
で
す
ね
。

―――
思
春
期
保
健
相
談
士
は

い
つ
取
ら
れ
ま
し
た
か
？

長
島
：
前
任
者
が
持
っ
て

い
た
こ
と
も
あ
っ
て
勧
め
ら

れ
て
２
０
１
７
年
で
し
た

か
、
東
京
・
市
ヶ
谷
の
会
場

に
行
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い

ま
す
。

―――
ま
だ
コ
ロ
ナ
前
だ
か
ら

対
面
形
式
で
す
ね
。
ど
う
で

し
た
？
周
り
の
多
く
は
医
療

専
門
職
ば
か
り
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
が
。
あ
っ
今
も
そ
う

で
す
ね
。

長
島
：
や
っ
ぱ
り
医
療
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
人
た

ち
、
特
に
婦
人
科
の
専
門
家

が
結
構
い
る
の
で
、
性
別
違

和
の
な
い
女
性
に
対
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
と
か
思
春
期
の
女

の
子
と
か
に
対
す
る
考
え
方

と
か
は
す
ご
く
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
こ
と
だ
け
や
っ
て
い
る

と
女
性
だ
け
の
困
り
事
っ
て

い
う
の
は
あ
ま
り
見
え
て
こ

な
く
て
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ

に
困
る
こ
と
が
あ
る
―
と
逆

に
考
え
る
と
レ
ズ
ビ
ア
ン
や

バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
女
性
に

も
当
て
は
ま
る
こ
と
だ
な
と

学
ぶ
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で

そ
れ
は
良
か
っ
た
で
す
。

―――
今
の
仕
事
に
も
生
か
せ

て
も
ら
え
て
い
ま
す
で
し
ょ

う
か
？

長
島
：
そ
う
で
す
ね
。
行

っ
て
み
て
自
傷
を
テ
ー
マ
に

講
義
さ
れ
た
松
本
俊
彦
先
生

を
は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
分

野
の
先
生
の
講
演
と
い
う
の

は
今
で
も
財
産
に
な
っ
て
い

ま
す
。

―――
財
産
と
ま
で
言
っ
て
い

た
だ
け
て
光
栄
で
す
。
セ
ミ

ナ
ー
仲
間
と
今
で
も
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
か
？

長
島
：
分
野
の
違
う
方
と

一
緒
で
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の

時
は
す
ご
く
盛
り
上
が
っ

て
、
い
ろ
ん
な
情
報
交
換
、

勉
強
と
か
は
さ
せ
て
も
ら
っ

た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら

そ
れ
っ
き
り
に
な
っ
て
し
ま

っ
て
い
ま
す
。

―――
主
催
者
と
し
て
は
他
に

い
な
い
職
種
の
方
が
参
加
し

た
時
は
フ
ォ
ロ
ー
し
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
。
気
付
き
を

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
職
場
で
は
い
か
が

で
す
か
？

長
島
：
肩
書
と
し
て
は
院

長
秘
書
で
す
け
ど
、
ポ
ジ
シ

ョ
ン
と
し
て
は
ち
ょ
っ
と
不

安
定
で
、
同
僚
か
ら
最
初
は

な
か
な
か
理
解
が
得
ら
れ
な

く
て
、
何
で
あ
な
た
そ
こ
に

い
る
ん
で
す
か
？
み
た
い
な

こ
と
を
言
わ
れ
た
り
も
し
ま

し
た
。
自
分
の
仕
事
や
存
在

意
義
を
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
で

価
値
を
同
じ
く
働
く
人
た
ち

に
伝
え
る
っ
て
い
う
の
は
す

ご
く
難
し
い
こ
と
だ
と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
。

―――
今
は
変
化
し
て
い
ま
す

か
？長

島
：
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
な
ど
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ

ー
も
す
ご
く
幅
が
広
か
っ
た

り
と
か
し
て
い
る
中
、
最
近

ク
リ
ニ
ッ
ク
に
来
る
若
い
人

は
「
ノ
ン
バ
イ
ナ
リ
ー
（
※

注
２
）
で
す
」
「
女
の
子
と

付
き
合
っ
て
る
の
で
、
そ
う

い
う
セ
ッ
ク
ス
し
て
い
ま
せ

ん
」
と
さ
ら
っ
と
言
う
シ
ー

ン
が
あ
っ
て
、
ス
タ
ッ
フ
が

結
構
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
こ
と

が
あ
る
時
な
ど
に
私
の
専
門

的
な
と
こ
ろ
で
フ
ォ
ロ
ー
し

て
、
こ
う
い
う
風
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
と
か
サ
ポ
ー
ト
と

言
い
ま
す
か
、
ア
シ
ス
ト
が

で
き
る
の
で
そ
こ
は
貢
献
で

き
て
い
る
か
な
と
思
い
ま

す
。
得
意
分
野
で
力
が
発
揮

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る

と
、
そ
こ
で
価
値
と
い
う
か

自
分
の
居
場
所
を
見
つ
け
ら

れ
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
中
で

周
囲
も
一
緒
に
仕
事
を
し
て

い
る
感
じ
が
出
て
き
て
、
分

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
と
聞

い
て
く
れ
た
り
、
私
も
女
性

の
身
体
の
こ
と
と
か
質
問
し

て
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

―――
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に

興
味
を
持
っ
て
研
究
を
し
よ

う
と
思
う
き
っ
か
け
は
何
だ

っ
た
の
で
す
か
？

長
島
：
大
学
生
の
時
の
ジ

ェ
ン
ダ
ー
論
の
講
義
が
結
構

衝
撃
で
、
高
校
が
特
に
保
守

的
な
と
こ
ろ
だ
っ
た
の
で
性

教
育
も
き
ち
ん
と
学
ん
で
こ

な
く
て
、
関
心
も
低
か
っ
た

の
で
特
に
問
題
は
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
大
学
入
っ
て
か

ら
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
で
包
括
的

に
初
め
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
か

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
か
性

教
育
の
こ
と
を
学
ん
だ
時

に
、
何
で
教
え
て
く
れ
な
か

っ
た
ん
だ
！
み
た
い
な
。
学

部
１
年
生
だ
っ
た
ん
で
す
け

ど
す
ご
い
、
衝
撃
受
け
た
の

が
最
初
で
す
。
も
っ
と
知
り

た
い
と
思
っ
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
に
詳

し
い
先
生
の
と
こ
ろ
に
、
実

は
今
の
恩
師
な
ん
で
す
け
れ

ど
、
大
学
の
外
で
も
何
か
や

り
た
い
で
す
っ
て
直
訴
し
た

ら
、
た
ま
た
ま
そ
の
先
生
が

読
ん
で
い
た
新
聞
に
ト
ラ
ン

ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
人
が
載
っ

て
い
て
、
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

っ
て
、
そ
の
方
が
な
さ
っ
て

い
る
交
流
会
な
ど
に
関
わ
り

始
め
、
大
学
３
年
生
の
時
か

ら
本
格
的
に
そ
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
最

初
は
結
構
驚
く
こ
と
ば
っ
か

り
だ
っ
た
ん
で
す
。
交
流
会

に
来
る
人
た
ち
っ
て
基
本
的

に
明
る
い
人
た
ち
ば
っ
か
り

な
ん
で
す
。
一
方
、
そ
も
そ

も
交
流
会
に
来
ら
れ
な
い
、

貧
困
で
あ
っ
た
り
、
メ
ン
タ

ル
と
か
い
ろ
い
ろ
問
題
を
抱

え
て
る
っ
て
い
う
人
た
ち
も

す
ご
く
多
く
て
、
教
科
書
と

か
大
学
の
講
義
で
も
絶
対
学

ば
な
い
よ
う
な
方
と
た
く
さ

ん
出
会
っ
た
の
が
ま
た
衝
撃

で
。
こ
れ
を
も
う
ち
ょ
っ
と

関
わ
っ
て
い
き
た
い
っ
て
い

う
思
い
で
し
た
。
今
は
結
構

ア
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
っ
て
す
ご

く
認
知
度
が
上
が
っ
て
い
ま

す
が
、
当
時
は
全
然
な
く

て
、
も
っ
と
こ
の
人
た
ち
に

フ
ォ
ー
カ
ス
を
当
て
て
い
っ

た
ら
い
ろ
い
ろ
分
か
る
ん
じ

ゃ
な
い
か
と
思
っ
て
、
活
動

に
も
関
わ
っ
て
勉
強
も
し
て

い
き
た
い
な
と
。

―――
そ
の
突
撃
す
る
行
動
力

が
な
け
れ
ば
、
今
の
職
場
と

の
つ
な
が
り
も
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
ね
。

長
島
：
や
っ
ぱ
り
人
っ
て

思
っ
た
時
に
動
か
な
い
と
ダ

メ
な
ん
だ
な
っ
て
い
う
の
は

感
じ
ま
し
た
。
そ
う
で
す
ね

要
所
要
所
で
結
構
大
事
な
人

と
い
う
か
、
大
き
な
人
が
つ

な
げ
て
く
れ
た
な
っ
て
い
う

の
は
す
ご
く
そ
れ
が
今
の
自

分
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
の
指
導
教
官
も

よ
く
受
け
入
れ
て
く
れ
た
な

っ
て
い
う
の
も
。
全
然
違
う

分
野
の
先
生
な
ん
で
す
け
ど

障
害
学
を
や
っ
て
る
先
生

が
、
「
い
い
よ
」
と
引
き
受

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
し
。

―――
と
こ
ろ
月
並
み
な
質
問

で
す
が
今
、
一
番
や
り
が
い

を
感
じ
る
こ
と
は
何
で
す

か
？長

島
：
そ
う
で
す
ね
、
や

っ
ぱ
り
研
究
の
こ
と
で
す
か

ね
。
や
っ
と
ア
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
の
認
知
度
は
広
が
っ
て
き

た
っ
て
い
う
の
も
あ
る
ん
で

す
け
ど
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
い

て
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
で
や
っ

て
い
る
も
の
す
ご
く
い
い
現

場
だ
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
中
で
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
な
区
別
で
の
違
い
を
す
ご

く
知
り
た
く
て
結
構
勉
強
し

て
る
ん
で
す
け
ど
、
ヒ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
転
が
っ
て
る
の

で
す
ご
く
楽
し
い
と
か
、
そ

う
い
う
こ
と
に
気
付
く
こ
と

発
見
を
言
語
化
で
き
る
の
は

す
ご
く
や
り
が
い
を
感
じ
て

る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
大
学
院

生
で
い
る
間
は
今
の
働
き
方

だ
と
思
い
ま
す
。
幅
広
く
や

っ
て
い
る
院
長
な
の
で
サ
ポ

ー
ト
は
今
後
も
す
ご
く
し
た

い
と
思
っ
て
い
て
、
院
長
の

こ
と
リ
ス
ペ
ク
ト
し
て
い
ま

す
し
。

―――
研
究
者
が
医
療
現
場
に

い
る
っ
て
、
双
方
強
み
に
な

り
ま
す
ね
。
さ
て
、
こ
れ
か

ら
思
春
期
保
健
相
談
士
を
取

得
し
よ
う
と
す
る
方
に
長
島

さ
ん
の
視
点
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い

た
だ
け
ま
す
か
？

長
島
：
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

が
発
達
し
て
き
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ト

ラ
ブ
ル
と
か
闇
バ
イ
ト
と
か

新
し
い
思
春
期
の
問
題
が
で

て
き
て
い
ま
す
が
、
一
方
で

ず
っ
と
変
わ
ら
な
い
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
不
安
と
い
っ

た
自
分
は
何
だ
ろ
う
と
か
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
も
あ
っ

た
り
、
そ
れ
は
ど
ん
な
時
代

に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
っ

て
い
う
問
題
が
あ
っ
て
、
そ

れ
を
セ
ミ
ナ
ー
で
学
ぶ
っ
て

い
う
の
は
す
ご
く
私
自
身
も

良
か
っ
た
し
、
今
の
仕
事
で

思
春
期
の
子
た
ち
か
ら
話
聞

く
際
に
す
ご
く
役
立
っ
て
い

る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
最

近
親
御
さ
ん
世
代
が
子
ど
も

の
思
春
期
の
相
談
、
そ
れ
も

い
ろ
い
ろ
知
識
を
持
っ
て
お

ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
て
い

る
の
で
、
全
く
関
わ
ら
な
い

現
場
で
あ
っ
て
も
ど
こ
か
で

必
要
に
な
る
可
能
性
は
あ
る

と
思
い
ま
す
。
思
春
期
の
こ

と
は
勉
強
し
て
も
損
は
な
い

っ
て
い
う
か
す
ご
く
大
事
な

こ
と
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
な

と
は
思
い
ま
す
。

―――
医
療
行
為
に
は
資
格
が

必
要
で
す
が
、
相
談
や
支
援

を
す
る
上
で
は
知
識
や
意
欲

そ
し
て
行
動
力
が
大
事
で
あ

く
お
願
い
し
ま
す
。
院
長
の

丹
羽
咲
江
先
生
は
よ
く
存
じ

上
げ
て
い
る
の
で
す
が
、
医

療
職
で
は
な
い
歴
代
の
秘
書

さ
ん
の
働
き
を
拝
見
す
る

と
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
、
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
お
ら
れ

ま
す
ね
。
ど
の
よ
う
な
経
緯

で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で

す
か
？

長
島
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
で

の
つ
な
が
り
で
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
な
ど
の
相
談
業
務
や
啓
発

活
動
が
メ
イ
ン
の
グ
ル
ー
プ

で
す
。

―――
そ
こ
で
院
長
と
出
会
っ

た
の
で
す
ね
。
現
在
大
学
院

生
と
２
足
の
わ
ら
じ
と
の
こ

と
で
す
が
、
研
究
課
題
を
伺

っ
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
？

長
島
：
「
先
端
総
合
学
術

研
究
科
」
で
す
。
公
共
、
生

命
、
共
生
、
表
象
の
４
つ
の

領
域
の
中
の
公
共
領
域
で

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
と
セ
ク
シ
ュ

ア
リ
テ
ィ
の
社
会
学
」
と
い

う
の
が
メ
イ
ン
で
、
性
的
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
の
一

る
こ
と
を
、
お
話
を
伺
い
な

が
ら
感
じ
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

※
注
１
　
性
自
認
が
男
女
の
い

ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
人

の
こ
と
を
い
う
。
人
に
よ
っ
て

は
男
性
で
も
女
性
で
も
な
い
無

性
だ
け
で
は
な
く
、
両
性
、
中

性
、
不
定
性
な
ど
が
お
り
、
Ｘ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
中
に
も
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

※
注
２
　
身
体
的
な
性
別
や
性

自
認
に
お
い
て
、男
女
の
中
間
、

ど
ち
ら
で
も
な
い
、
両
方
で
も

あ
る
と
い
っ
た
男
女
の
み
の
２

元
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
（
男
女
二

元
論
）
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人

を
い
う
。
バ
イ
ナ
リ
ー
は
２
つ

の
要
素
で
構
成
さ
れ
て
い
る
も

の
を
指
す
言
葉
で
、
性
別
の
バ

イ
ナ
リ
ー
は
男
女
に
な
る
。
日

本
で
は
Ｘ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
用
い

ら
れ
る
が
、
欧
米
圏
で
は
ノ
ン

バ
イ
ナ
リ
ー
が
よ
く
用
い
ら
れ

て
い
る
。

★
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
保
健

セ
ミ
ナ
ー
Ⓡ
は
、
思
春
期
の

子
ど
も
に
関
わ
る
指
導
者

（
専
門
職
）
の
み
が
受
講
可

能
で
す
が
、
医
療
機
関
に
て

相
談
業
務
に
従
事
し
て
い
る

な
ど
、
思
春
期
の
子
ど
も
に

関
わ
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い

る
、
か
つ
講
師
か
ら
推
薦
が

あ
る
場
合
に
限
り
、
事
務
局

判
断
に
よ
り
当
該
セ
ミ
ナ
ー

を
受
講
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
可
能
で
す
。

（
２
０
２
４
年
１
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

長島 史織（ながしま・しおり）

2017年、咲江レディスクリニック入職。18年、立
命館大学大学院先端総合学術研究科一貫博士課
程入学。現在に至る。

今月の人

長
島
　
史
織
さ
ん

第
４
回

（
21
面
の
続
き
）

人
気
連
載

● OC/LEPが私の医師人生をどう変えたか
● �ピル承認秘話－わが国のピル承認がこれほど
遅れた本当の理由（わけ）－（北村邦夫著）

● YELL～エール～
　活躍する思春期保健相談士にインタビュー
● 海外情報クリップ� ほか

WEB版もぜひご覧ください
記事・連載が充実！バックナンバーもご覧いただけます

アクセスは
コチラから

お知らせ ～家族と健康～

（　）222025年（令和 7年）８月 １日家 　 族 　 と 　 健 　 康（2023年度号）



両
立
支
援
事
業
紹
介

　
京
都
産
業
保
健
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
弊
セ
ン

タ
ー
）
の
「
治
療
と
仕
事
の

両
立
支
援
事
業
」
は
、
２
０

１
７
年
に
開
始
し
ま
し
た
。

事
業
内
容
は
、
①
労
働
者
や

事
業
場
か
ら
の「
相
談
対
応
」

②
両
立
支
援
に
つ
い
て
の

「
意
識
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
」
③

事
業
場
を
訪
問
し
て
両
立
支

援
制
度
の
導
入
な
ど
の
助
言

を
す
る
「
個
別
訪
問
支
援
」

④
事
業
場
を
訪
問
し
、
労
働

者
の
復
職
支
援
へ
の
助
言
を

行
う
「
個
別
調
整
支
援
」
が

主
と
し
た
活
動
で
す
。ま
た
、

京
都
府
下
の
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
等
と
協
定
を
結
び

「
両
立
支
援
出
張
相
談
窓

口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　
行
政
な
ど
と
の
連
携
で

は
、
京
都
労
働
局
が
事
務
局

を
し
て
い
る
「
両
立
支
援
推

進
チ
ー
ム
」
の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
使
用
者
団
体
、
医
師

　
本
連
載
で
は
、
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
産
業
保
健
専
門
職
と
し
て
「
治
療
と

仕
事
の
両
立
支
援
事
業
」
な
ど
を
行
っ
て
い
る
、
京
都
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
の
松
田
雅
子
さ
ん
に
、
行
政
と
連
携
し
た
両
立
支
援
事
業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
（
以
下
、
新
型
コ
ロ
ナ
）
流
行
下
の
訪
問
活
動
、
医
療
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
編
集
部
）

会
、
社
会
保
険
労
務
士
会
、

労
働
組
合
、
京
都
府
や
市
な

ど
の
各
種
機
関
と
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
を
機
に
、

京
都
府
健
康
福
祉
部
健
康
対

策
課
が
ん
対
策
係
に
お
声
掛

け
い
た
だ
き
、
「
が
ん
予
防

委
員
派
遣
事
業
」
と
し
て
、

50
人
未
満
の
事
業
場
を
訪
問

し
、
両
立
支
援
の
セ
ミ
ナ
ー

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
ま
だ
、
両
立
支
援
事

業
を
担
当
し
て
４
年
と
経
験

が
浅
い
た
め
、
労
働
者
（
患

者
）
、
事
業
場
、
医
療
ス
タ

ッ
フ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

「
何
が
原
因
で
困
っ
て
い
る

の
か
？
」
を
電
話
や
面
談
で

お
聴
き
し
、
両
立
支
援
を
取

り
巻
く
現
状
を
把
握
し
よ
う

と
し
て
い
る
途
中
で
す
。
そ

し
て
、
そ
の
話
か
ら
、
少
し

ず
つ
掴
め
て
き
た
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　
両
立
支
援
は
大
企
業
で
は

当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
日
本
で
99
・
７
％
を

占
め
る
中
小
企
業
で
は
、
労

働
者
が
が
ん
や
脳
卒
中
な
ど

の
病
気
に
な
る
と
い
う
イ
ベ

ン
ト
の
発
生
確
率
が
低
い
た

め
、
労
使
双
方
が
ど
う
し
て

よ
い
か
分
か
ら
ず
、
不
十
分

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
り
退
職
に
至
る
と
い
う
こ

と
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
メ

ー
ル
連
絡
で
の
表
現
力
、
マ

ナ
ー
の
欠
如
か
ら
感
情
的
な

労
使
対
立
に
つ
な
が
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
労

働
者
に
は
「
労
働
契
約
」
と

い
う
認
識
が
な
い
人
が
多
い

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
病
院
の
医
師
を
は
じ
め
医

療
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
師

な
ど
）
か
ら
は
、
「
今
ま
で

は
治
療
の
ケ
ア
ば
か
り
で
、

患
者
さ
ん
の
仕
事
内
容
を
尋

ね
た
り
、
一
緒
に
考
え
た
り

す
る
、
と
い
う
支
援
は
し
て

い
な
か
っ
た
」
と
い
う
声
を

聞
き
ま
す
。
医
療
の
現
場
で

は
、「
就
業
規
則
」「
休
職
制

度
」
「
復
職
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
な
ど
の
産
業
保
健
の
考

え
方
が
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る�

訪
問
活
動
自
粛

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
る
20
年
４
月
の
緊
急
事
態

宣
言
以
降
、
弊
セ
ン
タ
ー
も

病
院
へ
の
出
張
相
談
は
も
ち

ろ
ん
、事
業
場
へ
の
訪
問
、啓

発
セ
ミ
ナ
ー
も
一
旦
中
止
と

増
や
し
て
い
ま
し
た
（
現
在

13
病
院
）
。
そ
う
は
言
っ
て

も
、
両
立
支
援
の
相
談
は
年

間
０
件
と
い
う
病
院
も
多
か

っ
た
た
め
、
６
か
月
に
１
回

の
ペ
ー
ス
で
各
病
院
を
訪
問

し
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
と
の
情

報
交
換
を
行
い
、
両
立
支
援

を
意
識
し
て
い
た
だ
く
活
動

を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ

れ
も
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

産
業
保
健
と
医
療
機
関
の�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

　
コ
ロ
ナ
時
代
に
な
る
前
か

ら
、
病
院
を
訪
問
し
た
り
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
の
方
か
ら
両

立
支
援
の
相
談
を
い
た
だ
い

た
り
し
た
際
に
「
病
院
内
で

は
、
こ
ん
な
工
夫
や
苦
労
を

さ
れ
て
い
る
ん
だ
な
」
と
学

ぶ
機
会
が
多
く
あ
り
、
そ
の

情
報
を
、
今
悩
ん
で
い
る
他

の
病
院
に
も
お
伝
え
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

に
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
行
動

制
限
が
始
ま
り
、
医
療
と
の

連
携
が
途
絶
え
て
し
ま
う
こ

と
を
危
惧
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、「
両
立
支
援
相
談

窓
口
連
絡
会
議
」と
題
し
て
、

月
１
回
、
毎
月
第
３
火
曜
日

の
15
～
16
時
に
、「
事
前
参
加

予
約
不
要
、途
中
参
加
・
途
中

退
出
Ｏ
Ｋ
」
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
会

議
を
開
催
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
い

つ
も
多
忙
な
た
め
、
な
る
べ

く
参
加
し
や
す
い
時
間
帯
、

ル
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
は
、

「
教
職
員
の
両
立
支
援
の
難

し
さ
」
「
脳
疾
患
治
療
後
の

車
の
運
転
許
可
の
判
断
」

「
両
立
支
援
が
う
ま
く
い
か

�職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から
松田　雅子京都産業保健総合支援センター

　産業保健専門職（保健師）

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
展
開
し
た

治
療
と
仕
事
の
両
立
支
援
事
業

開催月 参加病院数 取り上げたトピック

４月 10病院17名 •療養・就労両立支援指導料の算定にあたって、困難を感じた点は？
•産保センター相談事例の共有（会社・労働局・産保での話合い事例）

５月 ６病院10名 •教職員の両立支援の難しさ
•脳疾患治療後の車の運転許可の判断

６月 10病院14名 •両立支援に繋いだきっかけを教えてください
•両立支援推進チームの紹介

７月 ７病院９名 •うまくいかなかった事例、退職した事例はありますか？
•傷病手当金受給期間と会社を休める期間の違い

８月 ６病院11名 •両立支援に取り組んだ中小事業場の紹介
•社内制度を利用して両立支援できた事例はありますか？

９月 ６病院12名 •院内・院外などの事例検討会にどのように関わっていますか？
•就労の相談が少ないです。他の病院はどんな働きかけ？

10月 ７病院11名 •９月27日両立支援推進チーム会議の報告
•院外機関との連携はどのように行っていますか？

11月 ９病院12名 •難病⇒骨髄移植⇒復職の意見書発行（指導料請求）の事例
•難病の支援について

12月 ６病院10名 •やむを得ず退職となった場合の対応について
•会社で健康保険に入っていない人や、自営業の人の支援は？

１月 ６病院11名 •「医療者のための『経済毒性』がよくわかるワークショップ」参加報告

２月 ８病院12名 •がん相談支援センターにはどんな本を置いていますか？

３月 ７病院10名 •ハローワーク就職支援ナビゲーターの紹介

会
社
紹
介

　
㈱
資
生
堂
は
、
日
本
を
代

表
す
る
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
で

す
。１
８
７
２
年
に
創
業
し
、

昨
年
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
国
内
で
約
２
万

４
０
０
０
人
（
グ
ル
ー
プ
会

社
連
結
）、世
界
で
約
４
万
８

０
０
０
人
の
従
業
員
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。「BEAUTY 

INNOVATIONS FOR A 
BETTER W

ORLD

（
美

の
力
で
よ
り
よ
い
世
界
を
）」

を
企
業
使
命
に
掲
げ
、
日
本

　
本
連
載
で
は
、
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
様
々
な
取
り
組
み
を

ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
株
式
会
社
資
生
堂
本
社
の
健
康
管
理
部
門

に
て
労
働
衛
生
活
動
、
産
業
保
健
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る
、
岸
美
代
子
さ
ん
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
下
の
職
域
接
種
、
女
性
の
健
康
施
策
、
今
後
の
活

動
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
編
集
部
）

�職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から職域保健の現場から
岸　美代子株式会社資生堂 人財本部人財企画室

ウェルネスサポートグループ

㈱
資
生
堂
で
の
産
業
保
健
活
動

し
、
そ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

「
現
場
へ
足
を
運
び
、
顔
を

合
わ
せ
て
情
報
交
換
す
る
」

と
い
う
活
動
が
一
切
で
き
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
17
年
に
京
都
大
学
医
学
部

附
属
病
院
、
京
都
府
立
医
科

大
学
附
属
病
院
の
２
病
院
と

の
協
定
か
ら
始
ま
っ
た
出
張

相
談
窓
口
は
、
11
病
院
ま
で

な
か
っ
た
事
例
、
退
職
し
た

事
例
は
？
」
「
就
労
の
相
談

が
少
な
い
で
す
。
他
の
病
院

で
は
ど
ん
な
働
き
か
け
を
し

て
い
ま
す
か
？
」
な
ど
、
各

病
院
か
ら
他
の
病
院
に
聞
い

て
み
た
い
こ
と
の
問
い
か
け

や
、
産
業
保
健
の
立
場
か
ら

の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま

す
。
２
月
に
は
、
あ
る
病
院

か
ら
「
が
ん
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
に
は
ど
ん
な
本
を
置
い

て
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
投

げ
か
け
を
い
た
だ
き
、
交
流

会
に
参
加
し
た
８
病
院
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
の
現
状
を
報
告
し

て
く
れ
ま
し
た
。
弊
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
、「
病
院
に
よ
っ

て
体
制
や
規
模
が
こ
ん
な
に

も
違
う
の
だ
な
」
と
認
識
し

た
、
と
て
も
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会

は
、
弊
セ
ン
タ
ー
と
各
病
院

が
お
互
い
を
知
る
貴
重
な
場

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
望

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に

よ
り
行
動
が
制
限
さ
れ
た
こ

と
で
、
医
療
と
産
業
保
健
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
振
り
返
り
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
参
加
い
た
だ
い
た

病
院
か
ら
「
院
内
の
他
の
部

署
に
も
参
加
し
て
も
ら
い
た

い
」
「
病
院
だ
け
で
な
く
、

事
業
場
や
他
の
支
援
機
関
と

も
っ
と
つ
な
が
り
た
い
」
な

ど
の
前
向
き
な
ご
意
見
を
頂

い
て
い
ま
す
。
私
も
も
っ
と

地
域
保
健
や
行
政
と
顔
の
見

え
る
関
係
づ
く
り
を
広
げ
、

労
働
者
や
ご
家
族
、
事
業
場

へ
の
「
途
切
れ
の
な
い
支

援
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
２
０
２
３
年
４
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

初
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ュ
ー
テ

ィ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
を
目
指

し
、
美
を
通
じ
て
世
界
中
の

人
々
の
心
と
身
体
に
活
力
と

希
望
を
与
え
、
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
へ
の
貢
献
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

職
域
接
種
の
実
施

　
私
は
、
２
０
２
１
年
４
月

に
キ
ャ
リ
ア
採
用
で
入
社
し

ま
し
た
。
資
生
堂
グ
ル
ー
プ

に
は
、
本
社
、
販
売
、
研
究

所
、
生
産
技
術
等
々
多
数
の

事
業
部
門
が
あ
り
ま
す
が
、

私
は
主
に
汐
留
に
あ
る
本
社

部
門
（
従
業
員
約
１
３
０
０

名
）
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

資
生
堂
で
は
、
「
資
生
堂
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
」
と
題
し
た
、
主
に
オ
フ

ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
向
け
の
施
策

と
し
て
、
オ
フ
ィ
ス
と
リ
モ

ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
を

活
用
す
る
働
き
方
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　
入
社
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く
の

本
社
従
業
員
は
フ
ル
リ
モ
ー

ト
で
し
た
。
入
社
式
を
含
む

社
内
の
各
種
会
議
や
研
修

は
、
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、

健
康
管
理
部
門
の
健
康
相
談

や
復
職
面
談
な
ど
も
、
ほ
と

ん
ど
全
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
て
い
ま
し
た
。
入
社
間

も
な
く
し
て
印
象
的
だ
っ
た

こ
と
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
職

域
接
種
の
実
施
で
す
。
急

き
ゅ
う

遽き
ょ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が

り
、
健
康
管
理
部
門
が
主
体

と
な
り
、
実
施
に
向
け
た
運

用
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い
中
、
厚
生

労
働
省
と
の
調
整
や
、
接
種

会
場
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
人

員
・
ワ
ク
チ
ン
・
物
品
等
各

種
手
配
、
予
約
シ
ス
テ
ム
調

整
、
社
内
周
知
、
実
際
の
接

種
運
営
等
々
、
通
常
の
産
業

保
健
業
務
を
行
い
な
が
ら
の

実
施
は
、
想
像
以
上
に
膨
大

な
工
程
を
要
し
ま
し
た
。
途

中
、
報
道
に
も
あ
っ
た
ワ
ク

チ
ン
の
異
物
混
入
に
よ
る
リ

ス
ク
対
応
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
が
、
全
国
６
会
場
に
て
、

約
２
万
人
の
方
々
に
接
種
を

実
施
し
ま
し
た
。
関
係
者
一

丸
と
な
っ
て
実
施
し
た
職
域

接
種
は
、
多
く
の
従
業
員
や

ご
家
族
、
接
種
会
場
近
隣
の

他
企
業
の
従
業
員
の
方
々
に

も
ご
利
用
い
た
だ
き
、
こ
の

取
り
組
み
は
社
内
で
も
評
価

さ
れ
、
22
年
に
社
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

女
性
の
健
康
施
策

　
弊
社
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員

構
成
は
、
平
均
年
齢
が
約
41

歳
、８
割
以
上
が
女
性
で
す
。

過
去
に
は
、
産
業
医
や
婦
人

科
専
門
医
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
も
実
施
し

ま
し
た
が
、
継
続
的
・
体
系

的
な
取
り
組
み
が
で
き
て
お

ら
ず
、
単
発
的
な
情
報
提
供

で
終
了
し
て
い
ま
し
た
。
昨

年
、
実
態
把
握
や
課
題
抽
出

等
、
現
状
の
見
直
し
と
検
討

を
重
ね
、
23
年
か
ら
３
か
年

計
画
で
、
１
年
間
を
通
じ
て

一
つ
の
テ
ー
マ
を
重
点
的
に

取
り
上
げ
、
従
業
員
の
ヘ
ル

ス
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
等
に
取

り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
今
年
は
「
私
ら
し
く
、
エ

イ
ジ
ン
グ
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

と
称
し
、
「
更
年
期
」
に
フ

ォ
ー
カ
ス
し
て
い
ま
す
。
国

の
調
査
や
社
内
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
元
に
着
目
し
た
課
題

は
３
つ
で
す
。
①
「
更
年
期

症
状
・
障
害
」
の
正
し
い
知

識
を
得
る
機
会
が
な
い
こ

と
、
②
不
調
が
あ
っ
て
も
約

８
割
が
我
慢
し
受
診
等
に
至

っ
て
い
な
い
こ
と
、
③
健
康

管
理
部
門
等
、
社
内
外
相
談

窓
口
の
認
知
度
が
低
い
こ
と

で
す
。
ま
た
、
「
更
年
期
」

自
体
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
印
象

が
あ
る
こ
と
も
、
受
診
や
相

談
の
し
づ
ら
さ
を
助
長
す
る

要
因
の
一
つ
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
弊
社
産
業
医
や
外

部
婦
人
科
専
門
医
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー
に
加
え
、
女
性
役
員

に
よ
る
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の

開
催
、
ま
た
、
相
談
窓
口
周

知
の
一
環
と
し
て
健
康
管
理

（
24
面
に
続
く
）
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住
友
電
工
㈱
で
の
女
性
特
有
の

健
康
課
題
等
へ
の
取
り
組
み

自
己
紹
介

私
は
大
学
を
卒
業
後
、
新

卒
保
健
師
と
し
て
自
動
車
メ

ー
カ
ー
に
入
社
し
、
産
業
保

健
の
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
約
２０
年
間
、
転

職
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
、

分
社
や
会
社
の
統
合
な
ど
、

す
さ
ま
じ
い
会
社
の
変
化
を

経
験
し
、
小
規
模
事
業
場
の

産
業
保
健
活
動
の
困
難
さ
に

直
面
し
ま
し
た
。
経
験
年
数

を
重
ね
自
分
の
今
後
の
キ
ャ

リ
ア
を
考
え
た
時
に
、
産
業

保
健
が
ま
だ
届
い
て
い
な
い

事
業
場
に
産
業
保
健
を
届
け

た
い
、
産
業
保
健
の
枠
を
越

え
て
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に

携
わ
り
た
い
と
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
新

卒
で
入
社
し
た
会
社
を
退
職

し
、
大
学
院
生
生
活
を
経

て
、
開
業
保
健
師
と
し
て
事

業
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。

開
業
保
健
師
と
し
て
の�

働
き
方

開
業
し
て
か
ら
は
、
数
社

部
門
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
を
作
成
し
、
啓
発
活

動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
３
月
に
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催
し
た
女
性
役
員
に
よ

る
更
年
期
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

は
、
ト
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

が
身
近
な
健
康
に
関
す
る
話

題
を
オ
ー
プ
ン
に
話
す
こ
と

で
、役
員
と
従
業
員
、ま
た
、

参
加
者
同
士
の
交
流
の
機
会

に
も
な
り
大
変
好
評
で
し

た
。
次
回
７
月
、
10
月
と
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
予
定
で
す
。

ま
だ
男
性
従
業
員
の
参
加
が

少
な
く
、性
別
・
役
職
問
わ
ず

よ
り
多
く
の
従
業
員
に
参
加

し
て
も
ら
え
る
仕
掛
け
や
、

管
理
職
対
象
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
現
在
検
討
中
で
す
。

今
後
の
活
動
に
向
け
て

　
弊
社
で
は
、
法
令
に
基
づ

く
労
働
衛
生
活
動
の
ほ
か
、

①
生
活
習
慣
、
②
禁
煙
、
③

が
ん
（
治
療
と
就
業
の
両
立

支
援
含
む
）
、
④
女
性
の
健

康
、
⑤
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
、
５
つ
の
健
康
施
策
を
中

心
に
、
産
業
保
健
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
従
業
員
の
職
種
は
、
企
画

事
務
職
、研
究
職
、美
容
職
、

営
業
職
、
生
産
技
術
職
等
あ

り
、働
く
場
所
も
オ
フ
ィ
ス
、

店
頭
、工
場
な
ど
様
々
で
す
。

店
頭
や
工
場
な
ど
多
く
の
従

業
員
は
、コ
ロ
ナ
禍
も
、ま
た

５
類
感
染
症
に
移
行
し
た
現

在
も
、
感
染
症
対
策
に
細
心

の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
お
客

様
応
対
や
製
造
な
ど
フ
ロ
ン

ト
ラ
イ
ン
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
職
種
や
部
門
に
よ
っ
て

抱
え
る
健
康
課
題
も
違
い
、

国
内
全
て
の
従
業
員
に
隅
々

ま
で
確
実
に
届
く
健
康
支
援

は
非
常
に
難
し
く
、
正
直
い

ま
だ
手
探
り
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
を
機
に
、
利
便
性
の
高
い

ツ
ー
ル
の
活
用
が
一
気
に
広

が
り
、会
議
、面
談
、セ
ミ
ナ

ー
等
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
で
き

る
こ
と
も
増
え
ま
し
た
。
ま

た
、
時
代
に
応
じ
て
ワ
ー
ク

エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
（
※
注

１
）や
、最
近
で
は
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ（
※
注
２
）等
々
、

様
々
な
概
念
も
入
り
、
社
会

的
に
も
経
営
視
点
か
ら
も
、

以
前
に
比
べ
よ
り
健
康
へ
の

関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。た
だ
、耳
あ
た

り
の
良
い
言
葉
だ
け
が
一
人

歩
き
し
従
業
員
は
疲
弊
し
て

い
る
、
と
い
っ
た
乖か

い

離り

が
で

き
る
だ
け
な
い
よ
う
に
、
本

当
に
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か

を
振
り
返
り
考
え
込
む
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。
昔
、
ま

だ
「
在
宅
勤
務
」
と
い
う
言

葉
す
ら
な
く
、
出
社
が
当
た

り
前
だ
っ
た
こ
ろ
、
先
輩
保

健
師
か
ら
教
わ
っ
た
「
ノ
ー

ト
１
冊
持
っ
て
、
現
場
に
足

を
運
べ
」
と
い
う
言
葉
の
重

要
性
を
、
今
更
な
が
ら
再
認

識
し
て
い
ま
す
。
つ
い
Ｐ
Ｃ

ば
か
り
に
ら
ん
で
、
苦
手
な

Ｉ
Ｔ
を
駆
使
す
る
こ
と
に
翻

弄
さ
れ
る
こ
と
も
度
々
あ
り

ま
す
が
、
今
後
は
直
接
従
業

員
が
働
く
場
所
に
赴
き
、
個

や
組
織
を
自
ら
の
目
で
確
か

め
る
機
会
を
増
や
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

従
業
員
が
健
康
に
関
し
て
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
気

軽
に
相
談
で
き
る
身
近
な
専

門
職
に
な
れ
る
よ
う
、
保
健

師
と
し
て
〝
変
わ
ら
な
い
た

め
に
変
わ
り
続
け
る
〟
柔
軟

性
と
成
長
意
識
を
大
切
に
、

他
の
企
画
職
や
産
業
保
健
ス

タ
ッ
フ
と
協
働
し
な
が
ら
真し

ん

摯し

に
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
２
０
２
３
年
７
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

※
注
１
　
仕
事
や
職
務
に
対
す

る
従
業
員
の
情
熱
、
意
欲
、
関

与
の
程
度
を
表
す
概
念
。

※
注
２
　
個
人
が
身
体
的
な
健

康
や
心
理
的
な
幸
福
感
、
社
会

的
な
つ
な
が
り
、
生
活
の
充
実

感
な
ど
、
総
合
的
な
幸
福
と
満

足
感
を
感
じ
る
状
態
。

会
社
紹
介

　
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社

は
、
４
０
０
年
に
わ
た
り
受

け
継
が
れ
る
、「
万
事
入
精
」

（
何
事
に
対
し
て
も
誠
心
誠

意
を
尽
く
す
人
で
あ
れ
）
、

「
信
用
確
実
」
（
何
よ
り
も

信
用
を
重
ん
じ
、
常
に
相
手

の
信
頼
に
応
え
る
こ
と
）
、

「
不
趨
浮
利
」
（
ふ
す
う
ふ

り
／
目
先
の
利
益
、
安
易
な

利
益
を
追
わ
な
い
）
―
と
い

う
住
友
事
業
精
神
の
不
易
の

理
念
を
事
業
活
動
の
根
本
に

置
き
、
つ
な
ぐ
、
伝
え
る
技

術
で
よ
り
良
い
社
会
の
実
現

に
貢
献
す
る
会
社
で
す
。
１

８
９
７
年
の
創
業
以
来
、
電

線
ケ
ー
ブ
ル
の
製
造
技
術
を

ベ
ー
ス
に
、
現
在
で
は
、
自

動
車
、
情
報
通
信
、
エ
レ
ク

ト
ロ
ニ
ク
ス
、
環
境
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
産
業
素
材
の
５
つ
の

事
業
分
野
を
世
界
約
40
か
国

で
展
開
し
、
約
28
万
人
の
従

業
員
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　
私
が
新
卒
で
入
社
し
配
属

さ
れ
た
横
浜
製
作
所
は
情
報

通
信
事
業
本
部
が
置
か
れ
て

お
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
・
光
ケ

ー
ブ
ル
を
は
じ
め
と
し
た
情

報
通
信
関
連
製
品
の
製
造
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

次
世
代
の
情
報
通
信
技
術
や

製
品
の
研
究
開
発
部
門
も
拠

点
を
置
い
て
お
り
、
横
浜
製

作
所
の
従
業
員
構
成
の
男
女

比
は
約
９
対
１
と
、
男
性
が

圧
倒
的
に
多
い
職
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

女
性
の
健
康
支
援
に
関
す
る

社
会
的
要
請

　
働
く
女
性
が
増
加
し
、
そ

の
活
躍
が
一
層
期
待
さ
れ
る

今
、
企
業
に
と
っ
て
女
性
社

員
の
健
康
支
援
は
重
要
な
課

題
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

２
０
１
３
年
に
発
表
さ
れ
た

研
究
（
※
注
１
）
に
よ
る

と
、
月
経
に
伴
う
症
状
や
不

調
に
よ
る
経
済
的
損
失
額
は

年
間
４
９
１
１
億
円
と
試
算

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
Ｐ
Ｍ
Ｓ

　
本
連
載
で
は
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
ご
寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
住
友
電
気
工
業
株
式
会
社
横
浜
製
作

所
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
・
二
戸
由
貴
子
さ
ん
に
、
健
康
経
営
の
実
現
に

向
け
た
取
り
組
み
、
女
性
特
有
の
健
康
課
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
編
集
部
）

（
月
経
前
症
候
群
）
や
月
経

に
伴
う
心
身
の
変
化
に
よ
っ

て
、
仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
半
分
以
下
に
な
る
と
回

答
し
た
人
は
、
約
半
数
に
上

る
と
の
調
査
（
※
注
２
）
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
踏
ま
え
、
18
年
度
よ
り

「
健
康
経
営
銘
柄
」
選
定
に

お
い
て
、
女
性
の
健
康
支
援

が
重
点
化
さ
れ
、
企
業
に
対

し
て
行
う
健
康
経
営
度
調
査

の
質
問
票
の
中
に
は
、
女
性

特
有
の
健
康
課
題
に
つ
い
て

具
体
的
な
質
問
項
目
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
当
社
は
、

健
康
経
営
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
「
健

康
経
営
銘
柄
２
０
２
３
」
に

選
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

住
友
電
工
に
お
け
る�

女
性
の
健
康
支
援
策

　
当
社
は
２
０
２
２
年
か
ら

女
性
の
健
康
支
援
に
本
格
的

に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

私
た
ち
が
目
指
す
も
の
は
、

女
性
が
医
療
や
休
暇
制
度
を

の
健
康
課
題
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、
全
社
員
に
向
け

た
研
修
を
「
女
性
の
健
康
週

間
」
（
３
月
１
～
８
日
）
に

合
わ
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

当
社
で
実
施
し
て
い
る
社
内

ア
ン
ケ
ー
ト
の
デ
ー
タ
分
析

で
も
、
女
性
の
健
康
問
題
は

仕
事
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

下
げ
る
大
き
な
要
因
で
あ

り
、
医
療
分
析
で
も
女
性
特

有
疾
患
の
医
療
費
の
増
加
、

乳
が
ん
罹り

患か
ん

率
の
上
昇
と
い

っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
内
容
は
、
女
性
の
健
康

課
題
や
支
援
だ
け
で
な
く
、

男
性
更
年
期
や
上
司
と
し
て

の
サ
ポ
ー
ト
方
法
を
組
み
込

む
こ
と
で
、
全
社
員
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
う
内
容
に
な

る
よ
う
工
夫
し
ま
し
た
。
全

社
員
で
取
り
組
む
課
題
で
あ

る
と
認
知
し
て
も
ら
う
た
め

に
、
新
入
社
員
研
修
へ
組
み

込
む
な
ど
、
今
後
も
継
続
し

て
情
報
発
信
し
て
い
く
予
定

で
す
。

横
浜
製
作
所
で
の�

女
性
の
健
康
課
題

　
横
浜
製
作
所
で
は
、
女
性

社
員
の
採
用
数
を
増
や
し
、

ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な
く
生

産
ラ
イ
ン
や
保
全
業
務
に
も

女
性
社
員
を
配
属
す
る
取
り

組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い

ま
す
。
た
だ
、
現
在
は
過
渡

期
で
あ
り
女
性
社
員
自
体
が

ま
だ
少
な
く
、
深
夜
業
務
時

に
女
性
が
少
な
い
と
い
っ
た

不
安
や
孤
立
感
、
女
性
特
有

の
健
康
問
題
が
あ
っ
た
時
に

男
性
上
司
に
相
談
し
に
く
い

と
い
っ
た
精
神
的
な
負
担
を

感
じ
て
い
る
こ
と
が
保
健
指

導
を
通
し
て
分
か
り
ま
し

た
。
実
際
、
社
内
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果
で
も
、
女
性

の
比
率
が
低
い
拠
点
の
女
性

社
員
は
、
女
性
比
率
が
高
い

職
場
の
女
性
や
男
性
社
員
に

比
べ
、
ワ
ー
ク
エ
ン
ゲ
ー
ジ

メ
ン
ト（
※
注
３
）が
低
い
傾

向
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
詳

し
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を

行
い
、
得
ら
れ
た
情
報
を
基

に
要
因
を
分
析
し
、
ど
う
い

っ
た
取
り
組
み
が
で
き
る
か

検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

保
健
指
導
を
通
し
て�

思
う
こ
と

　
女
性
特
有
の
健
康
課
題
は

女
性
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

よ
っ
て
異
な
り
、
年
代
に
よ

っ
て
直
面
す
る
健
康
課
題
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
子
育
て
世

代
で
は
、仕
事
、家
事
、育
児

に
追
わ
れ
慢
性
的
に
睡
眠
不

足
の
方
、
更
年
期
に
差
し
掛

か
り
体
調
の
変
化
に
苦
労
さ

れ
て
い
る
方
、
若
年
女
性
で

は
月
経
周
期
の
乱
れ
や
生
理

が
止
ま
っ
た
―
と
い
っ
た
話

を
保
健
指
導
で
伺
い
ま
す
。

特
に
月
経
周
期
の
話
は
日
常

的
に
話
題
に
し
づ
ら
い
こ
と

か
ら
、
な
る
べ
く
こ
ち
ら
か

ら
話
を
向
け
る
よ
う
に
し
、

気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
受

診
を
促
し
て
い
ま
す
。
若
年

世
代
で
は
気
に
な
る
症
状
が

あ
っ
て
も
婦
人
科
受
診
に
一

歩
踏
み
出
せ
な
い
こ
と
も
多

く
、
女
性
医
師
の
い
る
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
紹
介
や
月
経
周
期

を
記
録
し
て
受
診
す
る
よ
う

ア
ド
バ
イ
ス
し
「
今
の
状
態

は
受
診
が
必
要
な
状
態
で
あ

る
」
こ
と
を
伝
え
背
中
を
押

す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
の
社
会
進
出
が
進

み
、
当
社
で
は
ほ
と
ん
ど
の

女
性
社
員
が
結
婚
、
出
産
で

退
職
す
る
こ
と
な
く
就
業
継

続
し
て
い
ま
す
。
少
し
ず
つ

で
す
が
女
性
管
理
職
も
増

え
、
女
性
が
活
躍
す
る
場
面

が
珍
し
く
な
く
な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
流
れ

の
中
で
、
女
性
特
有
の
健
康

課
題
で
自
身
の
キ
ャ
リ
ア
が

中
断
さ
れ
る
こ
と
や
仕
事
の

生
産
性
が
低
下
す
る
こ
と
、

そ
し
て
な
に
よ
り
、
働
く
こ

と
で
体
を
壊
す
こ
と
が
な
い

よ
う
、
一
番
身
近
な
相
談
で

き
る
存
在
と
し
て
直
面
す
る

健
康
課
題
に
寄
り
添
い
、
少

し
で
も
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
注
１
：Tanaka E, M

om
oeda 

M
, Osuga Y et al. J M

ed Econ 
2013; 16(11): 1255-1266

※
注
２
：
日
本
医
療
政
策
機
構

「
働
く
女
性
の
健
康
増
進
に
関

す
る
調
査
」
（
２
０
１
８
年
）

※
注
３
：「
仕
事
か
ら
活
力
を
得

て
い
き
い
き
と
し
て
い
る
」

（
活
力
）、「
仕
事
に
誇
り
と
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
る
」
（
熱

意
）、「
仕
事
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
る
」
（
没
頭
）
の
３
つ
が

揃
っ
た
状
態

（
２
０
２
３
年
12
月
15
日
掲
載
）

　
本
連
載
で
は
職
域
保
健
の
現
場
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
に
様
々
な
取
り
組
み
を
ご

寄
稿
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
回
は
開
業
保
健
師
と
し
て
幅
広
い
分
野
で
ご
活
躍
さ

れ
て
い
る
Ｗ
ｈ
ｏ
ｌ
ｗ
ｅ
ｌ
ｌ
（
ホ
ー
ル
ウ
ェ
ル
）
合
同
会
社
代
表
で
保
健
師
の
松

尾 

玲
奈
さ
ん
に
、
事
業
場
や
自
治
体
で
の
女
性
の
健
康
支
援
、
高
年
齢
女
性
の
労

働
災
害
防
止
な
ど
を
進
め
て
い
く
際
の
意
識
、
心
掛
け
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
。�

（
編
集
部
）

開
業
保
健
師
と
し
て
の
女
性
の
健
康
支
援

の
産
業
保
健
業
務
受
託
と
、

神
奈
川
産
業
保
健
総
合
支
援

セ
ン
タ
ー
の
産
業
保
健
相
談

員
、
ス
ポ
ッ
ト
で
の
研
修
や

健
康
教
育
、
開
業
産
業
医
及

び
開
業
保
健
師
の
事
業
協

力
、
健
康
教
育
動
画
コ
ン
テ

ン
ツ
制
作
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
、
１
社
で

長
く
産
業
保
健
に
従
事
し
た

経
験
を
も
と
に
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
産
業
保
健
以

外
に
も
、
と
あ
る
ご
縁
が
き

っ
か
け
で
自
治
体
の
新
生
児

訪
問
の
お
手
伝
い
を
始
め
ま

し
た
。
最
近
は
新
生
児
の
両

親
と
も
に
就
労
者
で
か
つ
、

父
親
の
育
児
休
業
や
テ
レ
ワ

ー
ク
も
増
え
て
お
り
、
訪
問

時
に
は
両
親
揃
っ
て
お
話
を

伺
う
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
＂
働
く
人
＂
の
生
活
を

地
域
視
点
で
支
援
で
き
る
の

も
、
開
業
保
健
師
に
な
っ
た

か
ら
こ
そ
経
験
で
き
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

女
性
の
健
康
支
援
の
実
際

①�

動
画
に
よ
る
教
育
コ
ン
テ

ン
ツ
の
提
供

女
性
の
健
康
支
援
は
、
健

康
経
営
の
指
標
と
も
な
っ
て

い
ま
す
が
、
何
か
ら
始
め
た

ら
良
い
の
か
お
困
り
の
事
業

場
も
多
い
で
す
。
特
に
コ
ロ

ナ
禍
以
降
、
健
康
教
育
の
動

画
を
作
成
し
て
ご
提
供
す
る

と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
目
立

ち
ま
す
。
女
性
の
健

適
切
に
活
用
し
て
セ
ル
フ
ケ

ア
で
き
る
状
態
を
作
る
だ
け

で
な
く
、
全
社
員
が
女
性
の

健
康
課
題
を
理
解
し
、
互
い

に
サ
ポ
ー
ト
し
あ
う
状
態
を

築
く
こ
と
で
す
。
ま
ず
女
性

（
23
面
の
続
き
）

（
↖
）
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康
に
関
す
る
も
の
と

言
っ
て
も
、
月
経
周
期
、
周

産
期
、
更
年
期
、
プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
と
健
康
と
仕
事
の
調
和

な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

応
じ
て
様
々
な
健
康
課
題
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
日
々
忙
し

く
働
く
現
代
人
に
と
っ
て
の

視
聴
の
し
や
す
さ
を
考
慮

し
、
各
コ
ン
テ
ン
ツ
に
分
か

れ
た
短
い
動
画
が
好
ま
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

受
講
者
に
直
接
届
け
る
た

め
に
は
、
対
面
で
の
教
育
研

修
を
幅
広
く
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
理
想
的
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
職
域
全
体
に
届
け
る

た
め
の
資
源
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
十
分
に
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
点
で
は
、
動
画
コ
ン
テ

ン
ツ
な
ど
に
よ
っ
て
発
信

し
、
少
し
で
も
行
き
渡
る
よ

う
に
働
き
か
け
る
の
も
選
択

肢
の
一
つ
と
捉
え
て
い
ま

す
。動

画
制
作
の
技
術
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
産
業
保
健
の
現

場
に
い
る
保
健
師
だ
か
ら
こ

そ
、
労
働
者
と
の
近
い
距
離

感
で
伝
え
る
こ
と
を
意
識
し

て
制
作
し
、
提
供
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

②
健
康
や
人
生
に
向
き
合
う

こ
と
の
支
援

女
性
の
健
康
問
題
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
生
に
も
関
わ
る

こ
と
が
多
く
、
時
に
重
要
な

決
断
を
迫
ら
れ
ま
す
。

「
月
経
が
つ
ら
い
こ
と
を

職
場
の
誰
に
ど
う
伝
え
た
ら

良
い
か
」

「
不
妊
治
療
が
必
要
だ
が

仕
事
に
も
集
中
し
た
い
」

「
不
妊
治
療
を
い
つ
終
結

さ
せ
る
か
」

「
配
偶
者
と
家
事
や
子
育

て
の
分
担
に
つ
い
て
の
価
値

観
が
異
な
り
、
フ
ラ
ス
ト
レ

ー
シ
ョ
ン
が
溜
ま
る
」

「
介
護
と
仕
事
は
こ
な
し

て
い
る
が
休
息
で
き
て
い
な

い
」「

月
経
困
難
症
の
根
治
手

術
を
提
案
さ
れ
た
が
、
術
後

心
身
と
も
に
ど
う
な
る
の

か
」と

い
っ
た
相
談
に
出
会
う

こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。女

性
の
健
康
問
題
・
人
生

に
ま
つ
わ
る
困
り
事
は
、
時

に
孤
独
な
葛
藤
に
な
り
、
不

安
と
隣
り
合
わ
せ
の
日
常
の

中
で
周
囲
の
何
気
な
い
言
動

に
よ
っ
て
傷
つ
い
て
い
る
場

合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

お
話
を
聴
く
際
は
、
ご
本

人
が
自
身
の
状
況
（
思
考
・

感
情
・
行
動
・
環
境
）
を
客

観
的
に
捉
え
、
自
己
決
定
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
伴
走

的
な
支
援
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
支
援

を
す
る
よ
り
も
、
専
門
医
療

機
関
や
相
談
機
関
の
情
報
、

起
こ
り
得
る
状
況
や
心
情
な

ど
に
つ
い
て
、
私
自
身
が
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。

持
続
的
な
支
援
の
た
め
に

①
情
報
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

保
健
師
と
し
て
も
女
性
の

健
康
に
関
す
る
知
見
や
情
報

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
先
日
は

産
婦
人
科
の
医
師
に
よ
る
女

性
の
健
康
支
援
に
関
す
る
研

修
を
受
講
し
ま
し
た
。
月
経

周
期
、
月
経
困
難
症
、
月
経

随
伴
症
状
、
更
年
期
障
害
、

そ
れ
ら
の
治
療
や
セ
ル
フ
ケ

ア
に
つ
い
て
、
学
び
直
す
貴

重
な
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

女
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
働
く

全
て
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ

き
た
い
内
容
で
し
た
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
フ
ェ

ム
テ
ッ
ク
の
製
品
や
サ
ー
ビ

ス
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
フ

ェ
ム
テ
ッ
ク
と
一
括
り
に
し

て
も
、
月
経
周
期
、
不
妊
治

療
、
生
活
習
慣
な
ど
種
類
も

た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
で
す
。

今
後
こ
れ
ら
を
活
用
す
る
女

性
が
増
え
て
く
る
こ
と
も
予

想
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

抜
く
女
性
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に

適
切
か
つ
有
効
な
ツ
ー
ル
を

使
い
、
セ
ル
フ
ケ
ア
で
き
る

よ
う
に
、
支
援
者
と
し
て
も

医
学
的
な
知
見
と
と
も
に
新

技
術
や
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
収

集
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

②
高
年
齢
女
性
の
労
働
災
害

防
止

第
14
次
労
働
災
害
防
止
計

画
（
２
０
２
３
年
度
か
ら
の

５
か
年
計
画
）
（
※
注
１
）

で
は
、
「
労
働
者
（
中
高
年

齢
者
の
女
性
を
中
心
に
）
の

作
業
行
動
に
起
因
す
る
労
働

災
害
防
止
対
策
の
推
進
」
が

重
点
項
目
の
１
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
の

65
～
69
歳
の
転
倒
災
害
千
人

率
（
※
注
２
）
は
、
25
～
29

歳
に
比
べ
て
男
性
が
４
・
８

倍
、
女
性
は
17
・
６
倍
で
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
高
年
齢
に

な
る
に
つ
れ
男
女
と
も
に
転

倒
災
害
は
発
生
し
や
す
い
も

の
の
、
特
に
女
性
は
年
齢
に

伴
う
骨
密
度
や
体
幹
な
ど
の

身
体
機
能
の
低
下
が
大
き
い

た
め
、
被
災
し
や
す
い
こ
と

が
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

転
倒
災
害
は
、
業
種
に
よ

っ
て
も
災
害
発
生
件
数
は
異

な
り
ま
す
が
、
通
勤
や
職
場

内
で
の
移
動
が
あ
る
以
上
、

あ
ら
ゆ
る
業
種
に
お
い
て
誰

に
で
も
起
こ
り
得
る
こ
と
で

す
。自

分
事
と
し
て
捉
え
て
、

契
約
先
の
業
種
に
拘
ら
ず
、

事
業
場
と
も
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
身
体
機
能

を
維
持
で
き
る
よ
う
な
生
活

習
慣
へ
の
支
援
を
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

※
注
１
:
厚
生
労
働
省
「
第
14

次
労
働
災
害
防
止
計
画
」
（
２

０
２
３
年
３
月
）

※
注
２
:
厚
生
労
働
省
「
令
和

４
年
労
働
災
害
発
生
状
況
の
概

要
」
令
和
４
年
労
働
災
害
発
生

状
況
の
分
析
等
（
２
０
２
３
年

５
月
）

（
２
０
２
４
年
１
月
１
日
掲
載
）

◆
　
◆
　
◆

新
年
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
早
い
も
の
で
相
談
業
務

に
従
事
し
て
5
年
目
に
入
り

ま
す
。
本
会
の
相
談
員
は
多

様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

持
ち
、
専
門
と
す
る
分
野
も

さ
ま
ざ
ま
な
ユ
ニ
ー
ク
な
集

団
で
す
。

あ
る
日
の
こ
と
、
杉
村
セ

ン
タ
ー
長
の
「
相
談
員
さ
ん

そ
れ
ぞ
れ
に
、
こ
れ
が
得

意
！
　
と
胸
を
張
っ
て
言
え

る
分
野
が
あ
る
と
良
い
よ

ね
」
と
い
う
一
言
が
胸
に
突

き
刺
さ
り
ま
し
た
。
得
意
分

野
と
は
ま
だ
程
遠
い
も
の

の
、
か
ね
て
か
ら
障
害
が
あ

る
方
（
以
下
障
害
者
）
へ
の

性
教
育
に
関
心
が
あ
り
ま
し

た
。
性
教
育
は
、
た
だ
で
さ

え「
寝
た
子
を
起
こ
す
な
」と

い
う
言
葉
に
縛
ら
れ
、殊
に
、

障
害
者
を
対
象
と
し
た
性
教

育
は
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
一
方
で
、
２
０
１
３

年
に
施
行
さ
れ
た
障
害
者
総

合
支
援
法
の
基
本
理
念
の
中

で
は
、「
全
て
の
国
民
が
、
障

害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

等
し
く
基
本
的
人
権
を
享
有

す
る
か
け
が
え
の
な
い
個
人

と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も
の
」

と
明
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
14
年
に
国
が
批
准

し
て
い
る
障
害
者
権
利
条
約

に
は
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ラ
イ

ツ
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
こ

と
か
ら
も
、
個
々
の
障
害
者

へ
の
適
切
な
性
教
育
は
国
と

し
て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

数
は
少
な
い
で
す
が
、
本

会
へ
も
障
害
が
あ
る
思
春
期

世
代
の
親
御
さ
ん
か
ら
相
談

が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

10
代
男
子
。
知
的
障
害
と

視
覚
障
害
あ
り
。
特
別
支
援

学
級
の
同
級
生
の
彼
女
が
で

き
た
が
、ス
キ
ン
シ
ッ
プ
が
激

し
い
。
学
校
で
は
性
教
育
も

さ
れ
て
い
て
、
コ
ン
ド
ー
ム

装
着
の
練
習
も
し
て
い
る
。

養
護
教
諭
か
ら
は
、
「
賛
否

両
論
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
の

場
そ
の
場
で
具
体
的
な
指
導

を
し
て
い
く
し
か
な
い
」
と

言
わ
れ
て
い
る
。
親
と
し
て

は
ど
う
し
て
い
こ
う
か
⋮
。

10
代
女
子
。
発
達
障
害
と

知
的
障
害
あ
り
。
通
信
制
高

校
と
福
祉
施
設
で
職
業
訓
練

を
受
け
て
い
る
。
学
校
で
彼

氏
が
で
き
、
直
後
よ
り
性
行

為
に
夢
中
に
な
っ
た
。
学
校

の
先
生
、
相
談
員
と
の
連
携

や
家
族
の
話
し
合
い
の
も

と
、
い
っ
た
ん
は
別
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、
結
局
は
隠

れ
た
と
こ
ろ
で
連
絡
を
取
り

合
い
、
再
び
毎
日
性
行
為
を

し
て
い
る
と
い
う
事
態
が
発

覚
し
た
。
問
い
詰
め
れ
ば
大

暴
れ
す
る
。
ど
う
し
た
ら
良

い
の
か
⋮
。

ど
ち
ら
も
容
易
で
は
な
い

事
例
で
す
。

幸
い
な
の
は
、
ど
ち
ら
も

既
に
担
当
の
先
生
や
養
護
教

諭
、
相
談
員
な
ど
当
事
者
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
連
携

が
取
れ
て
い
る
点
で
し
ょ

う
。
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
性
教
育
で
伝
え
る
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
同
じ
で
す
。
人

間
関
係
や
恋
愛
に
関
し
て
、

月
経
・
妊
娠
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
、
避
妊
法
ｅ
ｔ
ｃ
⋮
。
と

は
い
え
、
特
別
な
ニ
ー
ズ
へ

の
配
慮
と
工
夫
も
不
可
欠
に

な
り
ま
す
。
理
解
が
促
せ
る

よ
う
に
、
発
達
段
階
や
理
解

力
に
合
わ
せ
た
教
材
や
伝
え

方
の
工
夫
、
そ
し
て
性
教
育

実
施
後
の
評
価
。
一
度
で
終

わ
ら
ず
繰
り
返
し
行
う
こ
と

が
と
て
も
大
切
で
す
。

私
は
大
学
院
時
代
の
研
究

で
、
軽
度
知
的
障
害
者
へ
の

性
教
育
の
ニ
ー
ズ
に
関
し
て

当
事
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
結

果
、
「
自
分
の
家
族
が
欲
し

い
・
作
り
た
い
」
と
い
う
ニ

ー
ズ
が
あ
り
ま
し
た
。
恋
愛

が
し
た
い
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が

欲
し
い
と
い
う
欲
求
は
誰
し

も
が
抱
き
得
る
も
の
。
支
援

者
と
し
て
は
、
当
事
者
の

方
々
が
い
か
に
「
安
全
に
」

ニ
ー
ズ
と
向
き
合
え
る
か
、

個
別
性
に
応
じ
た
性
教
育
の

試
行
錯
誤
が
必
要
と
な
る
で

し
ょ
う
。

ま
だ
ま
だ
障
害
者
の
方
へ

の
性
教
育
は
現
場
経
験
が
浅

い
た
め
、
学
ぶ
機
会
を
求
め

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

東
京
都
か
ら
の
委
託
で
本

会
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
開
設

さ
れ
た
１
９
９
７
年
当
時

は
、
子
ど
も
の
い
な
い
人
に

対
す
る
周
囲
の
ま
な
ざ
し
は

厳
し
く
、
心
の
傷
と
な
る
よ

う
な
暴
言
に
さ
ら
さ
れ
る
当

事
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
「
子
ど
も
は
ま
だ

か
と
言
わ
れ
る
の
が
つ
ら

い
」
と
い
う
声
は
、
頻
繁
に

聞
か
れ
た
も
の
で
す
。

文
部
科
学
省
初
等
中
等
教

育
局
児
童
生
徒
課
の
「
令
和

３
年
度
児
童
生
徒
の
問
題
行

動
・
不
登
校
等
生
徒
指
導
上

の
諸
課
題
に
関
す
る
調
査
」

に
よ
る
と
、
不
登
校
の
子
ど

も
た
ち
は
年
々
増
加
し
、
現

在
は
、
中
学
生
の
20
人
に
１

人
が
不
登
校
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
本
会
の
思
春
期
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
相
談
に
も
、
不
登
校
の

子
ど
も
か
ら
の
相
談
も
時
々

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

あ
る
男
子
中
学
生
か
ら

「
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

や
め
ら
れ
な
く
て
、
学
校
に

行
け
な
い
」
と
い
う
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。
「
マ
ス
タ
ー

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
や
め
ら
れ
な

医
療
の
場
も
例
外
で
は
な

く
、
通
院
中
の
女
性
が
仕
事

上
の
都
合
を
医
師
に
伝
え
る

と
、
「
あ
な
た
は
子
ど
も
と

仕
事
、
ど
っ
ち
が
大
事
な
ん

で
す
か
！
？
」
と
叱
咤
さ
れ

た
と
い
う
例
も
あ
り
ま
し

た
。
仕
事
と
通
院
の
両
立
を

支
援
す
る
よ
う
な
発
想
す
ら

全
く
な
か
っ
た
の
で
す
。

「
子
ど
も
の
い
な
い
女
性
は

成
長
し
な
い
」
な
ど
と
い
う

偏
見
も
、
ま
こ
と
し
や
か
に

語
ら
れ
て
い
た
時
代
で
も
あ

り
ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会

へ
の
危
機
感
も
煽
ら
れ
、

「
子
ど
も
の
い
な
い
人
は
年

金
を
も
ら
う
資
格
が
な
い
」

と
い
っ
た
声
さ
え
新
聞
紙
上

に
掲
載
さ
れ
る
時
代
で
も
あ

り
ま
し
た
。
あ
る
女
性
は
流

産
し
て
間
も
な
い
頃
、
身
近

な
人
に
「
う
ち
の
３
人
の
息

子
た
ち
は
、
子
ど
も
の
い
な

い
お
前
た
ち
の
老
後
の
面
倒

も
見
る
ん
だ
ぞ
」
と
言
わ

れ
、
立
ち
直
れ
な
く
な
っ
た

と
訴
え
て
い
ま
し
た
。

電
話
口
で
そ
の
よ
う
な
声

を
聴
き
な
が
ら
、
な
ん
と
狭

量
な
社
会
な
の
か
と
、
私
も

ま
た
憤
ま
ん
や
る
か
た
な
い

思
い
を
抱
い
て
い
た
も
の
で

す
。
そ
ん
な
中
、
長
い
間
不

い
こ
と
」
と
「
学
校
に
行
け

な
い
こ
と
」
、
こ
の
中
学
生

に
と
っ
て
ど
ち
ら
が
相
談
の

主
軸
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し

た
。
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン

は
成
長
の
過
程
で
必
要
な
自

然
な
行
為
で
あ
り
、
そ
の
回

数
に
制
限
も
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
そ
の
行
為
が
や
め

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

自
制
す
る
感
情
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
て
い
な
い
状
況
な

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
「
学
校
に
行
け
な
い
」

の
背
景
に
は
、
学
校
で
の
い

じ
め
の
経
験
や
学
業
不
振
、

教
師
の
強
い
叱
責
に
よ
る
恐

怖
体
験
、
親
と
の
不
和
な
ど

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
男
子
中
学
生

が
学
校
に
行
け
な
い
こ
と
へ

の
罪
悪
感
や
不
安
を
抱
え
、

孤
独
な
日
々
を
過
ご
し
て
い

る
生
活
が
想
像
で
き
ま
す
。

マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
そ

ん
な
不
安
や
緊
張
を
和
ら
げ

る
た
め
の
方
法
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
私
は
学
校
に
行

け
な
い
事
へ
の
不
安
に
共
感

し
、
マ
ス
タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン

自
体
に
問
題
は
な
い
こ
と
を

伝
え
、
も
し
何
か
家
庭
や
学

校
に
心
配
ご
と
を
抱
え
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
を
専

門
と
す
る
相
談
先
の
情
報
を

伝
え
ま
し
た
。

電
話
相
談
の
頃
に
も
、
同

じ
よ
う
な
相
談
は
幾
度
と
な

く
あ
り
ま
し
た
。
会
話
の
キ

ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
繰
り
返

し
、
い
ち
ば
ん
相
談
し
た
い

こ
と
、
困
っ
て
い
る
こ
と
を

聞
き
出
し
、
確
認
し
な
が
ら

回
答
し
て
い
ま
し
た
。
声
の

感
じ
で
回
答
に
納
得
し
て
く

れ
た
か
も
あ
る
程
度
察
し
が

つ
い
た
も
の
で
す
。
し
か
し

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
場
合
に

は
、
少
な
い
文
字
情
報
の
中

妊
に
悩
ん
で
い
た
Ａ
さ
ん

が
、
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
あ
る
日
父
に
『
私
に
子

ど
も
が
い
な
い
こ
と
、
お
父

さ
ん
は
ど
う
思
っ
て
い
る

の
？
』
っ
て
、
訊
い
て
み
た

ん
で
す
ね
。
そ
の
瞬
間
、
私

の
内
側
で
パ
リ
ッ
と
音
が
し

た
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
自

分
の
殻
、
破
っ
た
音
だ
っ
た

と
思
う
。
す
る
と
父
が
し
み

じ
み
と
こ
う
言
っ
た
ん
で

す
。
『
子
ど
も
が
い
る
か
い

な
い
か
な
ん
て
、
ど
う
で
も

い
い
こ
と
や
。
肝
心
な
の

は
、
自
分
の
人
生
を
ど
う
生

き
る
か
っ
て
こ
と
だ
ろ
う
？
　

子
ど
も
が
い
る
か
ら
幸
せ
に

な
る
っ
て
も
ん
じ
ゃ
な
い
』

っ
て
。
そ
こ
で
私
が
『
で
も

ね
、
お
父
さ
ん
だ
っ
て
、
孫

が
い
た
ら
⋮
っ
て
、
考
え
る

こ
と
は
あ
る
で
し
ょ
う
？
』

っ
て
言
っ
た
ら
、
『
そ
り
ゃ

あ
る
さ
。
孫
が
い
た
ら
と
想

像
す
る
の
は
当
た
り
前
だ

ろ
。
そ
ん
な
こ
と
よ
り
お
父

さ
ん
は
、
お
ま
え
が
ど
う
生

き
る
か
の
方
が
大
事
な
ん
だ

よ
』
っ
て
⋮
。
父
の
ひ
と

言
、
ひ
と
言
が
か
ら
だ
に
染

み
て
き
て
、
涙
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ

出
て
き
て
止
ま
ら
な
か
っ

た
。
す
る
と
『
つ
ら
く
て
泣

き
た
く
な
っ
た
と
き
は
、
家

に
泣
き
に
く
れ
ば
い
い
。
何

の
た
め
に
親
が
い
る
と
思
っ

て
る
ん
だ
』
っ
て
⋮
。
父
の

こ
の
言
葉
に
す
ご
く
支
え
ら

れ
た
ん
で
す
ね
。
今
の
私
が

大
事
に
さ
れ
て
る
っ
て
、
分

か
っ
た
か
ら
」

こ
の
お
話
に
、
私
も
胸
を

打
た
れ
て
感
動
し
て
い
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ

の
後
、
四
半
世
紀
が
流
れ
ま

し
た
。
「
子
ど
も
は
ま
だ

か
」
と
い
う
圧
力
や
偏
見
に

苦
し
ん
で
い
る
と
い
う
声
は

徐
々
に
減
少
し
、
最
近
の
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
で
は
、
ま
れ
に

聞
か
れ
る
程
度
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
は
何
を
意
味
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。
産
む
も
産

ま
な
い
も
等
価
で
認
め
る
社

会
に
な
っ
て
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
と
も
単
に
「
子

ど
も
は
ま
だ
か
と
訊
く
べ
き

で
は
な
い
」
と
い
っ
た
社
会

規
範
が
つ
く
ら
れ
た
だ
け
な

の
で
し
ょ
う
か
。
高
齢
化
の

危
機
が
強
調
さ
れ
、
少
子
化

対
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ

て
い
る
昨
今
で
す
。
そ
ん
な

ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
た
び
に
、

国
の
政
策
が
か
つ
て
の
価
値

観
や
偏
見
と
結
び
つ
い
て
、

再
び
当
事
者
を
苦
し
め
る
よ

う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
だ
ろ

う
か
と
、
ふ
と
心
配
に
な
り

ま
す
。
と
同
時
に
、
Ａ
さ
ん

の
親
御
さ
ん
の
よ
う
な
方
が

日
本
社
会
に
増
え
て
い
き
ま

す
よ
う
に
⋮
と
願
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。

（
↙
）

（
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で
、
相
談
者
が
本
当
に
相
談

し
た
い
こ
と
は
何
な
の
か
を

感
じ
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
難
し
さ
が
あ
り
ま

す
。
同
一
人
物
か
ら
の
相
談

で
あ
っ
て
も
、
名
前
を
変
え

て
相
談
し
て
き
た
場
合
に
、

そ
れ
に
気
が
付
き
に
く
い
点

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

回
答
に
お
い
て
も
、
相
談
者

へ
の
気
遣
い
を
行
い
つ
つ
、

要
点
を
わ
か
り
や
す
い
文
章

で
表
現
す
る
こ
と
の
難
し
さ

を
日
々
痛
感
し
て
い
ま
す
。

電
話
相
談
か
ら
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
に
移
行
し
、
そ
の
相
談

内
容
に
関
し
て
は
、
よ
り
リ

ア
ル
で
深
刻
な
内
容
が
増
え

た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。

今
後
、
不
登
校
の
子
ど
も
た

ち
か
ら
の
相
談
も
増
え
て
く

る
で
し
ょ
う
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相

談
は
相
談
者
に
と
っ
て
は
相

談
し
や
す
く
、
相
談
員
に
と

っ
て
は
対
応
が
難
し
い
部
分

が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
学
習

と
経
験
を
積
む
こ
と
で
、
私

自
身
が
思
春
期
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相

談
員
と
し
て
の
ス
キ
ル
を
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
に
は
、
女
性
か
ら

の
相
談
が
圧
倒
的
に
多
い
の

で
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
男
性

か
ら
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
男
性

か
ら
の
相
談
内
容
の
一
つ

に
、
タ
イ
ミ
ン
グ
法
を
行
っ

て
い
る
時
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

が
あ
り
ま
す
。

タ
イ
ミ
ン
グ
法
を
女
性
の

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
」
と

は
、
『
看
護
学
大
辞
典
』

（
第
６
版
　
メ
ヂ
カ
ル
フ
レ

ン
ド
社
　
２
０
１
３
）
に
よ

る
と
、
「
人
間
の
生
活
周
期

の
こ
と
で
あ
り
、
人
間
は
一

生
の
間
に
、
成
長
→
結
婚
→

子
ど
も
の
出
生
→
子
ど
も
の

成
長
と
結
婚
→
自
ら
の
老
衰

と
い
う
順
序
を
経
る
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
（
も
っ
と
も

最
近
は
、
結
婚
や
子
ど
も
に

つ
い
て
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に

組
み
込
む
か
は
個
人
に
よ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
が
）
。
一

方
で
、
人
に
は
「
発
達
段

階
」
が
あ
り
ま
す
。
近
年
の

日
本
人
の
生
活
は
多
忙
で
多

様
で
あ
り
、
様
々
な
選
択
肢

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
看
護

職
は
、
「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
」
と
「
発
達
段
階
」
を
理

解
し
、
対
象
者
個
別
の
健
康

問
題
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
女
性
の
思
春

期
（
８
～
１８
歳
ご
ろ
）
や
更

年
期
（
４５
～
６０
歳
ご
ろ
）
の

健
康
問
題
は
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。
先
日
、
１０
年
目
に
し
て

初
め
て
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
外

来
業
務
を
担
当
し
ま
し
た
。

そ
の
時
に
来
院
さ
れ
て
い
た

方
の
話
を
聞
き
、
更
年
期
の

ピ
ル
と
健
康
問
題
に
つ
い
て

考
え
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
４０
代
で
あ
る
そ
の
方
が

「
ピ
ル
を
い
つ
ま
で
飲
み
続

け
る
か
」
に
つ
い
て
、
医
師

に
相
談
し
て
い
ま
し
た
。
２０

年
来
ピ
ル
を
服
用
し
て
い

る
、
と
の
こ
と
で
「
ピ
ル
の

あ
る
生
活
が
当
た
り
前
過
ぎ

て
、
飲
ま
な
い
生
活
は
想
像

で
き
な
い
。
月
経
前
の
便
秘

や
頭
痛
な
ど
も
ピ
ル
で
軽
減

さ
れ
て
い
る
の
で
、
や
め
る

の
は
少
し
怖
い
」
と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

一
般
的
に
、
更
年
期
に
起

こ
り
や
す
い
健
康
問
題
に

は
、
う
つ
、
子
宮
体
が
ん
、

卵
巣
が
ん
、
乳
が
ん
等
が
あ

り
ま
す
。
加
齢
と
と
も
に
生

活
習
慣
病
も
増
加
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
将
来
に
影
響
す
る

心
配
な
病
気
で
す
。
し
か

し
、
個
人
が
感
じ
る
病
気
の

深
刻
さ
は
、
疾
患
名
と
必
ず

し
も
一
致
し
ま
せ
ん
。
月
経

前
の
「
便
秘
」
や
「
頭
痛
」

も
ご
本
人
に
と
っ
て
は
深
刻

な
症
状
と
な
り
得
ま
す
。

日
本
で
低
用
量
ピ
ル
が
承

認
さ
れ
た
の
は
、
１
９
９
９

年
６
月
１７
日
（
発
売
開
始
は

９
月
２
日
）
で
、
当
時
、
国

連
加
盟
国
で
承
認
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
は
日
本
だ
け
で

し
た
。
低
用
量
ピ
ル
は
避
妊

以
外
に
も
女
性
に
と
っ
て
メ

リ
ッ
ト
が
多
い
の
で
す
が
、

全
国
調
査
「
第
８
回
男
女
の

生
活
と
意
識
に
関
す
る
調

査
」
（
日
本
家
族
計
画
協
会 

２
０
１
７
）
に
よ
れ
ば
、
女

性
ホ
ル
モ
ン
剤
（
Ｏ
Ｃ
と
Ｌ

Ｅ
Ｐ
）
の
使
用
率
は
４
・
２

％
で
し
た
。
ま
た
、
女
性
ホ

ル
モ
ン
剤
を
使
用
し
た
く
な

い
理
由
は
、
「
副
作
用
が
心

配
」
が
４７
・
６
％
を
占
め
て

い
ま
し
た
。
「
ピ
ル
＝
副
作

用
」
の
イ
メ
ー
ジ
は
根
強
い

こ
と
が
伺
え
ま
す
。
一
方

で
、
先
日
の
ピ
ル
ユ
ー
ザ
ー

さ
ん
の
よ
う
に
低
用
量
ピ
ル

を
使
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
日

常
生
活
の
「
当
た
り
前
」
に

な
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

彼
女
の
不
安
は
、
自
分
で
自

分
の
健
康
を
考
え
行
動
し
て

い
る
結
果
で
あ
り
、
低
用
量

ピ
ル
の
メ
リ
ッ
ト
が
デ
メ
リ

ッ
ト
を
大
き
く
上
回
っ
て
い

る
結
果
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。昨

今
、
「
プ
レ
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
ケ
ア
」
と
い
う
考
え

方
が
盛
ん
に
聞
こ
え
て
き
ま

す
。
予
期
し
な
い
妊
娠
や
性

感
染
症
、
性
暴
力
等
の
社
会

的
課
題
の
根
本
に
、
若
い
人

た
ち
に
十
分
な
健
康
教
育
が

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が

関
連
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
１０
年
目
の
相
談
員

と
し
て
、
自
身
の
健
康
の
た

め
の
知
識
と
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
選
択
し
て
い
け
る
よ
う

な
女
性
が
も
っ
と
も
っ
と
増

え
る
よ
う
に
、
活
動
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

立
場
か
ら
考
え
る
と
、
通
院

な
ど
は
自
分
自
身
で
行
動
で

き
ま
す
が
、
排
卵
時
期
に
合

わ
せ
て
夫
婦
生
活
を
行
う
こ

と
は
夫
婦
で
の
共
同
作
業
に

な
り
、
ど
ち
ら
か
一
人
で
は

ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。「

こ
の
日
の
た
め
に
１
か

月
間
準
備
し
て
き
た
の
だ
か

ら
、
１
日
だ
け
、
月
１
回
の

排
卵
日
、
協
力
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
で
夫
に
協

力
を
求
め
ま
す
。
排
卵
日
に

夫
婦
生
活
が
成
立
し
な
か
っ

た
と
き
、
女
性
は
「
自
分
は

何
を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

こ
の
１
か
月
間
が
無
駄
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
」
と
む
な
し

さ
な
ど
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
す
。

で
は
、
男
性
の
立
場
で

は
、
排
卵
日
の
夫
婦
生
活
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
る
の

で
し
ょ
う
か
。

「
妻
は
大
変
な
不
妊
治
療

を
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
。

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
で
き

る
だ
け
や
り
、
妻
に
協
力
し

た
い
」

―
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
る
一
方
で
、

「
妻
は
一
生
懸
命
に
不
妊

治
療
を
や
っ
て
く
れ
て
い

る
。
自
分
も
子
ど
も
が
欲
し

い
。
そ
の
気
持
ち
は
妻
と
同

じ
。
で
も
、
妻
の
切
実
な
協

力
を
願
う
気
持
ち
が
、
大
き

な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
な
っ
て

し
ま
う
。
心
と
体
が
一
致
し

な
い
。
体
が
言
う
こ
と
を
聞

い
て
く
れ
な
い
」

「
自
分
の
男
性
と
し
て
の

評
価
が
、
こ
の
日
の
夫
婦
生

活
で
決
ま
っ
て
し
ま
う
よ
う

に
感
じ
て
し
ま
い
、
強
い
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
し
ま

う
。
ま
る
で
男
性
と
し
て
テ

ス
ト
を
受
け
て
い
る
よ
う

だ
。
１
回
の
行
為
の
結
果

で
、
自
分
の
男
性
と
し
て
の

価
値
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
う

よ
う
に
感
じ
る
。
排
卵
日
に

は
家
に
帰
る
が
、
つ
ら
く
て

仕
方
が
な
い
」

「
以
前
は
、
夫
婦
の
間
で

夫
婦
生
活
を
楽
し
く
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
た
。
し
か

し
、
妊
娠
を
意
識
す
る
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
夫
婦
生
活

が
仕
事
に
な
り
、
感
情
が
ど

こ
か
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
よ

う
に
感
じ
る
。
妻
に
対
す
る

感
情
は
、
今
ま
で
と
同
じ
で

変
わ
ら
な
い
が
、
機
械
的
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

が
つ
ら
い
。
自
分
が
精
子
を

運
ぶ
価
値
し
か
な
い
よ
う
に

感
じ
て
し
ま
う
」

―
な
ど
、
排
卵
日
に
合
わ

せ
て
夫
婦
生
活
を
行
う
こ
と

へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
や
葛
藤

を
話
さ
れ
る
方
々
が
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
悩
み
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
法

を
試
み
る
期
間
が
長
く
な
る

に
つ
れ
て
多
く
な
る
よ
う
で

す
。
ご
自
身
の
気
持
ち
を
話

し
、
こ
の
よ
う
に
悩
ん
で
い

る
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い

こ
と
を
知
る
と
ホ
ッ
と
さ
れ

ま
す
。

Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
保
健
相

談
士
Ⓡ
と
し
て
思
春
期
相
談

を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、

い
つ
の
間
に
か
２０
年
が
過

ぎ
、
気
付
い
た
ら
相
談
員
の

中
で
最
年
長
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。相
談
員
を
始
め
た
頃
、

思
春
期
の
真
っ
只
中
に
い
た

娘
も
、
押
し
も
押
さ
れ
も
せ

ぬ
成
年
女
性
に
な
り
、
こ
こ

数
年
は
性
の
多
様
性
や
妊

娠
・
出
産
に
関
す
る
価
値
観

な
ど
に
つ
い
て
話
す
中
で
、

私
自
身
の
思
い
込
み
や
限
界

に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
も
増

え
て
き
ま
し
た
。
若
い
相
談

員
仲
間
に
は
娘
と
同
じ
年
代

の
か
た
が
た
が
増
え
、
豊
富

な
知
識
や
新
鮮
な
感
性
、
ま

た
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ

ル
ス
／
ラ
イ
ツ
を
守
る
た
め

に
役
立
ち
た
い
と
い
う
熱
い

思
い
に
触
れ
、
と
て
も
頼
も

し
く
感
じ
て
い
ま
す
。

相
談
員
に
な
り
た
て
の
頃

は
、
電
話
相
談
の
件
数
が
多

く
、
ど
ん
な
相
談
が
飛
び
出

す
か
分
か
ら
ず
、
毎
回
戦
々

恐
々
と
し
て
い
ま
し
た
。
新

米
相
談
員
の
不
安
を
よ
そ

に
、
容
赦
無
く
ひ
っ
き
り
な

し
に
電
話
が
鳴
り
、
一
つ
一

つ
の
相
談
に
必
死
で
向
き
合

う
こ
と
が
、
何
よ
り
の
勉

強
、
そ
し
て
訓
練
と
な
っ
て

い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

２０
年
前
に
は
想
像
も
し
な

か
っ
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利

用
の
拡
大
、
情
報
量
の
増

大
、
価
値
観
の
多
様
化
に
伴

い
、
昨
年
度
よ
り
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ

の
思
春
期
相
談
も
電
話
相
談

か
ら
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
に
移

行
し
、
今
年
で
３
年
目
に
入

り
ま
し
た
。
電
話
か
ら
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
に
変
わ
っ
て
も
、
思
春

期
の
悩
み
の
中
身
が
大
き
く

変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
男
性

の
相
談
で
は
、
包
茎
と
マ
ス

タ
ー
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
悩
み
が

不
動
の
地
位
を
占
め
て
い
ま

す
。
一
方
、
女
性
で
は
月

経
・
妊
娠
不
安
・
緊
急
避

妊
、
低
用
量
ピ
ル
に
つ
い
て

の
相
談
が
多
い
の
は
変
わ
ら

な
い
の
で
す
が
、
そ
う
し
た

相
談
の
垣
間
に
人
間
関
係
、

性
や
自
分
の
健
康
に
お
け
る

主
体
性
の
課
題
が
感
じ
ら
れ

る
こ
と
が
増
え
て
い
る
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
の
良
い
と

こ
ろ
の
一
つ
に
、
相
談
員
が

い
っ
た
ん
自
分
の
中
に
落
と

し
込
ん
で
、
時
に
は
複
数
の

相
談
員
で
話
し
合
う
こ
と
で

多
面
的
な
視
点
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
点
が
あ
り
ま
す
。

表
面
的
に
は
妊
娠
不
安
の
相

談
の
陰
に
、
同
意
の
な
い
性

行
為
が
隠
れ
て
い
た
り
、
生

理
痛
の
相
談
に
親
と
の
価
値

観
の
違
い
に
悩
ん
で
い
る
様

子
が
う
か
が
え
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

時
、
医
療
的
な
情
報
だ
け
で

な
く
、
情
報
を
活
用
し
て
自

分
自
身
を
守
る
た
め
の
行
動

が
起
こ
せ
る
よ
う
に
、
そ
っ

と
背
中
を
押
せ
る
言
葉
が
な

い
だ
ろ
う
か
と
、
一
呼
吸
お

い
て
考
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
で
の

相
談
員
の
腕
の
見
せ
所
と
言

っ
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
文
字
だ
け
の
や
り
取
り

で
あ
る
た
め
、
相
談
に
応
え

る
最
初
の
受
け
止
め
は
と
て

も
重
要
で
す
。
内
容
に
関
わ

ら
ず
、
人
か
ら
言
わ
れ
た
の

で
は
な
く
、
自
分
で
主
体
的

に
相
談
し
て
く
れ
た
勇
気
を

認
め
、
労
い
ま
す
。
思
春
期

の
相
談
は
幅
広
く
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
相
談
で
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
適

切
な
窓
口
を
見
つ
け
た
り
、

ま
た
相
談
し
て
み
よ
う
と
思

え
る
体
験
に
な
る
よ
う
に
、

丁
寧
に
応
答
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

に
科
学
や
技
術
が
進
ん
で

も
、
相
談
の
形
が
変
わ
っ
て

も
、一
人
で
悩
み
、立
ち
す
く

ん
で
い
る
若
者
が
相
談
窓
口

の
向
こ
う
側
に
い
て
、
誰
か

と
つ
な
が
ろ
う
と
一
歩
踏
み

出
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を

大
切
に
、
相
談
す
る
力
、
人

と
つ
な
が
る
力
を
育
て
て
い

く
た
め
の
や
り
取
り
を
、
一

つ
で
も
多
く
積
み
重
ね
て
行

け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

し
か
し
、
妊
娠
の
性
役
割

は
女
性
と
男
性
で
は
違
う
こ

と
も
あ
り
、
問
題
解
決
は
難

し
く
、
夫
婦
で
お
互
い
の
気

持
ち
を
伝
え
合
え
ば
、
必
ず

し
も
解
決
す
る
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
夫
婦
間
で
話
す
こ
と
自

体
が
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
男
性
も
不
妊
の
悩
み
を

一
人
で
抱
え
ず
、
安
心
し
て

話
せ
る
場
所
が
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
が
果
た
せ
る

役
割
が
一
つ
増
え
た
。
そ
ん

な
思
い
で
い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

こ
の
１０
月
末
で
、
本
会
ク

リ
ニ
ッ
ク
が
４５
年
間
の
診
療

施
設
と
し
て
の
幕
を
閉
じ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
思
春

期
婦
人
科
外
来
と
し
て
歴
史

の
あ
る
場
所
で
あ
り
、
私
た

ち
Ｊ
Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
保
健
相

談
士
Ⓡ
に
と
っ
て
も
経
験
を

生
か
せ
る
場
所
で
も
あ
り
ま

し
た
。

本
会
が
最
初
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
新
宿
区
四
ツ
谷
の
主
婦

会
館
に
開
い
た
の
は
１
９
７

８
年
。
翌
７９
年
、
性
教
育
が

ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い
時

代
、
同
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
に
電

話
相
談
室
を
ス
タ
ー
ト
。
正

し
い
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い

時
代
。
子
ど
も
た
ち
の
リ
プ

ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ヘ
ル
ス
／

ラ
イ
ツ
（
性
と
生
殖
に
関
す

る
健
康
と
権
利
）
が
守
ら

れ
、
全
国
に
性
教
育
が
浸
透

し
て
い
っ
た
原
点
と
い
え
ま

す
。Ｊ

Ｆ
Ｐ
Ａ
思
春
期
保
健
セ

ミ
ナ
ー
Ⓡ
、
受
胎
調
節
実
地

指
導
員
認
定
講
習
会
、
指
導

者
の
た
め
の
避
妊
と
性
感
染

症
予
防
セ
ミ
ナ
ー
（
Ｓ
Ｈ
Ｒ

セ
ミ
ナ
ー
）
の
各
講
義
で

は
、
必
ず
市
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
症
例
が
上
が
り
、
そ
の
中

で
北
村
先
生
や
杉
村
家
族
計

画
研
究
セ
ン
タ
ー
長
、
相
談

員
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、
現
場
で
も
生
か
せ
る

も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
性
教
育
の
重
要
性
や
関

り
方
も
改
め
て
考
え
直
す
こ

と
が
で
き
学
び
が
あ
り
ま
し

た
。自

身
の
職
場
で
若
年
妊

娠
・
中
絶
の
対
応
を
す
る

際
、
親
御
さ
ん
か
ら
「
（
子

ど
も
に
）
普
通
の
学
生
生
活

を
送
っ
て
ほ
し
か
っ
た
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ご
本
人
に
は
自
分
の
か

ら
だ
と
心
を
大
切
に
す
る
た

め
に
も
、
信
頼
で
き
る
大
人

を
味
方
に
付
け
悩
み
を
話
せ

る
環
境
づ
く
り
が
重
要
だ
と

話
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
失
敗
で
は
な
く
生
き
る

糧
に
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
思
春
期
の
緊
急
避
妊
、
月

経
困
難
症
や
Ｐ
Ｍ
Ｓ
、
Ｓ
Ｔ

Ｉ
の
治
療
、
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
、

性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
相

談
で
も
同
じ
で
あ
り
、
自
分

が
対
応
で
き
な
い
こ
と
は
、

思
春
期
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
公

的
な
相
談
、
学
校
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
児
童
精
神
科
な
ど
の

情
報
を
提
供
す
る
よ
う
に
努

め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
考

え
は
相
談
や
外
来
に
関
わ
っ

て
き
た
中
で
身
に
付
い
た
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

北
村
先
生
の
ご
著
書
『
テ

ィ
ー
ン
ズ
・
ボ
デ
ィ
ー
ブ
ッ

ク
』
（
中
央
公
論
新
社
）
の

中
の
言
葉

＂
自
分
で
守
れ
。
君
の
か

ら
だ
、
君
の
人
生
＂

は
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
言
葉
の
一
つ
で
す
。

私
も
思
春
期
の
子
ど
も
が

お
り
、
た
く
さ
ん
の
人
の
サ

ポ
ー
ト
や
知
恵
を
頂
き
子
育

て
を
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

市
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
の
時
間

を
通
し
て
、
親
と
し
て
も
思

春
期
に
関
わ
る
指
導
者
と
し

て
も
貴
重
な
経
験
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

世
代
に
合
っ
た
包
括
的
な

性
教
育
が
必
要
と
さ
れ
る
現

在
。
思
春
期
相
談
も
柔
軟
に

対
応
で
き
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
へ
と

転
換
し
、
相
談
内
容
も
活
字

の
性
的
描
写
で
驚
か
さ
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
返
信
が
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
、
デ
メ
リ
ッ
ト

と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
一
方
で
冷
静
に
読
み
直

し
て
ス
タ
ッ
フ
同
士
で
相
談

で
き
、
適
切
な
回
答
が
で
き

る
こ
と
は
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る

と
言
え
ま
す
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
と
電
話
相
談

で
培
い
積
み
重
ね
た
の
も
の

は
新
し
い
幡
ヶ
谷
事
務
所
に

移
転
し
て
も
生
か
さ
れ
、
新

し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
か
っ
て

い
く
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。

（
25
面
の
続
き
）

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
Ｅ
Ｃ
・
Ｏ
Ｃ

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
相
談
員

東
　
亜
紀

（
２
０
２
３
年
７
月
１
日
掲
載
）

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
Ｅ
Ｃ
・
Ｏ
Ｃ

ヘ
ル
プ
デ
ス
ク
相
談
員

本
村
弥
恵
子

（
２
０
２
３
年
９
月
１
日
掲
載
）

東
京
都
不
妊
・
不
育 

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員

横
尾
　
澄
香

（
２
０
２
３
年
８
月
１
日
掲
載
）

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談 

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
／
避
妊
の
た
め

の
ピ
ル
＆
ア
フ
タ
ー
ピ
ル

相
談
室 

相
談
員

岡
　
良
子

（
２
０
２
３
年
10
月
１
日
掲
載
）
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不
妊
治
療
へ
の
保
険
適
用

が
始
ま
っ
て
は
や
１
年
半
が

過
ぎ
ま
し
た
。
開
始
当
初
は

当
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
に
も
多
く

の
お
問
い
合
わ
せ
、
ご
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
現

在
は
少
し
一
段
落
し
た
か
な

と
い
う
気
が
し
ま
す
。た
だ
、

保
険
適
用
に
関
す
る
お
問
い

合
わ
せ
が
な
く
な
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
そ
の
内
容
が
変

化
し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
以
前
は
、
一
般
的
な
質

問
が
多
か
っ
た
の
に
対
し
、

最
近
で
は
、
よ
り
個
別
性
が

高
い
質
問
に
な
っ
て
き
た
よ

う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
治
療
の

昨
年
の
事
務
所
移
転
か
ら

１
年
。
利
用
者
の
行
き
先
を

調
整
す
る
た
め
、
市
ヶ
谷
に

残
り
診
療
を
続
け
て
い
た
本

会
思
春
期
ク
リ
ニ
ッ
ク
は
つ

い
に
10
月
末
に
て
閉
院
と
な

り
ま
し
た
。

診
察
室
で
は
北
村
先
生
が

受
診
す
る
方
々
に
「
実
は
ね

⋮
」
と
閉
院
の
お
話
を
し
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
ほ
ぼ
全

員
か
ら
「
え
ー
じ
ゃ
あ
こ
れ

か
ら
ど
う
し
た
ら
い
い

の
？
」
と
返
っ
て
き
ま
す
。

予
約
時
間
通
り
に
始
ま
り
、

院
内
処
方
が
貰
え
て
お
会
計

し
て
帰
る
ま
で
待
ち
時
間
ほ

具
体
的
な
内
容
に
関
わ
る
ご

質
問
だ
っ
た
り
、
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
見
て
も
但
し
書
き
で
付

加
的
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う

な
内
容
で
あ
っ
た
り
し
ま

す
。
皆
さ
ん
自
分
た
ち
で
も

よ
く
調
べ
て
い
て
、
そ
れ
で

も
よ
く
わ
か
ら
な
く
て
電
話

し
た
、
と
い
う
方
が
多
く
、

先
日
も
「
色
々
調
べ
て
も
分

か
ら
な
く
て
、
調
べ
過
ぎ
て

混
乱
し
て
し
ま
っ
て
⋮
」
と

お
っ
し
ゃ
る
方
が
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
確
か
に
厚
労

省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を

見
て
も
、
と
て
も
充
実
し
て

い
て
情
報
量
も
多
い
の
で
す

が
、
そ
れ
ゆ
え
に
自
分
た
ち

が
必
要
と
し
て
い
る
細
か
な

情
報
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に

疲
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ

と
は
あ
り
そ
う
で
す
。

こ
ち
ら
で
も
分
か
る
範
囲

に
限
界
が
あ
る
の
で
、
し
か

る
べ
き
問
い
合
わ
せ
先
を
お

伝
え
し
た
り
、
主
治
医
に
よ

く
聞
い
て
み
る
よ
う
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
を

ア
ド
バ
イ
ス
し
た
り
し
ま
す

が
、
こ
う
い
う
お
電
話
に
お

答
え
し
な
が
ら
、
あ
ら
た
め

て
不
妊
治
療
と
い
う
の
は
、

そ
の
個
人
、
カ
ッ
プ
ル
に
特

有
の
も
の
な
の
だ
と
実
感
し

ま
す
。
大
き
な
枠
組
み
と
し

て
は
少
子
化
対
策
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
不
妊
に
直
面
し
治
療

を
考
え
る
人
達
に
と
っ
て
は

人
生
の
選
択
そ
の
も
の
で
あ

り
、
と
て
も
個
人
的
な
問
題

な
の
で
、
そ
こ
を
支
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

少
し
話
題
は
変
わ
り
ま
す

が
、
東
京
都
が
「
卵
子
凍
結

ぼ
な
し
。
そ
の
上
、
先
生
は

優
し
く
親
身
に
な
っ
て
も
ら

え
る
。
単
に
治
療
す
る
だ
け

で
な
い
関
係
性
は
、
カ
ル
テ

に
書
か
れ
る
「
男
で
き
た
」

「
カ
メ
元
気
で
４
キ
ロ
に
な

っ
た
」
と
い
っ
た
メ
モ
が
大

き
な
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と

を
、
診
療
介
助
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
気
が
付
き
ま
し

た
。
中
学
生
の
頃
か
ら
30
年

近
く
通
わ
れ
て
い
た
方
に
と

っ
て
は
「
私
こ
れ
か
ら
ど
う

す
る
の
?!
」
と
男
女
の
別
れ

話
の
よ
う
な
や
り
と
り
も
仕

方
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し

た
。
自
分
に
合
う
婦
人
科
っ

て
な
か
な
か
出
会
え
な
い
と

思
う
の
で
す
。

幸
い
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
あ

っ
た
場
所
に
開
設
さ
れ
る
医

療
機
関
で
、
北
村
会
長
の
診

察
日
が
予
定
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

実
は
私
も
若
い
頃
、
重
度

の
生
理
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
満
員
電
車
で
の
通

学
時
、
生
理
で
お
腹
が
痛

い
、
痛
み
を
我
慢
、
耳
鳴

り
、
冷
や
汗
、
目
の
前
真
っ

暗
と
い
う
一
連
の
流
れ
で
途

中
下
車
し
、
駅
員
さ
ん
の
仮

眠
室
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
休

ま
せ
て
も
ら
う
事
が
何
度
か

あ
り
ま
し
た
。
生
理
痛
は
薬

を
飲
ん
で
や
り
過
ご
す
も
の

と
思
っ
て
い
た
の
で
す
。

生
理
を
移
動
さ
せ
る
為
、

中
用
量
ピ
ル
を
内
服
し
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仕
事

に
支
障
を
来
す
よ
う
な
吐
き

気
が
あ
り
、
あ
ま
り
良
い
印

象
が
持
て
ず
に
い
ま
し
た
。

現
在
は
低
用
量
ピ
ル
が
あ
り

ま
す
が
、
私
の
よ
う
に
ピ
ル

で
苦
い
経
験
を
し
た
母
親
は

娘
の
生
理
痛
や
月
経
移
動
に

低
用
量
ピ
ル
を
服
用
す
る
こ

と
へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
な

る
と
思
い
ま
し
た
。
考
え
て

み
れ
ば
思
春
期
の
女
子
を
持

つ
母
親
が
知
識
を
得
る
場
は

ど
こ
に
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
当
時
、
市
ヶ
谷
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
通

え
て
い
た
ら
な
あ
、
生
理
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
女
に
な

っ
て
い
た
ら
ど
ん
な
に
楽
だ

っ
た
か
と
思
い
ま
す
。

今
、
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
で
緊

急
避
妊
や
ピ
ル
の
電
話
相

談
、
思
春
期
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相

談
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
市

ヶ
谷
は
駅
近
で
春
は
桜
並

木
、
お
堀
端
の
遊
歩
道
、
撮

影
に
よ
く
使
わ
れ
る
釣
り

堀
、
中
央
線
が
目
の
前
に
見

え
て
都
心
と
は
思
え
な
い
景

色
が
自
慢
で
し
た
が
、
新
し

い
事
務
所
は
商
店
街
。
駅
か

ら
も
近
く
相
談
室
か
ら
は
遠

く
に
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
、
新
宿

副
都
心
の
ビ
ル
群
が
見
渡
せ

る
場
所
で
す
が
、
周
辺
に
は

飲
み
屋
さ
ん
が
多
く
、
勤
務

後
に
ま
っ
す
ぐ
帰
れ
る
か
心

配
に
な
る
立
地
で
す
。

何
よ
り
私
が
驚
い
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
フ
ロ
ア
が
違

う
為
、
北
村
先
生
、
杉
村
セ

ン
タ
ー
長
、
数
名
の
職
員
さ

ん
し
か
お
目
に
か
か
っ
た
事

が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
幡

ヶ
谷
は
全
職
員
が
ワ
ン
フ
ロ

ア
に
い
て
、
こ
ん
な
に
沢
山

の
方
が
い
る
組
織
だ
っ
た
こ

と
に
驚
い
て
い
ま
す
。

心
機
一
転
、
素
敵
な
オ
フ

ィ
ス
に
見
合
う
よ
う
に
自
分

の
ス
キ
ル
を
上
げ
て
い
か
ね

ば
と
思
う
の
で
し
た
。

◆
　
◆
　
◆

に
係
る
費
用
へ
の
助
成
」
及

び
「
凍
結
卵
子
を
使
用
し
た

生
殖
補
助
医
療
へ
の
助
成
」

の
開
始
を
発
表
し
ま
し
た
。

９
月
か
ら
説
明
会
の
エ
ン
ト

リ
ー
受
付
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
趣
旨
は
「
子
供
を

産
み
育
て
た
い
と
望
ん
で
い

る
も
の
の
、
様
々
な
事
情
に

よ
り
す
ぐ
に
は
難
し
い
方
に

と
っ
て
、
卵
子
凍
結
は
将
来

の
妊
娠
に
備
え
る
選
択
肢
の

一
つ
で
す
。
加
齢
等
に
よ
る

妊
娠
機
能
の
低
下
を
懸
念
す

る
場
合
に
行
う
卵
子
凍
結
に

係
る
費
用
を
助
成
し
、
子
供

を
望
む
方
へ
の
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
そ
こ
に
は
少
子
化
対

策
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て

お
ら
ず
、
生
き
方
へ
の
支
援

が
強
調
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。
一
方
で
凍
結
卵
子
が
実

際
に
ど
の
程
度
使
わ
れ
て
い

て
、
そ
れ
が
最
終
的
に
妊

娠
・
出
産
に
つ
な
が
っ
て
い

る
か
と
い
う
と
、
数
は
少
な

い
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
の

で
、
そ
れ
で
も
そ
こ
を
支
援

す
る
と
い
う
判
断
に
は
賛
否

両
論
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
で
も
、
こ
う
い
っ
た
流

れ
が
個
人
の
選
択
、
意
思
決

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
電
話
相
談

が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
に
変
わ
り

３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
相

談
者
の
気
持
ち
を
受
容
し
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
分
か
り
や
す

い
文
章
で
送
り
返
す
こ
と
に

毎
回
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま

す
。今

回
は
、
現
在
に
至
る
ま

で
の
私
た
ち
相
談
員
の
様
々

な
奮
闘
を
振
り
返
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

開
始
当
初
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の

シ
ス
テ
ム
を
知
ら
ず
に
戸
惑

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

改
行
の
つ
も
り
で
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ

ｒ
キ
ー
を
押
し
た
ら
、
送
信

さ
れ
て
し
ま
い
大
慌
て
。
ト

ー
ク
画
面
の
保
存
期
間
は
、

１
年
間
分
だ
け
で
消
え
て
し

ま
う
こ
と
に
気
付
い
た
の
は

間
も
な
く
相
談
１
年
目
を
迎

え
る
直
前
と
い
う
タ
イ
ミ
ン

グ
で
、
大
急
ぎ
で
相
談
者
と

の
や
り
取
り
を
、
一
つ
一
つ

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
に
切
り
貼
り
す

る
、
地
道
な
作
業
を
繰
り
返

し
て
な
ん
と
か
履
歴
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
相
談
が
届
く
と
ま
ず

記
録
用
の
作
業
か
ら
始
め
て

い
ま
す
。

相
談
者
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

や
相
談
内
容
を
集
計
し
、
デ

ー
タ
化
さ
せ
る
作
業
も
複
雑

で
す
。
電
話
相
談
の
集
計
は

匿
名
な
の
で
、
１
回
毎
に
相

談
数
を
カ
ウ
ン
ト
す
れ
ば
良

い
の
で
す
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相

談
は
、
時
間
を
空
け
て
ま
た

相
談
し
て
く
る
人
、
同
じ
人

が
ア
カ
ウ
ン
ト
名
を
変
更
し

て
複
数
回
も
相
談
し
て
く
る

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン

が
あ
り
、
そ
れ
を
整
理
す
る

の
に
は
時
間
を
要
し
て
い
ま

す
。Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
な
ら
で
は

の
戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
。
相

談
は
無
く
、
ロ
グ
イ
ン
の
入

退
出
だ
け
を
頻
繁
に
長
期
間

た
時
に
「
こ
の
ユ
ー
ザ
ー
は

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
削

除
し
た
か
、
あ
な
た
の
ア
カ

ウ
ン
ト
を
ブ
ロ
ッ
ク
し
た

か
、
あ
な
た
を
チ
ャ
ッ
ト
ル

ー
ム
か
ら
退
出
さ
せ
た
た

め
、
こ
の
ユ
ー
ザ
ー
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
信
で
き
ま
せ

ん
」
と
表
示
さ
れ
、
や
り
取

り
が
突
然
一
方
的
に
シ
ャ
ッ

ト
ア
ウ
ト
さ
れ
て
し
ま
う
の

で
す
。

電
話
相
談
で
も
、
相
談
中

に
突
然
電
話
を
切
ら
れ
る
こ

と
が
あ
り
慣
れ
て
い
た
も
の

の
、
ラ
イ
ン
相
談
で
は
、
回

答
す
る
た
め
に
時
間
を
か
け

て
準
備
し
て
い
る
分
、
こ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
る

と
、
何
と
も
言
え
な
い
む
な

し
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま

す
。電

話
で
の
相
談
技
術
と
は

異
な
る
こ
と
が
多
く
、
あ
る

意
味
ま
だ
初
心
者
の
域
で

す
。
そ
れ
で
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相

談
は
、
文
字
の
や
り
取
り
が

残
り
、
何
度
も
見
返
せ
て
振

り
返
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
勉
強
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
特
徴
を
生
か
し
な
が

ら
、
思
春
期
の
相
談
場
所
と

し
て
定
着
す
る
よ
う
、
日
々

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

◆
　
◆
　
◆

繰
り
返
す
人
。
ロ
グ
イ
ン
す

る
と
、
絵
文
字
や
数
字
、
単

語
だ
け
を
ひ
た
す
ら
送
り
続

け
、
突
然
退
出
し
た
か
と
思

う
と
、
ま
た
再
ロ
グ
イ
ン
し

て
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
す

人
。
長
い
ア
カ
ウ
ン
ト
名
を

一
部
分
微
妙
に
変
更
し
、
毎

回
初
め
て
の
相
談
者
に
な
り

す
ま
し
て
相
談
し
て
き
て

は
、
入
退
出
を
繰
り
返
す
人

な
ど
。
ち
ょ
っ
と
不
思
議
な

や
り
取
り
を
す
る
人
が
い
ま

す
。
ア
カ
ウ
ン
ト
は
同
じ
な

の
で
、
何
度
入
退
出
を
し
て

も
、
名
前
を
変
更
し
て
も
、

ト
ー
ク
画
面
で
一
連
の
流
れ

は
全
て
残
っ
て
い
ま
す
。
い

っ
た
い
こ
の
相
談
者
は
私
た

ち
に
何
を
求
め
て
繋
が
っ
て

き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
　

と
疑
問
に
思
い
つ
つ
も
、
い

つ
か
相
談
が
書
か
れ
る
の
か

も
し
れ
な
い
と
の
思
い
で
待

ち
続
け
て
い
ま
す
。

な
ん
と
も
不
消
化
で
残
念

な
気
持
ち
に
な
る
事
が
あ
り

ま
す
。
相
談
へ
の
返
答
は
、

回
答
内
容
や
誤
字
脱
字
に
慎

重
で
あ
る
べ
き
な
の
で
、
下

書
き
を
繰
り
返
し
、
周
囲
の

ス
タ
ッ
フ
に
も
文
章
チ
ェ
ッ

ク
を
し
て
も
ら
っ
た
後
に
返

信
を
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
い
ざ
返
信
し
よ
う
と
し

定
を
尊
重
す
る
成
熟
し
た

社
会
へ
の
道
程
だ
と
し
た

ら
、
望
ま
し
い
方
向
性
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

当
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
で
も
、

安
心
し
て
話
せ
る
場
を
提

供
し
、
そ
の
中
で
相
談
さ

れ
る
方
の
問
題
整
理
や
自

己
決
定
が
進
む
よ
う
な
支

援
を
続
け
ら
れ
た
ら
幸
い

で
す
。

東
京
都
不
妊
・
不
育

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員

佐
々
木
良
枝

（
２
０
２
３
年
11
月
１
日
掲
載
）

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

／
避
妊
の
た
め
の
ピ
ル
＆
ア
フ

タ
ー
ピ
ル
相
談
室
相
談
員

廣
瀬
　
和
美

（
２
０
２
３
年
12
月
１
日
掲
載
）

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

／
避
妊
の
た
め
の
ピ
ル
＆
ア
フ

タ
ー
ピ
ル
相
談
室
相
談
員

千
田
　
陽
子

（
２
０
２
４
年
１
月
１
日
掲
載
）

（
一
社
）日
本
家
族
計
画
協
会
で

受
け
て
い
る
相
談
窓
口
で
す
！

お
知
ら
せ

家 　 族 　 と 　 健 　 康（　）27 2025年（令和 7年）8月 1日 （2023年度号）



子
ど
も
が
高
学
年
に
な

り
、
マ
マ
友
た
ち
と
性
教
育

の
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
「
最
近

エ
ッ
チ
な
動
画
を
見
て
い
る

み
た
い
だ
け
ど
、
気
付
い
て

い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
い
の

か
」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

見
て
い
て
表
示
さ
れ
る
過
激

な
広
告
が
気
に
な
る
。
男
子

は
母
親
か
ら
伝
え
ら
れ
る
よ

り
、
父
親
か
ら
伝
え
ら
れ
た

方
が
い
い
の
だ
ろ
う
か
」

「
学
校
の
授
業
で
習
っ
て
い

る
だ
ろ
う
か
ら
家
庭
で
は
触

れ
な
い
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
る
日
の
リ
ビ
ン
グ
で
の

出
来
事
で
す
。
ド
ラ
マ
の
キ

ス
シ
ー
ン
が
テ
レ
ビ
に
映
り

そ
れ
を
見
て
い
た
娘
が
「
赤

ち
ゃ
ん
で
き
る
ね
」
と
言
う

の
で
す
。
赤
ち
ゃ
ん
っ
て
キ

ス
す
る
と
で
き
る
の
？
　
と

聞
く
と
「
そ
う
で
し
ょ
」
と

言
う
の
で
す
。
幼
い
頃
か
ら

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゾ
ー
ン
の
こ

と
、
妹
弟
の
誕
生
に
合
わ
せ

て
生
命
の
誕
生
に
つ
い
て
も

話
を
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の

前
見
つ
け
た
保
健
体
育
の
テ

ス
ト
に
も
卵
子
・
精
子
な
ど

身
体
の
仕
組
み
に
つ
い
て
丸

を
も
ら
っ
て
い
た
娘
か
ら
の

発
言
に
驚
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。赤

ち
ゃ
ん
が
で
き
る
た
め

に
は
男
性
の
種
（
精
子
）
と

女
性
の
卵
（
卵
子
）
と
⋮
と

話
す
と
「
知
っ
て
い
る
よ
」

と
言
う
の
で
す
。
学
校
で
は

妊
娠
の
経
過
に
は
触
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

身
体
の
仕
組
み
と
妊
娠
の
経

過
が
結
び
付
い
て
い
な
い
の

で
は
な
い
か
と
実
感
し
た
瞬

間
で
し
た
。
と
は
い
え
、
具

体
的
な
方
法
を
質
問
さ
れ
た

ら
わ
が
子
に
淡
々
と
説
明
が

で
き
る
自
信
も
な
く
、
ど
こ

ま
で
理
解
で
き
て
い
る
の
か

確
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
、
自
分
を
守
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が

ら
矛
盾
し
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。
性
情
報
が
氾
濫
し
て

い
る
今
日
、
思
春
期
の
男
女

が
得
る
情
報
源
は
友
人
や
雑

誌
な
ど
の
出
版
物
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
が
多
く
、
中
に
は

誤
っ
た
情
報
や
過
度
な
も
の

も
あ
り
ま
す
。
ど
の
情
報
が

正
し
い
の
か
う
の
み
に
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え

る
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
ま
た
親
と
し
て

性
教
育
に
限
っ
た
こ
と
で
は

な
い
で
す
が
、
不
安
や
疑
問

を
言
い
合
え
る
よ
う
な
関
係

性
を
日
々
の
積
み
重
ね
で
築

い
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。

も
う
す
ぐ
４
年
目
に
入
る

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
で
は
、
女
子

か
ら
の
妊
娠
不
安
相
談
の
低

年
齢
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
実

際
に
中
学
生
で
も
性
交
経
験

が
あ
り
、
妊
娠
不
安
で
相
談

し
て
く
る
子
ど
も
た
ち
が
大

勢
い
ま
す
。
興
味
本
位
の
ケ

ー
ス
も
あ
れ
ば
、
依
存
性
を

満
た
そ
う
と
し
て
い
る
子
も

い
ま
す
。
二
次
性
徴
の
身
体

の
仕
組
み
と
妊
娠
の
経
過
が

分
か
ら
な
い
ま
ま
性
交
を
し

て
い
る
こ
と
は
計
画
外
の
妊

娠
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
高

く
、
若
年
者
の
妊
娠
・
出

産
、
虐
待
、
経
済
困
難
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
へ
と

つ
な
が
り
、
性
教
育
の
重
要

性
を
改
め
て
感
じ
ま
す
。

先
日
「
生
で
し
た
け
ど
、

外
に
は
出
し
て
く
れ
た
。
で

も
妊
娠
が
不
安
」
と
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。
相
談
員
と
し

東
京
都
不
妊
・
不
育
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
の
相
談
員
と
し
て

相
談
を
受
け
る
中
で
夫
に
不

妊
治
療
中
の
つ
ら
い
気
持
ち

を
伝
え
る
事
が
で
き
な
く
な

っ
た
と
い
う
あ
る
方
の
相
談

で
す
（
個
人
情
報
保
護
の
た

め
状
況
改
変
し
て
い
ま
す
）。

相
談
者
「
夫
は
協
力
し
て

く
れ
る
ん
で
す
⋮
」
（
少
し

無
言
）
「
で
も
そ
れ
は
精
子

を
く
れ
る
と
い
う
事
で
、
精

子
が
な
い
と
子
ど
も
は
授
か

れ
な
い
し
。
私
は
１
か
月
注

射
を
打
っ
た
り
、
仕
事
と
通

院
の
調
整
を
し
た
り
と
本
当

に
大
変
な
ん
で
す
。
排
卵
日

に
照
準
を
合
わ
せ
て
毎
日
動

い
て
い
る
。
食
べ
る
物
を
気

を
付
け
た
り
も
し
て
い
る

し
。
で
も
生
理
が
き
て
し
ま

っ
て
。
ま
た
振
り
出
し
に
戻

っ
た
み
た
い
な
」

―
排
卵
日
に
向
け
て
の
準

備
は
本
当
に
大
変
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
生
理
が
き
た

こ
と
で
振
り
出
し
に
戻
ら
れ

た
⋮
。

相
談
者
「
そ
う
。
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
開
始
み
た
い
な
。
で

も
夫
は
こ
の
つ
ら
さ
は
分
か

っ
て
は
く
れ
な
い
。
話
し
て

も
『
大
丈
夫
だ
よ
』
『
次
、

頑
張
ろ
う
』
と
根
拠
も
な
く

言
っ
て
く
る
だ
け
。
そ
れ
に

夫
は
特
に
何
か
し
て
い
る
わ

け
で
も
な
く
、
お
酒
だ
っ
て

気
に
せ
ず
飲
ん
で
い
る
。
精

子
が
必
要
な
日
が
分
か
っ
た

ら
調
整
す
る
だ
け
。
で
も
そ

の
日
だ
っ
て
仕
事
が
ど
う
の

こ
う
の
と
言
う
時
も
あ
る
。

私
だ
け
頑
張
っ
て
い
る
感
じ

で
、
子
ど
も
欲
し
く
な
い

の
？
　
っ
て
思
っ
ち
ゃ
う
。

夫
に
話
し
て
も
意
味
が
な
い

し
嫌
な
気
持
ち
に
な
る
か
ら

最
近
は
精
子
だ
け
ち
ょ
う
だ

い
っ
て
感
じ
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
で
も
２
人
で
欲
し
い

っ
て
思
っ
て
始
め
た
不
妊
治

療
な
の
に
⋮
」

―
２
人
で
始
め
た
治
療

が
、
気
が
付
く
と
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
こ
な
す
の
は
相
談
者

さ
ん
１
人
の
よ
う
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
感
覚
も
あ
り
そ

う
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

相
談
者
「
そ
う
な
ん
で

す
。
ま
ず
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
立
て
て
、
そ
の
通
り
に
す

る
た
め
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
準
備
し
て
い
る
感
じ
で
。

で
も
夫
の
日
常
は
治
療
を
始

め
る
前
と
何
も
変
わ
っ
て
い

な
い
。
夫
に
対
し
て
不
妊
治

療
以
外
の
部
分
で
は
治
療
前

と
同
じ
よ
う
に
話
も
で
き
る

し
楽
し
く
は
で
き
て
い
る
ん

で
す
。
そ
れ
が
余
計
複
雑
」

診
察
に
よ
っ
て
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
決
め
て
い
く
た
め
、

不
妊
治
療
は
女
性
が
担
う
部

分
が
多
い
と
い
う
事
実
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
相
談
者
さ
ん

の
よ
う
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が

あ
る
こ
と
で
治
療
を
常
に
考

え
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
子

ど
も
が
欲
し
い
と
言
う
事
は

大
前
提
で
は
あ
る
け
れ
ど
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
す
と

い
う
タ
ス
ク
管
理
の
よ
う
な

状
態
に
置
か
れ
て
い
る
方
も

多
く
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す

し
、
私
自
身
振
り
返
っ
て
み

て
も
感
じ
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
方

の
よ
う
に
不
妊
治
療
以
外
の

部
分
で
は
夫
と
の
関
係
性
は

良
い
と
言
う
方
が
割
と
多
い

印
象
で
す
。

治
療
中
に
感
じ
る
モ
ヤ
モ

ヤ
し
た
気
持
ち
の
話
は
自
分

の
中
で
も
整
理
が
つ
か
な
か

っ
た
り
、
言
葉
に
す
る
こ
と

が
難
し
か
っ
た
り
し
ま
す
。

そ
の
気
持
ち
を
誰
か
に
話
す

事
で
モ
ヤ
モ
ヤ
が
モ
ヤ
く
ら

い
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
私

は
思
い
ま
す
。
そ
の
誰
か
の

選
択
肢
に
こ
ち
ら
の
東
京
都

不
妊
・
不
育
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

を
入
れ
て
お
い
て
欲
し
い
な

と
思
い
ま
す
。
決
し
て
一
人

で
抱
え
込
む
こ
と
が
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

て
は
、
こ
の
「
し
て
く
れ

た
」
と
い
う
表
現
が
と
て
も

気
に
な
り
ま
し
た
。
腟
外
射

精
は
避
妊
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
の
た
め
に
避
妊

し
て
く
れ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
す
。

妊
娠
は
女
性
の
身
体
が
引

き
受
け
る
も
の
だ
か
ら
そ
う

な
る
前
に
で
き
る
こ
と
を
考

え
て
ほ
し
い
。
妊
娠
を
望
ん

で
い
な
い
な
ら
Ｎ
Ｏ
セ
ッ
ク

ス
も
し
く
は
、
女
性
主
体
の

低
用
量
ピ
ル
、
性
感
染
症
予

防
に
は
コ
ン
ド
ー
ム
を
と
伝

え
ま
す
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
相
談
を

通
し
て
、
悩
ん
で
い

る
人
が
多
く
い
る
の

に
、
相
談
で
き
る
人

や
場
所
が
少
な
い
こ

と
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
実
際
、
娘
と
の

関
わ
り
か
ら
ど
こ
ま

で
理
解
し
て
い
る
の

か
不
安
を
感
じ
ま

す
。
ま
た
文
字
で
の
や
り
と

り
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

行
動
レ
ベ
ル
に
移
せ
る
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
た

め
に
時
に
は
直
接
話
せ
る
相

談
も
必
要
と
感
じ
、
本
会
の

相
談
室
で
は
必
要
を
感
じ
た

と
き
会
議
室
を
急
ご
し
ら
え

で
相
談
室
に
し
つ
ら
え
、
対

面
で
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
処
方
や
検
査
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
近
隣
の
医
療

機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら

思
春
期
の
体
と
未
来
を
守
っ

て
い
け
る
よ
う
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

講義名 講　師

① 妊娠の経過
重松　 環奈 先生
日本赤十字社医療センター
日本助産師会

② 医療費・出産費用について 安宅 満美子 先生
日本助産師会

③ 粉ミルクについて 市川　 恵子 先生
めぐみ助産院

④ 乳腺炎や起こりやすいトラブル
稲田　 千晴 先生
日本赤十字大学大学院
国際保健助産学専攻 講師

⑤
⑥
母子健康手帳を有効活用
するために（前編・後編）

市川　 香織 先生
東京情報大学看護学部
看護学科 教授

⑦ 母乳で育てるには 得松　 奈月 先生
総合母子保健センター 愛育病院

⑧
⑨ 避妊方法の説明（前編・後編）

今　 ひろみ 先生
bean助産院

⑩ 妊娠中の過ごし方～くすり・サプリメント～

勝田 もも子 先生
杏林大学医学部付属病院
総合周産期母子医療センター

⑪ 妊娠中の過ごし方 ～旅行について～

⑫ 妊娠中の過ごし方～喫煙・飲酒の子どもへの影響～

⑬ 妊娠中の過ごし方 ～睡眠について～

配
信
中
の
講
義
☆
２
０
２
６
年
12
月
31
日
ま
で

お知らせ

“リプロ”ダクティブ・ヘルス／ライツに

ついて学べる“場
バ
”  略して「リプロバ」です

リプロバ
「これさえ見れば基本はOK!!」な講義動画集ができました。

その名も…

● １本10分程度の講義動画集
●インターネット上で
　いつでも、どこでも、何度でも
　視聴可能
●新人研修にピッタリの内容
●ベテランの方の学び直しにも

無料公開
です

※ 本会セミナー会員登録が
必要となります
※ 無料公開しています。
ただし、視聴の際の通信
料等はご負担ください

視聴は本会HPから
 その他の
講義も続 と々
公開して
おります

思
春
期
・
Ｆ
Ｐ
相
談
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

／
避
妊
の
た
め
の
ピ
ル
＆
ア
フ

タ
ー
ピ
ル
相
談
室
相
談
員

黒
田
真
知
子

（
２
０
２
４
年
３
月
１
日
掲
載
）

東
京
都
不
妊
・
不
育

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
相
談
員

金
子
　
友
紀

（
２
０
２
４
年
２
月
１
日
掲
載
）

本紙「家族と健康」は、パソコン・スマホ
などからもご覧いただけます。 家族と健康  日本家族計画協会 検索環境にやさしい紙・インキを使用しています。
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